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利島村告示第８号 

 

令和６年第１回（３月）利島村議会定例会を下記のとおり招集する。 

  令和６年３月４日 

 

 

 

利島村長  村 山 将 人 

 

 

                 記 

 

１ 日  時 令和６年３月１１日（月） 午前９時３０分 

 

２ 場  所 利島村役場議会室 
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                〇 応 招 ・ 不 応 招 議 員 

 

応招議員 ５名 

   １番   前  田     清  君     ３番   笹  岡  壽  一  君 

   ４番   石  野     治  君     ５番   井  口     保  君 

   ６番   寺  田     優  君 

 

不応招議員 なし 
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令和６年第１回利島村議会定例会 

 

議事日程第１号                        ３月１１日午前９時３０分開会 

 

日程第 １ 所信表明 

日程第 ２ 行政報告 
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出席議員 ５名 

   １番   前  田     清  君     ３番   笹  岡  壽  一  君 

   ４番   石  野     治  君     ５番   井  口     保  君 

   ６番   寺  田     優  君 

 

欠席議員 なし 

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

  村  長 村  山  将  人  君 副 村 長 菅  瀬  優  生  君 

  教 育 長 弟 子 丸  知  樹  君 

総務課長 
・ 住 民 
課  長 
（兼務） 

榎  本  雅  仁  君 

  環境建設 
課  長 

上  野     崇  君 
会計管理 
課  長 

出  口  貴  司  君 

産業観光 
  課  長 

荻  野     了  君 
総 務 課 
主  幹 

隅     智  孝  君 

  環境建設 
課長補佐 

前  田     裕  君   

 

職務のため出席した事務局職員 

  課長補佐 入     恵  子 書  記 五  味  恵  介 
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    ◎開会及び開議の宣告 

 

                                   （午前 ９時３５分） 

〇議長（寺田 優君） 皆さん、おはようございます。定刻となりましたので、令和６年第１回利島

村議会定例会を開会いたします。 

 

    ◎会議録署名議員の指名 

 

〇議長（寺田 優君） この定例会の議事録署名人は、前田副議長と笹岡議員にお願いいたします。 

 

    ◎会期の決定 

 

〇議長（寺田 優君） 会期については、本日３月11日より３月22日金曜日までの12日間としたいと

思いますが、ご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、会期については３月11日より３月22日までの12日間といたします。 

  日程は、行政の示しているとおり進めてまいりたいと思いますが、ご異議ございますか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、日程は…… 

          〔「議長」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 議案に入る前に確認しておきたいと思って、特別に発言をさせていただきた

いと思うのですが、今日会場へ来まして、私は村長の所信表明に対する質問書というのを出したの

です。休憩前でしたから、非公式な話って受け止めていますけれども、これ公にしなければいけな

いと思って特別に発言させていただきますけれども、議員が発する文書というのは、特に行政に対

する質問、これは公開されるべき問題なのです。それで、他の議員は知りませんと、質問書につい

ても他の議員の質問、確かに質問しているのは個人です。それを個人個人にその人の質問だけは全

議員に配るか、その人に配るけれども、全議員には配りませんと、全議員に配られるのは議案書の

みと、行政が発する。これは私は少し疑義がありと、やはり議員といえども議員が発することとい

うのは村政に直接的に影響するわけですから、これは全議員が共有すべきだと、ほかの議員が何を

質問しているのかということは。そのためには事前に、できれば私どもも努力して、私はそれに努
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力しているつもりだったけれども、たまたま発信したのが昨夜だったですけれども、行政でも考え

ることはあるでしょう、答弁を。同時に議員のほうでも検討していただけるでしょうと、質問書を

前もって配られれば。私なんかは、行政報告のみならず、全議員の一般質問も全部読んでいるので

す。それを読まなくていいのだということになれば、その議員にだけ、その答弁だけ渡せばいい。

将来、一般質問については全議員にそこまでは配付するけれども、行政に対する質問は、事前に出

されたものについては配付しないと、ここは個人の場ではないのです。確かに質問するのは個人個

人が質問するわけです。私的な場ではないのだと、ここは。ということで、議長ももちろんですけ

れども、どう考えているのか。これは議員間で協議してもらいたいですよ、議員は議員で。それだ

ったら行政報告に対する質問なんて出しません。直接でいいのだから、何も出さなければならない

という規則はないのだし。これは議会の議員の問題でもありますから、やっぱり議員も協議された

らいいと思うのです。 

〇議長（寺田 優君） 菅瀬副村長。 

          〔副村長（菅瀬優生君）登壇〕 

〇副村長（菅瀬優生君） おはようございます。先ほどの質問文の共有についてでございますが、こ

れにつきましては我々がタッチするというよりかは、議員さん同士の取決めになろうかなと思って

おります。なので、それは一般質問もそうですけれども、もし共有されるという、議員さん同士の

議会の中の取決めをされるということであれば、その中でされればいいと思いますので、そこはも

うお任せしますというか、我々が口出せるようなことではないかなと思っています。なので、事実

を申し上げると昨日の８時15分と30分ですか、お二人からこちらの事務局のほうにメールでいただ

いたようでございますが、もしそういうことであるのであれば、我々議会事務局を通さず議員さん

同士の中で共有してもらうという方法も一つあろうかと思いますので、そこはご協議いただきたい

なと思っております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それでは、結論的には即刻議員間協議をして、もしそれでもって合意ができ

るなら議員に配付してもらいたいと思います。これは前例的には行政報告に対する質問もしなくて

もいいのですよ、文書を出さなくても。それを出してきた経緯、経過はあるわけです。それらは全

部議員は共有しているのです。だから何で所信表明に対しては、今言ったような答弁、副村長の答

弁で分かりましたので、これは議会の問題ですと、私も先ほど議会の問題でもあると申し述べまし

たけれども、行政もそれを認識されて答弁されていますので、これは議員間で協議しないとらちが

明かないと、行政の関与するところでないというような意味合いの話ですから、答弁ですから。ぜ

ひはっきりしてもらいたいと思うのです。 
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〇議長（寺田 優君） それでは、これより休憩を取ります。 

          （休憩 午前 ９時４１分） 

                                           

          （再開 午前１０時０７分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

 

    ◎日程第１ 所信表明 

 

〇議長（寺田 優君） これより日程に沿って協議をしてまいりたいと思いますが、まず日程１の所

信表明から行っていきたいと思います。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 令和６年度所信表明。 

  令和６年第１回３月定例議会の開会に当たり、これからの村政運営に関する私の所信を申し上げ、

村議会議員の皆様、村民の皆様のご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

  初めに、元旦に能登地方を震源とするマグニチュード7.6、最大震度７を記録した大地震が発生し、

甚大な被害が生じました。犠牲になられました方々に深く哀悼の意を表するとともに、被災されま

した皆様に心よりお見舞い申し上げます。震源地より400キロ以上も離れた孤島の小さな島から、ど

のような支援ができるか検討してきましたが、東京都町村会や各町村と連携し、義援金を贈呈する

とともに、被災地では入浴がままならない状況であったことから、利島村で令和７年度に導入した

水循環システムによるシャワーユニットの貸出しを行いました。被災者の方々にとって少しでもお

力になれるよう、今後もできる限りの支援を行っていきたいと思います。 

  また、昨年11月に開催されました利島村政100周年記念式典に際して、島内外の多くの皆様と喜び

を共にすることができました。これまでの100年に感謝し、これからの100年をつくり上げていくた

めにも、今を生きる我々世代がさらなる努力を重ねていくことが重要であると決意を新たにしまし

た。ご協力いただきました多くの方々に改めて感謝を申し上げます。 

  令和６年度も…… 

          〔何事か言う人あり〕 

〇村長（村山将人君） 一回そのまま朗読させてもらいます。 

  令和６年度も「人の利・土地の利・自然の利」を生かした島づくりを目指し、「すべては利島のた

めに！」を合言葉に将来世代に対して持続可能な島づくりを実現するため、謙虚に・着実に・誠実

に実行していきます。様々な課題が待ったなしである中、行政の力だけでは課題を解決できるよう

な時代ではありません。そのため、村民の皆様にはより一層のご理解とご協力をお願いするととも
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に、村としては今年度も明るい利島の未来に向けて挑戦を重ねていきたいと思います。 

  それでは、まず３つの基本方針についてご説明申し上げます。 

  １、将来世代に対して持続可能な島づくり。 

  村民憲章に掲げる「生き生きとした活力のある島 自立する村 利島」は、まさに明るい未来の

利島像を指し示すものであります。その実現には、現状の諸課題の解決に向けてデジタルなどの新

しい技術の活用を図っていくことが重要です。先進的で持続可能な島へと変化させていくことによ

り、目指すべき将来像へとつなげていきます。 

  ２、健全な財政運営。 

  令和６年度一般会計当初予算、これは案ですが、の額が20億円を超え、利島村としては過去最大

の予算規模となります。しかし、これは利島の将来に対する非常に重要な投資であり、その着実な

推進のために、国や都の交付金、補助金等を財源として積極的に確保していきます。 

  その一方で、令和６年度決算において自主財源はおよそ3.1％となっており、これまで同様に非常

に厳しい財政状況に変わりはありません。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇村長（村山将人君） ちょっと待ってください。一回朗読だけさせて…… 

          〔何事か言う人あり〕 

〇村長（村山将人君） そうですか。では、休憩しますでお願いします。 

〇議長（寺田 優君） 休憩します。 

          （休憩 午前１０時１３分） 

                                           

          （再開 午前１０時２６分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて先へ進んでまいりたいと思います。 

  所信表明の途中でありましたので、引き続きその続きをお願いいたします。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 先ほど所信のほうでちょっと一部修正させていただきたいのですけれども、

シャワーユニットの導入の年度なのですけれども、私令和７年度に導入というふうにここで発言し

たかと思いますが、４年度…… 

          〔「どこですか」と言う人あり〕 

〇村長（村山将人君） 元旦の地震に対する支援のところです。冒頭の部分です。よろしいでしょう

か。４年度に導入したシャワーユニットでございます。 

  それでは、３つの基本方針の最後の部分、改めてそこから続きをお示ししたいと思います。 

  ３つとして、公正・公平な村政運営。 
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  これまで小さな島であるがゆえの許容で成り立っていた部分が多分にあり、それらがいい部分で

も、悪い部分でもあったかと思います。また、それらに対し、時にものが言えないような雰囲気に

なり、いいか、悪いかの検討ができないようなことがあったと思います。今や島内人口構成ではお

よそ８割以上の移住者の方が占める本村において、公正で公平な運営がより求められてきます。そ

のため、社会規範に従い、より公正で公平な島であるよう、村政運営に取り組んでいきます。 

  職員については、令和３年12月に策定した「利島村職員人材育成基本方針」にのっとり、行政職

員の資質のより一層の向上を図り、職員一人一人が有している可能性、能力を最大限に引き出せる

環境整備に努めていきます。 

  次に、令和６年度の個別方針について説明申し上げます。 

  １、将来への投資。 

  利島村第４次総合計画（後期）の下に各施策を推進してきた中で、令和５年度からは東京都の「東

京宝島サスティナブル・アイランド創造事業」などに参画し、将来に向けた投資として事業を進め

てきました。これは、長年課題として存在している住宅不足や産業振興、水不足などを有効に解決

する突破口としても、利島村にとっては大きなチャンスとなる事業であります。この事業の展開を

通じて、利島村がこれからの100年も栄え続けることができるよう、持続可能な島づくりを目指して

積極的に取り組んでいきます。 

  ２つ目で、教育改革に関して。 

  今年１月に改定した利島村教育大綱である「利島村“人づくりが島づくり”大綱」や、さらには

この春からスタートする義務教育学校化された利島小中学校を核としながら、「より教育改革に力を

入れた島」として島内外へアピールしていきます。これまでのよさを継承しつつも、新たな取組を

積極的に取り入れ、未来の利島のキープレーヤーを育てていきます。 

  ３つ、福祉・医療事業に関して。 

  現在、社会福祉協議会との連携により、子ども家庭支援センターの運営や通所介護サービスの提

供、脳の健康教室などの健康事業の実施など、子供から高齢者までの様々な福祉事業を展開してい

ます。新年度からはこれらに加えて、生活に困窮者している高齢者への支援の検討に着手します。 

  また、医療については、帯状疱疹ワクチンや高齢者肺炎球菌ワクチンの接種を引き続き行うとと

もに、島外通院旅費助成事業の拡充に向けた見直しや、難病等通院交通費支援を積極的に周知する

など、島民の医療へのアクセス向上を図っていきます。 

  ４つ目として、生活インフラ整備事業。 

  住宅については、今年度から着手していますが、新年度は本格的な整備のフェーズに入ります。

利島への移住定住を促すため、住宅の近傍に多世代の交流や子育て支援、テレワークのためのスペ

ースを備えた施設を整備するとともに、ソフトの取組として島の魅力発信を行うポータルサイトの

検討を行っていきます。 
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  ごみ焼却施設については、昨今の物価高騰の影響などにより、今年度の整備は不調となりました

が、改めてその整備に向けて取り組んでいきます。 

  電気・通信については、台風災害などが激甚化、頻発化している中で、風や波浪による断線で生

活や経済活動に重大な支障が生じないよう、都と連携しながら、無電柱化や海底光ケーブルの強靭

化を推進していきます。 

  ５つ目として、産業振興。 

  椿産業において、令和４年度から企業との包括連携協定を締結し、これに基づき先端技術の導入

により、課題解決につながる方策を検討しています。その一環として、今年度から実施している自

動草刈り機の実証実験の規模を拡大して行い、実装化に向けて進めていきます。 

  漁業関連につきましては、令和５年度においても水揚げ量の大幅な回復がない中で漁民の皆様の

経済状況はさらに危機的であると認識しており、引き続き関係者と協議を重ねながら、将来に向け

ての支援を継続していきます。 

  また、これらの取組に加え、サスティナブル・アイランド創造事業の枠組みでの取組を行い、新

たな視点での椿産業、漁業振興に向けた検討を行っていきます。 

  ６つ目、防災対策。 

  昨今、災害の激甚化、頻発化する中で、それらに対処するための装備の導入や更新を行っていき

ます。加えて、発災時により効果的に対応できるよう、関係機関や団体との調整など、オペレーシ

ョンの確認を図っていきます。 

  ７つ目、行政改革として。 

  慢性的な人員不足による職員の負荷軽減を図るべく、職員の増員やＩＴ環境の改善による効率化

など、事業の推進を強力に進めていくための土台を整備していきます。 

  また、職員のスキルアップにつながる研修に積極的に受講できる環境整備について検討を進め、

そこで得た知識や経験を住民サービスに還元できる体制の構築に取り組んでいきます。 

  同時に、基本方針でも述べたように、村役場職員として「コンプライアンス」の意識を再徹底し、

村民の皆様の訪れやすい明るい村役場、職員も働きやすい職場環境の整備に努めます。 

  新年度も笑顔で住民の皆様からも親しまれやすい村役場を目指し、より丁寧なサービスの提供を

職員誰もが実施してまいります。 

  これらの施策を予算案に盛り込み、効果的に事業展開を図っていきます。そのためには、皆様の

ご理解とご協力が何よりも必要不可欠であります。持続可能な利島として、よりよい未来の利島の

ために、より一層のご指導、ご協力をお願いし、私の所信の表明とします。よろしくお願いします。 

〇議長（寺田 優君） 所信表明の報告を終わります。 

  それでは、質問を行っていきたいと思いますが、紙で事前に提出されている方の質問から行って

いきたいと思います。 
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  初めに、石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 所信表明に対する質問。 

  １、今回の所信表明には、これは骨子とありますが、本文で直されているので、骨子ではないと

いうことでご勘弁お願いします。骨子ということで質問しているので。１番はそう。 

  ２番、能登地方への有効支援を検討し、水循環システムによるシャワーユニットの貸出しがなさ

れました。現地においては水不足の折に当たり非常に有効な選択であったと推察されます。しかし、

このシャワーユニットですが、１年前に常備されていたことを知りませんでした。予算承認がいつ

で購入がいつであったか伺います。 

  ３、冒頭にあります「人の利・土地の利・自然の利」を生かした島づくりとありますが、具体的

に説明ください。 

  ４、基本方針。１、将来世代に対し持続可能な島づくりについて。①、持続可能とはどのような

意味ですか。 

  ②、村民憲章に掲げた「自立する村それは明るい未来の利島を指し示す」とありますが、自立し

た村とはどの状態を言い、現在何が欠落しているのか。また、どのような状態を明るい未来の利島

像としているのか。そして、目指すべき将来像について具体的かつ簡潔に説明ください。 

  ③、デジタル化を図ることが重要であり、先進的で持続可能な島へと変化でき、目する将来像へ

つながるとあります。デジタル化事業の推進は、今後世代において不可欠であることは認識してお

り、今後整備を望むものであります。整備することでなし得るとする計画案、構想、予定がありま

したら説明ください。 

  健全な財務運営。①、令和６年度予算案は、昨年度に引き続き過去最大額とあり、これは利島の

将来に対する重要な投資であるとだけありますが、将来に対する非常に重要な投資だけでは分かり

ませんので、説明ください。 

  ２、令和５年度所信表明において、事業全体の見直しに取り組み、無駄を省きコスト削減に努め

る旨の表明でありましたが、具体的に見直しをした事業及びコスト削減の取組をどのように削減さ

れ、その結果についても伺います。 

  ③、持続可能な財政運営、持続可能な島とはどのような意味ですか。 

  公正・公平な村政運営。①、村長に就任され３度目の所信表明ですが、毎回大筋で同内容のもの

であります。初年度の内容、一般社会のルールからは望ましくないことが多くあり、ものが言えな

い雰囲気が今や人口構成が変化している利島において、公正で公平な運営が求められる旨の内容で

あります。小さな島の自治体であれ、今の時代コンプライアンス違反とも思われる旨の内容が実在

し、なお継続し、改善されていないかのように公言していることの重要性を逆に住民は信頼に値す

る行政なのかと問いたい。そして、昨今人口構成で移住者が多く占めたことにより、公正で公平な
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運営が求められることも昨年同様に表明されています。改善点であると認識しての表明文だが、住

民を色分けし、対応を変えていることになる。これが改善されないまま３度目の表明でいいのであ

ろうか、見解をお聞きします。 

  ②、移住者を８割以上とカウントする算定基準。 

  ３、利島村職員人材育成基本方針にのっとり進められてきた行政職員資質向上の取組は、具体的

にどのように行われ、どのように向上したのか。また、今年度の重点事項について説明ください。 

  ５、個別方針。将来に向けた事業として水不足への対応を唱えていますが、今後建設するごく一

部の住宅に設置するだけでは何の解決にもならないでしょうか。今後機器の量産化がされ、輸入コ

ストがダウンし、各家庭に導入の段階になっても、全額村負担としない限り普及は進まないと予想

しています。現在は緊急の手段となっていますが、海水の脱塩装置もあります。そこで考えなけれ

ばならないのはコストパフォーマンスです。水循環システム導入検討に当たりどのような計画で試

算をしたのか、結果の開示等をもって説明を求めます。試算結果は書面で後日で結構です。 

  将来に向けた投資、理解くださいという抽象的な説明で予算が使われていく、そうでなく、個別

具体的な資料をもって明確に説明ください。 

  福祉・医療事業。島外通院旅費助成事業の拡充に向け見直すと表明でありますが、村長発言は今

まで数度にわたり変化しています。個人への補助に否定的発言をした後、低所得者に手厚くすると

補助に前向きかのような政策を打ち出す。非該当とした公務員への見直し要求にもかたくなに拒絶

し続けるも、新年度予算計上に追加され、基本的コンセプトと拡充への見直し内容について説明を

求めます。 

  ③、生活インフラ整備事業。島の魅力発信を行うポータルサイトを検討するとあります。具体的

に分かりやすく説明ください。 

  ごみ焼却場建設問題。喫緊の問題である焼却場建設については、ごみ焼却場については改めてそ

の整備に向けて取り組んでいくと、新年度における具体的政策はなく、だだ１行のみの記載であり

ます。重要案件であり、緊急案件でもあるこの件に対し、説明もない、あまりにも無責任でありま

す。「改めてその整備に向け取り組む」との記載がありますが、「改めて」が示す意味について説明

ください。 

  産業振興。椿産業については、現役生産者の高齢化、そして継承者不足等様々な要因により、今

後に問題は山積であります。そんな中、行政側では自動草刈り機の導入に取り組み、今回実装装備

化推進の表明であります。議会では、利島の地形にそぐわないものではないかとの意見があります。

実際の環境下、または同環境下での稼働状況（映像等）の確認や機械本体の情報提供を購入前に求

めます。 

  また、先日の生産者会議において、椿油製油センターの建設について東京都の話合いがうまくい

かず、結果として建設が頓挫したかのような説明が役場側からなされたように思います。建設が頓
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挫した理由を改めて説明ください。 

  防災対策。さきの能登地方を震源とする地震や離島での土石流災害を鑑みて、災害による備えは

重要であります。利島単独の被災、または広範囲の被災によっても救助が異なります。そこで、今

後の利島にどのような装備の導入をお考えですか。村民参加の避難訓練について考えはありますか。 

  行政改革。村役場の仕事量に対し、適正人員は何名必要と考えていますか。 

  お願いします。以上です。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 所信に対するご質問ということで、申し訳ございません、私が確認したのが

今朝出勤してからなので、満足にご納得いただけるところまで説明ができるかちょっと分かりませ

んが、できる限りお答えしていきたいなというふうに考えております。 

  まず、１つ目として、能登地方に送りましたシャワーユニットに関してですが、先ほど冒頭の所

信の中でも説明させていただきましたが、令和４年度の事業の中で導入したものであります。ちょ

っと予算に関しては、現時点で正確に把握しておりませんが、議会でもその際に説明はしていると

記憶しております。 

  次に、人の利・土地の利・自然の利を生かした島づくり、具体的とありますが、これは以前の総

合開発審議会の中でも話し合われて、後期の総合計画の中に頭として持ってきたものでありますが、

以前の第４次総合計画前期の中では、反省としまして具体的に各施策細かく書き過ぎたといったと

ころもありまして、あえて抽象的に大きなものを見るような形で、より柔軟性を持たせるものとし

て表現させていただいたと、かつ利島の書いて字のごとく利（ト）と利（リ）というのを結びつけ

て、それらを生かしてつくっていこうというように考えて、このようにさせたものでございます。 

  次に、基本方針に関してですが、持続可能とはということなのですが、今の時代どこでもうたわ

れておりますが、ＳＤＧｓと言われたりしますが、トレンドとなっているようなところで、今だけ

できることももちろん大事ですが、先々、私の中でも先の世代になるべく負担を先送りしないよう

な、苦労しないように、もしくは今できることをやることで、先の世代が栄えていくと、そういっ

たようないろんな意味があるかなというふうに考えております。いろんな意味に取られるところで

はあるかもしれませんが、基本的な考え方としてそうしていかないと、人口減少の世の中、世界で

も、日本全国でもそうですが、取組をしていかないと、自治体として維持していけないと、そうい

った危機感を持ってこういった言葉を使わせていただいております。 

  それに関連してですが、村民憲章に掲げた自立に関して、自立、そして明るい未来の利島像とし

てということで、具体的かつ簡潔にというふうなご質問ですが、さきに述べたようにあえて抽象的

にしていると、個別細かく表現すると、それが時代の変化についていけなくなる可能性もあるとい

うこともあって、あえて抽象的に表現にさせていただいていると。そんな中であえて言うならば、
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最後のほうにも述べさせて、職員には笑顔で訪れやすい村役場をということで表現させてもらって

いますが、職員だけでなく、みんなが笑顔で頑張っていける島、そういったことを想像、想定、思

ってこういった表現にしております。さらに言えば、今、これも途中で述べておりますが、交付金

のお話になっておりますが、自主財源としてかなり3.3％近くという中で、少しでも自分たち、産業

等でその割合を増やしていくというようなことを努力していくことが必要かなというふうに考えて

おります。理由としては、やはり自治体として生き残っていくためには、今人口の推計では300人を

切り、250人ぐらいに2030年、50年にはなってくるであろうという試算も出ている中で、そういった

時代に何とか向き合っていかなければいけないと、今までやってきたことを維持していくことも大

事ですが、そういったことがなかなかできなくなってくることを想定していろんなことにトライし

ていきたいというふうに考えております。 

  次に、デジタル化に関してですが、これも細かいことに関しては、その都度予算の際ですとかで

説明させていただければなと思います。具体的にも令和６年度の当初予算の中でも入ってきており

ますが、いろいろなデジタル技術を導入しなければ行政運営にままならなくなってくるということ

もあります。また、職員の負荷軽減、いろんなものを調べたりとか、あと住民サービスの中でもデ

ジタル技術というのは必要になってくると、産業に関してもいろんなところでデジタル技術を導入

することによって省力化をしていくことが一つかなというふうに考えております。広い意味でデジ

タル技術を導入して、これが持続可能な島づくりの方策の一つだというふうに考えている次第でご

ざいます。 

  健全化の部分でございますが、非常に厳しいご指摘であるかなというふうに認識しております。

私自身も村長選挙に出る際に、この部分、特に議員の時代から行政の財政運営に関して見てきた中

で、いろいろなものをより細かく見ていくことが重要だと、その中で縮小、削減ということが最初

は必要かなと思ったところでありますが、今の財源構成を見ていただければ分かると思うのですけ

れども、国や東京都が離島に関してかなり手厚い支援があるといったメニューを使わない手はない

かなというふうな考えでおります。基本的にはイニシャル部分、設置、整備、導入、そういったも

のに対して補助のメニューが多いという中で、そういったものを職員の皆さんには申し訳ないので

すけれども、手間としてはかなりかかる、事務作業としてはかかるものの、今そういったことをや

っていかないと、先ほど言ったみたいに先の時代に生き残っていけないと、埋もれてしまうといっ

たこともありまして、いろんな分野で積極的に投入していくと、財政的に表現的には課題に見えて

しまいますが、財源構成の上でもできる限り国や東京都のメニューを使って進めていくという方針

は変わりありません。その上で、今後はランニングコストの部分を見直し、削減を図っていきたい

というところで、現時点でこれをどうする、こうするということは、ちょっと考えてはおりますが、

この場では控えさせていただきたいなというふうに考えております。 

  そういったことを踏まえて、今年度、単年度だけでなく、先々のことも考えて財政運営、財政担
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当の職員の方ともコミュニケーションを取りながら、また東京都のほうともコミュニケーションを

取りながら進めていくことが持続可能な先々の島につながっていくことというふうに考えて取り組

んでおります。 

  基本方針の３つ目の中で、村長就任され３度目の所信ですが、毎回大筋で同じだというところか

と思いますが、基本変わりないと、大筋のところはあえて同じにしていると、私の選挙の公約とも

リンクしておりますし、かといって全く同じではないのですけれども、基本路線は変わっていない

し、変えるべきでないというふうに考えております。その中でいろんなものを継続して進めていき

たいものの、ご指摘のように確かにできていない、同じ内容でできていないのということだと思う

のですけれども、正直申し上げて満足に自分の中でもできていないという評価でございます。そう

いった中で、よりこれらを住民の皆さんももちろんそうですが、職員に対しても求めていくと、今

後こういった厳しいところかもしれませんが、個別具体ではありませんが、こういったところをや

っていきますよ、やっていくぞというような意思表示の一つでもあります。その上で職員の資質向

上に努めていくことが住民サービスの向上につながるというふうに考えております。 

  具体的には、一体何をやっているのというところなのですが、満足にはできていないところであ

りますが、研修、または島外との交流、知識の共有等は進めているところでございますが、今年度、

昨年になりますが、会計のある職員の方を東京都内のある自治体のほうに１週間ですか、派遣をし

て研修というか、してもらったということで、そういったことを繰り返していっていただき、でき

る範囲、当然通常業務も職員の定数がまだままならない中で、簡単に研修１週間行ってらっしゃい

というのも厳しいところではありますが、できる限り所管の課長とも相談しながら、そういった機

会を新年度も増やしていけたらなというふうに考えている次第でございます。 

  個別方針に関してですが、水不足の対応ということで、コストに関してのところかなと、海水装

置もありますがということなのですが、具体的なところは先ほどと繰り返しになりますが、あえて

抽象的な表現にさせております。また、今現在実証中のデータを使って、量産化に向けたという報

告も企業のほうから聞いているところであります。それが一体利島の中でどのように導入できるか

というのは、これからの話になってくるかと思いますが、いかにしても、これこそまさに将来の投

資に有効であるというふうな考えも持っておりまして、引き続きご説明できるフェーズになりまし

たら、皆様に改めて予算化するなり、事業化した中で説明していけたらなというふうに考えており

ます。当然協議はしているところですが、まだ皆様に具体的にこうしていくというふうに示せる段

階では今のところはないということでご理解ください。 

  次、福祉・医療に関してですが、拡充と見直して、要は話が否定的だったり、急にやると言った

りどっちなのというところですが、私もこれは議員の時代からの考えになりますが、基本的なとこ

ろは変わっていないと、つまりあまり手厚く支援するのもいかがなものかといったのが正直な気持

ちである。ただ、それは個人のことであり、協議をしていく中で、必要なところに必要なだけ支援
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をしていくと、それもバランスを見ながら。バランスというのは、ほかの島だけでなく、島内のい

ろんな経済状況の方に対して、必要な限りやっていくというようなことが重要かなと思って、柔軟

に考えて対応している結果であって、それが優柔不断だと言われたらそれまでかもしれませんが、

一応自分の中では自分の考えを持ちつつ、村役場として協議を重ねて判断をしてきた結果であると

いうところでご理解いただければなと思います。 

  生活インフラに関してですが、ポータルサイトに関しましては、後日の一般質問の中でたしか、

当初予算の中で所管より説明があるかと思いますが、ＩＰ告知端末の更新についてと、またそれ以

外で利島の交流に関するサイトといいますか、アプリとか、そういったものを今検討しているとこ

ろであります。いろんなものはちょっとまだありますが、具体的には後日説明させていただければ

なと思っております。 

  次に、ごみ焼却場建設問題ということでございますが、具体的に示されていないというご指摘か

と思いますが、大変申し訳ございません。具体的に示せる段階でないというところで、予算のほう

も見ていただければ分かるとおりでございますが、予算化も今できない状況でございます。これは

全く何もやっていないのではないのと、途中経過の報告がないから、どうなのというご指摘かと思

いますが、大変申し訳ございません。示せる段階にないといったところが正直なところでございま

す。ただ、鋭意努力しておりまして、必要性はもちろん十分認識しておりますので、いろいろな方

向で今動いてはおります、予算化できないだけであって。つきましては、年度の途中になるかもし

れませんが、ご相談、お示しできる段階、もしくは補正予算等で何か変化がある、その前の段階に

なりましたら、皆様にご相談、お示ししていけたらなというふうに考えております。よろしくお願

いします。 

  産業振興に関してでございますが、高齢化、後継者不足、これは先日の生産者会議の中でも、私

の答弁、説明、質問に対してのお答えとして述べさせていただきましたが、これ今に始まったこと

ではなく、私が帰ってきて十数年になりますが、十数年前から懸念されていた、危惧されていた状

態が今訪れているだけというふうに認識しておりまして、効果的な方策としては生産者会議でも述

べたとおり、今までの形態を少し変化をしていくことが必要であるというふうに考えております。

なので、自動草刈り機のみならず、いろいろな方法、例えば移住された方の副業の一つとして、中

間管理等も農協と協力しながら進めていきたいというふうに説明させていただきましたが、まだま

だいろんな可能性があるかもしれませんが、そういったことを柔軟に考えて挑戦していきたいなと

いうふうに考えております。 

  また、製油センターに関しても先ほどの焼却施設と同様で、なかなか進まなかったというところ

で、もやもやさせてしまったところに関しましては、本当に申し訳ないなという思いであります。

頓挫といいますか、先送りにさせていただいたと、これは一番は土地選定の問題で、認識が甘かっ

たと言われればそれまでかもしれませんが、なかなか難しいと、また現在の世の中の物価高騰の影
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響も受けて、予算化もなかなか難しいというところもありますが、これもお示しできないものの、

検討は所管のほうとも進めております。東京都のほうともそういった打合せをしておりますので、

段階になりましたらお示ししていきたいなというところでございます。 

  防災に関してですが、どのような設備の導入を考えているでしょうかというところと、避難訓練

についてですが、まず設備の導入に関しては、現在もその都度、一気にはならないにしても、消防

団、それから担当のほうとも協議しながら、順次更新を進めてきております。これも後日、当初予

算の中で説明があるかと思いますが、脱塩装置の更新、簡易水道施設の中の脱塩装置とは別の脱塩

装置の現状ある装置の更新を新年度は考えている次第でございます。そのほかにも必要なものは順

次更新していきたいとは考えております。 

  避難訓練に関してですが、これもなかなか大がかりなものができていないというところで、南海

トラフ等の発生危険、可能性も高まってきている中で必要なことであると思っております。順次や

っていきたいところでありますが、まずはオペレーション等の訓練をしていくこと、いろんな先ほ

ど言ったみたいにデジタル技術等で導入されたものもありますので、そういったものを使いながら、

もしくはそれが使えなくなったときの想定など、様々なことを想定して訓練をしていきたいなとい

うふうに考えております。 

  また、副村長のほうが東京都の総合防災部のほうから来られたということもありまして、その辺

の知見がかなり明るいといったことも生かしながら、まずは行政の中でどういったことを想定して

やっていくべきかというのを協議しながら進めていけたらなというふうに考えております。 

  最後に、行政改革で一体何人職員が必要なのかというふうなご質問かと思いますが、現状職員定

数が条例上34名となっております。現在のところ、職員が28名という中で欠員の状況が続いており

ます。これは利島村だけでなく、ほかの島でも共通の課題ということで、なかなかほかの島の首長

さんともよくこの話になりますが、採用できない、人が集まらない、そして採用しても定着率が悪

いということもあります。そういったこともありまして、まずは定数を目指して採用していきたい

ところですが、いかんせん職員住宅も不足し、厳しい状況である中で、すぐに一気に取りましょう

ということもなかなかできないという状況もありますので、適切にその都度採用していきたいなと

思っております。 

  また、仕事量に関してですが、これも私が見る限りでも年々増えてきていると、特にやらなくて

もいいというわけではないのですけれども、細かな作業、例えば利島村で該当しないであろう調査

ですとか、そういった国や東京都からの例えば調査をしてくれ、アンケート答えてくれというよう

な捜査だけでも膨大な量があるというのは、初めて中に入って感じたところであります。それに加

え通常の業務、さらには委託業者のなかなか不足で自分たちが手を動かさなければいけない現場業

務、そういったことも重なってしまって、非常に厳しい状況が続いております。当然それに対処す

るために、デジタル技術等を導入して省力化、効率化を図っていかなければいけないのはもちろん



 - 18 -

なのですが、それにも増して業務量が増えてきているという中で、さらに当然負荷もかかっていく

中で職員の皆さんの負担というか、モチベーションも含めて増えてきてしまっているというところ

がありますので、人を増やしたから解決ではなく、その仕事自体の見直しとかということも必要か

なと思っております。 

  さらには、先ほどのお答えと重なりますが、やりがいということで、人事評価とか、あとは研修

とかスキルアップとか、そういったいろんなものを踏まえて利島村役場の重要なキープレーヤーと

いうか、重要な職員の一人として育ててもらうことが島のためになるかなというふうに考えており

ます。すぐにはできないところではありますが、少しずつ継続してやっていくことが重要かなと思

っております。 

  以上、ちょっと簡単になってしまうところがあるかもしれませんが、所信に対する質問です。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） まず、移住者を８割以上とするカウントというのは、どういうあれで移住者

が８割以上になったのか教えてもらえますか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 移住者、その多くが20代から40代の現役世代というところで、20代、40代の

人口構成、最もボリュームの多いボリュームゾーンと言われている人口構成の中で、８割以上が移

住者の方々で占められているという表現でございます。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 産業振興で先日というか、これも書いてあるのですけれども、農協の生産者

会議かな、そこでどうにも東京都とうまくいかなかったという、頓挫したということなのですけれ

ども、土地が問題だというので、土地が買えなかったのか、それともその土地が狭かったのか、そ

この土地が建てられないものなのか、どうでしょうか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 生産者会議の中でも概括的に説明をしていたかなというところでございます

が、更新をするのだという方針は前村長の政権のときにもう確定していたというところで、それに

向けて設計等を進めていた中で、土地、未確定の状態、ほぼここでいくというところで、取りあえ

ず内部の構成、設計、当然今の製油センターのものを更新する、もしくは今の製油センターの中を

新しい製油センターに移設すると、いろいろなことも考えながら検討が進めていたというのは聞い
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ております。 

  そんな中で、内部の配置等の必要な設備等の設計を進めていく中で、最終的に土地が確定してい

かない以上は、これ以上は進めませんよというところでストップしたというところでございます。

また、土地に関してなのですが、崖、擁壁、もしくはインフラ、電気、水道等の問題があって、な

かなかすんなりいかなかったというところでございます。 

  現在は、生産者会議の中でもお話ししたとおりでありまして、めどは立ってはおりますが、まだ

確定はしていない状況でございます。なので、確定する段階になりましたら、当然議会の前には財

産価格審議会等も開催が必要になってくるとは思いますが、その都度説明をしていきたいなという

ふうに考えております。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 議員を案内して、ここの土地が製油工場建てますよと村長が教えてくれたの

ですけれども、この土地ですと、だけれどもその土地は全然地権者と相談もしていなかったのです

か。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） ちょっと細かい話になっていってしまうので、納得できるところまでご説明

できるかちょっと分かりませんが、ご案内したときはまだ確定はしておらず、この辺り、候補地と

して議員の皆様ご案内したかなというふうに記憶しております。その中でその土地、ご案内したと

ころで検討を進めていったのですが、うまくいかなかったと、中の設計、もしくは進入路、いろん

な課題があって、それぞれメリット、デメリット等があったのですが、なかなかうまくいかなかっ

たというところでございます。なので、あのときは、ごめんなさい、本当にもうほぼここでいくぐ

らいのつもりでご案内したのですが、ちょっとうまくいかなかったという経験もありまして、より

確たるところまで行く前に、まだ皆様にお示しするのはなかなかまずいなということもありまして、

今そういうふうに事務局、事務方のほうで準備を進めているというところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 令和４年度かな、図面もできて多分土地のあれもここですよと示されていた

のですけれども、製油センターのあれ。それなのに２年間何も地主と打合せを、地主に聞いてみる

とか、そういうことは全然やっていなかったのですか、土地の問題で。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） すみません。議会で具体的に土地の場所というのを、候補地という段階だっ
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たかなと思うのですけれども、示してはいないかなというふうに意識しております。土地の地主の

方との交渉の前の段階、その候補地が適地かどうかの段階でストップしたというところでございま

す。それがいけるとなって初めて交渉になるかなというところでありまして、そういったことも踏

まえて担保なる確約とできる状況ではなかったところの今までの運営、取り組み方を見直してとい

うか反省して、今回のようにまだ皆様にはお示しできる段階ではないなというところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） これは４年の９月の議会のときに説明されたものなのですけれども、これだ

ともう設計も何も全部ここですよって図面までついているのです。全然やっていなかったというこ

とですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  当時、私のほうで説明をさせていただきました。そのとき説明した際にお配りした図面につきま

しては、土地に関しては仮で入れている土地ですよという説明をさせていただいていて、土地はま

だ確定していませんというふうに説明をさせていただきました。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 普通は土地が確定して例えば図面ができるのではないかと思うのですけれど

も、空地に建てるために設計も全部できたのですか。土地の規模も分からないのに。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  令和４年度に設計したのは製造ラインの設計でして、建屋も一応入ってはいるのですけれども、

それは仮で、この製造ラインであればこれぐらいの建屋になるというのを、製造ラインをつくって

もらった設計の会社にその当時の大きさでつくってもらったということですので、建屋の設計まで

は行っておりません。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） ということは、これは仮のあれだということですか。設計仕様書、経営製油

センターって仮で示したということでいいのですか。こんなにきれいにやってあるのに仮なのです

か。 
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〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） あくまで製造ラインの設計ですので、土地の場所だったり、建屋に

関しては仮ということで、当時もそのように説明をさせていただいております。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 当時の説明っていつやったのですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  年月日まではちょっと私も覚えていないですけれども、その図面をお示しした議会の際に、私は

ここの答弁台でご説明させていただいております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 土地の問題で頓挫したということですね。この間生産者会議で言った、東京

都との話合いがうまくいかなくて頓挫したということではなくて、もともと土地がなかったという

こと。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  そもそも事業的に設計をやってから建屋の設計をやってという何段階かに分けて、補助金の獲得

だとか、村全体の予算の関係もありますので、事業を複数年度に分けて進めていく予定だったと、

その中でできることをまず進めていくというところで製造ラインの設計のほうを取り組んだと、そ

れと並行して本来であれば土地の確定ができればよかったのですけれども、先ほど村長からも答弁

ありましたけれども、インフラの関係だったりとか、実際建屋自体は入るけれども、その土地の進

入路の問題があったりだとか、当初想定していたところだとなかなか難しいというので、また土地

の選定に関しては白紙に戻して、今探しているというところでございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） ということは、東京都との話合いがうまくいかなかったということではなく

て、利島村の問題だったの。 
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〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 先ほどもお話ししましたけれども、同時並行的に複数年事業を進め

ていくという中で、建屋の建設の補助金申請というのは実際にしたのですけれども、その時点でま

だ土地が決まっていないという中で申請を行って、東京都との調整中で、現状の状態で土地が決ま

っていない状態で申請というのはなかなか厳しいよというところで、申請を取り下げたというとこ

ろです。 

          〔「終わります」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 続いて、笹岡議員の質問を受けます。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） １点、事前にお配りしているものがあります。議会の議長との話ですけれど

も、議員に配付されたということで、最後のほうの、ページでいうと私のは裏表の印刷になってい

ますが、最後の前の議会閉会後、速やかに分かりやすい議会だよりの発行と、これについては削除

します。これは議会の問題ということなので、後に議会で協議するという、そういうことで所信表

明に対する質問というのは削除すると、そういうことでご了解をいただきたいと思います。 

  それからもう一点、ただいまの石野議員の質問と重複するところが多々ありますし、それからも

う既にそこで了とするところもありますので、それは随時質問をしますけれども、再質問について

は控える場合があります。 

  それからもう一点は、私一応最後まで通して質問しますけれども、答弁については順次１件ずつ

答弁をいただいて、それでさらに再質問を繰り返すというようなことで、延々とやるつもりはあり

ませんけれども、そういう形式でお願いしたいと。今先ほどはざっと全部村長答弁されましたけれ

ども、私の場合は一件一件お願いしたい。質問は通してやります。 

  では、質問いたします。基本方針で将来世代に対し持続可能な島づくりという点についてです。

基本方針の、これはあくまでも骨子ですけれども、骨子とはいえ、あまりにも抽象的でつかみどこ

ろが分かりません。未来志向はよしとして、現状認識によっては大言壮語になりかねません。そこ

で、現在の村政の、あるいは村の需要、経済社会含めて、認識と将来構想を具体的に伺います。 

  持続可能なという点については結構です。ＳＤＧｓというようなことで、抽象的と言えば抽象的。 

  それから１回質問します。とにかく読み上げます。目指すべき将来像とは。 

  ２つ目、健全な財政運営。将来に対する非常に重要な投資とは何ぞやと。 

  より効率的かつ効果的に施策を展開するためということですが、の財源運営とは何ですかと、ど

ういう運営方法ですかということです。 

  ３つ目の公正・公平な村政運営。８割以上の移住者の算定基準、これは重複します。それで、先
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ほどの答弁で了とします。 

  それから、小さな島であるがゆえの許容で成り立っているよい部分と悪い部分とは何ですか。 

  個別方針です。将来への投資。東京宝島サステナブル・アイランド創造事業の計画一覧表を示せ

ますか。 

  同事業は、将来も、３年計画というようなことも賜っていますけれども、それが終了したという

意味でご理解ください。引き続き宝島という、このサステーナブルは継続されていくのかというこ

とをお伺いします。半永久的という表現が気になるかもしれませんけれども、長々と総合交付金の

ごとしに思っていただければいいかもしれません。あれも半永久的でしょうから、当面改正されな

い限りは。 

  それから、福祉・医療事業。島外通院旅費助成事業について、拡充に向けた見直しとの表明を見

て期待していました。ところが、私の一般質問に対する答弁を見ると、その実態は昨年、村長自身

が公務員を切り捨てたことに、この１年切捨てに反対する議員質問があって渋々復活させたにすぎ

ないことを、助成事業の拡充見直しという自作自演の茶番ぶりにはあきれ返っています。 

  次です。生活インフラ整備。焼却場です。住民参加で白紙からの検討を早期に開始するよう求め

る意見があります。 

  産業振興についてです。自動草刈り機は、本村の実情にかなう実用化の見通しはありますか。こ

の間も、これは前田議員からも過去にいろいろ提起もありましたし、昨日も先般の農業生産者会議

でもいろいろありましたけれども。 

  それと、ふるいの実証実験はいつから取り組みますか。 

  それから、椿産業は補助金に頼らず自立するべきだとの発言の真意を伺います。これも先ほど似

たような答弁されているような気もしましたけれども、改めて伺っておきます、大事なことなので。 

  一次産業の現状認識と振興の在り方に対する所見を伺います。 

  次に、これも石野議員からありましたが、製油センターの建設の早期建設を求めて署名活動をす

る動きがあります。これは状況のご紹介です。 

  それで、建設が中止になった理由と建設計画の年次を伺います。 

  それから、次は行政改革。職員数は何名体制を考えていますか。これも先ほど質問ありまして、

答弁がありましたので、これは了とします。 

  それから、ＩＴ環境には相当の予算投入が組まれています。環境ってこの字でよかったのかな、

関係だったかな、分からない。それでもまだ不足ですか、今後まだまだ足りないのだということで

すか。 

  それから、ハラスメント条例に基づく対応と体制を伺います。これは再質問します。 

  それから、予算成立前に一部の入札が執行されていることに不信の声があります。これも必要に

応じて再質問に入るかもしれません。 
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  所信表明、答弁骨子は、送付された時点で公開を求める声があります。 

  次に、先般の議員協議会において、これはたしか３月の２日だったかなという記憶なのですけれ

ども、予算案送付が遅れた件でなぜ月曜日と言ったのかと、休日であっても印刷して送付しなけれ

ばならない事案なのだという行政の意識、職務責任の自覚と緊張感の欠如が見られると、これは人

手不足だとか、職員の研修が足りないとかという以前の問題だと、自意識の問題だと、緊張感と、

そういう意味です。問題だとか、あるいは民間では考えられないことだ、ただでは済まされないと

いったような発言があり、議長に行政が是正を図るよう要請しています。所見を伺います。 

  答弁いただく上で、再度繰り返して述べておきますが、産業振興の製油センターの問題について

は、改めて再質問をする、いろいろ紹介もしたりしながら考えています。全部１件ずつ１件ずつ一

通り答弁をいただいて、それで１件ずつ議論していきたいと思います。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 議員のほうで１件ずつやっていきたいということなので、そのようにしてい

きましょう。 

  それでは、１番、将来世代に対し持続可能な島づくりのところ、村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 持続可能な部分に関しては結構ですということで認識しております。目指す

将来像のところかなと…… 

          〔「その前に現状」と言う人あり〕 

〇村長（村山将人君） 現状認識に関してですが、先ほど石野議員の質問とも重なる部分があるかと

思いますが、現状は300人台の人口で移住者も多いと、人口構成の中でも移住者が多いと、特に若い

働き世代、働き盛りの現役世代という方々が多い人口構成の中で、その方々を維持というか、さら

にこれからも利島に来てもらう人を増やしていくとか、そういった別の観点が必要かなというふう

に考えております。そして、現状としては今そういったことに挑戦しやすい時代であると、という

のは先ほども述べたとおり、東京都や国のほうからもそういった地方創生という思想がかなりあり

まして、手続等は煩雑になるものの、手当がかなりついているということで、そういったものを使

いながら、将来に向けて投資していくということであります。 

  将来構想に関してですが、具体的にこうしていく、こうあるべきだということは抽象的になって

しまいますが、やはり今何かをしていかなければ生き残っていけないという危機感は持っておりま

す。なので、当然昔からやってきたこと、椿産業にかかわらず行政の運営の仕方も含めて、いろん

なものがそうなのですけれども、柔軟に受け入れて形を変えていきながら何か光るものを残してい

く、挑戦し続けていくということが利島村として、100周年の中でも述べましたが、手段であるとい

うふうに考えております。 

  具体的に目指すべき将来像というところですが、これが全てではないのですが、一つとして、今
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何度も繰り返し述べておりますが、教育の分野に力を入れていくことが私の政策の中でも最重要の

ものであるというふうに考えておりまして、その考えの下、教育長をお招きしたという経緯もあり

ます。そういったことを今種まきというか、耕すという時代でもある中で、そういった方、そうい

った子供たち、意思を持った子供たちが帰ってくる、帰ってきたいというような島にしていくこと

が一番重要かなというふうに考えております。当然それには付随して、そればかりではないのです

けれども、住宅ですとか産業ですとかいろんな問題があるものの、そういったものを同時並行に進

めていくことが重要かなというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 後にも具体的に述べたところもあるのですけれども、今質問したことは、改

めてそこで順番が来たからといって繰り返すということはしないように心がけますけれども、現状

認識の場合、簡単に言うと仮に抽象的に言うとすれば、今本村は非常に栄えつつある豊かな島なの

かという認識はどうですか。というのは今三百数十人、20人ぐらい前後いらっしゃるのですか。特

徴は村長よくつかまえていて、20代から40代、俗に言う働き盛りというのですか、世の中の社会を

支えている人たちというのでしょうか、将来に向けて、あるいは現在も。この人たちが80％、これ

は現状認識です。認識というより実態がそうだというわけだから。それで、この人たちは現状とし

てどういう生活形態にあるのかということです、私が聞きたいのは。例えば産業に携わっています

かと、ほとんどが。どのくらい携わっていますか、一次産業あるいは二次産業でもいいけれども。

そういうところもちょっと、どうせここまで分析されているのですから。そうすると、とりわけ本

村をどう見るかといった場合、この島で、これは考え方の違いはもちろんあるかもしれませんが、

私はこの島の中で一次産業が廃れるようなことがあっては、農業、林業、林業はやっていないでし

ょうけれども、観光は三次産業としても、一次あるいは三次、こういう生活基盤産業経済です。シ

ョウヒジになってしまうのか全て、ほとんどこの島は。そういうことの現状をどう認識されている

かということが重要だなと。だとすればそこに手厚い、今そこをある日突然将来発展するというこ

とはあり得ないわけです。今支えなかったら潰れるということです。後に椿産業でお伺いするよう

になるかと思いますけれども、将来バラ色を描いても、今椿産業が潰れていって衰退していったら、

この高齢化が、就農家が少なくなってきている。一方では、20代、40代が８割を占めていると、こ

れをどう見るか。ならばそれによって椿産業なり、あるいは漁業なり、あるいはその他の産業、こ

れを構築していかないと、私は現状をさておいたような格好で将来をバラ色に描いたとしても、こ

れは大言壮語になるよということを、なりかねませんと書いた。ある日突然未来は来ないのです。

こうしておけば将来ぽんと明るい未来が来るということではない、継続していくのです、未来とい

うのは。今やるべきことはやらなければいけない。その認識をお伺いしているわけです。どうです
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か。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 認識としては、先ほどと同じになります。産業の振興に関しては、今までの

形を少し変えていく、発想を変えていくことが必要かなというふうに考えております。その上で、

これは私の所信でありまして、私の政策、考えを申し述べているものでありまして、具体的にその

部分をあえて抽象的に表現しているところに関してご質問かなというところなのですが、あえて具

体的に述べさせていただくとすれば、その部分に関して今大きな手当てをすることが、私の中では

将来生き残っていくために足かせになる可能性が高いというふうに判断しておりまして、であるな

らばあくまで、生産者会議の中で組合長のほうからもおっしゃられておりましたが、主役は生産者

であるという考えの下、行政としてできること、具体的には下支えとして導入の補助ですとか、新

規就農のアテンドとか、そういった今考え得ることをやっていくべきというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 次お願いします。というのは、この後でも産業振興について項目をつくって

いますし、それから一般質問でも述べていますので、これはここで留保して、次にお願いします。 

〇議長（寺田 優君） 健全な財政ですか、財政運営。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 健全な財政運営の中で非常に重要な投資というところのご質問かなというと

ころですが、こちらも抽象的と言えば抽象的かもしれませんが、あえて抽象的にさせてもらってい

るというところでございます。いろんなものがそれに当たるかと思いますが、サステナブル・アイ

ランド創造事業、もしくは３Ｃ事業、また無電柱化や水循環システムの導入等、いろいろなところ

を導入しております。 

  また、学校教育のほうでも義務教育学校など、結構ほかの自治体から見ると先進的なことという

か、ちょっと表現が悪いかもしれないのですが、とがったことというわけではないのですけれども、

注目を集めていただいている事業をいろいろやらせていただいていると、これは私の発想、方針だ

けでなく職員と、また東京都の事業を一緒にやっていこうという方々とも協議しながら進めてきて

いるものでもありまして、そういったことを打ち出していくことが、さっきの質問と重なりますが、

島として生き残っていく手段の一つであるというふうに考えております。 

  以上です。 

          〔「次の効率的な」と言う人あり〕 
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〇議長（寺田 優君） 公正公平。 

〇村長（村山将人君） 違います。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 先ほどの答弁と継続して、より効率的なというところなのですが、導入に関

する支援というのは、基本的にいろいろなアイテムがあるという中で、導入、何かを設置しますと

か、何かをつくりますとかということに関しては、いろんなものが多いというのですけれども、ソ

フト事業というか、経常経費とか、ランニングコストの部分に関しては、導入すると同時になので

すけれども、いろんなものがかかってくる、もしくは変化してくるといったところがあるかなと思

っております。そういったところを、去年も同じ項目を挙げさせてもらっているのですが、これま

でのやってきたこと、電気、ガス、水道の光熱費だけでなく、いろんなものの補助のアイテム等も

見直していく時期かなというふうに考えております。後に出てくる島外通院もその一つではありま

すが、いろんなものに関して柔軟に、減らすだけでなく増やすも含めてちょっと考えていく必要が

あるというふうに認識しておりまして、現時点でまだこれをこうしていくということはできていな

いというふうな自分自身の評価ですが、今後はそういったことが必要かなというふうに考えており

ます。 

  以上です。 

          〔「では次」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 公正公平でいいですか。 

          〔「次の次の次、小さな島」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 小さな島で。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 公正公平な行財政運営というところで、公正公平なという、これもずっと私

の中でも述べてきたところでございます。取られ方によってはかなり突っ込んだ表現だねと、他の

島の首長さん、議員さんからもよく書くねというようなご指摘、よくこういう表現するねというこ

とを言われたことがあるのですが、非常にこの場でも言いづらい内容かなと思っております。この

島、小さいコミュニティーの中で昔からこうだったとか、こういうものだからというようなことが

通っていたということは認識しております。それがいい部分でもあったと、信頼関係によって進め

てきたことも多分にあったというところの中で、ただ人口構成の先ほどの話にもなりましたが、そ

れは私が子供の時代から続いてきたものであって、それがそういう慣例になっていたという部分も

あったかなというのが、別にこれ行財政運営だけでなく、島全体がそういうような雰囲気にあった

かなと思います。ただ、それですと戻ると、持続可能な島という観点でいきますと、今後はなかな
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か厳しいかなというふうに考えております。移住者が多い中で、えっ利島ってそんなことやってい

るのと思われないように、いきなりは難しいと思っています。ただ、徐々にでも一般的にはこうだ

よと、法律上こうだよと、地方自治法ではこうなっているよということを勉強しながら、それこそ

研修等も取り入れながら、普通というわけではないのですけれども、世の中基準、一般基準に合わ

せてやっていくこと、まずはそこに向けた意識を高めていくことが重要かなというふうに考えてお

ります。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 言わんとすることは分かるような、分からない、要するに分かるというのは

話は分かります。うん、そうだなとうなずけるような気もするのだが、そうではないような、どう

も答弁を聞いてするのですけれども、確かに特に我々ぐらいになっている人たちは、将来先がない、

過去だけは長いけれども、未来はそんなないわけで、年代構成にもよりけりでしょうけれども、と

いって若い人たちは過去は短いと、将来は長いと、しかも分からない時代のほうが長いわけです。

経験したことの時代が短くて、そういうことになろうと思いますけれども、言っていることで例え

話が悪かったのか、私が誤解されているのか分かりませんけれども、悪いことは直さなければいけ

ないです、確かに。いつまでも昔はこうだったというので、それにしがみつくというか。しかし、

いいことはいいのだろうと、それで村長も悪いこと、いいことを言っていますけれども、この区別

というのが非常に難しいのだろうと思う、私は。先ほど条例だの法律だのという話も出ましたけれ

ども、何が悪くて、こういうことは駄目だよと、何か気になることがあるのかなと、どうも私が利

島へ来て、失礼な言い方かもしれませんけれども、何年か利島に来られて議員やったり村長をやら

れてくる中で、どうもこれはという気になる悪いこと、これは直さなければいけないのではないの

かなと私はそう思うというようなこと、引っかかること。正直言って村長今ちょっと言いましたけ

れども、私この質問しているのは、以前にも同じような主張をされているのです、述べているので

す。そのときも聞いているのです、一応。私自身も聞いた、何がどうも気になっているのかなと、

将来のかくあるべきはいいです。私が十数年利島へ来て、あるいは子供のときを入れて暮らしてい

る中で、どうもこれはこういうことの島の在り方というのは、年寄り、年配の人たちは事あるごと

に何でもかんでも昔はこうだったと、そういうことで話をされるのが非常にちょっと気になるのか、

どういうことなのかなと思っているのです。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） いろんな分野に共通して、共通というか当てはまるかなと思っております。

悪い例を出すと、この場で言うと問題ではないのというようなところも踏まえて、ちょっと例を挙

げるのは控えさせていただきたいなと思います。ただ、なぜそれでもあえて、微妙な表現になるか
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もしれないのですけれども、入れているのかということなのですが、それについては所信の中でも

述べているように、いきなりはできないものになってくる場合もあると、手続上、申請上、もしく

は言った、言わないとか、記録を取るとか取らないとか、そういったことになってくると思うので

すけれども、そういったことをまずは所信にこうやって表現することにより、村役場の職員の方か

ら少しずつやっていって意識を醸成していくということかなと、それによって変わったねというよ

うなことが少しずつ島内に広がっていけばいいのかなというふうに考えております。これは繰り返

しになりますけれども、私の考えであって、それを村役場職員にもお願いし、さらに住民にもそう

いう意識を少しずつ波紋のように広がっていければいいかなというふうな思いも込めて表現してい

るものであります。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私、ちょっと気になっているのです。取り越し苦労かもしれませんけれども、

今日の事件もそうなのです。例えば今日協議会やりました、議会が先ほどご承知の件でやりました。

それで、議会の協議の話を、ちょっと皆さんが想定したより時間がかかったのだろうと、私もそう

思っていますけれども、議会の中でもいろいろ一つのことについてなかなかそうだねと、短時間で

そうだよと、こうはならなかったのです。皆さんいろんな意見を聞いていて。それで、それと結び

つけて考えているのです。この質問したときは別ですよ、一つの例で。そうすると、行政との絡み

合いの中で、議会との、例えば私が出した所信表明に対する質問の扱い、これは副村長、あるいは

後に私出てくるのですけれども、所信表明に対する問題の公開だとか出てきますけれども、今はそ

ういう時代ではないのだよと、条例だか行政だかはともかくとして。昔は確かに所信表明なんてい

うのは書いて議会でそのまま持ってきたものだと、村長が議員のときはもらっていると思うのです。

だけれども、骨子というのは初めてです。本村の有史以来、村長、私も何年か議員やらせてもらっ

ていますけれども、所信表明の骨子と出てきたのは初めてです。本文そのものが出てきていたので

す、昨日まで。 

  それらを考えたとき、今の答弁を聞きながら、こういうものが変なのだよと、改めていきたいの

だよと、改めていきたいのだけれども、何か保守的な議会が、今日で言えば。何か依然として本文

持ってきなさいとか、骨子をどうしろとか、時代が違うのだよと、これが議会と行政運営との関係

において、ともすれば弊害になってきていると、そういう認識になっているのかなと、これはうが

った見方です、先々を含めて。議会の中のああ言われると、正直言ってここに皆さん議長以下いま

すけれども、私の認識とすれば、印象とすれば、いろいろ意見はあったです。ただ、最終的には配

りましょうということになった。秘密でも何でもない、こんなの秘密にしたってしようがないのだ

から、秘密会ではないから。だから、そういう意味で聞いているのです。 

          〔「視聴者の方が、見ている方が協議会やっているときの内容が全然 
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            分かっていない」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） それは困るのです。議会、何も秘密にすることはない。そういう意味でない

しょの議会をやっているわけではあるまいし、だからそういう意味で聞いているのです。何か村長が

気にされている。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） そういったことだけでなく、いろいろなものを対応してきましたと、これま

で。例えば議会中継等も議員の皆様の声に対応してやってきたという中で、質問もしくは所信の表

現の仕方、経緯等も踏まえて、今東京都のほうから議会の事務局等で手続に明るい菅瀬副村長をお

招きし、よりそれが一般的なやり方にしていってほしいということで副村長のほうにはお願いをし、

そういう形で進めてきたと、一般的にはこうだよというようなのをベースに協議をさせていただい

たというところでありまして、私の先ほども言ったみたいに、いきなりはやっぱり難しいところも

あると、ただやはりそういった、我々もそうですけれども、変化を受け入れていただきたいという

ところの思いもありまして進めてきているものであります。当然それには協議が必要かと思います

が、柔軟に対応してお互いにいけたらなというふうに、これは今年選挙もありますけれども、先々

の議会運営のことも踏まえてやっていけたらなというふうに思っております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 次ですけれども、一言だけ。 

〇議長（寺田 優君） 一言言って休憩に入ります。 

〇３番（笹岡壽一君） 一言、今ちょっと非公式な私の発言中に職員から忠告というのでしょうか、

意見がありましたので、これ握り潰すわけにもいかないので、一応議会の問題と言えば議会の問題

でしょうけれども、私は議会で話されると、どこでどういう話をしようと、ここだけの話で秘密会

だよと、我々は公務執行なのです、協議会というのは、法律に定められた。私的な集まりではない

のです。任意団体ではない。だから、そういう意味でそこで話し合われたことは、特段のここだけ

の話だよ、確かに議会の中でそういう場面もあります。これは秘密会と銘打たなくても、紳士的な

協約といいますか、約束事といいますか、やりますけれども、特段にそれがない限り、これはどこ

で公表しても、これは問われないという認識でいます。あとは、それではこれから議員のとき、そ

ういう前段でもって確認する必要があると思う。今日やる会議というのはどの議員でもどこでも公

開してもいいよと、それが議会の場であれ、個人的であれ。確かにおっしゃることは分からないわ

けではないです。ですから、改めてこれは、私は今までそういう認識でいたということで発言しま

したけれども、改めて議員の皆さんが待てよと、それでは議員協議会でうっかりしたことは言えな

いみたいなことがあるかもしれませんし、だからそれを改めて協議させたい、議長にお願いしてお
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きたいと思うのです。私はそういう認識でいたと、改める必要があれば私だって改めることもやぶ

さかではないと、ただ議員同士判断して、それは外には出さないよな、言えないよなという話合い

はしてきています。そういう事案もあります。それはそれで、何かあれば別ですけれども。 

〇議長（寺田 優君） 不規則発言だということで、それほど扱わなかったのですけれども、ちょっ

と言っていることは違うのだよね、多分。なので、後で説明してください。 

  それでは、休憩に入ります。 

          （休憩 正  午） 

                                           

          （再開 午後 １時００分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  笹岡議員の質問から進んでいきます。将来の投資でいいですか。 

          〔「いや、将来の投資って終わった」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 終わった。 

          〔「そうそう」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） から答弁をお願いいたします。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 将来の投資ということで、東京宝島サステナブル・アイランド創造事業の計

画ということなのですけれども、一覧という形では今現時点でちょっとお示しできない、準備がで

きていないもので、今この場ですぐにということはご容赦いただきたいなと思うのですが、これは

かねてからご説明してきたとおりで、３か年をかけていろいろなものに関して、まさに持続可能な

ものということで官民連携しながらいろんなものに取り組んでいくといったところで、産業の分野、

住宅、いろんなものに関して取り組んでいるところでございます。また、時限的なものか、半永久

的に継続されますかということなのですけれども、今回のこの東京宝島サステナブル・アイランド

創造事業というのが時限的なメニュー、まさに補助メニューでありまして、その性質上、事業自体

は令和７年度、再来年度いっぱいで完了させていく計画ではあります。ただ、この考え方自体は持

続していく、持続可能な島を目指していくという考え方自体は継続していきたいなというふうに考

えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 簡単なことの最後のほうから先にお伺いしますけれども、村長の今の答弁で、

いきたいなというのが村長の希望だと受け止めるしかないのだけれども、これは東京都はどうなっ

ているかということを知りたいのです。例えばというか、先ほども述べましたけれども、東京都の
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制度として代表的なもの、いろんな事業補助がいっぱいあるわけですけれども、総合交付というこ

とで支援策をいろいろ事業割だの経営割だの財政状況割だのって出ています。立ち入ったことは、

何か不都合があるような顔されるからあれですけれども、これは半永久的に続いている制度なので

す、取りあえず。昔は振興交付金といったのです。それが名称が変わって今の財政体制になったと、

なってから何年たつか記憶はありませんけれども、かれこれ10年以上たったのかな、分からないけ

れども。そういう事業の年に島しょに特別の総合交付というのは、これは市町村、区も入っている

と思うのですけれども、区市町村がそれなりに。宝島と銘打っているというのは、港区や立川市が

入っているわけではないので、島しょに東京にはここしかないので。ここが離島対策として、今は

知りません、それこそ昔はということなのですけれども、離島対策、島しょ対策というのがあるか

どうか知りませんけれども、小笠原みたいに。多摩はあるかもしれません。島しょ対策っていまだ

にあるのかどうか分かりませんけれども、それはともかくとして、新たに時限的に宝島という名称

の下に出てきた事業が幾つか公共事業があると。なぜ聞いているかというと、私は一時的な宝島と

言ったのは、３年間でおしまいの事業という、そういう認識で受け止めていたのです。たまたま施

策として、東京都の離島、臨時的といったのか、特別的と言っていいでしょうか、この対策をもっ

て数億円、これは聞いたのですけれども、この継続していく、３年終わったら、４年後にはまた新

たな宝島の中に離島対策として、東京都が決めるのでしょうから。ざっくばらんに伺うと、町村会

とか議長会ではこれはどういう扱いになっているのですか。先々やってくれということになってい

るのだか、やると思っているのだか、これは３年間で終わりだよということになっているのか、そ

の辺どうですか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 島嶼町村会等で継続してくれとかという要望等に関しては取り扱っておりま

せん。現在検討されておりません。 

  また、この宝島事業に関しては、あくまで東京都知事、小池都知事の政策によるものでありまし

て、その先のことは我々が要望はできるにしても、継続していくとかしていかないとかというとこ

ろは立ち入れない範囲かなと思っております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私もそれは認識していましたので、そのとおりだということで分かりました。 

  そこでなのですけれども、一覧表を出せないということで、それはいきなり出しましたから分か

りますけれども、ざっくばらんに私のほうでお伺いしたいと思うのですけれども、改めて確認しま

すけれども、これは総事業費は５億ですか、６億だったですか。初めは５億って聞いて、何か途中

で６億になったという話も聞いたような気がするのですけれども、そこから伺います。 
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〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 当初の説明では、上限いっぱいの５億円を想定しておりました。ただ、世の

中の物価高騰等もありまして、それ以上になる可能性が高いというところでございます。また、そ

れに当たっての財源等も現在いろいろな方策を考えている次第でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうすると、当初５億だったのだけれども、現状では若干の柔軟性を持って

いるという状況なのですね。分かりました。 

  くどいような質問で恐縮なのですけれども、期間延長はあるのですか、自治体の能力によって。

たった３年間でやれよということなのだけれども、例えばこの事業はどうもやってみたけれども、

３年ではできなかったといったら、それは打切りになるのか、あるいは場合によっては金額もさる

ことなら、期間延長もあり得るのか、その辺どうですか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 現時点ではあり得るとかあり得ないとかというところの判断は、先ほどの答

弁と一緒になりますが、東京都の裁量によるところでありまして、そういうことも見越してお願い

をするとかということもできるとは思いつつも、公にできますというのは、補助という性質上、う

ちの島だけでなくて、ほかの島の町村のこともある中で、やはり画一的に判断をしていかなければ

いけない、財源の問題もあちら側というか、東京都のほうもありますので、難しいかなと思いつつ、

我々としては計画どおりに事業を推進できるように今調整をしているところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そこで一覧表なのですけれども、大ざっぱでいいです。この５億の中に事業

として組み込まれているのは何と何と何があったのですか。口頭で示せますか。そんな何百何千円

なんていうのは関係なく、大ざっぱにこの事業、あの事業、これが幾らと。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） ちょっと後日改めてお示しできればなと思いますが、現時点では農業、漁業

振興、それから住宅、あとは公園、大きな項目で言いますと。それに向けて今年度もワークショッ

プ等を数回開いて、住民の意見を反映させるような今フローになっております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 
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〇３番（笹岡壽一君） あと、今やっている、名称はちょっと分からないのですけれども、サテライ

トスタジオ何とかって今着工している、施工中の、造成というのですか、やっている、あれは入っ

ていないのですか。あれは別。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） これも前回または前々回の議会でも度々所管のほうから説明していると思い

ますが、東京都の３Ｃ事業というものを充てて実施しているところでございまして、サステナブル

・アイランド創造事業とは別の事業とご認識いただければなと思っております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それから、農業振興では何ですか、大きいのは。例えば1,000万単位で3,000万

とか2,000万とか。 

          〔「農業振興で大きいのというのはサステナブルとか関係なしに」と 

            言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 宝島で。宝島の５億の中で。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） ちょっと詳細に関しては、また所管のほうからフォローがあるかと思います

が、大まかに言うと椿油を精油する過程で出てくる、今まで廃棄物として捨てられていたものの活

用について大学等で研究をしてもらい、その付加価値をつけてもらった上で生産者等に還元できな

いかということを今調査研究してもらっているという事業でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 漁業では何ですか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 漁業に関しましては、これまで温暖化の影響によって水場げがかなり減って

きたということも踏まえて、漁法の見直し等も検討されてきましたが、現時点ではアドバイザーの

方をお招きして、利島村でどういう可能性があるか、漁業全般に関してです。最初は船を導入した

りとか定置網とか、いろんなことが検討協議されてきましたが、そうではなくて利島村にどういう

可能性があるのか、いろんな分野で今アイデア、研究というか、全国の自治体で実施されている方

々にアドバイザーとして来ていただいて、先日も漁師の方等も意見交換をしてもらいながら、利島

に合った形の何か事業ができないかというのを今お願いしている段階でありまして、明確にこれを
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こうしますというところは、今のところはまだ決まっていませんが、スケジュール的には今年度か

らもう走っているものでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ちょっと聞いた話で、当初船を造ると要望がありましたということで、それ

が計画に入っていたと、どうもそれはそうでもないらしいということで、今村長の答弁ではっきり

分かりましたので、それはそうなのですけれども、そこで改めて伺いたいのは、私も勘違いしてい

たことがありまして、というのは３Ｃという事業が、あれが宝島の例の事業の一つかと思って、あ

れが２億何千万か３億ぐらいになるのかなと想定して、これはとんでもない間違いだったというこ

とで。そうしまして、船はやらない、３Ｃはやらない、事業外だと、この事業の対象外だと、それ

であと残されたのは住宅と公園と、大きいのは。あとはソフト的な調査活動ですよね。事業として

は公園と住宅ですか。トレーラーはどうなったのですか。トレーラーは何事業ですか、5,000万。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 現在、サステナブルとか３Ｃとかと言っているのは、東京都の補助メニュー

の一つであって、財源として関係あるかないかで言ったら関係ないのかもしれませんが、総体的に

利島村のまさに持続可能という観点でいくと全てがリンクすると思っております。トレーラーハウ

スの水循環システムも、そのシステムの実証の結果を今度のサステナブル・アイランド創造事業で

住宅を整備するに当たって、そのメニューの一つとして、補助の要件の一つとして求められている

ものの一つなので、それを入れることによって補助が得られるよという仕組みになっておりますの

で、全く関係ない補助メニューかもしれないけれども、意味合いとしてはリンクしているよという

ところでご理解ください。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 今言った宝島という、サステナブルという、これははっきり正直言って分か

らないのですけれども、勘違いも当然あったみたいで、私自身の、認識違いです。それが大きな要

因だろうと思うのですけれども、どうも何が何だか分からないというのがあるので、申し訳ないの

ですけれども、初め５億というのは何なのかということと、その事業対象は何なのかということで

理解しようとしたのです。その中には３Ｃも入っていたのだろうと勝手に思い込んでしまったのだ

ね、勘違いで。船は入っていたと、漁船は。住宅は入っていたと、リンクではなくて入っていたと、

それで住宅に水の循環をどうするかなどがあって、実証実験としてトレーラーハウスなるものを持

ってきて、あそこに水の循環システムを取り入れたと、5,300万ですか。これはリンクは、関係はす

るのだけれども、サステナブル宝島事業ではないのだと、５億の中には入ってはいないのだと、一
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部制度的に実証実験的ということでは入っているけれども。事業というのは5,000万の購入、あそこ

の中にもちろん水の関係もあるわけ、実証実験のものがあるわけですけれども、トレーラーハウス

そのものは対象外なのだと。しかし、実証実験の対象物、そのための施設というのかな、そのため

の機器といったらいいのかな、その部分については算出してもいいよと、サステナブル事業で宝島

から。トレーラーハウスもそういう意味ではリンクはしているのだと、つながってはいるのだと、

無関係ではないと。 

  さて、そこではっきりしたものは、５億というのはどういうことなのですかということです。明

確に今、村が計画している５億の事業、まだはっきりしていない面があるのだというなら、それは

それとして、だから私はそれがはっきりしないから聞いている面があるのですけれども。だとした

ら、５億の計画はあるのだけれども、都はそれだけの財政を負担してやりましょう、利島村さんそ

うでしょうよということで計画を立ててくれと。言ったはいいけれども、いまだにまだ５億に匹敵

するほどの事業が構築されていないと、構想されていないと、頭の中ではあれやこれや考えている

かもしれないけれども、現実に東京都にこれとこれとこれをやって５億ですと、よろしくお願いし

ますというところには至っていないということですか、そこまでには。だから、私は一覧表を金額

をつけてほしい、持ってきていると思ったから、これとこれとこれだと。だから、一覧表をつけて

提示できますかとお伺いしたのだが。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  事業構想自体はもう既にできておりまして、東京都で審査会が今年度行われておりまして、そこ

に提出して審査員の方に審査をいただいている状況でございます。先ほど村長のほうからもありま

したとおり、サステナの事業は今４つの事業を進めておりまして、１つ目は移住関係の住宅整備と

いうところですか。２つ目が農業振興、３つ目が水産業の振興、４つ目が公園改修事業というとこ

ろで進めております。当初提出している事業構想の中では、住宅整備に関しては2.1億円、農業に関

しては0.3億円、水産業に関しては1.1億円、公園改修に関しては1.5億円を見込んで、この金額トー

タル５億になるのですけれども、こちらで東京都の承認を得ているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それでは、その一覧表出せるではない。もうできてしまっているではないで

すか。それが分からないからいろいろ聞いている。一覧表を出してくれればそんな質問しなくてい

い。できているではないですか。 

〇議長（寺田 優君） 出せるかということ。 
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〇３番（笹岡壽一君） もっと聞きましょう。できていることは分かりました。今答弁されているの

だから、ばっと。何か出しにくいのですか。公表できないというものがある、公表はしたようなも

のだけれども、ペーパーで出すということは何か問題があるのですか。なければ出してください。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  東京都に提出している事業構想に関しては41ページほどございまして、簡単に見れる一覧になっ

ていないので、お時間をいただきたいというお話です。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 何ページになっているのですか。50ページぐらいになっているのですか。 

          〔「41ページ」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 41、それでは無理かもな。今の４つのあれが。今しゃべったようなことを一

覧表にはできないのですね。 

          〔「手動かせばできるけど」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 今読み上げたことを、４つのことを僅か１分足らずで答弁していると思うの

だけれども、それは一覧表にぱっと４つ幾ら、これが幾ら、これが幾らって読み上げたけれども、

これを一覧表にするわけにはいかないのですね。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） あくまで村長の所信ということでして、その中でお答えできる範囲でお答え

していきたいなというところでございます。詳細に関して資料とかが作成が必要というのであれば、

お時間をいただければできる限り対応していきたいなと思いつつ、ちょっとすぐにということがな

かなか難しいものですので、その辺りも含めてご理解いただきたいなというところであります。 

          〔「それでは、次お願いします」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 次は福祉・医療事業。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 島外通院旅費助成事業に向けてのお話でよろしいかな、それですよね。島外

通院旅費助成の話。 

          〔「そうそう」と言う人あり〕 

〇村長（村山将人君） これは石野議員のときにお答えしたとおりでありまして、渋々復活させたと
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か二転三転とか、いろいろな表現に関してはちょっと厳しい言い方かなというふうに受け止められ

ますが、これもお答えしたとおりで、柔軟に考えて対応してきたことであって、二転三転と言われ

ればそれまでかもしれませんが、それに至るまでには検討してきた結果であるというふうなことで

ございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは後に述べる一般質問でも述べていますので、ここではくどくど、所信

表明ですから申し上げませんが、言っていることはここに書いたとおりです、私のほうのここに書

いたとおり。これはご理解いただけるかいただけないかという問題です、私に言わせれば。こうい

うことを進行させたのだと、改善したのだとおっしゃるのですかという。だから、確かに言葉は厳

しかったかもしれません。聞く立場からするとあきれていますと、これも改善したのですかと、自

分で減らしてぶった切って、議会で再三出ました。そうして戻したらば、それが今度大改善したみ

たいな、大改善とは言っていませんけれども、こういうのの本当に私に言わせれば文章のとおりで

す。いいです。これは一般質問でも関連する質問をしていますので。 

  次をお願いします。 

〇議長（寺田 優君） 生活インフラ。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） ごみ焼却施設の更新に関してのご質問かと思います。ご質問というか、ご意

見というふうに受け止められるような内容かなと思っております。 

  事業全体に関しましては、石野議員と重なると思いますが、現時点でお示しできるフェーズでな

いというところは同じところです。 

  また、ご意見の中でもう一回白紙撤回して、住民を参加させてというようなご意見かと思います

が、私の中では今それは考えておりません。急場の状況においては、まさにトップダウンで判断を

していくというようなことで、今我々が先ほど言ったみたいに水面下でいろいろな調査を行ってい

る、交渉、折衝をしている段階でありまして、正直非常に難しい進め方ということは、議会で何度

もご説明してきているところでありまして、一般の住民の方のご意見を無視するというわけではご

ざいませんが、入れて、それが当然そういう考え方も排除はできないというのは重々分かっている

ところでございますが、なかなか難しいであろうというふうな、これは私の判断です。よって現時

点では、申し訳ございませんが、こちらに今水面下でいろいろな方法、形、予算、もしくは業者等

も含めていろいろなことを今当たっている最中でございまして、示せる段階に来ましたら、住民の

代表である議員の皆様にお示しし、ご理解、ご協力、ご助言もいただけたらなというふうに考えて

おります。 
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〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 計画について事業計画、あるいは実施について、どの時点でどういう方法で

公開し、かつ意見が合うのか、説明をするのかという点は、行政のほうでもるるいろいろ我々にも

投げかけてというか、対応しているのは、それは重々承知しています。聞き及んでいるわけでいま

すけれども、それとは裏腹に住民のほうの声を紹介してみました。今言うようにトップダウンとい

うことになるわけです、やりますということですけれども、ならば我々議員はということをあえて

言わせてもらいますけれども、トップダウンでやるならば、やるでもって議員が何もあちこちうろ

うろ金かけて調査したり、どこの議会でもそうです、利島に限らず何でもそう。議長あるいは何と

かの委員長、委員会あるいは議会、これがいろんな現場を調査、視察するなんて不要です。意味な

いのだ、そんなもの、公金をかけて。まるで遊びに行っているようなのと等しくなってしまう。専

ら行政だけが必要な視察をすればいいのだ。できたものを我々は受け止めればいいのだ、議会は。

使い方を教わるぐらいなものだよ。車で言えば運転の仕方を教わるようなものだ。そういうことの

次元の問題ではないだろうと、実際は。いいですか。そもそも俺らがやったのだ、俺らがやったの

だから口を出すなと言いたいのかもしれない。数年前に今年度やりますよと言ったときに何を持っ

てきたのだと、議会もさすがに、議会に対しても資料を出していますよ、こんな膨大な資料を。コ

ンサルにやったのでしょう。それ見ると分かるでしょうと言いたいのでしょう。あのコンサルの出

した膨大な資料、そう言っては失礼ですけれども、単刀直入にお答えください。理解していますか。

何を業者が述べたのか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 資料に関しましては、当然担当職員、また私のほうでも一通り目は通してお

ります。ただ、技術的な観点で言うと非常に難しいところでもあると、内容が、そういった中で完

全に掌握して理解しているというところまでは至っていないかなと、そういったところでコンサル

さんに相談しながら進めてきたと、当初場所、また形もほぼほぼこういう方針で、方向でいこうと

いうところの一環として、議員の皆様と一緒に視察をさせてもらったというところでありました。

ただ、その後状況も変わりまして、いろいろな問題が出てきたと、金額的なもの、工法的なもの、

また施工業者の問題、施工業者の問題というのはいろいろなものがありますが、そういったことで

うまく進まなかったということも、無駄と言われてしまえば無駄だったのかという評価になってし

まうかもしれませんが、その経験を踏まえ、そういったことを全部ゼロにするわけではなく、その

ことをベースにし、動いていかなければ本当に意味がなくなってしまうということもあります。な

ので、むやみやたらにこうやって考えていますみたいな途中の状況でお示しするのは、逆にまた混

乱を招くかなということもあって、こういうような答弁にさせていただいている次第でございます。 



 - 40 -

  トップダウンで言うことを聞けというようなお話でもありましたが、当然全く無視するとか、そ

ういったわけではなく、逆に工法、もしくは場所、土地、どういったところがいいのか、また工期

的なところ、金額的なところ、専門的な知見、議員の皆様の知見によって、こういった方法がいい、

こういうふうにすべきだ、こうしたほうがいいのではないかという意見がありましたら、拒否する

わけではありませんので、ぜひご教示いただきたいなと思っております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私、先ほど述べたこれ、思い起こしながら見て、村長おっしゃるように分か

りません。何を書いてあるのかほとんど分からない。どういうものをつくろうとしているのだか、

それは行政の皆さんは分かっていると、それはそうでしょう、専門家だから。それはそれでいいの

ですけれども、この資料というのは幾らぐらいかかりましたか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） すみません、ちょっと頭の中に数字的なところが入っていないですが、コン

サル業者さんにお願いしているものでありまして、内容として完全に細かいところは入っていない

ところではある、私も完全に掌握していないというところであるのですが、大きなところでいくと、

やはり利島の状況、風とか、あとは場所のどうのこうのとか、もっと言うと災害時に耐えられる構

造であるべきだとか、あとは一番はごみの焼却量の部分が今の焼却施設より大きくするのか小さく

するのかという評価が入っていると、ふだんのごみの出る量から。それに合わせるべきベストスペ

ックというか、一番利島の人口規模に合った大きさにすることが先々のランニングコストの負担軽

減にもなるということで、評価してもらった資料であるというふうに私の中では理解しております。 

  繰り返しになりますが、そのコンサル料に関しては、恐らく令和４年、３年とかの事業になるか

なと思っております。今ちょっと調べれば出てくると思うのですけれども、また改めてでお願いし

ます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 質問をしましたけれども、この値段を幾らか聞くことが目的ではないのです。

要はこれは没るのでしょうと、参考にはしますと、それで我々素人は外から、外からというと傍観

者みたいだけれども、外から見たときにこの事業が没ったということは、これはパアよと、もう駄

目だと。すると、ここに1,000万かけたか2,000万かけたか5,000万かけたか知りませんけれども、こ

れは湯水のごとき川の中に流してしまったと、そして参考にはしますよと。ところが、今度同じこ

とをやるとしたらできないでしょうと、かかった12億。どこにつくろうとしてもですよ、これ結論
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が出てしまっている。これと同じものを村が指定した場所につくるとしたら12億かけることはない。 

  それで、私が言いたいというのは、住民の中にどういうその話は、住民も自分たちの問題だから、

ごみを捨てるのは役場ではないのです。住民なのです。そういう意味で、住民だってこんな金の脆

弱な自治体にどうぞどうぞというような状況でないぐらい分かっていると思うのです。そうしたら

やっぱり俺が決めてから教えるよと、説明するよでは、それも一つの考え、トップダウンというか、

考えもそうかもしれないけれども、今住民の中では、私に言わせれば協力しようという動きがある

のだと、協力って何だといったら、住民がつくるわけではないのです。それではおまえらでつくれ

なんて言ったって、これは無理で。ここで言うのは、ゼロからスタートしようではないかと、住民

の意見を聞いてもらって。ゼロって自治体、我々見てきた、四国で。焼却場なしという場所も。焼

却場、あそこないといって、それでは利島でどうだよと、笑うなら笑ってくださいです。ばかみた

いだ、笑われていたのでは、ここで。何しに行ったのだと、物笑いの種が。私は、正直言ってこう

いうところは笑う場所ではないよと、皆さんゆとりがあるのだよ、にたにた、にたにた笑うだけの。

おかしかったら笑いなさいと、どうぞと、みんなで笑ったらいい、声を上げて。私に言わせればお

めでたい限りで、よく笑っている暇があるねと、笑ってごまかすということもあるけれども。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 以前の議会でもお答えしていると思いますし、私の基本的な考え方は変わっ

ていないというところです、このごみ事業に関してですけれども。まず、自治体の責任において一

般廃棄物を処理しなければいけないというところは、どこの自治体でもそうだと、それが自治体と

しての仕事、任務、責任であるという中で、やはり利島村として、先々の話、生き残っていくため

には、更新をしなければいけないというのは明確であると、それは多分議員の皆様も同じかなと思

っております。その中で、方法に関して今までいろいろなところに見に行ったり、いろんなものを

収集し、進めて今日に至っております。その中で事業構想、事務計画について製作していただき、

コンサルさんの専門的な知見も踏まえ、利島の状況も踏まえ、風や日々のごみの量も踏まえて算出

してもらったものであって、基本的にはそちらをベースにして進めていくべきであり、それを無視

するとか無駄だったねと、これが経過してしまうと、10年、20年たってしまって、そのデータを使

うということはまたちょっと違うかなと思いつつ、まだ十分に使えるデータでもありますし、基本

的な考え方はそれに基づくというのは当然であると。ただ、事業を進めるに当たって、それに基づ

いてつくっていくことが、まだ現時点で計画の変更というところになりますと、お示しできるとこ

ろは計画時期の変更、もともとは今年度今頃にはできているというところで、これまで説明してき

たところでありますが、それがかなわないというところであって、それを全て見直すというような

判断はまだしておりません。つまり今の現状の計画のまま今折衝等は進めて、やり方をいろいろ変

えていくべきでないかという段階でございまして、当然それをベースに物事の交渉、折衝、調整は
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進めているところでございます。なので、仮にそれでそのものと全く違うものになるというような

状況になりましたら、それはそれでまた改めて当然議員の皆様に説明が必要になってくると思いま

すが、現時点ではそちらお持ちの計画書をベースに話を進めているといった状況でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これをベースにやったら12億なのではないのですか。そこが最大のネックな

のですよ、我々とすれば。だから引っ込めたのでしょう。だから今年度予算の12月で、12億これを

やろうとした、それが今なお継続して引っ張っていこうと、いつまで引っ張るのですか。今５年、10年

とは言いましたけれども、この三、四年、あるいは少なくとも５年ぐらい延ばしたとして、あの焼

却場が５年もつかもたないか、そんなの分からないけれども。去年は12億で駄目でしたと、それで

同じものを検討していますと、やり方はどうですかみたいなことを含めて。そのときにこれが５億

だの、私はあえて聞きたい。12億また持ってくるのですかと、12億でやるのだったら去年やったら

よかったろうと、何でやめてしまったのだと。あの答弁が、そう言ってはなんですけれども、申し

訳ないけれども、わけが分からない。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長、同じ。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 同じではありますけれども、議会の場で金額的なところを提示してはおりま

せん。基本的にはそちらの計画書に基づいて進めていくのは当然、これは責任でもありますし。先

ほどの繰り返しになりますが、それが変更になった暁には皆様にお示しし、ご説明してお諮りする

段階になると思いますが、現時点ではそのものを変更するという判断には至っておりません。そう

いったところで、逆にそれをこの部分をこう変更すべきだ、そうすればこういったような対費用効

果が得られると、プラスであるというような、先ほども述べましたが、知見、ご意見がありました

ら、ぜひご教示いただきたいなと思っております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 村長、大変な答弁していらっしゃるのです。お分かりかどうか分からないけ

れども、議会では述べていませんと言うのだよ。それはそうです。私も認めます。しかし、議員の

いるところで話をしているのです。ですから、引っ込めますと、12億になったから。だから、12月

の減額要請も全部認めたのではないのですか。だから、そういう答弁されるから、副村長が非常に

気を使う、顔つきを見れば分かるのだよ、正直言って。困ったことを言ってくれるなと。もうここ

まで来ますと、もう言わずもがなで顔を見ただけで分かるの。そこを触れてくれるなよと、まずい

よと、答弁もしにくいよということなのでしょう。だから私言ったでしょう。とんでもない答弁し
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ていますよと。 

〇議長（寺田 優君） 菅瀬副村長。 

          〔副村長（菅瀬優生君）登壇〕 

〇副村長（菅瀬優生君） 今のご答弁ですけれども、すみません、ちょっと我々、先ほど村長から申

し上げたように、その金額の話はしておりません。すみません、この議場でそういったことをお話

しするのが適当かどうか分からないのですが、以前に議員の皆様から、この問題は議員の皆様と執

行機関側で重々情報共有をしながら進めていくべきだろうというふうに意見を頂戴いたしまして、

それを踏まえて、たしか８月だったと思うのですが、皆さんお集まりいただいてお話をしたと思う

のです。それは間違いないです。８月ぐらいにお集まりいただいて。 

          〔「８月」と言う人あり〕 

〇副村長（菅瀬優生君） ８月です。９月議会の前です。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇副村長（菅瀬優生君） いいですか。そのときも金額につきましては、今参考としていただいたも

のであり、そのものが精緻なものではないので、どう転ぶか分からないところもあるので、そこは

情報共有として、ここだけの議員さんとの間の中での情報共有ということでお願いをしたはずです。

そこはもう明確に私も覚えていますし、僣越ながら発言させていただいたら、そこは分かったとい

うところで承って、それを踏まえて、これはこれでということで終わったはずだったのですが、そ

れが議場でそういったことが出てしまった、このように音声に流れてしまったので、それは打ち消

しようがないなというところで、そのままにしてあると。なので、全然困ったというよりかは、む

しろ物事を進めるに当たって当然不確実な部分もありますので、不確実な部分をご説明しないと、

今度していないだろうという話になるし、かといってそこの部分を皆様に隠してやっていくかって、

そこはそこで違うのかなと私も思いますので、ただそういったことがちょっと前例としてあったの

で、なかなかそこは我々としてもどうしたらいいのかと、そこを苦慮しているところです。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 苦慮はするでしょう。当然です。なぜ苦慮する。要は自分たちでやってきて、

今言ったように表に出せないことで動いてきた。しかし、辞退、進退極まって、それでやりますよ、

つくりますよとやってきた。そうして８月と言ったけれども、何が８月かは別として、12月の段階

の補正予算で切りますよと、事業は。５年度事業でもって建設することになっていた。だけれども、

当初予算が否決されましたけれども、次の臨時議会で可決されたけれども、それで建設しますよと

いうことになっていた、５億で、５億だったか６億だかで。ずっと来た、そのまま。そして、12月

になって12月補正のときに実はこうだと、議員を集めて、集めたのか集まったのかはともかく。そ
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こで、議員がそれなら議会がやめろと言ったわけではないのだ。自らがしたがって補正でもって減

額しますということは、今年はつくりませんよと、どうですか、それで了解くださいと言ったわけ

で、だから議会はしようがないねということで、12月の補正は認めたでしょう、減額補正。これが

経過です。 

  だから私言ったのは、私が言う必要があるかどうかも含めてだけれども、村長に対して、村長そ

ういう答弁してはまずい、まずいといっては変だけれども、それはおかしい、そういう答弁すると

そういう質問せざるを得なくなる。 

          〔「どういう答弁ですか」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） さっき答弁したようなこと。要するにこれでやりますよと、やりますよでは

ないのです。できないのだと言ったのだから、これでは。 

          〔「今年度はできない」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 今年度できないものを来年度できますか。何でできないのだと、12億だから

できないと言ったのだよ。それは来年できますか。12億言ったのがまずかったと言いたいのでしょ

う。それが実態でしょう。それやって議会を説明、説得したのでしょう。ないしょだか内々だか知

らないけれども、12月で減額すると、したがって事前に議員の皆さん了解くださいと、これやった

のでしょう。それを真に受けてしまったのだ、議員は、分かりましたと。それで減額に賛成してし

まった。だから事業がなくなってしまった。これが経過です。何が秘密に恐れるのですか。私なん

かも焼却場できないように、行政が潰れるように、やりにくいようにとは考えてはいない。何とか

して行政をやらせないように方法はないかなんて考えてはいない。あなた方の対応ぶりを指摘して

いる、住民の前に。困ったら困ったと言ってくれ、簡単に言えばですよ。それがないのだ。相談し

たり困ったと、議会に何とか相談してくれないかと、応じてくれないかと、もっと真摯に。それや

ったのだよ、12億かかってしまったよと、声が出てしまったと、増えなければ仕事できないよと、

どうしますか、減額したいのだ、これだけ相談した。だから、それだけでも議会はオーケーとやっ

たわけだ。誰も知らない、こんなことは。だから、12億なんていうとあまり世間で言うなと言った

けれども、今村中知っていますよ、こんなものは。知らないとしたらあなた方だけだ。焼却場何で

やめたの、12億になってしまったよ。村中知っています。 

  こればかりやっているわけにもいかないけれども、少し整理したらどうですか。やっぱり私は、

口幅ったいかもしれないけれども、議会にはトップダウンではなくて、住民のほうは折れています

よと、住民の理解が得られなかったり、住民から批判されたり、何やっているのだみたいなことや

ったらやりにくくてしようがないでしょう、仕事が。住民のほうでゼロから考えようではないかと、

村長困っているのだろうと、村が。それを同じものを来年やるみたいな話しされてみなさいよ。そ

れではどうぞやってくれだよ。幾らかかるか知らないけれども。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 



 - 45 -

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 繰り返しになりますが、別に拒否をしているというわけではございません。

また、先ほども何度も述べているとおりで、議員の皆様、ぜひ新潟にも行かれた、徳島もそうです。

そういった知見も生かされたご意見をご教示いただきたいというところであります。それを住民の

代表である皆様にいろんなところを見てもらって、知見も深めていただいたというところでありま

して、一般の住民の方に広く意見を求めるという段階ではないというふうな判断で、トップダウン

でやらせてもらいたいというふうな説明でございます。したがって全く無視しているとかというよ

うな話ではございません。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これもこればかりやっているわけにいかないので、あとは皆さんがどう判断

するかですけれども、住民の皆さんが。そこに委ねるとして、私はやっぱり住民の皆さんが困って

いることについては、住民のための焼却場だろうから、住民の皆さんが何を考えているのか、ゼロ

でいいという人もいるかもしれません。要するに焼却場なんかなくてもいいという人もいるかもし

れない。そういう現地視察までしているのだ。それから、トン数も何トンぐらいのってどうやれば

いいとか、そういう人も言うことを言うかもしれない。だから、住民の全部300人を集めて、そこで

どうするといったって、これは現実的に不可能。どうせやらないのだから時間あるでしょう。今年

度やらないのだから、たっぷり時間ありますよ、１年間少なくとも、365日。やるつもりなら、そう

いうことでグループにしようが、声ある人たちの声を聞く。私がそう言ったって、そういう意見を

持ってくるかどうか知りませんけれども、私はやっぱり住民を信頼すべきだと思う。 

  以上を述べて、次をお願いします。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  自動の草刈り機の実用なのですけれども、一応今年度、令和５年度につきましては、実際に３種

類ほどのタイプの違うものをどの程度利島の環境で借りるのかというのを実証としてやりました。

１つの機種については、ある程度の草刈りの機能はあるということが確認はできたかなというとこ

ろですので、ただ実際に年間で動かしたときにどうなのかというのと、あとはもうちょっと坂道だ

ったりとか、当然平らなところのほうが少ない環境ですので、そういったところでどの程度まで、

今考えているメーカーですと、一応斜度20度までは大丈夫みたいなことは書いてあるのですけれど

も、ただそれが実態としてどうなのかというところも含めまして、年間実証という形で来年度取り

組みたいというふうに考えております。 

  以上です。 
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〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これはるる質問をする内容でもないと思いますけれども、一昨日といいます

か、６日の日の生産者会議でいろいろるる出てきて、特徴的な疑問を述べていた方のあれは、１つ

は目方、機械の重量、これを聞いたらば大体十五、六キロぐらいかなというお答えでした。これが

一つのネックになっているのかなと、15キロといったら相当な重さですよね、特に女性にとっては。

もう一点は値段です。値段が40万円ぐらいだと、こういう話を聞いて、個人で買い切れるかなとい

う問題。それから、電源は何とかって今部屋の中をうろうろする掃除機みたいのあるけれども、そ

れはある程度ぐるぐる回っていくと、自分が腹減ってくると食堂へ行って飯を食いに行くわけ、充

電器で。そういうのは山ではそれができるのかなと、発電機でも持っていくのかなと、そういうの

も疑問になっているので、ともかく実装というか実証といいますか知りませんけれども、実験、こ

れの公開してみるという要望も出ました、当日。知らないのです。私なんかも知らなかった。草刈

り機の写真撮ったのありますけれども、どこでいつやったのか全然知らない。だから、いまいち説

得力がないのだろうと思うのだよ。だから、そういうのを見て扱わせてみて、今年度やるならば。

それをメインに取り組んだらいかがですか。生産者の人方に参加してもらってやってもらうと。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  先週、生産者会議の中でもお話しさせていただく中で、実際に動いているところ見たいよみたい

な意見もいただいていますので、その点に関してはちょっとどういう状態で皆さんに告知するかの

問題もあると思うのですけれども、実際動いているところを見てもらうのが多分一番分かりやすい

と思いますので、そこは考えていきたいというふうに思っています。 

  どうやって動かしていくか、どういうふうなのかというのも、一応家庭用の自動の掃除機械を想

像していただければ一番近いかなとは思っています。ただ、その電源の問題も生産者会議のときに

質問等ありましたけれども、そこも含めて年間実証の中で、どうやって運用がしていけるかという

ところを併せて検討していきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

          〔「ふるいは」と言う人あり〕 

〇村長（村山将人君） 続けていいですか。 

〇議長（寺田 優君） はい。 

〇村長（村山将人君） ふるいにつきましては、それも生産者の中から、やっぱり山に持っていって

使用すると、結構大きさも大きかったりとか重量もあるというようなこともありますので、そこら

辺でどう軽量化できるかというのを今打合せ段階で、今一応意見交換はしているところなのですけ
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れども、ただ実際に使っているのは生産者の方ですので、一度そういった方の意見を聞く機会みた

いのもつくった上で、どういった改良、軽量ですか、そういうのを進められるかというのをまとめ

ていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これも簡単な質問ですけれども、時間はかけませんけれども、生産者の立場

からすると、これ技術的な問題なのだけれども、もちろん重量が軽いことは大事です。持ち運びが

便利だというのは、これはこれで言うまでもないこと。あと、土木関係でふるいというか、砂やそ

ういうのをふるっている機械があるのです。あれは真っ平らなのです、ふるいが。椿の場合は、真

っ平らでは駄目なのだね。だから、勾配をつけてこういうふうにふるわないと実が前に行く、そう

するとごみが重なる、それでごみをぱっと取ってこうやって捨てるわけです。真っ平らだとなかな

か下に、椿の実があるのに真っ平らだと、さらってしまうと実をそのままさらってしまう。だから、

この際もしどういうシステムをというときに課長に、担当職にぜひ業者さんにその辺も一つ技術の

中に含んでやってもらうということをお願いして、次をお願いします。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 椿産業の話、自立すべきだというようなところかなと思うのですけれども、

ごめんなさい、言葉のニュアンスって非常に難しいところで、勘違いとか、言った言わないの話に

なるかもしれないのですけれども、生産者会議の中で自立すべきだというふうなことは、私として

は言っておりませんし、そうやって聞こえたというふうなことでありましたら、それは失礼いたし

ましたというところでございます。ただ、自立していく方向で考えていくべきだというふうな発言

はしました。というのは、当然その会議の場では具体的な数値は申し上げませんでしたが、利島村

の交付金、住民税等も踏まえた村の方々が負担していただいている収入、それとそれに対して補助

で出している支出という部分を比較すると、なかなか当然なことではありつつも合っていかないと、

5,000万、6,000万かかっていくというような状況の中で、それを先ほどのサステナの事業等でもあ

りましたけれども、補助というものの性質上、やはり導入もしくは足らないものに関して一部支援

していくというようなところで、裏を返せばそれを基に頑張れよというような意味合いかなという

ふうな認識でいる中で、それがなくてはやっていけないような状況になってしまうのが一番まずい

かなというふうに考えております。産業として生きていくという、基幹産業というようなことであ

るならば、やはり創意工夫をしながら生産力を上げていくというようなことに導くために支援する

ことが、行政としてやるべきだというふうに考えておりまして、そういった意味で自立を目指すと。

これは村民憲章の中でも自立する島利島ということが明確にうたわれておりまして、それに沿った
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ものでありますので、私の考えとも一致しております。そういったことを踏まえて、そういう表現

にさせていただいた次第でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 言葉というのは非常に難しい問題で、時に誤解を招いたりってあるわけです

けれども、この自立というのは当然自立すべきですよ、全て。自立できないということは駄目です。

自立できないということは、人間が自立できないというときは誰の助けを借りるのだとなるよね。

だから、自立というのは当然のことで、論をまたないのです、それは言葉の使いようによっては。

しかし、歩けない人、自分で歩けよと、歩けない人には手を貸してあげるべきなのですと思う。こ

れが社会福祉だと思うのだ。だから、私はそういう意味で、自立というのは言葉によっては時に誤

解を招いたり、要らぬ誤解を招いたりするよと、自立というのは望ましいこと当たり前です。みん

なぴんぴん、ぴんぴん歩けばいいのだ、私らが高齢になろうが病気になろうが障害になろうが。そ

こに手を出し差し伸べるのが、これが行政だと思うのだ、私は。福祉だと思う。福祉は、福祉とい

うのは行政用語です。確かに社会福祉協議会なんて福祉使うけれども、人助け、簡単に言えば。福

祉なんて何か条例だ、法律だ、さっぱくると難しいかもしれないけれども、困った人、困っている

人、自立しろなのだけれども、自立できない人、それをどう周りの人が助けるか、これが福祉です。

福祉論を論ずるつもりはないけれども、揺り籠から墓場まで行政はってなっているでしょう、地方

自治法に。これが根本です。ある意味福祉の根本。自治体は、その福祉のためにやっていると思っ

て間違いないのだ、揺り籠から墓場までというのは。だから、そういう意味で村長の言う自立する

べきというのは、それはそうです。村なんか、自治体なんかやることなくなってしまう。何やるの

ですか。道路欲しければ自分で造ればいいのだ、住民が。病院が欲しければ病人がつくればいいの

だ。そんなばかなことってないでしょう。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） そのご指摘、お考えもあろうかと思いますが、私の中では完全に違うという

ふうに思っております。道路や病院に関しましては、全住民が対象になることでありまして、それ

は当然村役場、行政のやるべき仕事だというところであります。一方で、椿産業に関しましては、

昔と形態、構成が変わってきていると、これは何度も繰り返し答弁させていただいているとおりで、

特に移住者の割合が多くなってきていると、若い世代、働き盛りの中で。そういった方に対して、

まずはつないでいって関わってもらうということが一つの方策であるということもそうですが、同

時に財政の支出のところでバランス、説明をしていかなければいけないといった考えもあります。

なので、墓場まで面倒を見ていくという福祉の考え方は、私は合致しないというふうに思っており

ます。よって、自立の方向へ導くための支援を行政がやるべきだというふうに述べている次第でご
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ざいます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） だから自立するための支援が行政なのです。病人が直してあげる、体の不自

由な人は手助けをしてあげる、歩けるようにしてあげる、これが行政で福祉なのです。考え方は違

うというから、それはしようがないけれども。 

  産業については一般質問でもやりますから、これ以上くどくど自立というか、補助金ではなく自

立すべきだという論については言いませんけれども、論じるのはやめますって打ち切りますけれど

も、やっぱりこれは今の最大の問題というのは一般質問でやりますけれども、どこに問題があるの

だと、地離れがしている、椿離れがしている、この現状認識が非常に重要なのです。機械だけ作れ

ば、上げれば実が収穫できますかと、人はいるけれども、拾う人がいないのですよと、高齢化して

くる。理屈はさておいて、現実にいつ草刈り機ができるか、立派な工場ができるか知りません。椿

山は薮になっていますよと、なぜ、聞いてみたらいいです、生産者に。椿産業は割に合わないと、

だったらあとはなくなる一方。あと10年もたないのではないのですか、こんなことをやっていたら。

それならば、これは一般質問でやりますから、これは飛びますけれども、そういう点でやはり支援

してあげる。できないことをやれとは言っていないのです。一般質問でやりますけれども、たかだ

か300万あれば、若い人たちが結構、若い人たちに限らず、生産意欲湧きますよということを言いた

いのだ。いいです。それは一般質問でやるから、次をお願いします。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 次については、現状認識ということについては大体語り尽くせているのだろ

うと思うのですけれども、私はそれなりに認識しましたけれども、今の村長の答弁なんかを聞いて。

まだおっしゃるという説明があればお伺いするけれども、答弁があれば。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 生産者会議の中で冒頭に組合長のほうからのお話であったかと思いますが、

あくまでも主役は生産者であるというところは間違いないと、そんな中でまずこの認識がちょっと

違うのかもしれないのですけれども、生産者が自立していくための支援というのをやっていくべき

かなというふうな考えでおります。 

  自立というのは経済的な自立だけでなく、マインド、精神、考え方自身も自立に向けて誘導とい

うか、導いていくべきかなというふうにも考えております。私自身も実際椿山に休日等は携わる機

会を増やして、どうやったら収穫量、生産量を上げていくかというのは常に考えております、時間

効率も踏まえて。そういったことを若い方々にも還元できていければ、よりそれで副業としても成
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り立っていくのかなというふうな考えも、個人的にですけれども、持っておりまして、それらをマ

ッチングさせることがまずは必要かなというふうな考えを持っております。なので、総体的にお金

だけでなく、財政の投入だけでなく、いろんなもので支援をしていけたらなというふうに考えてお

ります。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 先ほど冒頭言いましたように、次の製油センターについては、ここで１回飛

ばしまして、これ所信表明の順番がこうなっていたもので、ここに挟みましたけれども、これは改

めて後に質問をさせていただきますので、次の行政改革についてから答弁いただきますけれども、

職員数については先ほどの石野議員の答弁でお伺いしていますから、34名ですか、それに近づける

というような話なのでしょうけれども、その次からお願いします。ＩＴ環境だったかな、何だっけ。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） ＩＴ関係の費用が…… 

          〔「環境じゃない、関係ですか」と言う人あり〕 

〇村長（村山将人君） 関係、環境でもそうなのですけれども、職場環境を今再整備に向けて、おっ

しゃるとおりかなりの支出がされて予算化している次第でございます。これは必要なところでもあ

ります。システムを入れなければ業務ができないよというようなところもあります。また、職員の

働き方改革、またコロナの対応もあってテレワークの環境整備、いろんなものがあって支出をして

おりまして、それが必要だというところであります。ただ、そうは言っても見直しは必要であると、

もちろん経常的にそういうものがかかってくることによって、本当に業務が改善されているのかど

うなのかというところは、適切に効果測定をしていかなければいけないと。ただ、なかなか定量的

な評価ができないという部分でもありますが、そこら辺は少し慎重にはなりつつも、先ほどの午前

中の答弁でもさせてもらいましたが、東京都や国の補助等がありましたら、それらを使いながら効

果的に導入していきたいなというふうに考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これも行政の内部の事務体制の問題ですから、それほど立ち入るつもりはあ

りませんけれども、ここは先ほど石野議員の何名体制ですかと、職員の定数問題とも関連してお伺

いしているつもりで書いたのですけれども、要は予算が多いか少ないかの判断は別として、まだ必

要なのかと、まだまだ足りないのかと文字で書きました。最低で今ひいひいしながら頑張っている

のだと、金もないからそんなに施設できないと、職員と同じように。職員も頭数が足りないけれど
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も、機械も足りないのだということの意味なのかということが１つあって、まだ不足ですかと聞い

たのですけれども。買換え、更新は別です。何年に１回更新するか知りませんけれども、物には大

体寿命があるから、それは別として、増やすのかというのはそういう意味で聞いたのです。 

  ところで、村長、今いみじく話を出していましたけれども、効果です。１つは、私質問書いたの

だけれども、削除したのですけれども、これは無礼かなと思って削除したのだけれども、使いこな

せていますかと、職員全体が、この機能を買ったのですけれども。まだそこも問題があるのかと、

機械をそろえたと、しかし使いこなせるまでにはまだ手間暇かかると、そうスムーズにはいかない

のだという状態があるのかと。それと関連して、保守管理は業者でなければできないというのは分

かります、保守点検管理は。ところが、仕事、業務の委託、これはある会社に、機械会社だか、そ

ういうサービス会社だか知りませんけれども、委託しているものがあるのかないのか、業務委託み

たいなのがあるのだろうと思うのです、予算にそういう具合に書いたように見えるものがあるから。

それと人手の問題、村長が使いこなせなければ、機械だけそろえても使いこなせないのだというの

では、これでは余計機械の勉強するだけでも大変だ。そういう意味でお伺いをしているわけです。

これは行政の内部の事務問題だから、あまり立ち入るつもりはないけれども、その辺どうなのです

か、実態は。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） ＩＴ技術を導入して業務を効率化するということは、世の中全体の流れでも

ありますけれども、利島村においてもそれは間違いなく光ケーブルを通じてより加速した、コロナ

も通じてより加速したかなというところであります。そんな中で、横一線で全てのＩＴの導入に関

して評価できるものではないと考えております。入れなければいけないもの、絶対に入れてくれと、

国の事業として入れなければいけない、東京都の考えの下、それに倣って入れなければいけないも

のもあります。 

  また、入れなければいけないわけではないけれども、それを入れることによって効果があるとい

うふうなものの導入もあります。その部分に関しては、まさにおっしゃるように使いこなせている

のかどうなのかと、また使いこなしたことによってどういう効果が出たのかという評価は必要にな

ってくるかと思います。なので、先ほど述べたとおり、それは導入後数年間はやはり必要だし、当

然導入するに当たっての精査も必要だと思いますけれども、きちんと評価をしていってスクラップ

・アンド・ビルドというような表現もさせてもらっておりますが、続けるのか、ちょっとこれを見

直してみるのか、もしくは中身の構造を変えるのか、いろんなことは今後考えていきたいと思って

おります。 

          〔「次をお願いします」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ハラスメント条例。 
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  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） ハラスメントに関してでございますが、議会のほうのハラスメント条例とは

議会のことなので、なかなかこの場で私が答弁するのもおかしなものかなと思いまして、議会のハ

ラスメント条例の前に村役場の中でのそういったハラスメントの考え方に関しては、ちょっとまだ

かなっておりませんが、研修等をして、より丁寧な対応、もしくは上司、部下の関係でもそうです

けれども、きちんとした対応というか、職員間の例えばコミュニケーション、言葉遣い、そういっ

たものを周知徹底させていくことが必要かなと、これがさきの基本方針の中でも述べていたところ

にもリンクするものでありまして、昔はそんなの問題ではなかったかもしれない、ただそれでも今

は、それを言ったら何もできないよというお話もあるかもしれませんが、今はそれは失礼になるよ

とか、それは違うよということが結構出てきている部分もあると、これは議員の皆様にも失礼なが

ら言えることかなと思っております。そういった意識をまず高めていくことが必要、それはお互い

にございますけれども、必要かなというふうに考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） いわゆる本村でいうハラスメントは、条例上３つぐらいが、セクシュアルハ

ラスメントとパワーとマタニティー、妊産婦の問題ですか、３つぐらいでしたよね。 

          〔「マタニティー」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） マタニティーですよね。 

          〔「パワハラ、セクハラ、マタハラです」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） セクハラと。それについてが本村に条例があるわけですけれども、職員もあ

るでしょうけれども、今村長の答弁のとおり。 

          〔「条例はない」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 規則だか要綱だか何だかあるのでしょう。職員は何もないのですか。 

          〔「要綱です」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 要綱ですか。 

          〔「条例は議員さん、我々役場の職員たちは、村民」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） そこでお伺いしている字のとおりです。例えば、これは仮の話です。職員間

の中で、村長も今上司関係、上下の関係と話ありましたけれども、下から上にパワハラというのは

ないのだろうと思いますけれども、あるのかもしれないけれども、村長が職員にパワハラされたと

いうことはあるのかないのか分からないけれども、あるいは副村長が部下からパワハラされたと、

あるのかどうか分かりません。だけれども、分かりません、それは言わないのかな。ただ、うちの

議員といっては失礼だけれども、前田議員がよく持論のようにおっしゃっていただいているのだけ
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れども、この難しさというのは加害、加えたほうはさほどの認識がなくても、被害された受けたほ

うが非常に嫌な思いしたと、それはパワーであろうとセクシュアルだろうと、そのことによって成

立すると。さて、成立はするのだが、ただ成立しただけではわけ分からない。これを普通は組織内

にそれを受け付ける体制がなければいけないと思うのです。しかも、その体制というのはないしょ

では駄目なのだ、ないしょで誰かがやっているでは。公にこの人が、例えば村長が全部受け付ける

と、あるいは何々職員が受け付けると、そうでないとその人はどこに相談していいか分からないの

だ、訴えていいか。秘密になっていたのでは、どこに持っていくのだと、分からない。 

  このセクハラもパワハラもそうですけれども、皆さんご承知のとおり、日本どころか世界中で今

国際的にジェンダー問題が大きな話題になっている。政治的、社会的問題になっている、男女の特

に性に関する差別、そういうご時世です。そういう中で、本村では器はつくったけれども、実際に

はどう対応されているのですか。私がセクハラを受けたとする、パワハラを受けたとしたら、どこ

へ訴えたらいいのだと、それは分かりませんと、これでは駄目だね。 

〇議長（寺田 優君） 菅瀬副村長。 

          〔副村長（菅瀬優生君）登壇〕 

〇副村長（菅瀬優生君） 相談窓口につきましては、市町村公平委員会のほうに設置されておりまし

て、そちらのほうに申し出いただくような形になっております。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 議員条例もそうなっているのですか。 

          〔「議員はまた別です」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 議員が職員に対するセクハラ、あるいはパワハラあった場合は、加害者は議

員であると、職員、上司ではなくて、これもされた職員は公平委員会ですか。 

          〔「加害者が議員さんということですか」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうです。 

          〔「条例をよく読んでもらえれば書いてある」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 条例そうなっているのって聞いている。 

          〔「公平委員会ではなくて、議長と議会事務局の中から指定した相談 

            員」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） それもないのでしょう。 

          〔「僕らが決めるものじゃないので、これ議会の中で決めてもらうも 
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            のなので」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 条例はつくったけれども、そんなことはやっていないよね。 

〇３番（笹岡壽一君） それでは元に戻しましょう、質問を。職員でいいです。公平委員会ね。 

          〔「はい、そうです」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それって職員って周知されていますか、我が村の職員。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  こちらは要綱をきちんと定められておりまして、要綱の中にも東京都の市町村公平委員会のほう

に相談窓口あるよというようなことは書いてございますし、またこのパワハラに関するところの要

綱を作成したときに当時の副村長から職員には周知はしているといったところになっていますので、

承知しているかしていないかというようなところでございますけれども、それは職員ですので、き

ちんとした、要綱を読むというのは職員の鉄則でございますので、当然周知されているものと認識

しております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それは職員の中の問題ですから、外部からということもあるかもしれません

けれども、私は少し違うと思うのです。やっぱり村長が自らこういうことは我が組織内においては、

行政単位内においては、パワハラ、セクハラって要綱にあるように気をつけろと、説教する必要も

ないと思うのです。ただ、あったときは、こういう手続でもってこういうところへ相談しなさいと、

要綱があるのだから、職員なのだから、当然知っているでしょうと、これは一つの逃げではないで

すか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 職員のマネジメントのお話しになるかなというふうに受け止めております。

私自身も村長就任以来、ハラスメントまではいかないにしても、まさに言いにくいこととか、あし

き慣例といったら失礼ですね。そういう今までの慣例みたいなことがあったりも感じていたという

ところもずっとありましたので、私の中でのテーマとしては、やっぱり自制という言葉をすごく重

く受け止めております。つまり自分のことをどういうふうに思っているのか、言いにくいこととか

どうなのかということを、村長を評価するアンケートみたいなのを毎年職員の皆さんにお配りして、

言いづらいこと、記名、無記名ありますけれども、取っていて、それに対してこういう考えなのだ
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よとか、そういうことがあったのだということは個別に対応したりもしております。また、各課長

のほうは定期的に職員との面談をしており、その中でコミュニケーションを取っていただいている

というところで、当然そういうハラスメントとかは皆さん意識がだんだん高まってきているという

ところでありますので、できれば議員の皆さんもそういったことを理解していただいた上で、職員

と住民の皆さんもそうですけれども、当たっていただければいいかなと思っております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私は、今の答弁聞いてちょっと驚いているというか、へえと思ったのだけれ

ども、公平委員会では遠いです。あなた方には近いかもしれないけれども、私はパワハラだ、セク

ハラだなんていうのは毎日の中で生じ得る問題なのです。いつ何どきどうなって起きてきてもおか

しくない状態。だってそうでしょう。やった本人は、全くそんな自覚はないのだけれども、あると

ころの首長さんが今話題になりまして、とうとう辞めます。首を取られて辞職してしまった。その

人の私は代理人でも弁護士でも何でもないのだけれども、彼が弁解しているのを聞くと、女子職員

の肩をぽんっとたたいたと、ご苦労さんと、頑張っているねといったら、それがパワハラだかセク

ハラになったという訴えになって、それで本人は、政治というのは怖いものですよ、とうとう辞職

しました。 

  さて、この本村だ。本村ではどうかというと本村でもあったのです。ただ、時代がちょっと違う。

時代が違うといったって30年も違うわけではない、つい四、五年前だろうと。それは議会で問題に

なった。村長は現職だから知っているでしょう。議員の現職だったのではないかな。その当時は、

パワハラだのセクハラもマタニティーも、条例も何もない、それほどうるさくはなかった。条例は

もちろんないです。だけれども、社会的にセクハラだなんていう言葉が出てきた、パワハラなんか

も言葉はあった。マタニティーは分からないけれども。セクハラなんて言葉ができてからもう10年

ぐらいはたつのではないのですか、条例化されたのはつい二、三年前かもしれないけれども。その

結果どうだったと、本村の経験では。結局結果は分かりませんでした。だけれども、本人は辞めて

しまった。名前は出さないけれども。 

  だから、何が言いたいかというと、そういうところは公の席では、人の見ている前ではあまりな

いのです。陰でこそっとやるのだ。相手の立場の弱いもの、弱者をつい相手にして、ばれないだろ

うと。これ生身の人間だから、聖人君子みたいであったって、ある意味では奨励はしません、奨励

はもちろんしないけれども、あり得ることなのだよ。人間、感情の動物とも言われているわけだ。

つい気に入らないとどなりつけたりすることあるでしょう。それが本人は大した意識は持っていな

いのだけれども、パワハラと言われたと、それで公平委員会行ってこいと、これではちょっとって、

私はもっと身近で人権擁護委員というのがいるのです。かつてはこちらだった、ずっと歴代々。そ

こぐらい対応したらどうだと、どうですか。 
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〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  ちょっと話を戻しまして、まず相談窓口が東京都の公平委員会ですといったところでございまし

て、まさに議員のおっしゃられているとおり、万万が一の例え話、例え話が適切かどうか分からな

いですけれども、私がもしパワハラをしていたとかなると、それはもし役場内に相談窓口を設置す

ると、それは相談来れないですよね、私の特に部下に当たる人たちというのは。そういうのも踏ま

えてやはり公平委員会が相談窓口で、公平委員会できちんとした、公平委員会は私が幾ら公平委員

会に何か相談事あったかと言ったって、それは教えてくれないところでもございますので、当然独

立した機関でございますので、そういった中でやはり相談窓口というものは、あくまでも外部に設

置していたほうがいいのかなというのが、当然相談窓口を設置するに当たっての、要綱を作成する

に当たっての小規模の自治体ゆえのあくまでも措置というか、当然常日頃職員からの相談事とか、

そういうのは上司である私とか各課長、または副村長、村長とかが受けるのですけれども、こうい

うことに関しての相談ではないですね、問題提起というのですか、そういったところについてはや

はり外部機関といったところが必要なのかなというようなところがまず１点ございます。 

  あと、人権擁護委員のほうなのですけれども、私のほうが議会の同意を得まして拝命させていた

だいているのですけれども、これまで教育長が実質になっていたと、その前遡ると社会福祉協議会

の事務局長が担っていたとか、そういった経緯がございまして、そこ外部で、今ちょっと内部にな

ってしまっているというところを含めると、やはり人権擁護委員の人も外部に求められるものであ

るならば、外部のものがなったほうがいいのかなといったところは、決して教育長が外部の人かど

うかというのはまた話は別なのですけれども、そこはちょっと今後検討していかなければいけない

のかなと、任期も３年でございますし、そこは３年後の任期のときに村のほうでも教育委員会のほ

うでも、きちんとした委員の方を立てていただければというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私は、たまたまセクハラ、パワハラの担当ではないというので、そっちは東

京都の町村公平委員会だということの建前論ではなくて、建前はそれであるものは、それは認めま

す。認めるとか認めないとかという問題ではない。やっぱり地元で気安く職員の皆さんが。それで、

もし人権擁護委員が、これは本格的にちょっと審査してもらわなければいけないなと、私の判断で

はできませんといったら、その相談の上でその上で公平委員会へ行こうがどこ行こうが、それはそ

れでいいと思うのです。ただ、職員たちが、先ほど冒頭言ったように、一般職の人たちが上司に向

かって物を言ったのがパワハラということはほぼないと思うのです。セクハラはあるかもしれない
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けれども。だから、そういう意味からして、とかく言葉悪く言うと握り潰されたりするのです。よ

くあることなのです。そうすると、弱いもの、されたほうの被害者、弱い立場にある人たちが泣き

寝入りする、立場に追い込まれる、そういう危険性がある、いられなくなって利島を出ていく、そ

ういうこともなきにしもあらず。大きいですよ、この人権問題というのは。だから、そういう点で

私はせっかくできた条例を、人権を守るという意味から、やっぱり手助けしてあげる体制が欲しい

なと思うのです。 

  もう一言言いますと、似たようなことで差別用語というのがあるのです。ハラスメントと差別用

語はどう違うのだと。これは差別用語というのは一般的な標語です。ハラスメントというのは対人

間関係、個人関係、加害者がいて被害者がいる、差別用語というのは被害者、加害者って特定はい

ないのです。何となくこういう言葉は使っては駄目だよと、差別用語、それだけの社会的な問題、

決定的な意味では違う、似たようなもので違う。そういう意味からして、ぜひとも対応していただ

きたいと思います。人権擁護委員さんをオープンにして、誰にも知らない、初めて知った、私。職

員の皆さんが知っているかどうか知らないけれども、人権擁護委員が扱いますとやったらいいでは

ないですか。私のところいらっしゃいと。 

  次を。 

〇議長（寺田 優君） 会議の途中ではありますけれども、本日は東日本大震災から13年目の日に当

たりますので、時間になったら黙祷を、亡くなられた方への追悼と復興を祈ることをささげたいと

思いますので、今から休憩をして46分には…… 

          〔「鐘が鳴るの」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 鳴らない。鳴らす。 

          〔「鳴らさないです」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） したいと思いますので、休憩をこれより取りたいと思います。 

          （休憩 午後 ２時４２分） 

                                           

          （再開 午後 ２時４７分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  引き続き笹岡議員の質問に答えることといたします。ハラスメントは終わったのだっけ。 

          〔「はい」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 次の予算成立前の一部の入札について。 

  榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問ですか、こちらのほうにご回答させていただき

ます。 
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  清掃業務に係る入札について予算成立前に実施したといったところでございますが、告示分に対

してちょっと一文というのですか、令和６年度予算成立を前提とした年度開始前の契約準備行為で

あるため、令和６年度予算が議会の議決後、令和６年４月１日をもって入札行為の効力を生ずるも

のとしますという一文が抜けていたというようなところは、ちょっと問題があったのかなというふ

うに考えております。ただ、入札の説明会のときに参加した業者さんには、その旨ご説明は一応さ

せていただいたというふうになっています。まさに４月１日から、先般の議会でも監査委員からの

ご指摘を受けたように、契約を適切に行うとか、そういった観点から早めに準備を行わないと４月

１日からの清掃契約とか、そういったところができないというようなところで、今回も入札させて

いただいたといったところでございますが、以前から清掃業務の入札については、年度を待たずに

事前にやっていたといったところもございまして、何ら問題ないのかなというふうに考えておりま

す。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 以前やっていたからずっといいのだということになるのかどうか分からない。

この辺は監査委員の意見もやっぱり聞きたいところなのです。ものによってはいいのだよとも聞こ

えるわけだ。そうすると、普通の一般競争入札はどうなのだと、いや、それは駄目なのだと、それ

では指名競争入札、これはどうなのだと、予算がないけれども、入札だけやっておこうかと。屁理

屈に聞こえるかもしれませんけれども、差別はないと思うのです。それが最良だと思うのです。も

し差別があるとしたら、こういう業務については、あるいは金額で差別するか、対象事案でもって

決めるか知りませんけれども、こういうものであれば事前でもいいよと、事前といったら３月では

なくたって、２月だって暇なときにやればいいのだよ。そこらは周知しないと、私も言われてびっ

くりした、正直言って。予算はないのだ、予算がなかったらこの入札はどうなるのだと、それでも

生きているのかと。行政の立場は分かりましたけれども、特段問題ないというのであれば、対抗手

段としては、あとは監査委員の意見しかない、業務監査です。監査委員が駄目だと言ってもいいの

か、村長がよければ。監査委員がお墨つけたらいいのかと、合法的に、いいのではないですかと言

ったら。 

  いずれにしても、行政側はこういうことでやっていますって、この問題については予算の執行ど

ころか予算のまだ案件にもなっていない段階で。だったら、ほかの入札も全てやったらどうですか。

何も差別することないでしょう。何か問題がありますか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  ４月１日時点で入札をしなければ、事前にもう分かっているものについて、特に清掃業務に当た
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るところについては、事前で入札というか、を実施したといったところでございまして、４月１日

に当然入札しなければいけないほかの案件があった場合は、事前に入札のほうは準備というのです

か、行わさせていただきたいといったところで、別に特に恣意的にとか、そういうあれではなくて、

４月１日に契約を結ばなければいけないもので入札をしなければいけないものというようなところ

で、今回特に清掃業務について入札をさせていただいたといったところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 少し違うと思うのです、論点が。というのは、確かに４月１日に間に合わな

ければ仕事ができないよと、分かりますよ、それは。予算が否決されたらどうなるのですか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  先ほどまさに述べたところだと思うのですけれども、議会の議決が得られなかった場合について

は、入札をしてもらって入札の結果というのは反映されないといったところで、当然議会の議決が

あって初めて効力が発生するといったことになっています。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それはさっき聞きました。条件付入札って、あえてそういう言葉があるか知

りません。条件付入札なのです、言わんとするところは。ところが、こういう場合という条件で通

用するのかどうか。予算があった場合には、可決された場合が条件ですよって、これ当たり前なの

だよと。しかし、あるかないか分からないうちに条件をつけて、もし駄目なときは駄目だよと、よ

ければこれでやりますよということなのだけれども、それが可能なのかどうか、合法なのかどうか

ということです、私が言っているのは。議会との関係です。 

〇議長（寺田 優君） 菅瀬副村長。 

          〔副村長（菅瀬優生君）登壇〕 

〇副村長（菅瀬優生君） その点につきましては、やはり４月１日に業務をやらなければいけないと

いうところと、それまでに契約事務をやらなければいけないというところがありまして、実際法と

いうか、そこと行政実務の乖離があるところというのは間違いないところです。ただ、やっぱりそ

この乖離のところがあって、実務上東京都においても準備契約という形で、まさにこの２月から３

月にかけて年度明けての４月１日から開始の契約事務というのをやっているところです。今、総務

課長のほうからも答弁ございましたが、やはり同じような翌年度の当初予算が可決したことを条件

に契約を締結すると、そういった事務をやっているところでございます。東京都以外にも都内の幾

つかの自治体においても行政実務上実施しているところがあると、そのように認識しております。 
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  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） やっているからいいのではないかという話のようですけれども、担保される

ものは何だか分からないけれども、１つ問題に感じるのは、去年と同じならいいのです。ところが、

改定になると、委託料そのものが。しかし、改定になるのは来年ですと、例えば条例改正をもって

改定になるとか、要綱改定をもって改定になるとかいろいろあると思いますけれども、しかしその

ことは言えませんと、改定になるかならないか分からないのだから。だけれども、現行の入札で札

を入れてしまうと。というのはこういうことです。予算で、この間誰かも質問していたと思うのだ

けれども、誰だっけ、下限がないですよね、本村、入札の下限は。それで、上限は予算ですよね。

それを確認したいのだけれども、上限が予算でしょう。予算を超えては駄目でしょう。不調でしょ

う。そうでもない。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  予算がそのまま上限かというようなご質問と、下限があるかというようなご質問だと思うのです

けれども、まず予算書に明示されているものが予算の上限かと言われると、なかなかはいともいえ

とも言いづらいかなというか、あくまでもこの業務に当たって、清掃業務とかもそうですけれども、

積算をしたものについての当然それが予算書にのっかってくるものでありますけれども、あくまで

もその業務の積算の中で上限額を決めていて、それが当然予算書には反映しているであろう金額に

はなると思いますけれども、予算書にばちっと載っている金額がそのまま予算上限ですよという、

その性質上話になってくるのかなというと、またちょっとそこがどうなのかというところ、何とい

うのですか、煮え切れない答弁になりますけれども、予算書に載っているから、その金額がその工

事の本当に上限ですかと言われると、積算をしている段階と予算をつくった段階がもしかしたら違

っている場合というのは当然あり得なくもないといったところなので、一概にも予算書の上限がそ

の業務の上限に当たるかどうかというのは、ごめんなさい、そうですというふうには言えないのか

なと、あくまでも業務に当たって積算するもの、一件一件積算するものの中に入っているものが予

算の上限になってくるのかなというふうに考えております。 

  もうちょっとかみ砕いて言うと、もしかしたら同じ業務で２つに分けたりする場合ありますよね。

清掃業務で村道の中で西半分と東半分をもし分けたとするではないですか。そのときに予算額どう

出るかというと、村道の清掃で幾らというふうに出ますよね、当然。村道全体の額として1,000万円

というふうに清掃出たけれども、それ上限だよと言われたときに、入札のときには西側の道路と東

側の道路、何対何でやったかというのは、要は500万、500万だったら多分半々だなとかという話に



 - 61 -

なるかもしれないですけれども、もしかしたら西側の道路のほうが多いから、そこは700万で積算し

ているかもしれないですし、東側の道路は300万だといった場合に、村道としては1,000万の予算額

が計上していますけれども、単体の入札というのですか、事業として入札額が予算額ですよと言わ

れたら、そこはまたちょっと違いますよねというようなところもございますので、一概に全体とい

うのですか、事業箇所によってとか、そういうのもあって、仕事を出すことによっての積算をした

ものの、要は積算額を積んだものが上限額として予算計上しているといったところなので、予算額

とイコールですよというとなかなかそうではないのではないかというところと、あと下限について

は、入札について、まだ実際に議会でも検討はしていくというお話しさせていただきましたけれど

も、今回についても下限については設定してございません。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 聞いていて、質問を反省しています。反省しているというのは、当然です。

私が言うのは、こことあそこと分けたときには、予算はこことあそこで含めて公園の事業とやった

ときには、あそこの公園の事業が幾ら、ここの公園の事業が幾らという予算計上したときの話をし

たわけです。言ったように利島村公園事業というのをやったときには、五つも六つも十もあると、

それが例えば１億ですと、それではあそこは幾ら、ここは幾らって、それではまとめて幾らとやっ

たのだけれども、その積算根拠は何だと、ましてや発注の仕方が個別に発注をするといった場合に、

それは積算段階でそこは幾らって、これを私は予算という意味で言ったつもりなのですけれども、

総額論ではなくて。その積算というのは、公開はもちろん議会が、これは余計な話だけれども、そ

ういう意味では時々物議を醸すのです、妨害罪で。それは議員が悪いのだよ。非合法だからお役所

に連れていかれるのだよ。それはそういうことではなくて、私が言うのは積算が違ったときに、従

来と、そうするとそれは知らないわけですよね、幾らになったかというのは。それで、今度入札に

付すほう、要するに行政だ。行政のほうは知っているわけです。去年は100万の仕事だったけれども、

今年度は120万円にしたと、そういう積算をしましたと、ところが入札する側はそれは知りませんと、

当然去年やって100万円で落ちたから100万円だと、そうするとどういう矛盾ができてくるかと、村

が配慮したこと、あるいは議会なら議会に要請して改定されたこと、これが生かされないわけです。

意味がなくなる。値上げしたことが値上げしたことにならない。賃金単価を上げたのだけれども、

実際には総額の受けた予算が、入札した予算が100万円であれば、それは100万円だから、賃金が120万

円になったって関係ないわけだ。そういう問題が、去年と同じならばまだしも、変わっているのに

変わっていないままやるというのはちょっと問題ではないかということです。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 
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〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問、ご指摘についてお答えさせていただきます。 

  確かにこのたび議員の一般質問でもございましたけれども、賃金のほうは村のほうの単価として、

改正をもう何十年、それこそ四半世紀ぶりぐらいに改正しているといったところございますけれど

も、当然積算の中ではそこを加味したものを各担当所管課が積算の中で含んでいるところでござい

ますし、また業務形態の説明の中に事業説明を行って、その中で賃金単価のところをきちんと上げ

ましたというような説明がなされたかというと、各所管のところでちょっとそこ漏らしていたのか

なというようなところございますけれども、きちんとした委託業務に当たって、清掃業務今回だけ

ですので、清掃業務の委託に当たっては、昨年の議会でもご指摘されたところをきちんと含めて説

明を尽くしているといったところでございまして、そこが反映できているかできていないかといっ

たところは、ちょっと積算した業者さんのところの話にはよってくるとは思うのですけれども、私

どもとしては手続上問題なかったと認識しております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これちょっとした問題がありまして、随契の業者さんがいいのです、ほかに

ありませんから。それで、そういう恩恵を受けることができるのです。役場が配慮した、物価高に

応じて物品代を上げた、諸経費を上げた、人件費を上げた、いろんな何かを上げたと、これは随契

ですから、恩恵を受ける可能性があるわけだ。ところが、せっかく上げても入札の弱点、ウイーク

ポイント、これは自分たちでたたき合いますから、幾ら配慮してもどんどん崩されていくと、上げ

たのを上げたことにならない、それは業者の入札者の責任だと。私、これは論を改めてしたいと思

うのだけれども、こういうことだとちょっと今までの利島本村の歴史からして淘汰されていくので

はないかなと思って、せっかく配慮して上げても効果が出ないと、競争入札をやる限り、助かるの

は村だけ。そうしてしまいには投げ出してしまう、業者がやれなくなれば。そうしたら、また村が

自分でやらなければいけない。そういう事態、率直に言ってまた現れてきていませんか、困ったと

いうのは。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問に対してお答えさせていただきます。 

  議員のおっしゃりたいことは十二分に分かっているつもりですが、私、総務課長の立場として、

入札をやめて全部随意契約にしましょうとか、そういったところは発言はちょっと控えさせていた

だきたいといったところで、そういったところも含めて村長が言っている、そこも持続可能な島づ

くりには当然欠かせないところでもございますので、そういったところはきちんと業務を遂行して

くれる会社が業務をできるような仕組みづくりというのは、今後も検討してまいりたいと考えてお

ります。 
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  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私は、本当にこの入札というのは本村の、一概に入札にやるなというのも、

これはなかなか言いづらい問題なのです。一方では公正公平とか言っているわけだから、村長の言

葉でなくても。そこでもって強力なのです、この入札という言葉が。これに抵抗するというのはな

かなか難しい、確かに。問題を私も認識しているつもりなのですけれども、ただ歴史を見ても、本

村の近代史を見ても淘汰されていると、業者が。たたき台ですから、自分でたたくわけで、村は関

係ない、高みの見物でいいわけだ。余り金が出てくる。それが結局はやがては行政自体の首を絞め

る、その象徴的なのは私はごみさらいだと思う、回収。いなくなってしまうと、業者が。それで、

自分たちでやるはめになってしまうと。口実はどこでも自分でやっているところがありますよと、

だったら初めから自分でやればよかった、村が。今の掃除もしまいには陰で、入札なんて高みの見

物をしていないで、片っ方は誰もいなければ薮になるのです。そうするとみっともない、そうする

と自分たちでやるか、職員が。あるいは頭を下げて誰か特別に頼みに行くか、そういう事態を招き

かねないと思っている。確かに入札というのは、これに抵抗するといったら大変です。私もそのあ

れは分かるけれども、しかしこれは村づくりの上で、先ほどＳＤＧｓだか継続だか知りませんけれ

ども、村の将来を思うのであればやっぱり一考を、一つの本村の課題だと、如実に出てくると思い

ます、はっきりと。たたいたらたたいたらしまいに投げる人、やる人いなくなる。たたき合いがい

なくなったときはしめしめです。そうしたら、そこから安定するのだ。だけれども、そのときは値

段が下がってしまっている。形上でも入札をしなければいけない。競争相手がいなくなったから手

を挙げるのか下げるのか知りません。 

  そういうことで、次で私はいいですけれども、何かお伺いしたいです、村長の考え。将来構想と

いうことであれば。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 総務課長のほうからも答弁があったかと思いますが、細かいところに関して

はおおむね私も了解して理解しているところでありますし、その方針でやっていくべきというとこ

ろで判断は一致しております。基本方針のやはり最後の部分ともリンクしてくると思います。今ま

ではそれでよかったかもしれない、そうやっていけばいいということを、この次の時代に同じこと

を残してしまわないようにするためには、今きちんとやっていくべきことが先々のために必要だと

いうふうな判断であります。当然それに基づいていろいろな失敗、失敗といいますか、今までの反

省も含めて少しずつ改善していくことも必要です。仕様書の見直し、それだけではなくて単価や業

務、そもそも要るのか要らないのかも含めて見直しをしていきながら形を変えていくことを柔軟に
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取り組んでいくことが必要かなと思っております。なので、この形態、入札に当たって、また入札

の制度そもそもを一般的なものに近づけていくことが必要というふうに考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 次に、これはおのずと副村長が答弁に立たれるのだろうと思って想定で書い

たのですけれども、どなたでも構わないといえば構わないですけれども、これは要望なのです、住

民の。これが今朝冒頭話題になったといえば話題になった、少し形は違うのですけれども、同じよ

うなものなのだ。これはなぜかといえば、議員の側からすれば所信表明をもって、あるいは答弁を

もって、質問に対して答弁が返ってきた、これについて相談できるわけです。ところが、何という

答弁があったのだか示せないまま、それが公開されていいのだよと、公開しているのですか。公開

していないのでしょう。何か私勘違いしているかもしれません。本日をもって公開になると認識し

ていましたけれども、違うのですか。 

          〔「違います」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうですか。 

          〔「相談って何ですか、そもそも。相談って誰に対しての相談。誰が 

                     誰に」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 誰にでも。答弁書は。 

          〔「答弁じゃないです。所信です。私の考え……」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 所信と答弁骨子。公開されているのは行政報告は公開ですよね。それで、行

政からの文書というとほかに何かありますか。 

          〔「ないです」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） ないですよね。議案は別です。だから、そういう意味で逆に言うと、せっか

くの村長の所信を表明している文書がお預けになっていると、当日まで。今日はもう公開ですよね。

だけれども、文書は先に出ていると。 

          〔「文書は出ていないです、先に」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） その辺がちょっとどうやっているのかな。何か質問に不都合ありますか。そ

の前に、それではこの答弁、質問をひっくるめて何だか伝わっていないような感じ、意味も通じな

い、ここでやると何か問題があるような、私のほうは全く問題ないのだけれども、不都合があるな

らここではやらないで機会を改めましょうか。 

          〔「そもそもの性質だけお話しさせていただきます」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 菅瀬副村長。 

          〔副村長（菅瀬優生君）登壇〕 

〇副村長（菅瀬優生君） 所信表明の原稿と答弁骨子のそもそもですよ、一般論としてどのような性
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質なのかというのをご説明させていただきます。 

  所信表明については、今朝村長のほうから発言させていただきましたが、あれをもって、言葉を

もって公表ということになります。紙というか、物があったろうという話なのです。それは村長の

原稿であって、我々が当日役場としてどう話されるかというのは村長の頭の中に入っている話なの

で、そこにつきましては多分その公表というのは、議会が終わってどこかのタイミングで、例えば

ホームページで上げるだとか、そういったことになるのか、あとは議事録ですとか、今日はユーチ

ューブ映っていますけれども、ユーチューブで出てくるのかなというのがまず１つと、先ほど来答

弁骨子なるものの話が出ていますけれども、答弁骨子って、これも繰り返しになるのですけれども、

定義をするとすれば、議会の事前に、ここは大事だと思うのですけれども、議員さん個人と執行機

関のほうで調整して、それで議会答弁のアウトラインを示すものであって、言わば内部資料なので

す。内部資料なので、これは公表するということに当たらないのかなというふうに思っています。

なので、そういった議会とのやり取りというのは当然議事録ですとか、先ほど申し上げましたユー

チューブとかで映っていますけれども、そういったところで出てくるのが一般的かなと、多分どこ

の議会でも答弁書をホームページに出してというのはないと思っていて、ちょっとそこは違うかな

と思っています。一般論ですけれども。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうすると、それは関係ないと言うかもしれませんけれども、質問書はどう

ですか。質問書も同じ立場な感じがするのです。質問書を出すから、それ読むから行政は事前に答

弁書を出すわけだよね、今までは。だけれども、もともと悪い環境は、質問書さえ出さなければ答

弁のしようがないわけだ、だから質問書を出さなければいいのです。出さなくてもいいということ

だよね、行政は。それは別だよということにならないでしょう。 

〇議長（寺田 優君） 菅瀬副村長。 

          〔副村長（菅瀬優生君）登壇〕 

〇副村長（菅瀬優生君） すみません。なので、一般質問をいただいていますけれども、公表はして

いないです、我々は。だから、それも野球と同じでボールを投げていただかないと、当然答弁もか

み合わないですし、返すことも多分その場その場で調べますになってしまいますので、そこは多分

必要なのだろうと思いますけれども、なのでただ一方で質問は出していないですよね。公表はして

いないです、我々は。 

          〔「我々は大いに公表してもらって結構なのだ」と言う人あり〕 

〇副村長（菅瀬優生君） それは、我々がそうしないから、逆に合わせたほうがいいのかなと思って

そうしたまでであって、もし仮に議員の皆様が一般質問のものを公表していいということであれば、
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それはそれでいいのではないですか。それは、だから議長を通じて議会の中で調整していただいて

出していただければいいかなと、そこについては我々も全然意見とかなくて、そうしたいのであれ

ばそうすればいい、すみません、ちょっと突き放した言い方で恐縮なのですけれども、それならば

そうでいいかなと。ただ、一般論として内部書類を出すというのは、これは形式の問題なのですけ

れども、議会の形式としていかがなものなのかなと思って、今こういうふうにしているというとこ

ろでございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは議員が出しては駄目だという規則もあるまいけれども、しかし建前と

すれば何月何日まで出せよと、出しましょうよと、これはもう不要だと、別に出したい人は10日前

だろうが１か月前だろうが出すのは構わないけれども、出せば受け付けるよと。出したい議員は勝

手に出せばいい。 

          〔「いやいや、そういうふうに言っているわけではないです」と言う 

            人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 出しては駄目だとは言わない。 

〇議長（寺田 優君） 菅瀬副村長。 

          〔副村長（菅瀬優生君）登壇〕 

〇副村長（菅瀬優生君） すみません。ちょっと今、議会とのやり取りの中身になってしまっている

ので、ここでどう答えるかというとすごく苦慮しているところなのですけれども、別に何かそうい

う意味で言ったわけではなくて、公表するかどうかは、もしそうだということであればお決めにな

ればいいかなと思っていますというだけです。別に出さなくていいとか、そういうことではなくて、

当然議会答弁をやるに当たっては、先ほど野球に例えて言いましたけれども、やはりボールを投げ

ていただかない限りは、こちらも返しようもないですし、せっかくお時間も限られているので、効

率的な答弁をするというためでも通告というのは必要なのかなと、それはどこも一緒ですけれども、

その上で、またさっきの答弁骨子の話に戻りますけれども、今効率的な答弁をするために調整する

ためのペーパーとおっしゃるわけで、そこで多分調整とかするわけです。ここであまり言えないで

すけれども、質問の在り方だとか答弁の在り方というのは、多分そこまであまり今やれていないと

いうところが現実であるかもしれませんが、なのでそういった内部資料をお示しするのは議会の形

式上よろしくないのではないかなというふうな、繰り返しになりますけれども、そもそも前提とし

て、ここで答弁して記録に残すというところが本来ですので、事前でそういうやり取りがあって、

そのとおりというのはなかなか、我々もそうですけれども、議員さんにとってもそもそも厳しいの

ではないかなというふうに思うのですが、というところで以上です。 
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〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 結論は分からないけれども、出してもよし、出さなくてもよしというような

ことでもないだろうし、どうでもいいのだということでもないだろうし、どうするのですかという

ことになるのだけれども、我々も公表していませんというのは、それは公表するのは勝手です。皆

さんの答弁を我々議員がもらったのを公表するかしないかも勝手ということであれば、ただ公表し

ないのだよと、議員がそれ縛りつけているのかどうか分かりません。私は、少なくとも縛りつけて

いるつもりはないし、出した以上、行政がどこへどうこう相談しようが、問い合わせしようが、住

民の誰かと相談しようが、村長が誰と話そうが全く我々はどうぞと言っているのだけれども、何か

これ議会の問題なのかな、よく分からなくなってきた。 

〇議長（寺田 優君） いいですか、次へ行って。 

〇３番（笹岡壽一君） 何だか分からなくなってきた、どうすればいいのか。議会の問題なら議会で

責任を持って後で論じればいいし。 

〇議長（寺田 優君） 議会の問題というわけでもないのだけれども。 

  ちょっと休憩しましょう。 

          （休憩 午後 ３時２４分） 

                                           

          （再開 午後 ３時４０分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  一番最後でいいですか。 

          〔「はい」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 先般のという議員協議会という議題を答弁していただいて終わりにしたいと

思います。 

          〔「いや、終わりじゃないんだよ」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 終わりではないの。まだあるわけ。 

  菅瀬副村長。 

          〔副村長（菅瀬優生君）登壇〕 

〇副村長（菅瀬優生君） 一番最後だと思うのですが、事実を申し上げると３月１日金曜日ですか、

電子データで議案の配付をさせていただいて、月曜日に印刷をお持ちしたというところになってお

ります。これも内部の話で大変恐縮なのですが、本当にぎりぎりまでにデータのチェックをして読

み合わせ等をして、もう本当ぎりぎりでデータをまとめて送ったというところが事実でございます。

我々といたしましては、内容についてお約束の、今回３日前倒しさせていただいたのです、配付に

つきましては。議員のほうの要請に応じて３日前倒しで送らせていただいたのですが、内容につい
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ては電子データで把握できるというところで送らせていただいて、後日こちらのほうが見やすいだ

ろうというところで印刷で送らせていただいたと、大変恐縮なのですが、どうしても事務作業上、

３月１日に全部こさえるというところがなかなか難しくて、今回こうなってしまったというところ

ですので、もし仮にデータと紙同じ日というところであれば、来年度の話ですけれども、来年度の

当初予算にはもう一回３日戻さざるを得ないかなと思っております。ただ、我々としてはせっかく

ですので、今の日程でさせていただければなと思っております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これはそういう問題ではないのです。読んでいただきたいと思うのです。勘

違いされて困るのは、表立って議員と直接的に対応するのは事務局なのです。それは重々百も知っ

ています。問題なのは、ともすれば事務局責任と言われかねないと、事務局の問題だと、私が言い

たいのは一つはそこではないと、問題は。それで、ここに行政と書いてあるのです。もちろん事務

局は行政かどうか分かりませんけれども、ここの本村の役場が何人ぐらい、どういう幹部があって、

どういう組織になっているかというのはおぼろげには分かっています、しっかり分からないまでも。

文章に書きました。ここを読んでもらいたい。書いたということは、消すわけにいかないのだ。事

務局とは一言も書いていない。事務局というのは議長の管理下です、議会事務局は。行政が及ぶか

及ばないか知らないけれども、権限が。したがって議長を問うわけにもいかない。したがって、当

然のことながら事務局員に対しても、責任者は２名いらっしゃるとは思うのだけれども、この職員

を云々というわけでもないと、行政体そのものと。もっと短絡的に言うなら事務局は抜けと、話題

から。確かに印刷するのは事務局に印刷させているかもしれません、実務は。分かりません。それ

はどうでもいいことなのだ。 

  読んでいただいて分からなければもう一回注釈入れますけれども、どこの職場でも、公どころで

も民間でもやらなければならないときは夜を徹してやるのです。都だってそうだと思います。東京

都は今これをやらなければならないといったら、徹してやるしかないのです。国だってそうでしょ

う。国家公務員とは言わないけれども、非常事態のときは１週間とかぶっ続けてやるわけだ、切な

いかもしれないけれども。私は、何も本村の職員も土日なしでもって全部１年間働けと言ってはい

ない。そんなばかなことは言わない。これというものの認識が薄いと、できたときでいいではない

かと、だから月曜日って何ですかと言った。そうして土日は休んでいるのではないですか。忙しい

だか暇だか知らないけれども。言い訳は聞きたくないのだ、こういうところでは。 

  それで、聞けば点検だというのです。まともな文章になっているのかどうか。みんなでやったら

いいではないですか、出てきて。何で月曜日を待つのだって。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 
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          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  村役場としては、まず議案書のＰＤＦを作成して、それを配付した時点でもって、そこは議員と

のコミュニケーションが足りなかったと言われればそれまでかもしれないのですけれども、基本議

員に対しての、ペーパーレス化というところがある中で、当然議案書はＰＤＦで配付しますよとい

うのが大前提であるといったところで、ただ当初予算については紙で配付というようなところで、

ＰＤＦを配付すれば村として、当然議員のおっしゃっている３月１日金曜日までに配付は終わって

いるといったところで、そこの紙の当初予算書の案ですか、そこについての配付が翌週の月曜日に

なったといったところで、そこまでを３月１日にという認識がなかったといったところは、今後も

議長も含めて議員とのコミュニケーションをしかと取って実施していかなければいけないのかなと

いったところで、議案書のＰＤＦの配信自体が遅れたといったところではございませんので、そこ

は申し訳なかったというか、ちょっと反省すべきところなのかなというふうに考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 反省するときは素直に反省して言ってください、あのそのではなくて。ポイ

ントがずれるのだ、反省しているのだか言い訳しているのだか。紙で配るということになっていた。

配らなければいけないと思っていたのは事務局なのでしょう。ところが品物が来ない。印刷だけ遅

れているというなら、土曜日でも日曜日でも何でも印刷したらいいと思うのだよ、それこそ。そん

な問題ではなくて、今言う点検だの滑ったのという、滑ったというのは余計だけれども、いろいろ

手直しがあるのかもしれないし、点検せざるを得ないと、印刷するに当たって。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員の、ごめんなさい、ご質問というか、途中で遮ってしま

いましたけれども、点検するとかに時間がかかったのは事実でございますが、それは金曜日のうち

に点検を終わって５時、６時、７時前ですか、にＰＤＦの配信は終わっているといったところで、

議員のお手元には議案書は全て届いているといったもので、当初予算について印刷したものをお渡

しするといったところについて、そこは私どもとして印刷物をお渡しするのを金曜日までというよ

うな認識がなかったと、当然ＰＤＦのものでデータはきちんとしたものを、きちんとしたというか、

多少修正をさせていただいたというところで、きちんとしたものかどうかというところは疑義ある

かと思いますけれども、そこについては配信は終わっていて、必要な方にはメールもお送りしてい

るといったところで、当然お手元にＰＤＦというデータ形式では行っているといったところで、配

信はひとまず終わっているといっていて、議員にお渡しはしているという認識でいたと。紙の部分

については、同じものが印刷されて紙でお渡しするというのは、昨今の働き方改革とか、そういっ
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た中で土日を挟まさせていただいて、当然日曜日に出勤してこいというのは、職員に対してするこ

とというのは、また夜７時ぐらいもう回っていたときに今から配りに行くとか印刷させるとか、そ

ういったところというのはなかなか昨今のあれではないので、月曜日に配付させていただいたとい

ったところで、そこの私どもがＰＤＦで渡したもので事足りなかったといったところについてはお

わびをするというところであって、印刷物としてきちんとしたものを金曜日までという認識は、私

どもは持ち合わせていなかったといったところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そこの認識がずれがあったというのは、これは人間なので、取り違いもあり

ますけれども、何も月曜日に、３月の１日に紙で印刷を持ってきてくれと言っているわけではない

のです、突然。今度の予算書については紙で配ってくださいというのは事前に、１週間だか３日だ

か忘れましたけれども、ＰＤＦもさることながら、タブレットもさることながら、紙で配ってくれ

ということになっていたのです。これは行政も了解していたと思っていたわけです。いたのだろう

と思うのです。ところが、後日になって、それはそうとは思っていなかったのだという今の話だ。

土曜日、日曜日と言ったけれども、何か私は殊さら職員を遊んでいるのではないかみたいに受け止

められては心外なの。そんなことは言っていないのだ。緊張するときは緊張する。行政が、誰々が

ではないのです。誰職員、何の誰ということではなくて、行政体が対応すべき緊張感がなかったの

だろうなと。ところが、勘違いがあったということだ。それでは、分かりました、紙で配りますと

いったあれはどこへ行ってしまったのだということだよ。だから、そういう意味で聞いたのですけ

れども、以後気をつける、何も土曜日、日曜日は休ませてあげたいって、それは当たり前です。私

だって休ませてあげたい。そもそもは配れなかったということです。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  まさにおっしゃっているとおりでございまして、利島村議会の表彰を受けた中の一端として、ペ

ーパーレス化というところもうたわれているというところも踏まえて、ペーパーレスがどうなのか

といったところ、何が紙でなければいけないのか、それともデータでいいのかというところも踏ま

えて、いま一度議会と村、執行部というか、議会事務局ときちんと話合いができればなというふう

に考えております。今回の点につきまして、紙の提出日というのですか、配付日が遅れたことにつ

いてはおわび申し上げますといったところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） この件終わりますけれども、ペーパーレスにするしないという問題は、もう
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我々も超越しているのです。その上での策なのです。これは皆さんのように手慣れていて、毎日キ

ーボードの前に座って仕事をしている人たちと違う、年に３回か４回しか議会に来ない、来れば１

週間、10日ぐらいいるわけでしょうけれども。そういう立場に置かれている、しかもそういっては

悪いけれども、比較的高齢が多い。一番大事なときにはほとんどパソコンも何もそろばん玉しかな

かったと、書くといったら手で書くしかなかったと、そういう時代を送ってきたのが我々の今なの

で、それでなるだけ努力して、それなりにペーパーレスということで、要するに紙を使わないと、

努力してきたのだけれども、ここ１年足らず。ところが、どうもついていけないと、紙でないと。

それは行政も了解したはずなのです。いつまでもこんな年寄りが、そんなことを私が言う立場では

ないけれども、ペーパーレスについていけませんなんていう議員がいつまでいるか分かりません。

それは分からないけれども、将来はピンピンが来るかもしれません。皆さんよりもっとたけた人が

来るかもしれません。いいですよ、もう分かったから。それでこれは終わります。何かあったら聞

きますけれども。 

  それでは、課題を残してきていた製油センターの問題について改めて朗読して伺います。椿セン

ターの建設の早期建設を求めて署名活動する動きがあります。これはそういう動きがあるというこ

とを紹介しただけです。私が別にこれからやりましょうと言っているわけではない。動きがありま

すよという紹介です。お知らせです。 

  そこで、建設が中止になった理由と建設年次計画を取りあえず伺います。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） まず、製油センターの事業推進が遅れていることに関しましては、議員もご

出席の生産者会議の場で説明したとおりでございますし、先ほど来私のほう、または担当のほうか

らご説明しているとおりでございます。そんな中で、建設を中止というふうに言ったことはござい

ません。ただ、スケジュール、計画が見直されたということで、どういうふうな計画で進むのです

か、どこにやるのですかというところに関しては、今皆様にお示しできる段階でないということで

控えさせてくださいということは、生産者会議の場でも、この場でも説明したとおりでございまし

て、それに変わりはございません。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） １点経過確認をいたします。昨年だったと思いますけれども、議会で製油工

場の建設計画が話題になりまして、それで私が質問したという記憶の上で質問しますけれども、公

表公開すべきではないのかと、いつ公表公開するのだと、そういう質問をした記憶があるのです。

それについてそういう質問を受けた記憶があるかないか含めて、どういう答弁をされたかという記

憶はありますか。どなたでも結構ですけれども。 
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〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  今おっしゃられたことは、ちょっとすみません、私覚えていないので、申し訳ございません。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私、３月の６日の交流会館で開かれた生産者会議のときでも同じ質問してい

るのです。こういう質問しました。記憶がないということですけれども、同じ質問したときに、今

述べた質問をしたときに、10月になると東京都の認可、認可という意味は分かりませんでした、当

時、認可が下りる予定だと、見込みだと、それまでは公表公開というのはできません。その後にな

りますと、こういう答弁をしていますよと言ったら、それに対して回答なかったのです、３月６日

の日。私は、それは十分承知しているかなと思ったのです。そうしたら今記憶がないという。これ

はある意味非常に大事なのです。記憶を呼び起こしてもらったほうが話は早いのです。そんな発言

をしていないと言うなら調べなければいけない。それだけ重要だと思っています。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私のほうも少し正確に記憶を遡らなければいけないですし、少々お時間を要

するかなというところでございます。ただ、現在私の令和６年の所信表明についての案件であると

いうところで、一般質問等でその件が取り上げられているのであれば、それまでに時間をいただけ

ればありがたいかなと思うのですけれども、いかがでしょうか。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 一般質問ではなくて所信表明に書いていないからとでも言いたいのでしょう

けれども、それは先ほど石野議員の質問に対しても答弁しているので、今さら一般質問もないと思

うけれども、私も用意してきていたわけで。それでは、それは言ったか言わないかの問題について

は留保しましょう。必要があれば調べてください。 

  改めて伺いますけれども、石野議員に対する答弁で確認の意味で伺いますけれども、東京都とは

話合いはしたのですか、しないのですか。ここから聞きます。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  話合いというか、令和４年のときに事業を進める中で補助金の事業の申請をしています。した中

で向こうからの打ち返し、この点はどうやって進めていくのだとか、土地の選定はどうなっている
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かというような向こうからの質問があった上で、まだ土地は決まっていない状態でしたので、そう

いった回答をしたところ、今の状況で申請しても通らないよということで、土地の選定にまず取り

かかるということで申請を取り下げたというところです。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは５年度に要するに用地買収をする、そういう構想は５年度ですよ。そ

れで、東京都に接触する、申請書を持って。これは５年度の計画には入っていなかったのですか。

入れてあったのですか、ないのですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 令和５年度の予算には土地の買収は入っていないです。議会の当初

予算のところで１回取り下げて、土地の買収がしっかりできるような準備ができたところで補正予

算を組ませていただくというような説明をここでさせていただきました。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それで、石野議員からも資料をもって質問がありましたけれども、どういう

ことで進めてきたのですか。議会は、私たちは現地も案内を受け、村長の引率でここだよと。私は、

生産者会議のときは私の口から場所は言いませんと言いました。述べませんでしたけれども、我々

議員はここだよと説明まで受けた。それで、そのときにこっちはどうですかという提案もした。い

や、こっちなのだという話だと。それで、今聞けば、しかも21年の事業の中では計画に入っていて、

そして22年の３月には品物が出来上がってきたと、22年です。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  先ほど石野議員のときにも少し触れたのですけれども、製造の部分のラインの設計というのは令

和３年にやっていて、令和４年については建屋の設計と製造のラインの設計の残りの附帯の部分を

事業としてやる予定でした。なので、そこと同時並行して土地の選定もその後にやる予定ではあり

ました。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 何となく石野議員に対する質問で分かって、私の勘違いなのか知らないけれ

ども、用地については思い込みでやったのだと、21年の発注した事業、業者に、コンサルなどに、

これには何と言って発注したのですか、場所は。そして、何の調査をさせたのですか。 
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〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  令和３年のときは製造ラインの部分なので、例えば今の製油センターで行っている、担っている

部分、乾燥とか搾油、あとは充填まで、そこら辺をより効率化するような製造ラインの設計をする

というのをやってもらったと、その中である程度の建屋の大きさみたいのも含めて出してもらった

ということで、建屋自体の設計をしてもらったわけではありません。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 石野議員も持っていまして、私も持ってきましたけれども、これに確かにそ

ういう図面が書いてあるのですけれども、ちょっとお伺いしますけれども、場所についても図面で

落としてありますよね、建設場所。よく分からないのですけれども、どこまで生きているか分かり

ません。建設予定地に関する事項というのがありまして、それで地名番地、これは東京都としか分

かりません。あともろもろあります。936平米、新築でどうのこうのってあります。この936平米の

土地というのはどこですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  当時も私のほうから回答はしたと思うのですけれども、土地はまだ決まっていませんと、先ほど

から申し上げているとおり決まっていなくて、ただ申請上は仮の土地の広さとかが必要だというこ

とで落とし込みをしたと、候補地として考えているところの場所に図面上は落としたというところ

です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうすると、場所は決まっていませんと、東京都にはどうしたのですか、ど

ういう申請したのですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  製造ラインの設計で図面をつくったというところですけれども、その際に東京都にもまだ土地の

選定は決まっていないので、仮の状態ですけれども、これでも大丈夫かという確認した上で申請を

して事業を行っております、令和３年度。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 
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          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうしたら、東京都には何と言われたのですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 令和３年度の製造ラインの設計については、それで事業を実施して、

向こうからも補助金をいただいているという状況です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 改めて伺いますけれども、いつ建設する予定でそういう作業をしましたか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  令和３年度に製造ラインの設計を行って、令和４年か５年に建屋建設の設計をする予定でした。

その後はちょっとまだはっきりは決まっていなかったですけれども、そのときの状況によって建設

の、当然建物を建てるだけではなくて現状の製油センターの機器の移設とかもありますので、そこ

ら辺の調整も含めて調整する予定でありました。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 話が行ったり来たりな感じがするかもしれませんけれども、私の頭の中では

順番を整理しているつもりなのだけれども、皆さんには分かりにくいかなという感じもしないでも

ないのですけれども、お伺いしますが、先ほど新年度予算、５年度予算です。４年度ではなくて５

年度、まだ生きているのです、この５年度予算が終わってはいない。この５年度予算で当初予算で

1,100万円、用地買収を組んである、用地買収を組みましたよね。 

          〔「取り下げています」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） ちょっと待ってください、言いますから。それで、否決されました、取り下

げるも何も。その予算自体が否決されました。だから取り下げるも何もないのだ。そうして予算を

組み替えてきた、そうしたら測量費だけのっけてきた、幾らですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） すみません。今ちょっと手元に資料がないので、分からないですけ

れども、大体100万円ぐらいだったと思います。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 
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〇３番（笹岡壽一君） それで、10月には東京都と話し合いしたのですよね。申請書を持って、ライ

ンだか何だか知りませんけれども。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  測量に関しては、東京都の補助金は活用しませんので、令和５年度に関して東京都とのやり取り

というのはしていないです。そのやり取りがあったのは令和４年度のときの話です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それでは分かりにくかったかもしれない。用地の買収はもう諦めた、しない

と、初めはやる予定で当初予算を組んできたのだと、しかし結果的にですけれども、幸か不幸かっ

て言いたくなるわけだ、否決されてよかったみたいな。幸か不幸か知りませんけれども、その予算

が否決されたわけだ、用地買収費は1,100万。そうして10日ばかりして、２週間ぐらいして、後にな

ったらこれでは駄目だと思ったのか何だか知りませんけれども、今度は用地買収をなくしてしまっ

た。金がないから買うわけにいかない。それで測量だけしましょうと、そういうことになって測量

費だけはのっけてきた。そして、10月には東京都と会っているわけだ、こういうことでお願いしま

す、補助金下さいよと、そういうことでしょう。 

          〔「違います」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 会っていないのですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  今年度予算で組んでいた測量については、村の単独事業としてやる予定ですので、そこの測量に

関して東京都と事前に協議というのはしていないです。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうではなくて製油工場のラインだか何だか知りませんけれども、示して東

京都と話合いをしたのではないですか、製油工場をつくるのだという点で。測量ではないです。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  製造ラインの部分と建屋の設計の話については、令和４年度のときに話をしています。今年度に

ついては、そこの部分は１回見送っていますので、東京都と途中経過どうですかというような話は
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していますけれども、補助金申請とかの部分というのは一旦ストップしていますので、していませ

ん。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうするとこういうことですか。４年度にラインをもって話をした、しかし

そのときはそれをやっただけで、東京都は補助金の問題についてはどうなったのですか。それやっ

てくださいということになったのですか、補助金については。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） またちょっと一から説明すると、３年度に製造ラインの設計をして、

その次の年は建屋の設計と製造ラインの附帯施設の設計をする予定でした。令和４年度の時点で補

助金申請、建屋の設計と附帯の部分の設計の申請を出したのですけれども、その土地が決まってい

ないと、土地が決まっていない状態での申請だとちょっと厳しいよというところで一旦取り下げて、

土地の選定のほうをするということで、一旦補助金の話はそこで一回ストップしていますので、今

後建屋の建設の場所が決まった後は、改めて東京都に補助金の申請をして事業を進めていく形にな

ると思います。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それが４年の10月頃ですよね、決まったのは、取り下げたという。 

          〔「そうです」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうですよね。土地の問題だと、土地の問題が分かったわけだ、そこで。土

地の問題がないのにラインだろうが建物だろうが、そんなことを論じている場合ではないよと、空

中には建たないよというようなことでしょう。 

  私たちが案内を受けて現地調査をしたのは、去年の５年度の３月頃ではなかったかと思うのです。

そのときは、ここですよと村長は言っているわけだ、予定なら予定かもしれません。 

          〔「予定です」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） もちろん予定だ。 

          〔「候補を幾つかご案内しました」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 候補というのは、それは一つを私たちに案内した。ほかにあったかどうか知

りません。それで、しかもラインの話のときにはそこが、案内を受けたところが東京都の申請につ

いてはその土地がのっかっていたわけだ、勝手に。全然話もしないまま勝手にのっけていたと。こ

れってまるで空想の世界ではないですか。この市有財産のある時点、村が勝手によその土地を想定

して、ここだよと、そして東京都に説明したと。土地はあるのですか、いや、ありませんと、架空
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ですと、こういう東京都に話をして通用すると思っていた。何をやっているのだということです。

普通では考えられないのだ。東京都には何で断られたのですか、この土地では駄目だというのを。

この間の交流会館での説明のときに何で断られたと説明したですか。あの土地は何で駄目なのだと。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 本来であれば土地が決まった上で申請するべきだったというところ

はご指摘のとおりだと思います。もともと候補として挙げていた土地に関しては、やっぱり上と下

の崖が高いというのと、そういったところで整備費がかなり高くなってしまう懸念があるというの

と、あとは入り口の動線の部分というところの斜度がかなりきついので、それに対して新しく道路

を敷設するというのもなかなか道路の狭さとか土地の狭さとかもあって、実際にはフォークリフト

とかが出入りする必要もありますので、そういったところで第１候補として挙げていたのですけれ

ども、実際に製油センターで働いている方もなかなかあそこだとフォークリフト厳しいよとかとい

う意見もあったりだとか、そういったところも含めて総合的に土地をまた改めて考える必要がある

というところで、なかなか土地が決まらなかったというところです。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうしますと、もう既に分かって、駄目な土地を何で案内したのですか、議

会には。さもここだみたいに。それでこちらのほうをと提案もした。そうしたら、それはそれでも

っていろいろあって、ここでなければ駄目みたいな話で。そして今になったら、もうとっくに分か

っていた、擁壁が高い、入り口が、進入路が悪いなんていうのはそのときに出ていたの。私も言い

ました、ここは進入路が難しいよと、勾配がきつくなると。なのにいや、ここだとやってきた。そ

れで去年の、今から言えばおととしですか、おととしの10月頃、思い込みでそこを勝手に俺の土地

だみたいなことで申請したけれども、思い込みなのでしょう。人の土地なのに役場が勝手に、だか

らそういうような空想の世界だと私言いましたけれども、よその土地なのに勝手に設定して、設定

されたらもう目も当てられない。 

  私は蒸し返しになるかもしれませんけれども、ここにこそ行政先行型の、マイペース型の、任せ

ておけ型の象徴的に現れたような気がするのです。勝手に思い込んで、よその土地に勝手に建てる

想定、どこにも相談しない。後になって、１年前にもう駄目だと決まっているのに、いや、ここだ

と案内する。10月には東京都の関係で駄目だとなって引っ込めた、やめてしまったのでしょう。タ

ッパが高い、崖が高いの低いので。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 



 - 79 -

  東京都の申請を取り下げたというのは、土地が決まっていないというところが理由として取り下

げたと、その後その土地で建屋建設できないかというところをいろいろ話合いをしたりとか、調査

したりとかしたのですけれども、やっぱり面積的なところも含めて、もうちょっと広いところで平

地であったりだとか、そういったところのほうがいいだろうというところで再度探していたという

ところです。なので、去年の３月の時点では、村長がご案内したときは候補としてはまだ入ってい

たというところです。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 一度ちょっと整理させてください。まず、令和４年10月の段階で

補助金を東京都に申請を取り下げたというのは、土地がきちんと決まっていないから、東京都とし

ても土地が決まっていないものに対して、建屋の設計に対する補助金の申請はできないということ

で取下げを行っていると、令和４年の話です。建物が建つかどうかというのは、そこに建てられる

かどうかというのはその後から検討していった中で、令和５年の３月かな、議員にここを候補地と

しているよという説明をしている中のその後の段階から、そのときも当然そうだったのですけれど

も、そのときについてここの土地だとちょっと今現在、当初所管課としてはここの土地を予定して

いたと、候補地として使っていましたと。ただ、ほかの意見、議員の皆様からも当然３月のときに、

ここ道路どうするのだとかいろいろなお話があったと思うのです。そういった中で、そこの候補地

というのは結局取得しても今の現状では厳しいよねというお話があったので、当然予算の中で当初

予算否決されて、次にもう一度出した中で予算を削減、減額しているというか、取り下げさせてい

ただいているというところで、そのご紹介した土地が駄目だからといって東京都は補助金をではな

いのです。補助金はあくまでも土地が決まっていないから、どこかというのをちゃんと候補地では

なくて選定もして、決定してからでないと建屋の補助金というのは交付というか、申請できません

よということで、交付できませんよということで取り下げさせていただいているといって、その候

補地をいろいろやっていく中で、やはり候補地として挙げたのだけれども、その土地がちょっと適

切ではなかったというか、取得しようと思っていたけれども、どうしても駄目だったよというよう

なところで、そこはちょっと別の問題となっているといったところでございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） こっちも質問に困るけれども、それはそうです。それだけいいかげんなもの

を持っていったということなのだよ。東京都を小ばかにしているようなものなのだ。どこに地べた

なしで土地に家建てますといって、ああそうですかというところありますか。しかも、補助金出そ
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うというのに、交付金を。何考えているのだと言いたくなるよ。一番知っているのは役場だった、

土地が決まっていないというのは。東京都は何も知らないよ、そんなことは。どこに建てるのです

かって、いや、それは分からないのですと言われたから、えっとなったよ。よくもそんなのでこん

な公文書だか何だか知らないけれども、持ってきたものだと、本当なら怒られるのではないかと思

う。東京都が聞いたら腹が立つよ、ばかにするなって。そんなもので補助金がつけられるかと、当

たり前だよ、私に言わせれば。東京都をばかにするのではないって私だって言いたくなるよ。 

  それと、やり方が私は先ほども触れましたけれども、あまりくどくど言うと話題が大きくなって

ちょっとどんな影響が出るか分かりませんけれども、それなりに気は使わなければいけないかなと

思いつつ、答弁もそれなりに聞いているつもりですけれども、何もやっていないのでしょう、村は。

いまだに土地を考えているのだよ。そうしておいて来年は建てます、あさってできますみたいな話

をしてきたのだ。それに対して生産者、組合、みんな躍らされてきて、あしたにもできるような格

好をして、現地調査に行って、現地調査ということは機械を見に行ったり、そして生産者を前にし

て、今度はごみと一緒に持ってきても整理しますよと、受け付けますよみたいな話。それで、この

間の生産者会議の話では、今度はいつ建つか分かりませんと、だから怒るわな、生産者。あんた方

のペースでやられたのでは困るよと、いいかげんにしてくれと私だって言いたくなる。それを俺に

任せておけとやられて、ではお願いしますとなりますか。何もやっていないのでしょう。絵は書い

ていない。さっきの絵も業者もばかにして書かせた、格好だけ、金を払って。ありもしない土地を

勝手にくっつけて、ここだよと、面積は何平米、誰の土地ですか、東京都利島村と書いてあるだけ。

こんなことでコンサルもごまかして図面を書かせて、ラインだか何だか知らないけれども、土地に

対してどういうことをやってきたのですか。自分たちで交渉でもしたのですか、話でも。あなたの

土地売ってくれぐらいの、せめてそのぐらいのこと。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 生産者会議の場でもご説明、概要だけですけれども、させていただきまして、

計画どおりに進まなかったことに関しましては、本当に申し訳ないというところでございます。空

想の世界でとかいろいろな厳しいご意見、ご指摘かとは思いますが、ここに立てるぞというつもり

で当然計画は進めてきたものの、やはり計画を詰めていく段階、ボリュームとか出してきて必要な

機能を持たせていくといった中で、予定していた箇所では厳しいというふうな判断に至ったと、ま

だその段階では当然土地の購入とか用地買収の段階には至っていなかったもので、その部分を取り

下げたということでございます。何もやっていないと言われると非常に私の責任でもあるところで

ございますが、職員も一生懸命やっております。結果が出ていないところに関しましては申し訳な

いところでございますが、こういった経験も踏まえて皆様に、ほかの焼却施設もそうですけれども、

お示しするのを非常に慎重にならざるを得ないかなと思っております。なので、適切な時期になり
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ましたらお示しできるように、今回の経験も踏まえて、要はあまり期待を持たせたりするのもよく

ないかなと、ここにやりたいのだとかという段階ではなくて、もうほぼここでやりますといった段

階でお示しするようにしていかなければいけないのかなというのが今回、これだけではないですけ

れども、ほかの件も踏まえて反省としてあります。なので、引き続きになりますが、経過を観察し

て注視していただいた上でご意見いただければなと思っております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私が何もしていないというのは、肝腎なことをしていないということだよ。

建物を造るのだったら土地がなければ駄目なのだよ。 

          〔「だから、その土地に建てられないから……」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 建てられないって、その土地についてしっかり進めているということだよ。

コンサル業者にもここで…… 

          〔「じゃ、どうやってやったらいいんですか」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 土地を交渉するということだよ。 

          〔「話もしていないのに」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） あなた方がここだよって決めたのだ、予定で、いいですか。 

          〔「そこの決めた土地……」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 決めたけれども、いかがでしょうという地主には何の話もしていないのだよ。 

          〔「だから、そこに建つかどうか分からなかったから」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 何言っているのだよ。そんなことで、だから空想だというのだよ。 

          〔「そうですね、それは」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 当たり前だよ。 

          〔「じゃ、どうやってやったらいいか……」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） いいですか。 

〇３番（笹岡壽一君） 当たり前ですよ、それは。 

〇議長（寺田 優君） 座ってください。けんかする場所ではない。 

〇３番（笹岡壽一君） けんかするといったって村長がどなりつけるから。 

〇議長（寺田 優君） それは両方ともだから。 

〇３番（笹岡壽一君） どうすればいいと言うから、何だということで。 

〇議長（寺田 優君） そうではないと思う。 

  もういいですか、ここは。 

〇３番（笹岡壽一君） いや、よくはない。 

〇議長（寺田 優君） まだけんかするのですか。 
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          〔「所信表明なんですけど」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） またやるのですか。 

〇３番（笹岡壽一君） やります。重大な問題だから。 

〇議長（寺田 優君） 重大な問題だけれども、言っていることがすれ違ってしまうと駄目なの。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 明らかにする必要があると、そこを誰も知りませんと、今まで議会もなぜ駄

目になったのか、今初めて分かってきたのです。あしたにも建つと思っている人たちいっぱいいる

のだ。現にその方向で話をしてきた、行政は。しかし、蓋を開けてみたら、３年前だか２年前だか

知りませんけれども、用地だけ自分たちで勝手に相当して、そこでと決め込んで業者にもそこだと

書いて発注していながら、肝腎要の地主には今日現在今日に至るまで何の話もしていないのでしょ

う。これが実態でしょう。だから何もしていないと言ったのだよ。今日現在話をしていないのでし

ょう。場所が決まっていない、場所が決まっていない、当たり前だよ。今日現在知らない人は、あ

そこに建つのかなと思っているのだ。そうしたら建たない、場所の問題ですと、こう来た。俺に任

せておけの挙げ句の果てが。そして、あしたから頑張りますだ。そういうことです。反省のハの字

もない。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  当初の計画どおりに進んでいないということに関しましては、ご心配おかけして大変申し訳ない

というふうに思っております。担当課長として、そういう気持ちでおります。 

  今後の進め方につきましては、まずは土地の選定なのですけれども、ちょうど適地を探すこと自

体が結構難しい状況ではありつつも、ここがいいのではないかなと思っているところはあります。

ただ一方で、その土地が自然公園法の関係でもろもろ確認をしなければいけない部分がありまして、

そこをちょっと今進めている、国とか東京都に対して必要な申請等のそろえるべき書類とかを確認

しているところです。そこがある程度めどが見えたところで、地権者のほうに交渉はしたいなとい

うふうに考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私は、こだわるように聞こえるかもしれませんけれども、あしたから何やる

にしても、それはどうぞやってくださいでいいのだ。やりますと言ってもやるなとは誰も言わない。

ただ、今後同じやるにしても、あしたに向けて足を踏み出すにしても、これまで住民たちの皆さん

にはどう説明してどういう期待を持たせてきたのだと、こういう認識をあなた方は薄いのではない

ですか、正直言って。俺が決めたときのことに納得すればいいのだと、口では申し訳ないと言うか
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もしれない。私は、過去のことはもう終わりにしようよというのではなくて、どういう政治を執っ

てきたのだと、人間誰でも間違いはあります。そこに一般論に解消してしまっては駄目だよ。それ

なりの理由をやって、私は決定的なのは今日に至るまで場所の選定を全くしてこなかったと言い切

っていいと思っているのだ。考えてはいたかもしれない。どこにも何の交渉もしていないのだよ。

肝腎要の説明してきた場所、ここだよ、ここだよと言っていた、その地主も全然知りませんと、役

場は何て思ったか知らないけれども。断られたとでも言うならまだ分かる。 

  私は、先ほどはそういう場面もあったかもしれないけれども、本当に住民が怒り心頭だというこ

とを分かってもらいたいのだ、いいかげんにしてくれよと。あしたからやりますから、あしたから

やりますからって。だから、結論的には何だと言えば、年次計画ぐらい示してくれと、この間も皆

さん冗談だか冗談でないか分かりませんけれども、話出たでしょう。５年後だか10年後だか分かり

ませんという話をされて、言えませんみたいな話しされて、皆さんはそれでいいかもしれない、俺

の都合でやるのだから。５年、10年後になるか20年後になるか、そんなことは今のところ言えませ

ん。これが世に通用していると思うから、私は随分面白い行政だなと思うのだよ。全く住民の立場

というのを認識つかんでいないと、だから年次を聞いたの、わざわざ。言えませんかと、私たち努

力して土地も確保して、新年度予算には５円もないでしょう、予算が。土地の測量費も残っていた、

100万ぐらい。どこも測量のソの字も、草の一本刈ってはいないのだから、このざまですよ、不用額

です。そうなるのでしょう。 

          〔「補正で落としています」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 落としたの。そうしたら世話ない。何もやっていないって、そういうことな

のだよ。職員が遊んでいるなんて言っているのではないのだよ、村長。私は、そんなこと一言も言

ってはいないのだよ。だから、測量もしない、何にもしない、何にもなかったら頭の中ではあした

建てるって思うかもしれないし、あさって建てると言うかもしれないけれども、こんなものが通用

したら、俺村政の不幸だと思うよ、村政自体の。住民に信用されなくなったら、俺に任せておけば

いいけれども、私はそういう村政というのは解消というか、努力してもらいたいと思うのだ。全部

住民に行ってそのとおり動きますなんて、これはできっこない、副村長ではないけれども、村長の

言葉もそうだけれども、住民にそれではおまえらやれよと言っているわけではないのだ。 

  そういう意味で工場が建ちませんってこの間聞いた人たち、がっかりもしたと同時に憤りもある。

それが２つ合わせて不信感になる、何やっているのだと。聞いてみたら土地の話もトの字も話をし

ていないのだと、勝手にあそこに造りますって、そんなことも知りませんでしたと。さっき副村長

がユーチューブと言ったけれども、関係者もはじめ皆さん御覧になっていらっしゃると思うけれど

も、年次ぐらい言えませんか、せめて。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 
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〇村長（村山将人君） 繰り返しになりますが、年次計画を今現時点でお示しすることはできません。 

〇議長（寺田 優君） 終わってください。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 示せないのは分かりました。 

  例えばの話、例えばの話はできないかもしれない。ということは、住民の立場になったとしたら、

そうですかと、示せませんと聞いたと思うのです。あるいはユーチューブを見たと思う。 

          〔「生産者会議のとき言っています」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 生産者会議といっても一部の人だけれども、ユーチューブも一部でしょうけ

れども、ということは、ああそうですかと、それは関係ないよね。俺が示せないのだから。 

〇議長（寺田 優君） 示せないのだよ。しようがない。 

〇３番（笹岡壽一君） ということは、生産者はこれについてはもうタブーよと、言ったってしよう

がないのでしょう、示せないのだから。肝腎要なスポンサーというか、予算を、事業体を握ってい

る行政が議会でもって年次示せませんかと質問しているのに対して示せないと言っているのだから、

やるのは議員ではない、住民が示してほしいと言っているのに、そう思って理解してもらいたいの

だ、俺一人ではなくて。それについて、そんなことを言われたって示せませんよと、そうしたら住

民はどうしたらいいのですか。村長頑張ってくれるのだけれども、副村長、どうしたらいいですか、

住民は。生産者はどうしたら、組合はどうしたらいいですか。ああそうですかと口を開けて待って

いなければならない、いつつくるか分からない。 

〇議長（寺田 優君） 菅瀬副村長。 

          〔副村長（菅瀬優生君）登壇〕 

〇副村長（菅瀬優生君） 先ほどの村長のお話ではないですが、我々としても努力は続けながらも、

臆測では物は申し上げられないので、繰り返しになろうかと思っております。なので、大変心苦し

いですけれども、生産者の方、住民の方に対してもやはりそういった説明になろうかなと思ってお

ります。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私は、言葉は何とでも言えるのだけれども、私はやっぱり努力して、３年待

ってくれとか、もっと言えば建たないものは100年たったって建たないです。そういう意味からして

も、行政がここでもって３年のうちに建てると、今５円も予算ないけれども、調査費なども去年の

減額してぶった切ったというから世話ないのだけれども、調査費とか測量費だか。用地交渉もやる、

今年、予算やって測量もかける、予算もつける、用地買収も買収費が必要ならば予算計上する、必
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要ならば業者に委託もして調査設計する、来年度は着工すると、再来年度には何とか新しい工場が

稼働すると、そこに向かっていきたいぐらいのことが言えない村政であってほしいです。住民の立

場を考えた場合に、できたときはできたときよと、組合の皆さんもテレビ見ているかもしれません。

組合もこの間生産者会議でもある理事さんは、最優先課題、課長だか村長だったか忘れましたけれ

ども、優先課題がありますと来た。優先課題があるというなら最優先課題ではないのかと言ってい

る。全く認識が違う。確かにそれは、生産者団体、農業団体の役員だからということも違いがある

かもしれないけれども、私は現下の椿油の焼却場もそうです。何か忘れられては困るけれども。製

油工場にしても最優先だかにすべきだと、村長に一言言ってほしいと、皆さん見ていらっしゃるだ

ろうから。ならば我々この３年間いろいろなことがあって、用地も全然話もしていないし、今のま

まへんてこな格好で来てしまって東京都に断られてしまったけれども、本当に反省するならその反

省の上に立って、改めて向こう３年間年次計画を立てると、予算できてしまったから今さらという

こともあるかもしれないけれども、私はそのくらいのことは、今緊急な課題だし、これに反対でき

る私は議員もいないだろうと、人様のことは言えないけれども、追い詰めては恐縮だけれども、幹

部会を開いてもらって再検討できませんか。３年あったら、具体的には日程的には立つのでしょう。

そう５年はかからないでしょう。地べたがなかったら100年たっても建ちません。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 繰り返しになりますが、これまでの経過の反省を踏まえ、明確に数字的にお

示しする時期ではないというところで控えさせていただきたいなと思っております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ここまで来るともううそも隠しもないと思うのだが、後々のために言った言

わないでも困るからお伺いしておきたいと思うのですけれども、用地については地主との、役場が

上げてきたものに書いてきた、説明してきた、案内してきた、その用地については今日に至るまで

全く地主には話も何もしていないのですね。全く知らないと地主は、そういう状況ですね。違いま

すか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  直接地権者とは、まだ交渉しておりません。 

〇議長（寺田 優君） いいですか。 

          〔「いいも悪いもないよ」と言う人あり〕 
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〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。ちょっと時間も時間なので、質問する議員はあしたや

りますか。 

          〔「行政報告だけちょっと読み上げる時間」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 質問はもうない。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） では、行政報告やろうか。 

 

    ◎日程第２ 行政報告 

 

〇議長（寺田 優君） それでは、日程２の行政報告を読むだけ読んでもらいましょう。 

  弟子丸教育長。 

          〔教育長（弟子丸知樹君）登壇〕 

〇教育長（弟子丸知樹君） よろしくお願いいたします。行政報告ということでさせていただきます。 

  この報告でございますけれども、令和５年第４回定例議会閉会日の翌日から令和６年第１回定例

議会開会日の３週間前までの行政の重要な動きを概括的にまとめて、利島村村議会にご報告をさせ

ていただくものでございます。 

  教育委員会の分について私からご説明をさせていただきます。 

  １つ目でございますけれども、新しい教育大綱の公表についてということでございます。１月に

利島村総合教育会議、これは村長と教育長と教育委員の皆様で構成をされるものです。によって、

利島村の新しい教育大綱として「利島村“人づくりが島づくり”大綱」というものを決定をいたし

ました。住民参加型で策定したこの大綱でございまして、村民の皆様の教育に関する方針のよりど

ころとして、教育改革進めてまいりたいというふうに考えてございます。 

  また、２点目でございますけれども、白馬ウインタースクールの実施についてでございます。１

月３日から７日にかけて利島村・檜原村子ども体験塾白馬ウインタースクールを実施をいたしまし

た。友好村である檜原村との交流行事として、子供たちにとって貴重な体験の機会となったかなと

いうふうに考えてございます。 

  私からは以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 報告者、総務課長。 

  １番目でございます。確定申告相談会の開催についてでございます。２月１日、２日に芝税務署

による確定申告相談会が勤労福祉会館において開催されました。33名の来場者がございました。 

  ２番目でございます。被災地へのポータブル水循環システムの貸出しでございます。１月１日に
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発生した能登半島地震の被災地、石川県七尾市の介護施設に利島村の防災用の水循環システム、ま

さにこれがお湯の出るシャワーがその１台で完結するようなものでございます。こちらを関係団体

と協力して貸出しを行っております。 

  ちょっと追加でございますけれども、２月13日から今度珠洲市の公共施設のほうにこの設備が移

動しまして、今珠洲市のほうで活動というか、使われているといったところになります。 

  続きまして、住民課長で報告させていただきます。 

  まず、１点目でございます。脳の健康教室の実施についてでございます。認知症予防のために脳

の健康教室を社協と協働して実施しております。初回の参加者は、申込み時点で12名となっており

ます。高齢者の仲間づくりや地域とのつながりの深化など、認知症予防以外の効果も期待されてい

るところでございます。先週、第１回目のまさに脳の健康教室実施しておりまして、私もちょっと

拝見させていただきましたけれども、４名の参加者がいて教室のほうを実施しておりました。 

  ２番目についてです。高齢者の肺炎球菌ワクチンの接種についてでございます。高齢者肺炎球菌

ワクチン接種を２月２日に実施し、14名に接種を行っております。令和６年度も引き続き接種を実

施していきます。 

  また、ちょっと補足でございますが、帯状疱疹ワクチンについてちょっとご説明すると、12月か

ら今まで60歳以上だったのを50歳以上に対象年齢を引き下げてございまして、対象者が119人の中で

72名、60％を超える方に接種していただいております。インフルエンザワクチン接種と、引き続き

令和６年度も予算が認められればですけれども、継続して実施していきたいと考えております。 

  以上となります。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 産業観光課から行政報告させていただきます。 

  ラフテレーンクレーンの利用状況についてですけれども、令和５年11月から令和６年１月までの

間、ラフテレーンクレーンの貸出し実績は２日となります。また、伊豆七島海運の貨物船での荷役

作業の使用実績は、11月は８日、12月と１月は６日ずつの計20日となっております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） それでは、行政報告の説明を終わります。 

 

    ◎散会の宣告 

 

〇議長（寺田 優君） それでは、今日はこれで終わりたいと思いますので、明日９時半にまたお集

まりください。 

  終了いたします。 
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                                   （午後 ５時００分） 
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    ◎開議の宣告 

 

                                   （午前 ９時２９分） 

〇議長（寺田 優君） 皆さん、おはようございます。定刻となりましたので、令和６年度第１回利

島村議会定例会の２日目を開会していきたいと思います。 

 

    ◎日程第２ 行政報告 

 

〇議長（寺田 優君） 行政報告が終わりましたので、行政報告に対する質問があればここでお受け

したいと思います。 

  質問のある議員は挙手をしてください。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 教育長に伺いますけれども、大綱が改定されて、住民参加でやられたという

報告ですけれども、これってどの辺まで公開されるものなのですか。例えば全村民対象に公表、公

開するとか、関係者だとか、議会だけだとか。その点だけ伺います。 

〇議長（寺田 優君） 弟子丸教育長。 

          〔教育長（弟子丸知樹君）登壇〕 

〇教育長（弟子丸知樹君） おはようございます。本日もよろしくお願いいたします。 

  教育大綱についてですけれども、現在の状況でいくと、本年１月にもう公表しておりまして、イ

ンターネット等々を通じて特定の村民の方ではなく、全ての皆様、島内外含めて全ての皆様が知れ

る状態になってございます。 

  策定のプロセスとしては、11月の広報であったり、その辺りにおいて素案をお示しをして、村内

外の皆様からご意見をいただくと。加えて、その間に村長と私で２回ほど、教育大綱の事務局から

出した素案について、住民の皆様からご意見を伺うということもしております。それが１回と、も

う一度修正案をまた、これで公表して差し支えないでしょうかというところを全世帯配布の広報等

々で周知をいたしまして、その後で１月に公表したというふうになってございます。いろんなとこ

ろでご意見いただけるフェーズをつくったのかなというふうには承知をしております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ネットで公表しているということなのですけれども、私がお伺いしたいのは、

確かにネットというのは、万国へ発信した途端に公表したことになるわけだと思いますけれども、
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村の教育大綱を、といって私も正直言って全村民、要するに文書、紙面で、紙において大綱を配る

と、配布するというのかどうかという点で伺ったわけですけれども、関係者だとか、文書はあるの

だろうと思うのです。要綱そのもの、大綱そのものは文書化してあると思うのですけれども、それ

も全部全文をというか、そういうことは村長、あるいは教育長の裁量でいいと思うのですけれども、

どういうことまで、この辺を知ってもらえればいいのかなと。ネットもいいのですけれども、ネッ

トというのは確かに万国世界中というようなことの広い意味がありますけれども、意外と見られな

い人もいるということで、それでは文書を配れば全村民が見ますからといって、そういう話になる

と少し議論が違ってくると思うのですけれども、その面で聞いたのですけれども、要するにネット

で公表したので、文書公表、配布というのですか、それは考えていませんということなのでしょう

か。 

〇議長（寺田 優君） 弟子丸教育長。 

          〔教育長（弟子丸知樹君）登壇〕 

〇教育長（弟子丸知樹君） お答えをいたします。 

  文書の交付もしてございます。11月の全世帯配布の広報と、１月の全世帯配布の広報と、またそ

こで公表していますというところもお示しをしていますので、プロセスとしてはかなり丁寧に進め

ているかなというふうにも思っていて、ほかの自治体からも、これほど丁寧に教育大綱の策定進め

ている自治体はないのではないかというご意見をいただいてございます。 

          〔「はい、分かりました」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 環建から何にも出ていないのですけれども、環建が今までやっていないとい

うことなのですか、何にも。 

          〔「かんけん」と言う人あり〕 

〇４番（石野 治君） 環境建設課は出ていないけれども。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） おはようございます。行政報告の頭紙というか、その発言のところ

にございますけれども、前の議会の終了後から３週間以内までにあった事項のところで、あとは広

報等で周知されているものを除くというところになっておりますので、私どものほうのリサイクル

フェス等もございましたけれども、そちらのほうは広報等で周知させていただいておりますので、

今回としては載せていないというところでございます。 

〇議長（寺田 優君） いいですか。 



 - 93 -

          〔「はい」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、行政報告を終了いたします。 

 

    ◎日程第３ 一般質問 

 

〇議長（寺田 優君） これより日程３、一般質問に入っていきたいと思います。 

  一般質問は、石野議員より行っていきたいと思います。 

  石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 本議会において、以下の項目について質問することを通告いたします。 

  １、住民要望について。住民からの意見、要望をこれまで議会で発言してまいりました。それら

の事柄について現在の状況と新たな要望について質問いたします。 

  ①、集落内東道への手すりの設置要望について。 

  ②、都道に面した漁協倉庫に隣接したコンクリートが剥がれ落ちている建屋への対応。 

  ③、はしけの広場の屋根の補修について。 

  ④、定期船乗船時の波よけ対策として仮の待機所（車、コンテナ等）を設置することについて。 

  ⑤、なかよし公園トイレ改修は、公園整備事業と同時と思われるが、完成予定について。 

  ⑥、以前から住民からの強い要望として、冷凍食品が利島に届くようにしてほしいというものが

あります。そして今回ある住民の方から、村長は伊豆諸島地域航路流通化事業協議会という会議に

出席し、そこで冷凍コンテナの更新について会議してきたこと、その内容として国の補助制度を利

用して今年から３年をかけて毎年１台の冷凍コンテナを更新するというものだったこと、環境が整

うなら個人の冷凍荷物が届くようにしてほしいという要望がありました。今回村長が出席した会議

の内容が、直接個人の購入荷物につながるものなのか否かわかりませんし、島外からの直接購入を

促進するものでもありませんが、村として住民の生活向上の手助けができるものなのかお聞きしま

す。 

  ２、焼却場建設について。焼却場建設は急務であります。しかし、諸般の事情によりまだ計画段

階であると認識しています。問題が何であるのか、それを解決するにはどうすればいいのかです。

計画中であります行政側が希望する施設につきましては、設計から資材、施工まで妥協することが

できないことにより予算額、当初６億円が倍増の12億円となることが明らかになりました。しかし、

予算額の妥当性、予算の確保の問題が必ず出てきます。粟島の施設訪問の時期から考えると予算規

模は何倍にも膨れ上がり、それでもまだ天井が見えていないように思えます。まず第一は、この利

島で焼却できること、安定稼働ができていること、当村の予算規模に見合った焼却能力を有した施

設を建設することが認められているのではないでしょうか。そこで、以下について質問します。 
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  ①、昨年12月議会以降の事業に関する進捗状況について詳細説明を求めます。 

  ②、計画の変更の有無とその理由、内容について。 

  ③、現在稼働中の炉の今後の運用見込みについて。 

  ３番、生ごみ処理について。従前担当課長は、ごみの減容を目的とした土壌改良材の試験的作成

を継続し、データ取得を続けていく方針を説明してきましたが、村長は土壌改良材の作成が目的で

はなく、処理槽の中がいっぱいになっていることが問題で、その中身を出すことが目的であり、そ

の過程で土壌改良材として利用できるものができたら使いたい旨の発言をしました。この発言によ

り、これまでの説明が建前であり、その場しのぎの対応であることを行政自ら認めたことになりま

す。処理槽の処理能力が３年であるならば、３年間かき出しを行わなくて済むように処理槽を追加

すべきです。ごみのかき出しによって割かれる人員、時間を考えれば、余計に追加すべきだと考え

ています。見解をお答えください。 

  ４、南ヶ山トイレの貯水タンクほかについて。南ヶ山園地のトイレについては、貯水タンクの掃

除を委託していただいたところです。３月までに対応とありましたが、清掃後のきれいになったタ

ンクが以前と同じ状態で設置されているならば、また葉が落ち、藻も生えてくることが予想できま

す。公園利用者も、そういったタンクにたまっている水で手を洗うことには抵抗があることでしょ

う。せっかくタンクの掃除をしたならば、きれいな状態が保てるようにしておくべきと考えます。

タンクの落ち葉対策や、定期的に塩素や除藻剤を入れる等の対応ができるかと思います。園地、公

園リニューアルプロジェクト関係を含め、担当課長に今後について伺います。 

  ①、予定工事は終了しましたか否か及び工事（予定）内容は。２月12日現在未了でした。 

  ②、問題点、改善点。 

  ③、来年度以降の整備予定「園地、公園リニューアルプロジェクト」具体的計画案。 

  ５番で、島外医療に係る助成について。現在の助成制度は、高齢かつ低所得である住民への助成

を手厚くするという行政の方針の下、運用されています。しかしながら、就労できる年齢であって

も、個々のやむを得ない理由等により所得が低い場合もあり、その逆に高齢者であっても個人所得

がなくとも、世帯所得としてみれば低所得とは言えない場合もあります。高齢者に関して言えば、

今挙げたような人は行政が助成を手厚くするとした本来の趣旨の対象ではないと思いますが、実際

には１万5,000円を受け取ることができます。このゆがみに対して、公平性を感じていないとの声が

私の下に寄せられています。助成の基準を見直し、全ての住民（公務員を含む）に対して一律の助

成額とすることが必要だと考えます。行政側からの幾度かの説明があっても納得できない村民の声

を踏まえ、改めて来年度よりの運用につきましてお答えください。 

  ②、令和３年第１回（３月議会）より助成拡充につきまして要望、質問してまいりました。介助

者については補助の対象となり、一歩前進であります。しかし、延泊分についての助成拡充につい

ては、一時前向きに検討という方向の答弁をいただくも、先は全く見えない状態と言えます。 
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  12月議会の議事内容を知った住民の方から、確かめもせず判こを押して支払いするくらいだった

ら、延泊分についても同じように内容の確認をしないで判こを押してくれればいいのに。村長のや

りたいことには惜しみなく金を出すのに、住民に直結するところはなかなか金を出さない、今困っ

ているのだといった声が寄せられました。それに対して一般職員の方々は、毎日の業務を真剣に取

り組んでくださっていることを伝え、理解していただきましたが、感情としては抑え切れないよう

でした。 

  予算や運用の仕方といった現実的にクリアしていかなくてはならない部分と住民感情、そして何

よりも利島がゆえの交通事情です。諸般を踏まえた上で、延泊の補助拡充を認められない理由と、

データ収集による分析結果で導入を検討する余地があるのか見解を伺います。また、今期一月を切

る現段階における実施も伺います。 

  なお、要望内容は以下の項目。制度適用者、全住民（公務員を含める）。医師が必要と認め通院を

余儀なくされるならば、回数制限の撤廃が必要。延泊に係る補助の新設、帰路船便欠航時１泊3,000円、

２泊まで。医師が必要と認める治療において、数日を要する場合の増額対応、これは宿泊に係る助

成。現在の条件に不都合があるため、低所得者かつ高齢者の条件を廃止。 

  ６、３Ｃ事業について。担当課のこれまでの答弁から、必ずしも新設の施設ではなく、既存施設

を活用することが可能であることは分かっています。この事業は想定総予算５億円のうち、２億

6,000万円が村からの持ち出しになる予定です。この金額があれば、交流会館にボルダリングスペー

ス、防音室等を増築し、施設管理のための会計年度任用職員を雇用することも可能ではないでしょ

うか。仮に増改築に１億6,000万円をかけたとして、残りの１億で管理者を雇用、年250万円として

３人で人件費が年750万円、水道光熱費、ネット契約等維持費で月15万円とすると年180万円、合計

930万円、年間約1,000万円となります。建築のみで２億6,000万円かかるものが、増改築を入れても

約10年運営できることになります。財政面での違いは大きいものであります。 

  また、セットとしている単身者用住宅との関係ですが、都内の距離間を考えれば集落内と交流会

館は十分に近場であると言え、駐車場も10台以上のスペースがあること、そして何よりも交流会館

という名称どおりの役割を果たせることからも、新規建設の必要性がありません。葬儀や選挙、祭

事等の特別な催しのときのみ一般利用を中止すれば、これまでの機能を失うこともありません。 

  ここまでは、村単独での建設を前提にしましたが、新規建設が絶対条件ではない以上、補助金が

下りる可能性もあることから、一層財政的に村に優しい事業になるはずです。 

  ①、有名無実化した既存施設の活用、財政面での優位性、雇用の創出、これらの点を挙げました

が、交流会館活用について執行部の見解をお聞かせください。 

  ②、総予算５億円とのことですが、焼却場建設と同様に金額が膨れ上がった場合、現在の計画を

優先し予算を増額させるのか、あくまでも５億円として計画を見直しするのか、見解をお答えくだ

さい。 



 - 96 -

  答弁につきましては、質問事項番号毎による質問番号にて明確に答弁くださいますようお願いい

たします。 

  終わります。 

〇議長（寺田 優君） それでは、１問ずつ答弁をしていってください。 

  まずは住民要望について、上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） おはようございます。石野議員のご質問に答えさせていただきます。 

  集落内東道の手すり設置要望について。お話は、村道学校線ハ号とお見受けして答弁させていた

だきますが、従前と比べて村道学校線ハ号の車両の通行量が増えており、手すりの設置により車両

の通行を妨げるおそれがあることから、設置は考えていません。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 今の改修前の道幅と、前からの道幅と今の道幅が変わっているとは思えない

のですけれども、前はガードレールの内側に手すりがついていたということなのですけれども、こ

れ車を今見ていると、そんなに多く走っているわけではないみたいです。それで、よっぽど交通量

が多い中道とか西道のようなところだったら分かりますけれども、あの道はあんまり人の通らない

道でもあり、坂道なので、手すりが必要で、それでつけてあったと思うのです。それを舗装すると

き全部取っ払ってしまって、行政が。そのままなくしているので、車が通るといっても、そんなに

中道のように頻繁に通っているわけではないので、ぜひつけてもらいたいのですけれども、車はど

れぐらい通ります、１日。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 直接この時間当たり何台というのまでは観測していませんけれども、

従前にあそこを見ているよりは、やっぱり車の量としては増えているなというふうに感じておりま

す。また、車両についても大きい車が以前より多く走っているなと感じております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 車のことばかり考えていると思うのですけれども、歩行者もいることは考え

ています。歩行者もあそこはいるのです。そうすると、車のために道がついてわけではないのです。

あそこ坂道で、年寄りが上ったり下りたりするのに手すりがやっぱり必要なのです。若い人ばかり

いるわけではないので。そこはどうですか、車だけの問題でつけないというのか、住民には関係な

いと、車だけやれば。そういうことでいいのですか。 
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〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 手すりをつけたときに、かえって人が歩いているときに車が擦れ違

ったときに、やっぱり手すりの分だけ狭くなって、歩行者の方が危険になる可能性も否定できない

というところがございますので、ちょっと今は、ここで整備するとは考えておりません。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） やっぱり人間優先になるのではないですか。住民が歩いているのに、車が来

たからどけということですか。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 車両と、人が確かに優先というところございますけれども、そこに

手すりを設置したところで道路幅が狭くなったときに、やっぱり事故というのは起きる可能性があ

るというふうに考えますと、なかなか今ここで、はい、設置しますとは申し上げられないです。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） では、やませんというのでなくて、考えてつける方向でやってもらえます。

住民には関係ないようにやりますか、歩く人には。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 学校線ハ号でございますけれども、途中に天神山線という遊歩道の

ようになっている村道がございますので、そっちも活用していただきながら上っていただければと

思っております。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） わざわざ遠回りしていけということですか。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 安全にという話であれば、そちらのほうも活用いただければと思っ

ております。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 要は、住民には遠回りしていけということですか、車のために。 
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〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 現状、天神山線には車両は走れない、車両というか、自動車は入れ

ませんので、そちらで安全の確保を図っていただければと思っています。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 手すりがあったときも車は走っていたのです、もともとは。だけれども、そ

れを撤去してしまってなくして、今度車が優先ですけれども、それでは住民どうするのですか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） どちらが優先というわけではなく、どちらとも当然大事にしていかなければ

いけないなという中で、先ほど来課長の所管のほうから説明しているとおりで、もともとがどうい

う形だったのかはちょっと私の記憶でもないですが、現状は車両でもぎりぎりだと、勾配もきつい

という中で、当然そこを通行止めにするわけにもいかないので、どちらを通ってもいいと思います。

ただ、例えば足の不自由な方、手すりがなければ行けない方というのは、先ほど答弁にもあったと

おりで、天神山線のほうを回っていただければ、より安全かなというところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 足の不自由な方も、手すりがあれば上れるのです。わざわざ遠回りしなくて

も。だから、つけてみたらどうかですか。それで、ああ、通れないとか危ないとかというようにな

ったら考えれば、後で。ものはやってみてから。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） この話題は、以前もお話ししたかと思いますが、手すりに関して議員からの

ご質問、ご要望を受け、当然協議もし、部材、どういったものがあるのかというのを検討した結果、

つけられないという判断でこのような答弁をしているだけであります。なので、つけてみたらどう

かというところまではいけない、いかないという判断でございます。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 車専用道路ということですね、では。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 繰り返しになりますが、何かを制限しているわけではございません。どちら
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が、車が通ろうが人が通ろうが、別に何かを制限しているわけではなく、あくまでそこの道を通る

ための手すりをつけることが、設けることが厳しいという判断であって、車専用というわけではな

く、人が通れるように別に通常どおり使ってもらっても構わないです。ただ、その上で人が通るた

めにさらにサービスの向上の一つとして手すりを設けることは、車両の通行を逆に制限してしまう

ということになってしまうため、設けないという判断でございます。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） あそこの道は、大体中道と同じぐらいの通行量があるのですか、多分私が見

ていると１日５台ぐらいしか通らないみたいだけれども。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 行政として通行量の調査はしておりません。しておりませんので、１日何台

通るか、日によっても違うでしょうし、また近隣には宿泊施設もあることから、日によっても違う

かなというところで、手すりをつけることによって、そこを通行止めにしてしまうことの逆の効果

のほうが大きいというふうに思っております。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 前もついていて、車は走っていたということを話しましたよね。だから、今

でもつけても走れるはずなのです。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 繰り返しになりますが、前の形がどういうふうに設置されていたかというの

は、私もちょっと分かりませんし、記録もそこまで確認できておりません。そんな中で、現状のつ

くり、坂道なのですけれども、狭い坂道の中でどうやって手すりがつけられるかというのを、ガー

ドレールの上なのか、それとも別に設けるのか、いろんなことを検討した結果、無理だと。車両を

通行止めにしないと無理だということで、先ほど来同じような答弁をさせてもらっております。 

〇議長（寺田 優君） 先へ進みましょうか。 

  石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 分かりはしませんけれども、駄目だというなら、それは仕方のないことで、

次行きます。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 
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〇村長（村山将人君） 完全に無理だというふうに判断をさせてもらいましたが、そこまで議員もお

気持ちというか、強い考えがあるというのであれば、逆に図面等、もしくはこういう形でこういう

ふうにつけたらというご私案があるようであれば、いただいた上で、再度こちらでも検討していき

たいと思います。 

          〔「次へ行きます」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 漁協の倉庫のコンクリートが剥がれています。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） おはようございます。今日もよろしくお願いします。 

  漁協の施設についてですけれども、令和６年度に予算計上しておりますので、令和６年度中に取

り壊す予定となっております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） これ今まで取り壊せなかった理由とか何かあるのですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  理由というのは、特には聞いておりません。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） いつ頃までにやるつもりですか。例えば夏までとか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  本議会で予算が可決された後に、年度４月以降に取壊しのできる業者さんと調整させていただく

というところになりますので、期限としては今ここで、すみません、申し上げることはできないで

す。 

          〔「次へ行きます」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） はしけの広場の屋根の補修について。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 
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  はしけの広場の屋根の補修につきましては、どの程度までの修繕をするか、どこまで実施するか

も含めて今後検討していきたいというふうに考えております。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） これから梅雨時期に入るので、仮にブルーシートでもやって雨漏りを止めて

もらいたいのですけれども、それはどうですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） その点も含めて検討させていただきます。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 梅雨時期に入るので、もうじき。なるたけ早くブルーシートか何かで雨漏り

を止めてくれるようにお願いします。 

  次行きます。 

〇議長（寺田 優君） 波よけ、雨よけ対策について。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  仮の待機所につきましてですけれども、荷役作業に関わる車両の動線に現状大きく関わってくる

というところですので、岸壁等へのコンテナ等の設置というのは困難というふうに聞いております。

また、人員確保の観点から、旅客の運搬についても対応は難しいというふうに聞いております。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） これは（株）ＴＯＳＨＩＭＡからの話だと思うのですけれども、（株）ＴＯＳ

ＨＩＭＡには従業員何人ぐらいいるのですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  社員に関しては10名か９名です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 港湾施設なので、利島村役場がどうこうするというわけにもいかないので、

東京都に頼んで…… 
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          〔何事か言う人あり〕 

〇４番（石野 治君） 東京都のものなので、村役場がどうのこうの言うあれではないのです、言え

ないのですけれども、東京都に頼んで雨よけの、鉄でも何でも屋根つけてもらえないのですか。そ

ういう考えないですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） そういったことも以前は検討したことがあるというふうな話は聞い

ているのですけれども、実際に貨物船だとかで資材貨物が来たときに、大物、大きいサイズが来た

ときに、想定するようなところに例えば屋根を設置するとか、待機所を設置した場合に、どうして

も動線上運べなくなる可能性が高いと、そういったリスクがある中で、なかなかそういったほかの

島にあるような雨よけみたいなものをつくるのは、現実的にちょっと難しいというふうには聞いて

おります。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 東京都とも相談してみてもらえないですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  今回の質問を受けた際にも、東京都にも話はしているところですので、そういった中でこういっ

た答弁をさせていただいているというところです。 

          〔「じゃ、次へ行きます」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 次は、なかよし公園改修、公園事業と完成予定について。 

  隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） おはようございます。よろしくお願いいたします。石野議員のご質問

にお答えします。 

  なかよし公園のトイレ改修は、現在取り組んでいる東京宝島サステナブル・アイランド創造事業

の公園改修の事業の中で実施していく予定でございます。先日実施した導入遊具のアンケートの結

果を基に、令和６年度前半になかよし公園に導入する遊具等を決めまして、利用しやすく、利用し

続けてもらえるような遊具等の配置を検討していく予定でございます。これらの取組を通じて、令

和６年度中に改修に向けて進めていく予定でございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 
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          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） トイレだけでも早くやってもらえないでしょうか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  トイレの先行整備についてでございますけれども、取り得る有効活用の選択肢を狭めてしまう可

能性があるため、考えておりません。限られた敷地を有効活用するために、全体をデザインする必

要がございます。把握されたニーズを基に、今後魅力ある公園づくりに向けて遊具の配置も含めて

検討していく予定でございます。 

  以上です。 

          〔「それじゃ、次へ行きます」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 冷凍食品について。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  冷凍コンテナの件ですけれども、今回更新については、東京と島しょ間の搬送のためのコンテナ

の更新というものでありまして、島内の搬送手段の確保につなげるものではないと考えております。

実際に島内搬送するという場合には、事業者のほうにも冷凍施設とかが必要になるというふうな認

識でございます。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 今、業者には冷凍ものが届いているのですけれども、住民個人のところには、

地域外ということで届かないのですけれども、これ何か、どこかへ役場で冷凍庫でもつくってくれ

るということはないですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  村として、そういった施設を整備するという予定はございません。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 何とか冷凍食品が届くように村で考えておいてもらえないのですか、住民の

ためにも。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 
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          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 生活の質を向上するという観点でお話かなというところですが、行政のどこ

までやるのだという話にもつながってきておりまして、行政がそこまで、いわゆる民間でやるべき

仕事、業務、民間の可能性を潰してしまう可能性もあり、非常に慎重にやらなければいけないこと

かなというふうなところです。言い方がちょっと適切な表現かどうか分かりませんが、仮にそうい

うことをやってみたいよという民間の事業者がいれば、できるルートを整備していくところが行政、

公的な機関としてやるべきことかなということで、今回伊豆諸島地域航路流通化事業協議会という

のは、先ほど答弁させてもらったとおりで、冷凍コンテナが今もう造ってから10年たって、どこの

コンテナもぼろぼろになってしまったということで、国土交通省の離島活性化交付金を受けるため

に必要な組織であって、その島の冷凍食品を自治体がどうするこうするというものではなく、そう

いった方々が使える海上流通のアイテムの一つとして整備するといったものであります。なので、

そういったことに関して主体的に村役場として関わっていくということは、現状考えておりません。 

          〔「次へ行きます」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 焼却場建設について。 

  上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 焼却場建設についてでございますけれども、現在再調達ができるよ

う、その内容や方法も含めた検討を行うべく情報収集を行っています。計画変更の要否を含めて、

総合的に検討していきたいと考えています。煙筒の補修、耐火材の更新、投入口と炉の仕切り板の

更新など、必要な更新を行うことで現施設の延命化を図っていきます。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） この12月から３月までの間に計画変更とか、あと総合的に考えていきたいと

あるのです。どういうことを12月から３月の間まで計画してきているのですか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 昨日、所信の中でもご説明、お話ししてきたところでございまして、詳細に

関しましてはお示しできる段階に至っていない中で、では何もしてきていないのかと、見栄えとし

ては何も進んでいないというところでお間違いないかなというところですが、計画の変更に関しま

しては、これも昨日答弁したとおりで、設計、内容に関しては現状、今変更しない方針で取り組ん

でいると。やり方に関していろいろ模索をしている段階でございまして、現時点で変更するという

ところでいきますと、スケジュールを当初の計画どおりにできないため、今年度内の予算でも皆減

したとおりで、変更しているといったところでございます。全体的な変更、もしくは工事の予定等
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決まりましたら、改めてお示ししていきたいと考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 今の現用の焼却場で、煙筒の補修、耐火材とある。煙筒の補修ということは、

煙突を修理するということですか、それと耐火材というのは何なのか。 

          〔「炉の中」と言う人あり〕 

〇４番（石野 治君） 炉の方、何で直すのですか、これ。れんがか何かで。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） お答えさせていただきます。 

  煙筒自体は、煙突だけではございませんで、焼却炉から全部出てくる配管です。煙筒、その炉か

ら煙が出てきます。その後に冷却筒がありまして、そこも含めて煙筒なのですけれども、煙突とい

うよりは焼却炉から冷却筒まで行くところの管です。そちらがメインになって、800度以上の温度が

通りますので、そこもやっぱり弱いところになっていきますので、圧力とかというところ弱くなっ

ていきますので。 

          〔「れんがか何かで」と言う人あり〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 耐火材については、れんがではございません。具体的な名前とかち

ょっと今分からないのですけれども、練ってあげて塗る、個体のものではないです。練ってあげて

塗って、モルタルではないですけれども、イメージとして、整備するときはああいう感じで塗って

いくという。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） ものとは違いますけれども、イメージとしてはそう考えていただけ

ればと。 

  以上でよろしいですか。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 新しい焼却場の建設に関しては、行政もなかなか言いにくいのでしょうけれ

ども、住民にも、村民にも、その都度その都度教えてくれればいいと思うのですけれども、そうい

う考えありますか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 繰り返しになりますが、お示しできる段階に来ましたら、まず住民の代表で
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ある議会議員の皆様にお示しし、また住民説明会等を開くなどしていくべきかなと考えております

が、現段階ではまだ具体的に、いついつにこうとかということはお示しできません。 

          〔「次へ行きます」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 生ごみ処理について。 

  上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 生ごみ処理についてでございますが、令和６年度当初予算案に生ご

み処理槽６基の整備費を計上しており、今後効果的な処理ができるよう取り組んでいきます。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 12月までコンポストというのか、生ごみ処理槽はやらないでかき出すという

ことだったのですけれども、急に変わったというのは何かあるのですか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 急にというわけではなく、そのときも当然いろんな可能性は排除しないで考

えていくといったところで、現状は当初整備したときより想定を上回る生ごみが搬入されてきたと

いうことも踏まえ、現状経過してきて、どの期間でいっぱいになるかと、またどれぐらいの期間で

減容できるかとか、そういったことのある程度の結果が出てきたこともありまして、持続可能な生

ごみ事業を推進していくためには、増設する必要があるだろうという結論に至りました。そのため、

新年度予算で新たに６基ということを予算計上させていただいている次第でございます。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） ６基というと、３基を新しくするということですか。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 基数は、６基を新設するので、合計で４基あるので10基ですか、令

和６年度については……元年度に４基整備、学校に１台ございますので、そこを除いて３基で、新

たに６基を整備させていただくと。 

          〔「次へ行きます」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 南ヶ山園地のトイレの貯水タンクです。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 
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  貯水タンクの配管のつまりについては、今月末までに解消できるぎりぎりまで調整してきました

が、業者との事前調査や工事調整がつかなかったため、工事の見通しがついていない状況です。今

後の対応については、引き続き検討していきたいというふうに考えております。また、水の衛生の

部分というところをご指摘されていますので、手指消毒できるものなども配置していきたいと、暫

定的に配置したいというふうに考えております。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） これは、いつ頃になれば大体できます。もう１年以上になるのですけれども、

水が止まっているのが。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  ちょっと原因究明のほうが、まだちゃんとできていない部分もありますので、なるべく早めに対

応したいというふうに考えてございます。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 今のところ予定は立たないということですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  来年度４月以降になってから業者との調整を改めて、今も一応調整はしているのですけれども、

改めて４月以降に調整した上で工事というところです。 

          〔「じゃ、次へ行きます」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 島外医療について。 

  榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） おはようございます。石野議員のご質問にお答えします。 

  島外医療機関への通院交通費等の助成についてでございます。補助対象の方は、公務員について

令和６年度より追加し、予算計上を行っているところでございます。それ以外につきましては、こ

れまでどおりの運用を行っていきたいと考えております。定期的に島外の医療機関に通院される方

につきましては、難病者等医療通院支援事業について補助を行っていることから、ぜひこちらのほ

うを活用していただくように、周知を現在も行っているところでございます。また、東海汽船株式

会社の運賃が値上げされることから、５月の通院分から補助金の拡充を図ってまいりたいと考えて
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おります。その他見直しにつきましては、随時検討していくといったところになっております。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 要望を、公務員も補助の対象にするべきだと言っていたのですけれども、こ

れが今までかたくなに公務員はやりませんということだったのですけれども、何か変わったことが

あったのですか。公務員を入れるということについて。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  公務員をかたくなに入れないことを変えた理由といたしましては、１年間やって実績が見えてき

たといったところが大きなところかなというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 要望が５つぐらい入れているのですけれども、これはこれまでどおりの運用

を行っていきますということで、延泊も駄目、医師が必要と認める増額対応、こういうのも全部駄

目だということですか、５つぐらいあるのですけれども。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  全部駄目というところでいくと、ご回答としてはこれまでどおり、公務員とか東海汽船の運賃の

増額分に係るところ以外については、早急に対応するというのは行わないと、それ以外は行わない

というふうにしていますけれども、そのほかの見直しについては、一番最後ご回答しているとおり、

随時検討していくといったところでございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） これがよく分からないのですけれども、一般の病気で通院しているのですけ

れども、難病者等医療通院支援事業という、これ一般の人でも難病者になれるのですか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 
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  この難病者というのは、要綱を見ていただくとお分かりになるかと思うのですけれども、こちら

のほう２か月ごとに定期的に通院されると、本土の医師というのですか、通院しているところの病

院のお医者さんが認めてさえくれれば、この方２か月ずつ定期的に受診が必要だよと、２か月以内

で、１か月でも当然いいのです。２週間でもいいのです。そういうふうに認めてくれさえすれば、

そこは補助の対象になると。難病だからといって、国とか東京都の難病に指定していないととか、

そういう……だから難病者等というふうに書かれているのですけれども、難病者というのの扱いは、

村のほうは広く取っているといったところになります。 

  以上です。 

          〔「次へ行きます」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ３Ｃ事業でいいですか。では、３Ｃ事業で。 

  隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  交流会館なのですけれども、冠婚葬祭、住民説明会、学生ボランティア受入れ、サマースクール

等の事業で大人数が集まるスペースとしての機能は維持していく必要があると考えているところで

ございます。現在導入を考えている設備を設置した場合に、現在の交流会館の広さでは、それらの

設備を設置することはできません。例えばボルダリングなのですけれども、既存の壁に対する補強

やボルダリングの壁を固定設置する必要がございます。加えて、安全面を考慮しますとボルダリン

グの壁面より２メートル程度はクッションマットを設置することが必要不可欠でございます。現在

の交流会館の使用頻度を考えても、利用したいときに利用できない日が度々発生する可能性がござ

います。そのため、地域交流会館の活用は考えていないところでございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） ボルダリングと、要は防音施設、これは今の交流会館とは別に、南側に空き

地があるので、そこへ造ったらどうかですかということなのですけれども、交流会館を改築すると

いうことではなく。今交流会館というのは、何日ぐらい年間使っているのですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  南側の増築に関しては、ちょっと擁壁等の問題がございまして、現状追加で増築できないと考え

ております。安全面から考えると、よりそうなると思っています。 

  地域交流会館の使用頻度なのですけれども、令和４年度は約170日程度、令和５年度に関しては２
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月末時点でも、約170日程度予約が入っている状況でして、年間の半数程度で施設の一般利用が停止

することになってしまいますので、利用者の利便性等を著しく低下することになってしまうかなと

考えているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 予算が膨れ上がる規模にもよるのですけれども、５億円で間に合わなくなっ

たときはどういう考えですか、今の３Ｃを止めるのですか。５億円の予算でやっているのですけれ

ども、３Ｃ…… 

          〔何事か言う人あり〕 

〇４番（石野 治君） ３Ｃ事業でしょう。 

          〔「５億」と言う人あり〕 

〇４番（石野 治君） ５億円は違うの。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  予算が決められている部分、東京都宝島のサステナブル・アイランド創造事業に関しては都から

５億の補助をいただいて、５億内で事業を進めていくこととなっておりまして、３Ｃ事業に関して

は、５億円というのは前回の定例のときに私が大体今見込んでいる、予算額５億円程度ですよとい

うところをお話ししたところを受けてかなと思っております。予算の膨れ上がる規模にもよります

けれども、持続可能な島づくりのためには、移住定住、子育て支援、多世代交流の視点が必要であ

ると考えておりまして、それらを具現化するための核となる施設となっていくことから、原則現在

の計画のとおり実施していく方向で考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） これ膨れ上がる規模にもよると書いてあるのですけれども、５億円の予算が

どれぐらい膨れ上がると中止に。中止にはしないのですか、膨れ上がっても。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  その年々の財政状況等々を見ていく必要があるかなと思っていますので、現状幾らになったら中
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止というところは想定の話になってしまいますので、お話はできないところでございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） これ３年間の事業ですよね。当初予算額の５億円の内訳というのは分かるの

ですか。書面にて配付してもらえるとありがたいのですけれども。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  事業自体は、今年度からもう実施しておりまして、前回の議会のときに、３年間の東京都に計画

書を出した時点での見積り額ですか、予算額というのは提出しているところでございます。内訳は、

それを参照いただければ分かるかなと思っています。 

  以上です。 

          〔「終わります」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、石野議員の一般質問を終了いたします。 

  ここで５分間休憩をいたします。 

          （休憩 午前１０時４２分） 

                                           

          （再開 午前１０時５０分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  本日は、12時にお昼の休憩に入って３時まで休会といたします。それで、３時にまたお集まりい

ただいて審議をするというスケジュールでいきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、引き続き一般質問を行っていきたいと思います。 

  井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） それでは、一般質問をさせていただきます。 

  １番目として、焼却場について。今後の計画はどのようにされていくのか質問いたします。 

  ２番目、ｄ払い決済・ポイント付与について。村役場では、還元ポイントとして村内５店舗で行

っていますが、若い人たちは随分利用されているようですが、年配の人たちからは、分からないの

で利用していないという声が聞かれます。年配者の方も利用したいという声がありますが、やり方

が分からないので、利用しやすい方法がないでしょうか。 

  以上２点、よろしくお願いします。 

〇議長（寺田 優君） それでは、焼却場についてご答弁をお願いいたします。 
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  上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 井口議員のご質問に答えさせていただきます。 

  現在、整備に関し再調整に向けて情報収集を行っており、実現可能な調達の内容、方法が検討で

き次第、調達に着手したいと考えています。また、令和６年能登半島地震の復興事業などにより、

建設、建築工事を取り巻く状況は不透明ですが、現施設の応急的な修繕を続け、新施設整備完了ま

での延命化を図っていきたいと考えています。 

〇議長（寺田 優君） 井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） ただいま担当課長からご説明がありましたが、要するに今後の計画について

は、まだまだ分からないというのが現状だろうとは思いますが、私は一番最初の当初予算のときに

６億円の予算があって、それが駄目になったということで、今現在本土のほうではいろんな災害が

起きていて、この６億がどのぐらいまで利島村で焼却場を造るときに跳ね上がるのだろうという心

配はしています。一体どこまで。今現在というのは、人材不足、資材の値上がりだという声がよく

テレビから流れていますが、そういった声をニュースで聞いていると、これは我が村で焼却場を建

設するときまでには、相当な値上がりがあるのかなという考えを持っています。村として今後計画

を立てるについて、相当な予算がかかるのではないかと私自身は思っているのですが、計画を立て

るときにどのぐらいのものが値上がりしていくのか私自身心配しているのですが、計画はそうする

と、どのぐらいまでにどういった形でできていくのかなという心配があります。住民の方にも、一

体いつになったら焼却場ができるのですかという声を聞かれて、今回こういった質問をさせていた

だきましたけれども、今後どのぐらいまで膨らむのかなという心配はしているのですが、今後の仮

的な予算としても相当上がっていくのではないかと思っているのですが、村としてのお考えをお聞

きします。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） ご心配ありがとうございますといいますか、ごもっともというところでござ

います。 

  焼却施設に関しましては、所信の中、また先ほどの石野議員からの一般質問の中でもお答えして

いるとおりでございまして、現時点で皆様にお示しできる状況にないということは、大変心苦しい

ところであります。また、議員活動をする上で、住民の方にどうなっていると議員の皆さんは聞か

れる場面があるかと思いますが、同じように答えられないというように対応するしかないというと

ころも想像できる中で、非常に申し訳ないところであるなというふうに感じております。事業自体

が非常に特殊な建物、設備であるということ、また先ほど課長のほうでも答弁ありましたとおり、
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いろいろな情勢等もありまして、今後どういうふうになっていくのかというのがはっきりとつかみ

切れないという中で、例えば上限ですとか、これぐらいまでだったらとかというところの設定は、

ご想像のとおりお示しできないといったところで非常に申し訳ないところでございますが、ただ、

だからといって整備をしないというふうには、現状考えていないところでございます。では、諦め

るのかというところをしてしまうことは、先々のことを踏まえると、利島村が利島村として生き残

っていくためには必要である設備であるという覚悟というか、考えも持っておりますので、いろん

な考えを排除せずに、進めていくべきというふうに考えております。繰り返しになりますが、現状

水面下でいろいろな調整、折衝等を行っておりますが、しかるべきときにお示しできるように考え

ております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） そこで１つお聞きしたいのですが、結局今現在利用されている焼却場、この

施設の１年にかかるのは、毎年二、三千万の予算を食われているわけです。そうすると、計画がど

んどん、どんどん遅れていくたびに、予算が10年間このままいってしまうと、それこそ２億から３

億の金が使われていくという形になっていくのではないかと思っているのですが、果たしてどうな

っていくのだろうというのが１つあります。 

  それと、これ１つずつやっていけばいいのですが、まとめて私はお聞きしますが、今ラフターク

レーンが入ってくる車庫というのですか、あそこへしまって風よけ、雨よけ、そういったあれで車

庫へ入れているわけなのですが、たしか前の説明のときは、その上の段から下へ焼却施設へ入れる

ようなことを、ごみを入れるというようなことをお聞きした覚えがあるのですが、そうなってくる

とラフタークレーンは今度どこへ持っていくのか。多分ラフタークレーンだって、今度は外へ出し

ておけば壊れるのが早くなってしまうということは、予算が追いついていかないのかなと。かとい

って、ラフタークレーンのためにそういった車庫を造るのかということにもなりかねないのですが、

そこら辺はどのようにお考えか質問させていただきます。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） ご懸念の事案に関しては、当然検討段階の俎上でも上がっておりますし、調

査等は進めております。これも、総合的に皆様にお示しできればいいかなというふうに思っており

ます。 

  現時点では、製油工場と同じというわけではないのですけれども、場所ややり方、考え方もまだ

整理し切れていない段階でありまして、しかるべきときにお示しできればいいかなというふうに考

えております。 
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  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） できるだけ早く計画が実行されることを祈っているのですが、とにかく今現

在村長が答弁してくれたとおり、油工場もあるし、焼却施設もあるし、これ村としては大変なあれ

だなと思っています。とにかく気をつけてやっていただくしかないとは思うのですが、相当これ時

間を食っていくのかなと、私自身考えています。ましてや２つの課題のところですから、そこいら

辺はどっちを優先するのか私も分かりませんけれども、２つの大きなことを１年のうちにやろうと

いうわけにはいかないだろうし、どっちが先でどっちが後だということも、村としても決めかねる

とは思いますが、そこら辺は重々計画を練り上げてやっていただければと思っています。 

  それでは、次をお願いします。 

〇議長（寺田 優君） ｄ払い決済・ポイント数について。 

  榎本総務課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 井口議員のご質問にお答えします。すみません、住民課長として

答弁させていただきます。 

  本事業というか、このポイントの還元については、まさに令和３年度から東京都の東京都生活応

援事業といったものを活用しまして、コロナ明けの生活応援とデジタル化を活用した地域経済の活

性化に向けたキャッシュレス決済の促進のためにポイント還元を行っております。 

  事業開始の際には、多分井口議員もご参加いただいたと思うのですけれども、住民向けのスマホ

教室を開催しまして、ＱＲコード決済が行えるように支援いたしたところでございますが、当時を

思い起こしていただければご存じかと思いますけれども、携帯電話の通信会社のアンテナショップ

ですか、上げさせていただくとドコモショップですとかａｕショップですとかソフトバンクのショ

ップですとか、そういったものが本村にございません中で、なかなか個人、ご高齢者の方特にそう

なのですけれども、メールアドレスの設定したときのメールアドレスも分からないとか、パスワー

ドが分からないとか、なかなかそういう設定の、当初やったときのパスワードなどの再設定に非常

に困難というのを私も現場で対応させていただきまして、多くの課題があったといったところもご

ざいます。 

  今後、スマホの相談会など、今人材派遣のあっせんを行う東京都の事業等々が、ようやくデジタ

ルディバイドというのですか、横文字使うと今しきりに言われていますけれども、ガラケー、ガラ

ケーと言われていた昔の携帯電話が、あと２年ぐらいでもうなくなってしまうといった中で、どう

しても高齢者の方もスマホに移行しなければいけないといったところが出てくると村としても考え

ておりますので、そこは電話通信会社と連携いたしまして、高齢者が円滑にサービスを利用できる
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ような支援を今後検討してまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） 私この頃、農協さんのほうへよく買物に行くのです。そうすると、若い人た

ちは全部携帯でお願いしますってやっているのです。ところが、我々年寄りにとっては、なかなか

それが分からないのです。一番最初、確かに今課長がおっしゃったように、そのところでは覚えて

いてやっていたのですが、やっぱり年数がたつにつれて、どうやったのかというのはもう既に頭か

ら抜けてしまっているのです。 

  それで、よく言われるのが、特に女性の高齢者の方、若い人たちはああやっているけれども、何

でお金払わないのとか、そういった声が聞かれるわけです。自分たちは現金で支払いをしていると。

そうすると、若い人たちはポイントでやっているみたいなのですが、そういったところが年寄りの

方からすると分からないのです。まして、一番最初の説明会場行ったときの説明を受けていても、

やっぱり紙でプリントしたものがあって、こうやってこうやってこうやっていくのだよというよう

なあんちょこみたいなものがあればいいのですが、あの場でも、ただ説明を受けてスマホをいたず

らして、それでという形です。そうすると、お年寄りの方はちょっと、私もそうなのですが、もう

最初やったことなんか忘れています、申し訳ないけれども。それで、まして参加していない女性の

方々は、やっぱり家で遊んでいるわけではなくて、山へ椿作業に行ったりなんだりしていて、そう

いったところに参加していない方も相当数いらっしゃるのです。そういったことを考えていくと、

やり方としてやっぱりプリントしたものを頂いたほうがいいのかなというようなことが考えられる

のですが、高齢者の方も利用できるような方法を何とか考えていただけたらありがたいのですが、

いかがでしょうか。 

〇議長（寺田 優君） 根本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 井口議員のご質問でございます。 

  まさに高齢者が今抱えている問題なのかなというふうに村としても、当然私としても認識してお

ります。ただ、いかんせん村の職員、その当時もそうなのですけれども、なかなか個人情報の管理

とか、そういったところが難しい中で、この小さい村だからできたことというか、当然その設定の

ときにパスワードをお聞きしたりとかなんとかというのをドコモショップのほうに電話したりして、

隣に本人がいていただいて電話に出ていただいて、電話を代わってと、まさにこれは多分相手の人

は、ちゃんとしていなければ、詐欺ではないかと間違われるようなこともやりながら設定はさせて

いただいたのですけれども、紙をお配りしてできるかというと、これはなかなか厳しい現状という

のはございます。そこについては、村も東京都とや携帯通信会社ですとか、そういったところのご
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協力を得ながら進めてまいりたいと考えておりますので、ぜひ高齢者の方もお手間というか、大変

でしょうけれども、そこに乗り切れるようにちょっとご協力いただくというか、一緒にサポートし

ていきながら進めてまいりたいと考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） やっぱり高齢者は、年を取っていくほど分からなくなります。だから、これ

をやっぱり若い人たちみたいにぱっぱ、ぱっぱできればいいのですが、高齢者は１つずつ、これや

って、あれやって、こうやって、ああやって、それでもなおかつ覚えられない。そういったところ

もお含みいただいて、何とか高齢者もこういったポイントを活用できるような方法を考えていただ

ければありがたいなと思います。よろしくお願いいたします。 

  以上で終わります。 

〇議長（寺田 優君） 以上で井口議員の一般質問を終了いたします。 

  引き続き、前田副議長の一般質問を行いたいと思います。 

  前田副議長。 

〇１番（前田 清君） それでは、一般質問入らせていただきます。 

  まず１つ目が、モノラックの整備に関してということです。注釈で、私は生産者会議で説明があ

るからというので、それが開催された場合はキャンセルすると、この質問はしませんというふうに

決めさせていただいていたのですけれども、どうも納得いく回答がなかったので、改めてこの場で

質問させていただきます。 

  まず、予算の制限で整備できないルートがあるとはどういうことなのか。椿産業は島の主産業の

はず、それが予算の都合で整備できませんとは理解できません。主産業をおろそかにする政策とは

何を目指しているのか。 

  農業従事者の高齢化が進みつつある現状において、モノラックを使って作業機械、あるいは農産

物の搬出入ができなければ、高齢者は椿林を放棄せざるを得ず、放置林がますます増えることにな

ると思われます。村政の目指す方向を教えてください。 

  ２つ目、新東京百景に選ばれている南ヶ山園地について。これウスイゴウ園地もそうかもしれま

せんけれども、私の知識では南ヶ山園地だけだったので。園地の広場から眺める景色は、伊豆諸島

の他の島々が遠望され、絶景であります。しかしながら、それしかありません。以前にも一般質問

で述べましたが、他島ではツワブキロード、あるいはさくゆりロードをつくったり、カワヅザクラ

を植えたりと、自然の景観プラスワンをつくっています。利島も同じようにとは言いませんが、サ

クユリは利島の本花とも言える存在であり、サクユリのお花畑的なものはあってもと思うのですが、

いかがですか。 
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  椿林の地主さんそれぞれから四、五球のサクユリの球根を提供いただければ、あとは植えるだけ

です。ボランティアを募って植栽してもらえれば費用はかかりません。東京百景に花を添えるとい

う意味からも、一考いただけないでしょうか。 

  ３つ目、住宅建設に関して。２月現在、これ名称言ってもいいのだよね、まごえんの工事が実施

されていますが、都営住宅の建設はどうなっているのでしょうか。ごみ焼却場の場合と同様に、当

初考えていた経費に比べ建設費用の高騰は避けられないと思われます。2024年度末までには竣工と

聞いていますが、住宅不足が言われてこの方、今のままで果たして竣工にこぎ着けられるのか疑問

に思われて仕方ありません。擁壁を造っても、その乾燥期間とか考えると工期に余裕があるとも思

えません。まごえんの工事と住宅建設工事の優先度はどうなっているのですか。 

  ４つ目、湾岸ではなくて港湾か。港湾道路の舗装に関して。海の状況によっては、西桟橋を使っ

ての客船の就航が行われていますが、今どきの乗客の荷物を見るとキャリーバッグの使用者が多く、

港湾道路を歩かせるのは酷と思われます。以前、石野議員も指摘しておりました、この件に関して

は。水たまりが多く、凸凹で普通に歩くのさえ困難かうかがえます。村内の他の道路並みに、コン

クリートでとは言いません。ましてや管轄が都の港湾局なわけですから、アスファルト製の簡易道

路の設置を要望できないでしょうか。それだけでも、歩行者にとっては朗報になります。 

  ５つ目、地震の、これ能登地震ですけれども、被災地支援について。能登半島地震の被災地へ循

環式シャワーセットを送ったことの判断は、すばらしかったと思います。上下水道が破断し、被災

以来10日も20日も風呂にも入れない状態が続いているとの報道を耳にするたびに、身につまされる

思いがしました。そんな中でのこのたびの対応は、報道でこそされませんが、適正だったと思いま

す。 

  翻って、我が島の上水道の施設は、地震等災害対策はどうなっているのでしょうか。水がなけれ

ば人間生きていきません。小離島ゆえ、昔より各家庭にあった天水をためるタメが使われなくなっ

て久しいと思います。いざ災害のときはどうなのでしょう。電気が止まれば、海水のくみ上げも不

可能なのではと危惧されます。 

  以上です。お願いします。 

〇議長（寺田 優君） それでは、まずモノラック整備について。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 前田副議長のご質問にお答えいたします。 

  モノラックの整備につきましてですが、令和５年度は予定していたレールの修繕を終えた後に、

複数箇所のレールの欠損の発生が判明したという状況でございます。令和６年度、次年度は当初想

定していた予算を増額して計上しており、必要なレールの交換を進めていきたいというふうに考え

ております。 
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  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 以前の話になるのですけれども、年２回ぐらいレール交換とか、要は不具合

の部分を直しているという記憶があるのですけれども、例えば今年度については、それはなかった

のですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  路線の修繕につきましては、月々の管理をしている中での、ここのレールが欠損しているという

報告を受けていますので、そういったものを取りまとめた上で、次年度の予算を組ませていただい

ているというところです。 

  実際の修繕については、大体年度の初めに１回やって、その後また秋ぐらいに１回やっていると

いうような状況です。 

〇議長（寺田 優君） 前田副部長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 昨日の午前中、笹岡議員が、年寄りは先がないと、先が短いという言い方し

ていましたけれども、現状の椿農家の年齢層、年齢構成見ていくと圧倒的に、もうそれこそ後期高

齢者というのですか、が多数を占めているのです。そうすると、もう笹岡議員に言わせるまでもな

いのですけれども、先が短いのです、本当に彼らにすれば。私を含めてですけれども。モノラック

が使えない。道路脇だったらいいですよ、車でそこまで行って歩いていけると。ところが、利島の

状況というのはそういうわけではないです。もう坂ばかりで、その上り下り作業機械を抱えていく

なんて、まず不可能に近いのです、特に女性就農者にとっては。そうすると、３か月、半年という

のが、それで、ああ、ではあの山は終わりだと、もう行けないとなりかねないのです。そうしたら、

もう耕作放棄地、まさに放棄地です。今というか、利島の現状を見ていくと、もうあっちこっち、

それこそ村に接して、えっ、そんなところも放棄地になっているのというところすら今見受けられ

ます。これを、いや、予算がたまたまもう満杯になったからできません。来年に回しますとかって、

そういう余裕があるのかと。確かにお金の問題ってついてまいりますけれども、村の存続とか、産

業の存続を考えたときに、たとえ100万円でも200万円でも、行政だから先出しするというのは難し

いかもしれませんけれども、だったら業者と話をして、お金は４月、５月に、翌年度に払うように

して、作業だけあとはうまくやってくれとかという言い方ができないのか。難しい。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇１番（前田 清君） 要は、なぜすぐに手当てできないのかと。だから、待っている余裕、時間を
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かけている余裕って、もうないのではないかという気がするのです。 

  昨日も話題になっていました椿油工場、製油工場の話もそうなのですけれども、例えば５年後、

10年後に造りますと、誰かこの間の生産者会議の場で言っていましたけれども、その頃には例えば

５年後にできると、すばらしい工場ができました。でも、絞る油が半分しかありませんと、そうな

ったらどうするのって話になってくるのです。だから、それだけ椿産業というのは今微妙な立ち位

置にあるのではないかって思うのですけれども、だからそういう一つ一つの事情についてもうちょ

っと真剣に考えてもらって、では予算どうすると、予備費をつくっておいて、それを充当していく

のだとか、方策は幾つかあると思うのですけれども、そういう感じでもうちょっと椿産業を育成し

ていくのだという、そういう方向性というのはどうなのでしょうか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  今いただいたご指摘は、私のほうでも重々受け止めたいというふうに考えておりますし、今まで

の予算の計上のやり方というのは、基本的に前年度の不具合部分を換算して予算計上して、修繕を

しているというような状況ですので、そういう突発的に不具合が出たときに対応できるような方策

を今後ちょっと検討していきたいというふうに考えております。 

〇議長（寺田 優君） 前田副市長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） モノラックに関してとはちょっと離れてしまうかもしれないのですけれども、

椿産業についてなのですけれども、例えば私はこれ実際に大島行って、ある人から話聞いたのです

けれども、伊豆大島に農業研修制度というのがあるらしいのです。ご存じですか。若者が20代前半

ぐらい、30代いるかどうか知りませんけれども、農業研修で何人か、数名来ているのです。では、

彼らが本当に、大島といったって、そんなに農産品があると思えないのですけれども、農業研修を

受けて、利島も同じような研修制度があってもいいのではないかと思うのです。しかも、利島では

椿山というのですか、では椿実しか取りません。たまにアシタバ摘んだりとかあるかもしれません

けれども、ほかに金になるものってあると思うのです、いっぱい。以前、椿摘みの役とか、そうい

う人がいましたけれども、今は多分そういう人材もなしと、ゼロという状況を考えると、もうちょ

っとそういう人材を育てるというのも必要なのかもしれませんけれども、椿山で稼げる、収益の多

様化というのですか、そういうものを考えていく必要があるのではないかなと思うのです。イコー

ル、その利便性という面ではモノラックというのは、またそういった収穫物を運ぶという意味でも、

モノラックというのは重要な役割を担っているのですけれども、その辺も考えてもらって、先ほど

課長はそういう方策、予備費というのは私が言ったのですけれども、そういうことも対応できるよ

うに考えていきたいという返答いただいたので、その辺は安心していきたいと思うのですけれども、
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ぜひそういう農作業で、椿農家で食っていけるというものを１つ２つつくっていただければ、役場

として、行政としてつくっていただければ、さらにありがたいなと思います。 

  では、次の質問に。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  新東京百景に選ばれている南ヶ山園地につきましては、新東京百景自体が1982年の10月に、都民

の日制定30年を記念して東京都に選定されて、利島村は南ヶ山園地の１か所が選ばれている。 

          〔「ウスイゴウは」と言う人あり〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） ウスイゴウは入っておりません。 

  現在南ヶ山園地の利活用につきましては、サステナブル・アイランド創造事業で今後検討してい

く予定となっております。今後、住民参加のワークショップなどを開催して、そこでのご意見を踏

まえながら、園地のリニューアルの在り方を検討していく予定となっております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） そうすると、私質問書で書いたお花畑的なものはつくらないと、もう自然に

任せるということになるのですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  そういった例えば花を植えるとか、それ以外の部分も含めて、ワークショップの中で検討した上

で、必要なものに関しては実現できるように検討していくということになると思います。 

          〔「じゃ、次お願いします」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 住宅建設に関して。 

  上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 前田副議長のご質問に答えさせていただきます。 

  移住定住促進住宅については、現在擁壁の設計を行い、令和６年度当初に発注できるよう進めて

おります。また、同時に建物の設計も進めています。 

  なお、移住定住促進住宅とその近傍に建設する複合型サテライトオフィスは、一体的に整備する

ことで移住定住促進の効果をより発揮するものであり、優先度に別はありません。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 
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          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） ちょっと予算のことでお聞きしたいのですけれども、移住定住促進住宅、こ

れは来年度にできるのですよね。当初、ではこれから造るのだから、６年度の予算で造るのだから

というのですけれども、もっと前から考えていますよね、住宅建設については。去年でもいい、１

年前でもいいのですけれども、１年前には例えば１億円かかると想定していたと。それが来年度、

06年度には幾ら、何％アップで予定価格というのは決めているのですか。２割、３割ぐらいは上が

っていると思うのですけれども。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） その場所が決まり、設計が決まった段階で数量を拾い上げ、積み上げて積算

し、設計としての金額を想定し、それに伴って事業者さんに見積りをしていただくという段階であ

りまして、去年の段階では、そこまでに図面や積算が至っていないという中で、一概に比較できる

ことはないかなと思っております。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 来年度の06年度の当初予算には、当然ながら住宅建設費用として見込んでい

ると思うのですけれども、それが全く新しく予算を組んだのだというのであれば聞きようがないの

ですけれども、例えば去年当たり、おととし当たりには、これぐらいを想定していたよというもの

があると思うのですけれども、要はそれとの比較でどうかなってお聞きしたのですけれども、その

辺は全く、いや、当時のことはなしだと、もう来年度予算で計上するのだから問題ないと言えば確

かに問題ないかもしれないのですけれども、この物価高、先ほど井口議員も言っていましたけれど

も、資材高、物価高一緒ですけれども、物価高とか人件費高、これを考えたときに、当初の想定と

大分違うと思うのです。だから、時がたてばたつほど予算って、当然経費というのはかかってくる

と。何も我々が生活していく上で物価が５％上がった、10％上がったなんて言っているのと同じよ

うな感じで、そのものの建築費、そういったもろもろがもう上がっていくという状況を考えたら、

それともう一つ、本当に来年度、06年の年末までには出来上がると、これから聞くと、これから業

者を選定していく、図面描いていくという話になってくると、本当に６年度でできるのかいって、

その辺が危惧されるのですけれども、その辺の確証とは言いませんけれども、大体想定内の話で結

構なのですけれども、本当に出来上がるのかどうかという、その辺もうちょっとお話ください。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） こういったハード整備事業に関しましては、私の村長就任以来から、度々途

中経過で報告してきておりますが、現状なかなか計画どおりに進んでいないということで、ご批判、
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ご指摘、ごもっともかなというところでございます。なので、この住宅事業に限らずですが、先々

のことは当然金額も含めてですけれども、明言するというのは、ある種無責任かなというところで

もあります。ただ、それに向けて担当所管のほうでも、引き続き鋭意努力しておりますし、実現に

向けて取り組んでいる最中でございます。なので、議員の皆様におかれましては、よくも悪くも応

援していただければありがたいかなと思っております。 

  繰り返しになりますが、去年の段階で当然事業を進めるに当たって、真っ白で進むわけにもいか

ないと、いろいろなものを、手で白い紙に書いていくようなところから始まり、それには大体概算

として平米幾らだとか、擁壁をどうするこうするというところからおおよその金額を積み上げてい

き、それぞれ課題、メリット、デメリットを抽出しながら、それをより協議しながら進めてきてい

ると。そういった中で、当然同時に財源のところも調査しながら、現在の移住定住のアイテムとい

いますか、メニューを見つけ、それを引っ張りというか、使いながら事業を進めていこうというこ

とになります。また、進めていきながら、より解像度を上げていく必要が出てきます。当然詳細な

金額が出てきて、今の段階では設計がほぼほぼ上がってきて、これからそれを精査しながら、今事

業者の選定に向けて取り組んでいくという状況でございまして、こういったことからも、概算から

の上がり具合とか、そういったことはできますけれども、それが何％で、それがどういう効果があ

るのかというところには、正直申しましてあんまり意味がないかなというところでございます。な

ので、とにかく我々としては、その範囲内、できる限りのところで、来年度整備に向けて取り組ん

でいきたいなという考えでございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 正月に能登半島で地震があって、ところによってはもう壊滅的な被害を受け

たと、住宅の倒壊だけで何万棟という被害、被災しているという状況。そうすると、これから復興

需要が始まっていくのでしょうけれども、例えば建設作業員、港湾関係では港が隆起して、既存の

港が使えないというので、全国の港湾業者に対して招集がかかっているという話を、私ニュースか

な、テレビかネットか、どっちかで見た記憶があるのですけれども、そうすると最初に私思ったの

は、えっ、利島はどうなるのだろうと思ったのです。利島の港湾やっている業者が大手なので、大

丈夫だろうと思いましたけれども、そうするとちっちゃな工事、利島の住宅１棟、集合住宅になる

のでしょうけれども、１棟ぐらいだったらそんな問題ないだろうとは思うのですけれども、業者が

いなくなったら、まずは優先は能登半島だと言われたときに、いや、では金をプラス１割払います

からぜひやってくださいって、行政からそんな話はできないですよね、民間だったらいざ知らず。

となると、果たして想定はしていたけれども、いや、もう今はこういう状況なので、これは言い訳

話になるのでしょうけれども、できませんでしたということにならなくもないと。そのときに、で
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は責任問題はどうなのだということに発展すると思うのです。だから手を打つ。いや、来年度の話

なので、４月以降に考えていけばいいやという問題ではないと思うのです。だから早くに、私は質

問の中でも書きましたけれども、擁壁にしても、土地も何か地形的な要件から、擁壁というのは必

ず必要なのです。そうすると、コンクリート製、何製にしろ時間がかかると。ということになると、

住宅があればすぐにでも利島に移住してみたいという人がいるかもれないと。だったら手を打つの

は、確かに新規の住宅建設も必要かもしれませんけれども、利島は昔からありますよね、空き家対

策とかという、空き家を改修して、そのうちの何割か行政が補助してくれるという制度があります。

そういうものも活用しながら、並行して今まで100万円、200万円しか出せなかったけれども、取り

あえずこういう緊急事態的な捉え方をして、では今まで200万だったものを300万に上げて、そうい

う空き家対策をやっていきたいという手も並行して僕はやっていくべきではないかなって思うので

すけれども、その辺はどう考えますか、村長。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 現時点でも、同時並行でやっております。ただ、やはり利島の地質、気候上、

リフォームに多額の投資をしたとして、なかなか難しい部分が大きいというのは、自分の経験から

もあるという中で、やはりそもそも新設、更新が必要であるという考えの下、現状は新たに住宅を

整備する必要があるという判断で、現在は来年、もしくは再来年に向けても、整備に向けて今進め

ているというところです。ただ、それだけでは当然できないですし、現在の村営住宅の改修等もあ

りますので、空き家住宅に対する支援も含めて、総体的に進めていくように現在もしておりますし、

これからも進めていきたいと考えております。 

  以上です。 

          〔「次行きます」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 港湾道路の舗装について。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  港湾道路の舗装についてですけれども、水たまりや路面の凹凸への応急的な対応については、現

在大島支庁に相談しているところです。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 大島支庁というのは、私は管轄が都の港湾局って聞いていたのですけれども、

支庁対応で大丈夫ですか。 
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〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  大島支庁の中に港湾課がございまして、そこが窓口になっておりますので、そこの担当にお話を

しているという状況です。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 私提案で、アスファルト舗装でもいいのではないのと書かせてもらったので

すけれども、コンクリート製というのは、言ってみれば恒久的、半永久的という感じがするのです

けれども、取りあえずアスファルトで、土地も坂道が多いから、アスファルト、滑りやすくて難し

いって昔聞いたことがあるような気がするのですけれども、港湾道路というのは、言ってみれば真

っ平らな道なので、アスファルト舗装でもいけるのではないかと思ったのですけれども、支庁の担

当レベルではどうなのですか、そういう見解は。いや、もうがちがちのコンクリートでなければ造

れないとか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  技術的な部分については、ちょっとどういった部分、できるかできないかも含めてになると思う

のですけれども、どういった対応ができるか、応急的にどういったことができるかというのを今検

討していただいていますので、そういった今ご意見があったので、そういったこともお伝えはした

いというふうに。ただ、できるかどうかは、ちょっと私のほうでは分かりかねるところです。 

          〔「では、次」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 次、地震被災地支援について。 

  上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 令和３年度から４年度にかけ、浄水場に太陽光発電設備、蓄電設備

等を整備しました。停電時においても、これらの設備を活用することで一定時間脱塩設備及び急速

ろ過設備の運転が可能となっています。また、第２、第３貯水池は、平成24年度から25年度にかけ

耐震補強を行い、急速ろ過施設については平成30年度から31年度にかけて施設の整備を行ったこと

で施設の耐震力を向上させています。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 以前、二、三年前かな、島内視察させてもらったときに、ろ過装置でしたっ



 - 125 -

け、見させてもらって、急速ろ過槽、あれの架台がさびていて、真っ赤っかの状態を見させてもら

ったことがあるのですけれども、それが耐震補強されているということなのですが、それとも別個

に、別の建屋に引っ越しているという、そういうことなのですか。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 数年前に施設を見に行ったというお話でございますけれども、恐ら

く脱塩設備のほうの膜処理のお話かと思いますけれども、そちらのほうは架台のほうも適宜応急的

な修繕はさせていただいているところですけれども、先ほど申し上げたのは急速ろ過設備のほうの

更新を行ったというところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 誤解している部分も多分にあったみたいですけれども、それと太陽光パネル

を設置して、蓄電器、バッテリーもそれなりに設置してあるということなのですけれども、例えば震

度、この間の能登半島がまさにそれに該当するかと思うのですけれども、震度７、震度６強とか、仮

に震度７レベルの地震が襲った、今千葉県沖で１か月ぐらい地震が頻発しているとかというニュース

はしょっちゅう流れていますけれども、この辺だとどこになるのですか、東京直下に該当するのかな、

直下があったときに一番震源に近いという形になるかと思うのですけれども、想定震度も、国あたり、

東京都あたりは出しているのでしょうけれども、島あたりは震度幾つだよと出してはいると思うので

すけれども、何せ島ということを考えると、一旦事が起こったとき、もうどうしようもないのです。

1,200万都民が被災したというのと、300人の村民が被災したよといったら、どっちを重点的に支援す

るかといったら、多分1,200万をどうかしようと考えるのが当たり前だと思うのです。そうすると、利

島には太陽光もあれば何もあると、ポンプも井戸もあるというのと、僕は違うような気がするのです。 

 質問にも書かせてもらったけれども、昔のタメという貯水槽があったと、現実に役場の庭にも貯水

槽ありますよね、１個。飲めるかどうかというのは別なのですけれども。例えばそういうものを利用

して、１か月、２か月はしのいでいくということになれば、水を浄化する何か装置が必要だと。それ

こそ飲料水だったら簡易型でもいいのでしょうけれども、そういうものも取りあえずは用意しておい

てみようと、あるいは発電機もあります。持ち歩き可能な発電機もありますけれども、そういったも

のもあれば、では、あとは燃料だという具合に想定できるものというのは、あらかじめその範囲内で

準備しておくべきではないかなと思うのですけれども、その辺の考えって村としてはどうなのですか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  まず、今近々に想定されている、利島でいくと南海トラフの地震かなというふうに考えておりま
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すけれども、南海トラフの最大震度で今想定されているのが最大で５強で、ただ、どこまでを想定

するかと、それでなくても震度７の地震が来るのではないかとか、そういうものまで果たして想定

しなければいけないのかどうなのかというのは、専門的な知見を持っている、当然気象庁とか東京

都とか国とか、そういうところと協議しながら進めていかなければ、防災対策というのはいけない

のかなというふうに考えておりますけれども、今ちょうど副村長が都から派遣していらして、総合

防災部出身ということも踏まえて、必要なものについてはぜひ副村長のいる期間に、準備できるも

のというものをどこまで準備したらいいのかというのも含めて、実際に地域防災計画を策定してお

りますけれども、当然それだけでは実際に利島の、本当に離島のこういったところというのはごく

限られた地域しかないものですから、想定し得ることがちょっと違ってくるのかなといったところ

も含めて、今後検討してまいりたいと考えております。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） もう一つ、私も以前この場で質問させてもらったことがあるし、笹岡議員も

たしか取り上げられたことがあったと思うのですけれども、石垣、特に子供が学校に通う通学路に

なっているその石垣が、あれもたしか支庁だか東京都が、いや、お金出してやってくれるという話

を当時聞いた記憶があるのです。でも、そのまんまになっています。言わせてもらえば……石垣っ

て分かります。 

          〔「分かります」と言う人あり〕 

〇１番（前田 清君） そういうのはどうなっているのかなというのも気になって仕方ないのですけ

れども。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  副議長がおっしゃっているのは、都道に面したところの石垣の修繕かと思いますけれども、当時

私担当課長をしておりまして、大島支庁の土木課と地権者の方というのですか、ご相談させていた

だいて、部分的な修繕というのですか、１個の石が落っこってきたとか、そういったところの部分

的な修繕は都でもできるけれども、玉石垣に造り替えるとか、そういったものについては現状行わ

ないというようなご回答をいただいておりまして、その後地権者の方とも、そういったようなお話

があったよというようなお話はさせていただきました。 

  以上であります。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） ということは、地権者の費用でやりなさいということ。それ以外にも、今少
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なくなったと思うのですけれども、ブロック塀、あれもまだまだ、結構高いところにあるのが見受

けられます。一部ブロック塀そのものも撤去してしまったというところも多々ありますけれども、

まだ残っていると。やっぱり通学路に当たるのです、子供らの。そういうところというのは、地権

者の話云々というのもあるのでしょうけれども、私有財産云々というのはあるのでしょうけれども、

それより危険度が高いということから、撤去するとか、そういうのもあってもいいのではないかと

思うのですけれども、その辺はどうですか。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） ブロック塀の話ですけれども、東京都さんとかでも助成制度をされ

ているところもございますけれども、現状私どもで、実際私有財産のところございますので、そこ

を撤去しますとかいうところは検討しておりません。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 私有財産云々って言われたら言いようがないのですけれども、それよか、先

ほどから言っていますけれども、子供たちの通学路、通学途中に事があったら、いや、あれ私有財

産だからその家に請求してくれと、治療費、あるいは弔慰金、万が一亡くなったというのもたまに

耳にしますよね、ブロック塀が倒れて、その下敷きになって子供が亡くなったとかという話も、子

供ばかりではなくて大人もそうですけれども。そういう事態になっても、あれは私有財産だから、

行政関係ありませんでしたと言い切れるのかという、ほっかむりして逃げることはできるのでしょ

うけれども、そういうもろもろを含めて、それと先ほどの石垣の問題、石垣塀、そういう問題。本

当に１個、２個崩れ落ちて、石が落ちてくる分には問題ないのです。でも、あそこの状況を見ると、

場所はもうお分かりだと思いますけれども、崩れ出したら、多分あれ全面が崩れるのではないかっ

て思えるのですけれども、それでも支庁、あるいは東京都というのは見て見ぬふりをするのかとい

う思いが私募るのですけれども、前は支援があるって、補助があるって私承知していたのです。お

願いします。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 前田副議長のご質問にお答えさせていただきますけれども、まず

そもそも経緯として、何で一部だけ玉石垣ではなくて残ってしまったのかというようなところも、

私ども事業を実施したのが、かれこれもう20年も前、30年も前の話になってしまうので、ちょっと

どういう経緯であそこだけ残ったのかとか、そういった経緯も分かりませんし、そこについて玉石

垣の整備というのは集落景観で行っていると、村の事業で行っている部分も当然ございますしとい

う中で、私どもが大島支庁の土木課に確認したところ、修繕について、壊れたところについての修
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繕は当然自分のところでもできるけれども、石垣そのものを全部入れ替えるというのですか、玉石

垣にするとか、そういったものはやはりできかねるというようなお話をいただいておりました。 

  そこについて、副議長からのご質問とご要望というのもありますので、再度支庁にも、どうなの

かというのは確認させていただきたいと思いますし、また通学路というお話ありましたけれども、

ちょっと私教育委員会のほうも職員として働いていた経験上、通学路の点検というのは、道路管理

者と学校とＰＴＡと警察等と、毎年必ず実施していると認識しております。その中で、当然危険な

ところがあれば、道路管理者等々にご報告は上げていただいているというふうに認識しております

ので、そこに対応するのは、特に都道の面しているところについては道路管理者は当然東京都でご

ざいますので、そこについても大島支庁にしかるべきお話が行っているものと認識してございます。

また、そこが東京都のほうにお話が行っていないようでしたら、私のほうからも一度支庁のほうに

は確認させていただきたいと思っています。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） ぜひ問合せして、改善できるのであれば、早急に改善してほしいと思います。 

  それと、最後になりますけれども、私は質問書の中にも書かせてもらいましたけれども、能登地

震へ支援物資としてシャワーセット、何というの、あれ。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇１番（前田 清君） あれは、久々のヒットではなかったかなって私は思います。本当に10日も20日

も風呂にも、そうなるのでしょうけれども、水が出ない、流れないということになったら仕方ない

ことなのでしょうけれども、あれは近年まれに見るヒットではないかなと思いました、本当に。考

えてくださった方は、本当にご苦労さまでしたって言いたいです。 

  以上、終わります。 

〇議長（寺田 優君） それでは、前田副議長の一般質問を終了いたします。 

  これより休憩に入ります。 

          （休憩 正  午） 

                                           

          （再開 午後 ２時５７分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  次は、笹岡議員の一般質問を行います。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） では、一般質問をいたします。読み上げていきます。 
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  質問に先立って、私たち現議員が、今週10月23日をもって任期を迎えます。 

  初めに、聞こえに関する支援では、聞こえというのは難聴のことですけれども、支援では、補聴

器の購入助成額の５万円にとどまらず、諸制度支援を含めた先進的な取組をしていただいたことに

謝意を表するものであります。今後、島しょ町村でも取り上げられてくると想定しています。各町

村でも取り上げられてくると想定しています。 

  私は、これまで一貫して住民の要望、意見を大事に村政に取り組んできました。今日までの結果

は、聞こえに関する支援制度以外は、多くの制度の実現が厳しい状況にあります。私は、この後の

任期中の議会においても、島外医療受診の際の旅費支援制度の充実をはじめ、福祉、教育、産業等、

多くの住民の皆さんの意見や要望事案の実現に、皆様のお力添えをいただきながら努力してまいり

ます。 

  本題です。島外診療の際の旅費助成。前議会で私が、もともとは全住民を対象に一律１万5,000円

の助成であった制度を、前村長が１期目の就任早々5,000円に切り下げた。それを同人が２度目の村

長選挙に立候補を前にして、2,000円引き上げて7,000円にした経緯があると質問したことに、所管

課長は認める答弁をしています。村が低所得の高齢者に手厚く改善した。マル注、注釈ですが、65歳

以上の住民税均等割が非課税者で、宿泊領収書ありの方は１万5,000円、領収書のない方は１万円、

ここまでが注釈です。といっても、この条件に該当する人は極めて限られています。もともとが全

住民を対象に一律１万5,000円だったことを知っている多くの住民からは、賛同する声は聞かれてい

ません。付添人に対する助成など、一部の改善策はあるものの、全体的に見れば公務員を対象外と

するなど、むしろ後退している面のほうが大きいと思っています。 

  私は、全住民を対象に、交通事情による２日間までの延泊を含めて、交通費、いわゆる愛らんど

シャトル、船舶特２等、これはジェットと100円か200円違うのかな、ジェット船と特２等とはそれ

ぐらいしか違いません、足して調べたときは。と宿泊料金（島嶼会館）を基準に１回につき５万円

を限度額として、実費の80％を回数制限なく助成することを求めます。これによる島嶼会館に２泊

した場合の助成額は、往復船舶利用では２万円、往復、大島間の間ですが、ヘリコプターを利用し

た場合では２万4,000円になります。 

  私たち日本共産党の島しょ議員団は、都議会議員団と力を合わせて島しょ住民の命と健康を守る

ために、引き続き東京都に支援助成を要請してまいります。 

  奨学金返済額の２分の１を免除。日本は、高等教育にかかる高過ぎる授業料、入学金と相まって、

有償の奨学金による返済など、教育費の負担が際立って高く、先進国の中でも教育後進国と言われ

ています。こうした実情の下にあって、入学金の廃止や授業料の減額、奨学金の半額免除、もしく

は無償給付などの課題が国民的世論になっています。 

  私は、村の奨学金の半額を早期に免除するよう村長の英断を求めます。年に僅か80万円の負担で

事足ります。 
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  元町港、岡田港桟橋における乗換えのときの歩行困難者等の車椅子搬送依頼についてです。昨年

６月の議会でも要望しました。その後の状況について伺います。 

  空き家バンク登録とリフォーム。村は、人を入れたくても住宅がないと言っている一方で、個人

所有の空き家住宅の活用に当たってのリフォームについて、入居希望者が決まってから対応すると

説明していると聞いています。それでは入居が遅くなります。登録を受けた時点でリフォームに取

り組み、いつでも入居できる状態に施策を講じたらいかがですか。 

  次は、村制施行100周年記念誌の発行についてであります。昨年12月の議会でも要望しました。住

民からも、発行を強く求める声があります。編さんに当たっては、業者丸投げではなく、住民主体

の参加型が望まれます。 

  椿林の放置林対策と新たな産業の構築です。放置林が増えつつある今日、農協と連携して取り組

んでいくと述べていますが、その後の進捗状況について伺います。 

  住民の中に、猛暑の中での木下草刈りは厳しい、将来の世代を考慮して椿林を活用した新産業の

導入が必要と考えられるとの提案があります。検討を求めます。 

  農業機械助成の拡充。村は、農協が承認した新たな機械の推薦書について、参考として受けるに

すぎないとしていることに、誰に聞いても、それなら何も農協に文書の提出をさせる必要はない。

それをあえて農協に文書提出をさせるのは、村は、農協が住民から受けた要望を農協に拒絶させて、

あたかも農協の責任に見せるがための策としか受け止められない。これほどこそくで組合員と組合

を愚弄した答弁はないと怒りにも似た声があります。私は、当然の指摘と考えます。 

  農協は、生産者から機械の追加要請を受けて、時には機械の購入をしてまで生産者に試験使用を

してもらうなど、誠実に責任を持って助成推薦しています。機種によっては推薦しないことも当然

あります。村は、農協の対応を重々認識されて、誠意ある行政執行の姿勢を持って取り組まれるよ

う、改めて対応を求めます。 

  次は、椿油産業支援事業です。前議会で、農協の要望、意見を踏まえて質問しました。再度の質

問をします。椿油産業は、本村の歴史的基幹産業との位置づけがうたい文句にとどまることなく、

村を挙げての椿山産業の起死回生策との位置づけと危機感を持って、農協の主体性を尊重しつつ、

商品開発、市場開拓等、あらゆる事業取組の支援策を図ることを求めます。 

  現下の喫緊の課題として、ＪＡＳ椿油の買取り価格について、村が椿実１キログラム当たり350円

の支援をすることを求めます。これによる生産者の受取価格は、18リッター１缶当たり60キログラ

ムと換算して10万2,000円になります。これに要する村の負担額は、当面の買取り量では300万円程

度で事足ります。この施策を講じることによって、勤労されている若い人たちが生産に従事する意

欲を誘引することに功を奏すると考えています。これが実現すれば、椿油産業は魅力ある産業とし

て期待できる将来展望につながると考えます。改めて重視していただいて、実施されることを求め

ます。 
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  それでは、議会、行政、農協との三者会議の開催です。村は、生産者会議で対応できると拒絶し

ていますが、同会議とは目的が異なります。三者会議で協議する意図するところは、将来の椿油生

産振興策の要となる後継者対策としての貴重な議論の成果を三者が共有することにあります。その

ため、この会議にはＩターン、Ｕターン者の就農希望者の参加を求めます。 

  次は、委託事業価格の改定です。新年度からの実施で検討すると答弁していますが、変わりあり

ませんか。 

  次は、ジシンガ沢ストックヤード。指定外廃棄物の投棄があったとのタブレット情報がありまし

た。私は、現地を見に行きましたが、回収されたとのことで、それらしき廃棄物は見当たりません

でした。そこで気づいたのは、立札は２本とも折れて、強風で吹き飛ばされていました。立札には、

木、枝と草の投棄場所を指定した記載があるだけで、それ以外の廃棄物を規制する記載はありませ

んでした。立札には、草木以外の投棄を禁ずる旨の記載をして、しっかりと固定した設置を求めま

す。その後は、タブレット情報の喚起もあってか、不法投棄の情報はありませんが、必要ならば防

犯カメラの設置も考えたらと思います。何も常時監視する必要もないわけで、記録媒体で確認がで

きれば事足りると思います。カメラだけならせいぜい十数万円もあれば施設できます。 

  最後に、生ごみ処理です。私は、住民の中に生ごみの再利用で有効活用を目途に、ＥＭ菌堆肥化

事業の実施を望む声があることを紹介して、取りあえず実証実験の実施を提案したところ、村はそ

の考えはないと拒絶しています。そうかと思えば、ジシンガ沢ストックヤードに生ごみ処理の残渣

を埋め立てていることに、生ごみ処理に関する村の考え方は全く理解できないという不信感が出て

います。 

  ＥＭ菌処理で家庭菜園やプランター栽培などの普及状況によっては、村の生ごみ処理量は相当量

減量できます。まずは、ＥＭ菌の調査と実証実験に取り組んで、その結果を公表することを求めま

す。効果が実証できたら、普及に向けて協力者を募る呼びかけと容器及びＥＭ菌の無償供与を提案

します。ごみ対策については、焼却施設を含め予算案審議の中でも伺うことにします。 

  以上で質問を終わります。答弁内容によっては再質問いたします。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 答弁をお願いいたします。 

  まず、島外診療の際の旅費助成についてであります。 

  榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 引き続きよろしくお願いいたします。笹岡議員のご質問にお答え

します。 

  島外医療機関の通院交通費の補助についてでございますが、補助対象については、石野議員の一

般質問でもお答えしましたけれども、公務員については令和６年度から追加をして運用してまいり



 - 132 -

たいと考えております。また、定期的に島外の医療機関に通院される方、２か月に１回とか、定期

的という意味はそういうことで、難病者の医療通院支援事業の補助が、この島外通院のものよりも

多少充実していることから、そちらの活用を図っていただくよう周知しているところでございます。 

  また、東海汽船株式会社の運賃が値上げされることが５月から分かっておりますので、５月から

の通院分につきまして、補助金額の拡充を図ってまいりたいと考えおります。そのほかの見直しに

ついても、随時検討してまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは、所信表明のときもるるお伺いしたので簡略にしますけれども、公務

員を除いていたのを戻したと、その点については所信表明でるる申し上げましたので、割愛します。 

  拡充ということについて、今いろいろ検討、東海汽船の船賃も上がったということもあってとい

うことなのですけれども、これもうちょっと具体的に構想があれば説明してくれませんか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  東海汽船の運賃のほうが、おおむね往復で、特２等、ジェットフォイルで460円値上げされるとい

うことも伴いまして、村として今回について検討している、まだ当初予算が審議されていない中で

ちょっとなかなか申し上げにくいところでもございますけれども、通常でいきますと交通費の３分

の１助成というところだったのですけれども、今回村のほうでもその３分の１というところに縛ら

れずに、値上げされた分の同等額、500円程度、交通費のほう助成を拡充していきたいなというふう

に考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは、行政と私と、これ前は私も一律だったのですけれども、途中から率

でと、実費に対する比率でということを申し上げるように、去年の６月頃からでしたか、これ住民

さんと話をしたら、そのほうがいいのではないかということで私も受け入れて、そういう質問に切

り替えたのですけれども、それまでは、申し述べているように１万5,000円の定額だったのです、ず

っと。ところが、何で7,000円になったかというのは質問書に書きましたから割愛、もう繰り返しま

せんけれども、定額から率にしたというのは、私と今の行政の考え方と決定的に違うわけです。１

つは、実費に対してどのくらいの助成をするかと、村は一律幾らだよということではなくて。そう

いう考え方で住民さんの声を聞いて、相談の結果、そうですね、私もそう思いますというようなこ
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とで切り替えたということは、ただいま述べたとおりなのですが、率に切り替えられたらどうです

か。例えば私は、実費の80％、今の現行の交通費で概算ですよ、これはあくまでも。それで実費で

すから、島嶼会館へ２泊した場合、それで２万円です。分かりやすいのです。実費です、既定額で

はなくて。行って帰ってくれば、黙って幾らということではないのです。だから、１泊しかしなけ

れば、もっと下がります。泊まらなければゼロです。今度の旅費と同じような考え方です、その点

では。いかがですか。 

  これあえて今回担当課長と議論するというのではなくて、今、私初めてそういう考え方を述べた

ので、決定的にこれは行政と違うなというのは。改めて課題として、次の議会までに検討いただき

たいと思います。その要請をして、この次へ行きます。検討していただけますか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  ちょっと村長を差し置いて私が検討するともしないとも言い難いところもございますけれども、

当然これまでも、私も村長も述べているとおり、離島のこの利島に住む住民にあっては、島外への

通院に対する交通費は、医療費以外に十分負担になっているというところは認識してございます。 

  また、そのため村民が長く健康で安心して生活していただくためには、まさに住民サービスの本

旨であるというところも十分認識した上で、今後、今のというか、まず村で保健師も10年前から採

用、ようやく初めて村の保健師、正職で採用したとか、そういったところも含めて、生活習慣病や

認知症などの疾病予防に向けた取組を村も進めている中で、いろんなことの政策の中で、全てのこ

とについて検討を図っていきたいなというふうに考えております。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは、私も今述べましたように、考え方を変えまして、下のほうで私ども

の島の島しょ関係の議員団としても調べたりしていますけれども、どこの島を見ても島しょは一律

なのです、確かに本村を含めて。ただ、都議会議員の一部が条例改正提案を東京都に求めようかと

いうことで動いてきて、実際に提案したこともあるのです。そういうことで、下に書いた都議団と

も、あるいは東京都議会とも検討、相談しながら、要請しながらやっていくと。そうすると東京、

そちらのほうはどういうことかというと、実費なのです。実費の50％ということを要請しているよ

うです、その提案した条例案を見ますと。だから、そういう点も踏まえながら、実費の50％を東京

都が負担してくれるような時代が来たら、村はそれなりにもっと経費負担も減るでしょうし、負担

経費も減るでしょうし、新たな課題になろうと思うのです。そういうことで検討いただき、村も併

せて実費方向で、確かに島しょは全部定額です、今のところどこの島も。その高いか安いかという
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ような違いはもちろんありますけれども、そういうことでご検討いただきたいと思います。 

  次をお願いいたします。 

〇議長（寺田 優君） 次は、奨学金の返済２分の１。 

  弟子丸教育長。 

          〔教育長（弟子丸知樹君）登壇〕 

〇教育長（弟子丸知樹君） お答えをいたします。 

  奨学金の返済額の２分の１を免除することについてですけれども、令和５年の議会において、こ

こ二、三回の議会を通してかと思うのですが、家庭の経済的な負担について、小離島ゆえの利島村

の積年の課題であるというところは、私としても認識をしてございます。一方で、総合的に考慮す

ると、受益者の負担軽減の観点からも、ほかの自治体に比べて今の制度、先んじたものを整えてい

ると認識しているというところの答弁をしているところでございます。 

  この方針について、前回の議会のときから変更がなく、奨学金の一定額の一律免除については、

少し補足をすると、Ｕターンの促進というのをこの貸付制度においては目的の一つにしております

ので、その制度の趣旨から考えたときに、慎重に検討していくべきことかなというふうに考えてお

りまして、議員のご指摘の部分については、現時点では考えていないというふうな状況でございま

す。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これについても、私前回も述べたと思うのですが、前回も前々回も、現教育

長の答弁をいただいた途端に述べているという記憶なのですけれども、こういう答弁された教育長

というのは、失礼ながら初めてなのです。この状況の前段のほうですけれども。それで、これは高

く私は評価している、自体は。それはそうなのだが、でということで、今回は文面見ていただくと

分かるように、少し違っています、質問書は。これについては、今全国的な課題になっているので

す。高校生もそうでしょうけれども、特に大学生に対する入学金制度とか、そういう授業料ももち

ろんです。これは大きな問題になっています。これは国の問題になっていますわな、国でも考えざ

るを得なくなるだろうと私も想定はしていますけれども、ただいつの時代かは分かりません。そう

いうことで、それでは結構ですというわけにいかないのですけれども、御村で教育長から、前回は

各島の格差といましたか、そういう問題で、どういうことが優れているのだということをお伺いし

て、後日資料を頂きました。確かにその点では先進的なところもあります。私ではなくて、一番驚

いたのはやっぱりオーストラリアですか、ニュージーランドですか、あそこへ行ったのが、これは

ただで行ってくれるという、これは考えられないことだというような高い評価といいますか、住民

の中からも、それは知らなかったということも聞いてはいます。ですから、そういう点での先進的

なのは、これは当然私も否定も何にもしない、認めるし、結構だということで思いますけれども、
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そういう中、背景を踏まえて、金額とすれば80万ぐらいなのです。それも結構助かるわけでと思い

ますので、ぜひこれも実現の方向で、これは教育長というよりも村長に、財政編成権者の村長、あ

わせてというか、村長にお願いをしたいと、努力を。そう思っています。この際よろしくお願いし

たいと思うのですが、どうですか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） この質問が議会のたびに提出されるごとに、教育長、また幹部の関係者と協

議はしております。なので、検討はしておりますが、これは椿の振興の話ともリンクするのですけ

れども、バランスも考えなければいけないと。ほかにもいろいろな施策をやっていく中で、ほかと

のバランス、もともと教育分野でいろいろな手だてをしているというのはご紹介をされていたとお

りでありまして、さらにやっていくとなると、また違うのではないかと。今のところ、そういうふ

うに考えております。それでしたら、もう少し違う形で支援できないかということが、本来行政と

してやるべきことではないかということで、当然考え、検討はしておりますが、そこをよしやると

いうところには至っていないというところであります。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 分かりました。 

  それでは、次をお願いいたします。 

〇議長（寺田 優君） 歩行困難者への対応について。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  乗換え時の歩行困難者への対応についてですけれども、現在の状況につきましては、利島の代理

店に改めて確認をしました。車椅子での乗船を希望される方につきましては、利島の代理店にその

旨を事前連絡していただければ、船や大島の代理店とも情報共有を行った上で、可能な限り乗降の

サポートを行っているということです。なので、乗り降りに関してはサポート、サービスの一環と

して行っているというところです。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これについては、昨日夜でしたか、早速その要望された方に実は電話、こう

いうことになっているよと言ったら喜ばれました。それで、さらにその声も伝えたいと思うのです

けれども、これは何もその人に限ったわけではないので、このミスは、利島で処理できると。利島

で、（株）ＴＯＳＨＩＭＡさんに申し込めばいいと。言えば、あとは連絡を取ってくれると。大島へ
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頼んだり、東海汽船へ頼んだりしなくても。それで、これはぜひ広報なんかでお知らせしていただ

ければありがたいと思うのですが、いかがですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  その点については、利島の代理店を含めて、東海汽船も含めた形でちょっと私のほうで確認はし

たいと思います。 

          〔「じゃ、次に」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、空き家バンク登録とリフォームについて。 

  上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 笹岡議員のご質問に答えさせていただきます。 

  定住空き家活用事業は、村内への定住と村内の活性化の促進を目的としています。賃貸借や購入

が確定する前に支援を行い、その後、入居者が決まらなかった場合、事実上資材の価値を向上する

だけの支援となってしまいます。そのため、住宅の賃貸借、購入が決まる前の入居者が確定してい

ない個人宅の改修に対しては補助することを考えていません。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 村長の前田議員に対する先ほどの答弁は、私がいつだか質問して答弁いただ

いたのとは少し前向きというか、違ったような印象で聞いていましたけれども、前は空き家対策の

問題については、優先的には考えていないような印象で聞いていたのです。あと、新築といいます

か、新しい住宅を優先すると。要は、それが間違っていたらごめんなさい。そういう具合に聞いて

いたところ、先ほどは並行してやるという答弁に変わって、それも私としてはいいなと思って聞い

ていたのですけれども、前は、くどいようですが、優先的には新築をやるというのがあったので、

それは撤回されたように聞いていたのですが、その前提の上に立って、いつ修理するのだと。確か

に理屈的には、来るも来ないも、いるもいないも分からないまま修理するということは、これはい

かがかと、私も分かります。ところが、一方では村長の言葉を、村長に限らずですけれども、何々

をしたくて入れたくても、人はいても住むところがないと。それでは新築待ちだと。２年、３年か

かるわけです。その間に、それでは空き家が何軒あるか分かりません。募集の仕方もありますよ、

これは未来永劫とは言いません。喫緊の課題対策としてという意味もあるのですか。もうあります

よと、住むところは。新住宅を建てるのは大変なのです。午前中、前田議員からも、いろいろもの

が上がった段階でどうかという話まで含めてありましたけれども、あるいは作業員がいるとかいな

いとか。それを仮によしんばさておいたとしても、家がないから人を入れるわけにいかないのだと、
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そのためにあれもできない、これもできないと、こういう状況が今あるわけです。現実にあると言

っているのだから。だから、それならば緊急避難的と言ってもいいぐらいの状況にあるわけです。

その間、積極的にこれをやって修理すると言ったって、そう１年も半年もかかるとは思えないので

す。そういう意味で、先ほどの話ではいつ来るか分かりもしないのに修理しておくわけにもいかぬ

という、入るのだか入らないのだか分からないのに。という話もありましたけれども、ここは少し

考え直してみませんか。そのことによって、募集できるのです、もう家さえあれば。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 先ほどの繰り返しとなりますけれども、賃貸借や購入が確定する前

に支援を行うことは、事実上資材の価値を向上するための支援となってしまいます。そのため、住

宅の賃貸借、購入が決まる前の入居者の確定していない個人の改修に関しては、補助することは考

えていません。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 考えないというのは、それはそれとして、今言ったように、ならば一方的に

家がない、住むところがないと言えないのではないですか。一方では、住むところがないから人が

入れられない、ほしくても。それには新築を待つのだ、よしんばできたとしてです。それまで待つ

しかないではないですか、未来永劫ということではないのです。緊急避難的でも、もう５軒でも３

軒でもあるだけ修理して、申込みがあったらです。ないのに勝手にやるわけにいかない。うちを提

供しますよという申込みがあったら修理して、募集したらいいではないですか。その先々、新しい

住宅ができたときに転居したいなら転居させればいいではないですか。人がいない、人がいないっ

て一方で言いながら、考えていませんって。私はその辺どうしても気になるのだけれども、あんま

りこればかりやっているわけにもいかぬから、これぐらいで切り上げますけれども、いかがですか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 住宅政策全体に関してのご指摘かなと承っております。空き家バンク制度に

関してというよりも、午前中の前田議員とのところで話が変わったのではないかというところのま

ずはご指摘に関してですが、前田議員に対する答弁の中でも申しているとおり、基本的にはやはり

新築を優先というか、新築をしていくべきだと。利島の気象条件、湿気の高いところに長年ある住

宅というのは、やはり傷みが激しいというところで、それを維持していくことよりも新しく建て替

えて、当然新耐震とか、そういったものを網羅したものに順次更新していくべきという方針は変わ

っておりません。 

  また、同時並行でやっていくというのは、これは私の所信の中でも述べたことともリンクします
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が、今村営住宅も含め、結構何でも村役場が準備しなければいけない、用意しなければいけないと

いうところに、もう限界がそろそろ来ていると。それは、予算的なものだけでなく、職員の負荷の

面でも、所管のほうがその都度対応してもらい、ボイラーやサッシ、家の不具合をそれぞれ直して

いっておりますが、当然管理責任というのがあるものの、なかなかそれも人手不足、予算不足、時

間がない中でやっていくのに限界もあると、不動産屋、そういう専門的な施工業者も島内になかな

かいない中で。そういった中で、民間同士の話を進めてもらえるほうが、島内の事業者にもそのほ

うがいいのかなという考えもありまして、そういったことで、こういった制度がありますよという

ことを同時並行で進めていくというところでございます。なので、当然かといって何もやらないと

いうわけにもいかないので、住宅を新たに整備し、さらにはかねてよりご指摘がある現住宅の長寿

命化に対する修繕を同時にしていかなければいけないといったところで、総合的に進めていきたい

というところの一つであります。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私は、こればかりやっているわけにもいかないのですけれども、ちょっと矛

盾しているのではないかと思うのです、答弁が。先に人はいるのだと、入りたい人が。ところが、

先に修理すると、湿気があってカビが生えて腐るかもしれないという…… 

          〔「それは違う」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） それは違うの。何か湿気があって傷みがどうのという話に聞こえたのですけ

れども。応募があって決まったら、しかし、修理するのだよね、これ。利島に応募がありましたと、

例えば役場の職員でもいいですよ、職員採用すると決まったと。それで、断るのではなくて採用し

たいと、そして応募者があったと、そうしたら４月なら４月、５月、８月でも採用はいつでもいい

と思うのだけれども、そうしたら、そのとき決まったら修理しますと。私らが言っているのは、住

民さんが言っているのは、分かっているならば修理していらっしゃいと、それならやりますよと。

ところが、今の考え方は、応募があったら修理しますと。その順序を早めただけなのです。それの

ほうが対応しやすいでしょうと。それも20軒も30軒もあるわけないのです。だったら、３軒なら３

軒、村の計画として空き家住宅の応募があったと、それではその間に修理しようではないかと。同

時に、それではいらっしゃいと、来てくれと。何月までに直っているから、８月までに直っている

と、そういうことを言っているのです。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 考え方の違いなのかなというところであります。先ほどの答弁にさらに踏み

込んだ形でお答えするとしますと、もしそういう状況であるのであれば、個人、もしくは民間で自

ら修繕等をしてもらって、迎え入れてもらうというところが本筋かなと思っております。この制度
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に関しては、利島の今の住宅が逼迫している状況の中で、そこを空けていくということが前提で、

住宅の逼迫状況が軽減されるということの意味合いでありまして、人を呼ぶためにうちを修理する、

だから先に修理して、リフォームして呼ぶよというものの制度の意味合いが違うということでご理

解いただければなと思っております。当然そうやってきれいにしてくれれば、人を呼びやすいのに

ということもあるかもしれませんが、現時点での制度の性質上、そういったことは考えておりませ

んし、所管の答弁のとおり、あくまで個人の価値を上げるだけのものに公金を投入するということ

に合理性がなかなか見いだせないということで、こういった答弁になっております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ご理解って言われても、これはご理解するという、それではそれでいいので

はないですかという意味のご理解というのも難しいのですけれども、見解の相違ということである

ならば、これはしようがないかなと。私は依然として、やっぱり前対策として対応すべきであろう

と、そして緊急避難的な対応として、どうせ申し込んだときは修理するのだろうから、後先の問題

なのです。ですから、そういう具合に述べさせてもらって、次に行きます。 

〇議長（寺田 優君） 次は、100周年記念誌の発行について。 

  榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  村制施行100周年の記念誌の発行についてでございますが、現時点で100周年での記念誌の発行と

いうのは考えておりません。利島村史について、12月議会でも答弁させていただきましたけれども、

編さんから既に四半世紀、25年以上たっているといったところもございますので、将来的な編さん

について、今後教育委員会とも協議、検討を重ねていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） どこでも、周年誌というのは特別なのです。年がら年中来るわけではないの

です。一般的な、歴史書というのは、それはどこでも、利島にもあるのでしょう、もうできて。こ

こでいうのは100年の歴史のみ。それで、私の記憶の範囲内では、村史というのはないと思うのです、

そういう意味では50年史もないし。ところが、学校だけはあるのです。学校だけは、記念誌を作っ

てあるのです。それで、村政の中ではないのです。たまたま我々の時代に記念事業というのはやっ

たことある、今あそこに碑が立っていますよね、あれ何でしたっけ。そこに住民の名前がざっと書

いてある、役場の前にある、あれ何の記念碑でしたっけ。表題に書いてある、碑を見れば分かるけ
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れども。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 50年ですか。 

          〔「平成13年に何かつくりましたよね」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） あれ何碑でしたっけ、碑には書いてあると思うので。あれも記念事業だった

と思うのです。多分あの碑を見れば分かると思うのだ、何とか書いてあるでしょうから。それが何

にもないと、あるのは記録の映画だかそういうもの、フィルムだけだというものが、100年前には何

があったのだと、どういうものがあったのだと、100年後の我々がいる、ここにいる人たちが何人残

るか、100年後いるかどうか知りませんけれども、100年後、100年後と言うは易しだけれども。だけ

れども、歴史書は残るだろうと。古文書になるかどうか知りませんけれども。そういう意味からし

ても、利島村の未来の100年後の人たち、あるいは50年後の人たちが見たときに、まだこの世に生ま

れていない人たちが見るときに、何年頃に利島の100年式をやったと、そのときにここで健在で暮ら

していた人たちが村政をはじめ、教育委員会をはじめ、関係者が記録を残してくれてあると、100年

に１回しか来ないのです、年史というのは。次は200年史だか150年史だか知りません。毎年毎年年

史とは言いにくい、101年史、102年史なんていうのは。ですから、そういう意味で今の生きている

人たちの記録の残りとして、住民の声として、住民の歴史として、村が100年史を残そうと、100年

記念誌を残そうという、これは住民の声でもありますし、私もそう思います。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  議員のおっしゃるとおり、100年の節目であったときに記念誌を作るという一つの目的等々も十分

理解できますけれども、まさに村史が、それこそ100年に限らず、利島が生まれてからではないです

けれども、それこそ太古の昔からの歴史をつづったものでございまして、まさに私も利島の昔のこ

とは、当然高齢者の方にも昔からお話を聞いたりと、お酒の席で、昔はこうだったとか、そういっ

たお話を聞いたりとか、そういうところもありましたけれども、村史を見て利島村の歴史を学んだ

といったところもございます。そういった中で、やはり村史が編さんされて25年たっているといっ

たところで、25年の移り変わりというのは、当然どこにも記録が残っていないというか、残ってい

ないという言い方がちょっと語弊があるかもしれませんけれども、各記憶の中に残っているもので

あり、それが文章化されたものがなかなか統一的なものがないというところもございますので、そ

ういったところも含めて、ここは一度村史の編集というか、編さんに当たる契機を設けたほうが、

より今の村史も多少読みにくいというか、歴史巻のところで診療所のこと書いてあると飛んでいた

りとか、一連のことがきれいに載っていないとかというところもございますので、そういうところ

も含めて村史の在り方というか、そういったところも含めて検討させていただければなといったと
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ころで、当然議員のおっしゃるとおり100年間で何が起きたかというのは村史に網羅できるような形

になると思っておりますので、そこはぜひ私も思っているのは、今村長が所信でも述べられている

とおりＩターンの者が、私のデータでいくと60歳以下でいくと80％かなというふうに考えておりま

すけれども、そういった中で村の歴史というものは、ぜひ今ご存命の方に聞いていかなければいけ

ないなというところもありますので、そういったところもきちんとした事業化ではないですけれど

も、検討は進めてまいりたいと考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ちなみに、その村史というのはいつ頃を考えているのですか、まだ日程にも

何にも入っていない、いるのですか、もう。 

〇議長（寺田 優君） 弟子丸教育長。 

          〔教育長（弟子丸知樹君）登壇〕 

〇教育長（弟子丸知樹君） お答えをいたします。 

  教育委員会がまちの歴史文化を担当してございますので、私から答弁をさせていただきますけれ

ども、村史自体をどのように改訂していくかというところについて、決まったものは正直なところ

現時点ではございません。役場の中での協議等々も、いついつからやっていこうというふうなとこ

ろも未定のところでございます。 

  一方で、先ほど総務課長からもお話ありましたように、策定から30年近くがたっている中で、例

えばあと20年間とか30年間の間改訂しなかったとしたら、改訂をしていくための知見を有する方が、

村内になかなか残っておられないような状況になるのではないかなというふうに考えてございます。

なので、何十年も先というよりかは、比較的そろそろ改訂について考えていくべきではないかなと

いうふうには思ってございます。 

  一方で、先ほど同様に総務課長からありましたように、現状の村史の在り方自体が、今の時代に

適したものかであるとか、多くの住民の方に親しんでいただけるものかというところも含めて、時

代とともに例えば文書で残していくのがいいのか、ほかの形式で残していくのがいいのか、100周年

のイベントに関しては、すみません、ちょっと越権かもしれないのですが、そういった意味で今年

度は動画で残すというところにトライをしたのだというふうに私自身は理解をしてございますので、

より住民の方に、利島の歴史であったり文化であったりというところを親しんでいけるような残し

方を検討していければというふうに考えているところでございます。 

          〔「じゃ、次お願いします」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 次は、椿林の放置林対策です。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 
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〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  椿林の放置対策については、前回の議会での答弁と重なりますけれども、Ｉターン者が増えてい

るという現状から、椿山の維持には兼業や副業で関わる人を増やすことが必要と認識しております。

そのため、村としては農業機械購入に対する補助なども継続して行っていく予定です。また、昨今

の気象により、今まで以上に夏場の作業にご苦労されていることも認識しております。村では、椿

の生産性向上のため、草刈りの自動化の実証を進めているところであり、来年度、令和６年度は年

間を通じて実証し、この成果を今後の椿産業の活性化に生かしていきたいというふうに考えており

ます。 

  なお、病害虫の対策の効率化に向けても、来年度ドローンによる薬剤散布の実証を行う予定とな

っております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは初めて本格的な質問の格好になるのですけれども、といって長々とや

るわけにもいかぬわけですけれども、前に所信表明のときにも関連して伺ってきていますが、要は

この島の人たちを、先ほどから20代、40代という話るるありますけれども、この人たちが、将来こ

こに住むであろう人たちを、どう暮らしていっていただくのかと、生計をどう維持するのだという、

この構想です。それには、私申し述べましたけれども、現状をどう認識しているかなのです。いき

なりユートピアは来ません。前田議員からも出ました。このヤブの中から、突然実が盛り上がって

くるわけないのです。これどんどんヤブにしていったらそれだけ大変です、元に戻すだけでも。こ

れをどうするのだという真剣な産業興しがないまま、意義がないまま振興しましょうと言ったって、

後にも触れますけれども、前田議員からもありましたけれども、機械をそろえました、工場は立派

に造りましたと、さあ、実が来ないと。人がいない。ものをつくればいいというものではないので

す。将来構想を村長は論ずる、ＳＤＧｓだか継続だか分かりませんけれども、そのためには今やる

ことをやる必要があるのだと思うのです。それで現状を見るのです。現状がもう既にあるならまだ

いいですよ、それに立って構想を練っていけば。今利島の産業は、椿産業が潰れかかっているとい

うところをどう見るかということで論ずるつもりでいますけれども、これも時間の制約もあります

から、そんなくどくどやっているわけにもいかないとは思っています。今現状をどう見ていますか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 所信、または生産者会議の中でも述べさせていただいたとおりでございます。

当日、笹岡議員もたしかいらっしゃったと思いますので、お聞きかとは思いますが、現状認識とし

て、時間軸を今から私が利島に帰ってきた10年前から、私は評価というか、比較していて、それ以
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前の話はちょっと何とも言えない、評価するべきものでないかなと思いまして、現状、それから10年

前、それからその先に関して、私なりの調査、実体験、もしくはいろんな取組、私自身もいろいろ

自分自身も山に入ったりとかして、自分の中で評価している限りで言いますと、10年前に帰ってき

たときに、この状況は予想されていたというふうに申し上げていた次第でございます。いっぱい山

を持っていた、大きい山の持ち主の農家さん、椿山をやっていた農家さんたちが、それぞれ島を離

れられたり、場合によってはお亡くなりになられたり、もしくは高齢化によって、いわゆる放置と

いうか、なかなか収穫に結びつかないという状況であります。その間、何もやっていなかったかと

言われると、それはそれで違いますと。いろんな支援、製油工場だけでなくて、農協さんのほうで

もいろんな形で支援してきたと。それが、いろいろな手当てをしながら今があるという中で、現状

の認識としては、そういう状況であると。生産者会議の中でも述べましたが、私に何か、それこそ

先ほど言われたユートピアのような施策があるわけではありませんと、起死回生の何か一手がある

わけではないという中で、今現状のやるべきことの一つとしては、まずここまで数年間続けてきた

モノラックですとか、椿林の更新事業ですとか、そういったものは続けていくと。これが、永年続

けていくというわけではなくて、当面は続けていくと。さらに、それ以外の今までやったことがな

いアプローチ、別の角度、これまでの形態を継続していくことがもう困難であるというふうな評価

でございます。そのため、それはそれで継続できる限り継続していくものはしていきつつ、別の角

度でアプローチしていくことが一つ重要かなというふうな判断でございます。その上で、何度も所

管のほうが説明しているとおり、デジタル技術ですとか、中間管理といいますか、椿に今まで接点

のない方々に椿山に入ってもらう機会を増やしていくことが、今できる私の考え、私というか村役

場で今考え得る方策の一つであって、当然それだけでは駄目だと思いますが、今行政としてやるこ

とは、まずはそれかなというふうに考えております。 

  また、それ以外の方法としては、これも所管のほうから説明がありましたが、サステナブル・ア

イランド事業で、椿油を絞った際に出てくる副産物を何かに活用できないかとか、いろんな角度で

今と研究というか、視点、視野を広げて取り組んでいるといったところが現状でございまして、そ

れが全部成功するか、実になるかどうかというのは、ちょっとやってみないと分からないとは思い

ますが、現在は所信の中でもこれも述べましたが、将来に向けた投資ができる時代、追い風といい

ますか、東京都も応援してくれるといったところで、そちらのほうに注力したいというふうな考え

でございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 以前の利島に長く住んで貢献された方が村長のときに、私に、これは非公式

な話として、今でも忘れません。この利島の椿油の産業、15年後には潰れると思うと、当時現職の
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村長です。それから20年ちょっとたちました。まだ潰れていません。彼は、15年後には生産者はほ

とんどいないと、そういう言い方をしたのです。私は、腹の中ではそれはちょっとオーバーなあれ

でしょうと、自分は達者でしたから、元気でしたから。椿油もやっていました。今でもやっていま

すけれども。それで、今よりもっと農家はありました、生産者は。そういう時代を歩んできて、そ

れから20年ちょっとたちます。私はこの間、昨日も、この間も前田議員にも例え話にされましたけ

れども、当時はまだ先が長かったのです、今よりは若かったから。今ここまで来て見渡すと、椿産

業って当時若い人たちみんなやったのです、40、50代が。女性も男性もそれなりにやっていたので

す、地主が。ところが、さま変わりしました。見てのとおりです。私は何を言いたいかといいます

と、このスピードは速いだろうと思っています。うかうかしていたら。今はまだ時間がありますけ

れども、ように見えますけれども、このスピードは速いだろうと、そう思っています。 

  現状認識を聞いているわけですけれども、といって私にどうしたらいいですかって言われても、

私も困る状況です。ただ言えるのは、後の質問とも関連しますけれども、そのためにどうしたらい

いのだといったら、こうしたらではなくて、やはり人の知恵を集めるところが今一番大事だろうと

思うのです。老いも若きも、外から来るＩターン、Ｕターン含めて、あるいは先輩の高齢者も含め

て。その作業を軽視していたら、どんな策を打っても溺れるという感じがします。今特効薬はない

と思っているのです。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 特効薬はありますかということですか。 

          〔「策、私はないと思って……」と言う人あり〕 

〇村長（村山将人君） 策は、先ほど答弁したとおりでございまして、今現状は、認識はそういうこ

とでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それでは、次に移ります。これ全部産業に関係しているので、次でいいわけ

ですけれども、それではそのまま順番にやります。順番に行って、これはさらっと聞きます。文章

は長いですけれども、簡単に聞きます。農業機械の助成の問題、これ簡単に聞きます。質問の趣旨

は質問書のとおりです。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  農業機械の助成に関してですけれども、機械購入のニーズにつきましては、令和４年度から生産
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者に対してアンケート調査を行って、その結果を踏まえて、現在今年度につきましては電動式の草

刈り機に使用できるバッテリーを補助対象の機器に加えることを今検討しているというところです。 

  今後につきましても、年度ごとにニーズ調査を行った上で、農業機械の助成を効果的に運用して

いきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 答弁は答弁で聞いておきますけれども、質問の趣旨、私の考えももちろんあ

りますけれども、こういう背景があるということをぜひご理解いただいた上でご検討、考えていた

だきたいなと思うのです。それは、そのために文章にも丁寧に書いたつもりでいます。 

  次お願いします。 

〇議長（寺田 優君） 椿油産業支援事業について。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 椿産業支援の事業についてですけれども、椿油のブランド化につき

ましては、東京宝島事業の活用によるリブランディングや椿油明日葉ソースの開発などを通じた利

島の椿のブランド力を高める取組について、農協と連携して行ってきております。また、商品のＰ

Ｒを目的としたイベントへの出展に対しても支援を行っております。加えて、利島の椿への関心を

高める取組として、学生ボランティアの受入れやワーキングホリデーの実施など、椿産業の全体的

なファンづくりを進めているところです。生産力の向上に向けては、引き続き草刈りの自動化の実

証を行い、実装化につなげていきたいというふうに考えております。 

  こうした取組を通じて、ブランディングや生産力の向上に資することで椿産業の振興を図ること

を考えており、買取り価格への支援については、以前から議会でも答弁しているとおりですけれど

も、考えておりません。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ここのところは少し時間を使います。現状認識、現状認識と言ってきました

けれども、先ほど来関連していると述べましたが、この最後、昨日の話の所信表明に対する事実論

です、これは。補助金ではなくて、利率とすべきという、そこの部分と関連するのです。所信表明

のときも、それも触れた質問をしています。機械をつくる、機械は草刈り機もあれば、自動草刈り

機もあれば、振るいもあれば、一番大きな機械は製油場だ。そういう設備を整えれば産業は振興す

ると、椿産業は。私は、椿ばかり言うつもりはないのです。これは腹の中では、ここには書いてい

ないけれども、今の漁業産業の１次産業といいましたけれども、漁業の危機問題なんかも含んでい
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ます。考え方の中では、決して忘れているわけではないのです。いずれにしても、危機的な状況に

あるという１次産業、その中でもとりわけ椿油は、基幹産業だの歴史的だのという表現は使われて

きたけれども、一貫して村政の中でも椿産業は歴史的な基幹産業ということで来たのです。それこ

そ100年来たかもしれません。そういう位置づけを持ったときに、今の状況をどう見るかといったら

ば、楽をするために作業の軽減化は必要です。機械を買えば働くかということです。そういう認識

ですかと。では、機械を買うなと言いません。機械の補助金を、先ほど簡単に質問しますと言った

けれども、バッテリーが欲しい、その助成をしていただける、ありがたいです。だけれども、それ

が目的ではない。椿産業を振興していく上で必要です。だけれども、肝腎要なのは働き方改革、そ

れも大事ですけれども、従業員、就農者をどう迎えるかで、そうしない限り生産が上がらないのだ

と、これは。いかに優秀なロボットを拾ってくれれば別ですけれども。そういう意味から、それに

よって住民たちは生計を営んでいくのでしょうと、ここを見落としたら駄目なのだということです。

食うためなら何でもいいと私言っていません。何でもいいのです。椿産業に携わる人たちをどう育

成するかなのです。それが、現状認識どうですかと、どのくらいの人が、若い人たち、若い人たち

いいけれども、80％もいいです。どのくらい若い人たちが椿産業に従事していますかと、なぜ従事

しないのだと、ヤブだからです。 

  それともう一つは、これは昔から誰さんも言っているのだけれども、椿生産作業というのは割に

も勘定にも合わないと言われているのです。歴代の村長もそう言っています。日当計算したら、と

てもではないけれども、尺に合わないと。したがって、それは何かといったら、機械のせいでもな

ければ、作業員が、就農者が能がないわけでもない、安いからです。といって上げなさいと、その

上げるのはＪＡならＪＡの仕事でもいいです、それは。だけれども、生産イコール生産者の実入り

が魅力ある産業として定着する方向の位置づけをやらなかったら、就農者はついてこないと。それ

が、私が言う300円だか350円やれば10万円になりますよと。永久にやってくれとは言っていないの

です、これ。ちょっとの間助けてくれと、特に若い人たちを。利島へ来て椿をやってくださいと言

ったって、椿だけで生活できません、正直言って。働くところなんか、場所なんかヤブになってき

てありはしない。そういう意味で、誰がきっぱらってくれるわけでもない、自分できっぱらえとい

うのが残念ながら現状なのです。これが現状です。私は、ここは一踏ん張り。それともう一つは、

営業というとあれですけれども、大島さんなんかも八丈さんなんかもそうですけれども、観光地で

すわな、観光成型場所で観光産業、町長自らがやっぱり旗振っています。イベントにはもう出てい

く、フリージアだの椿まつりだのって。それを村長にやれとは言いませんけれども、そういう点で、

この椿産業についてどう見ているのかなと。何かそういう言い方すると誤解されても困るけれども、

こういうことをやっています、こういうことやっているのは製油工場を造ります。自動草刈り機を

考えます。天候調査します。それはそれでやってほしいのです。やるなとは言っていない、そんな

ものは関係ないとは言っていないので。私は、もう一度言いますけれども、生産者の実入り、稼ぎ、



 - 147 -

これを助けてほしいの。そうすれば、今それだけで専門に働ける人はまずいないと思う、10万出し

ても。ところが、全体の量を見たときに、いろんなところに勤めている人たち、若い人たちいっぱ

いいます。それこそ40％、80％かもしれませんけれども、その人たちの力を借りたいなと思うわけ

です。それで支えていってほしいと。個人的になるから言いませんけれども、職員の皆さんの中で

も頑張っている方いらっしゃるの聞いています。そういう意味で、３缶、４缶拾ってもらえればい

いとは言いませんけれども、拾ってくれれば30万、40万になりますよと。そういう魅力をつけたら、

それが私は誘因とも言ったし、若い人たちの関心を引き寄せると。といって、今ＪＡＳを農協で聞

きましたけれども、100缶も200缶も売っているわけではないのです。どのくらい売るか知りません。

そういうことで、ぜひお願いしたいと思って質問をしているのですけれども、どうでしょうか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 買取り価格の支援ということかなというふうに承っておりますが、これ何度

も同じ答弁になりますが、所管のほうでも先ほど答弁したとおりで、私も認識は一緒です。買取り

価格の上乗せに対する支援は考えていないというところ。なぜかと、議員がまたそれで拒絶とかと

いうふうにおっしゃるかもしれませんが、拒絶とかではなくて、そのことによって誘引というふう

な表現をされておりますが、そのことによって持続可能なという観点からすると、それによって人

が集まり栄えていくイメージができないというところでありまして、当然以前から説明していると

おりで、税金の使い方として、それがどうなのかという観点もあります。 

  よって、現在のところは上乗せに対する支援というのは考えていないと、違う形で支援をしてい

くということで、さきの答弁でも述べたとおり、間接的にいろんなものをやっていきたいというふ

うに考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これはお断りしたとおり、どうしても多少そういう議論が展開されている中

では時間を費やさざるを得ない面があるのですけれども、見解の相違で片づけられても、それでも

困るけれども、最終的にはそうなるかどうか分かりませんけれども、これ誤解されると困るのだけ

れども、設備すれば、作業は軽くなれば、安いものでも働き手が出るよと、みんな集中してくると、

私はそこは疑問があるのです。あえて言葉を換えて言えば、その機械を使ってもらうため、工場を

使ってもらうため、そのためには稼ぎができるのだって、それやれば。値段が、かつて歴史を見て

も、だから言いました、歴代の村長の何人かのお話を聞いてきて、村長ばかりではないですけれど

も、聞いてきていますけれども、先ほど言いました、椿油をやったって割にも勘定にも合わないと、

ここはウイークポイントになっているのです。なぜ安いか、その一言です。 
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  一番感じているのは、椿油で営業を成り立たせようとしている組合さんです。農協。だから、そ

こにみんな組合員は、歴代組合の総会をやるたびに、最近の合併した組合はともかく、また元に戻

りましたけれども、かつての昔話して恐縮ですけれども、かつての総会のたびに、農協にはなんで

はない値上げです。近年でもそうです。生産者会議なんかやるたびに値上げです。もちろん機械も

いろんな援助をしてもらいたい、工場も造ってもらいたいです、そのためには。安いからやらない

のです。それを、今ちょっと手を貸してもらいたいということを言っているのです。農協は農協な

りに上積みしてきて、今７万かそこらですか、ＪＡＳが７万か７万5,000円だか知りませんけれども、

それでも５万だか６万からすると上げてきているのです。ところが、営業体だから赤字でやるわけ

にはいかないのだ、これ。そういう意味もあって、ぜひこれは考え方の違いで片づけられないで、

本当にこの椿油今手抜いていたら、私は機械は買いそろえようと、天候調査やろうと、品種改良を

やろうと、行き先がもう見えると。後からついてきている人はいないのだから、なぜ、安いから。

機械がないからではないのです。並行だ並行だって言われるのでは、しようがないと言えばしよう

がないのだけれども、私はこれは産業振興の要だと、今利島の。特に椿林は、椿産業は。村長が前

にもおっしゃっているの聞いています。椿産業については、必ずしもそこが生命線なのかというこ

とも考えて、疑問もあるみたいな話も聞いています。前にそういうことを述べられました。そうい

うことを述べているのが、暑い、きっぱらいやるのはつらい、若い人なんかついてこない、そんな

ものは。それで、しかも稼ぎが僅かなものと。大して稼ぎにもならないと。それなのに、汗かいて

下払いを切って椿を拾う、寒いときに。機械をそろえましたと。私はここは、利島の椿産業中心と

いう、中心というのは産業に対しての決定的な問題だと思ってみている。といって、機械はやめな

さい、何も工場も要らないよと言っているわけではないのです。単純なのです。安いから就業しな

い。椿に手をつけない。それが実態だと。これを言葉悪く言って、そこのところ高みの見物をして

いたら、私はそう遠くない将来、椿、椿なんて言ったって間尺に合わないと。前田議員も言ってい

たそのとおり、立派な工場はできて待っていたのだけれども、30俵が来たと。作業員も暇、増えな

い、30俵を絞っただけでは。そういう時代になる可能性が十分に予測されると。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 過去の村長がどういうふうに発言されたのか、私の発言に関しては私の責任

の範疇なので、それはそれとしてですが、一つ言わせていただけるとすれば、この議会の場であま

りネガティブな発言、割に合わないとかということを再三述べられておりますが、どうなのかなと

いうふうに私自身も不思議な感覚になります。私も農家の端くれ、両親、祖母から山を預かってお

りまして、時間はないほうではありますが、積極的に行って朝早くから夕方まで草を刈り、実を拾

っておりまして、その大変さというのは身に染みて分かっております。ただ、そんな中で、これは

昨日の所信の中でも答弁させてもらいましたが、自立の部分で自分自身が体現していくべきだとい
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うふうな、自分自身が実証にもなり得るテーマでもあるというふうに考えておりまして、自分自身

は山に入る際にいろんなものを考えながら入っております。例えば機械というか、草刈りのひもと

言われるものですけれども、今どんどん、どんどんいいものができていて、それを変える時間等も

削減していき、できる限り山で作業している時間を、週末しか私は山に入れないものなので、週末

フルに作業したらどれだけの面積できるかとか、夫婦で入ってどれだけの量を拾えるかとかという

のはやっております。 

  要は何が言いたいかというと、昨日も少し言ったのですけれども、経済的な支援だけではなくて、

気持ち、マインド的な支援、こうやってやっていければこんなに拾えるのだよということを今我々

世代に広めていくことが、私の村長としてではなく、別の役割として重要かなと考えている次第で

あります。農協さんも、いろいろな方策を講じているという中で、少しずつではあるかもしれませ

んが、若い就農者が増えてきているというようなお話も聞いております。なので、私自身は、それ

ら行政としてお金を出すだけではなくて、できる支援がほかにもいろいろあるという中で、サステ

ナ事業とかでも付加価値を何かつけられないかということで研究してもらっておりますが、それ以

外でもできることはできる、できないことも当然ありますし、支出に関してはほかの事業とのバラ

ンスもありますので、総体的に取り組んでおりまして、厳しい状況ではあるものの、ほかの島には

ない何か可能性はあると思って、私自身も積極的に椿産業、椿山の作業に関しては従事しておりま

す。なので、答えがあって、それに向かって走っているわけではありませんが、何かを模索しなが

ら、自分自身で追求しながらやっていくことで、もしかしたら何かが開けるのかなと思って椿山に

入っております。情報交換等は、まだ不十分なところはありますが、自分自身のやっていった経験、

またはいろんな知見を享受しながら取り組めたらいいなというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ここでやるのはあくまでも議論の中の議論みたいな印象を受けざるを得ない

けれども、村長も、俺も生産者だという立場も披露していただいていますけれども、それは漏れ聞

いています。現実に見たこともありますし。かつてから私もやっていますけれども、今の現状は衰

退の一方です、くどいようですけれども。栄えはない、こんなことやっていたら。やっぱり魅力あ

る産業とするためには、値段の問題です。これは、私の声というより生産者会議なんかに出るので

す、値段が。そうすると、組合員も一番つらいところです、聞いていると。分かりましたよ、それ

では10万円にしましょうと。安いと、５万や６万では。それで、ようやく芽を出そうとしたらＪＡ

Ｓというのをやり出したのだ。それで、一般の油は買取り価格は６万ぐらいではないかな、今知ら

ないけれども。５万かな、６万かな、それで1,000円ずつ上げるなんていう話があります。今農協が

この二、三年取り組んでやろうとしている、それがようやく幾らか姿が見えようとしてきているの
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が、このＪＡＳなのです。だから、これをメインにやってみようかなというのが今の組合の考え方

です、総会を聞いていても。将来は、主流でもしＪＡＳでいったら、昔みたいに1,000缶だと、1,200缶

だなんて取れたようなときには、そんなことでもないでしょうけれども、今豊作、豊作だといった

て、地べたがなくなってしまったのだから、せいぜい600缶もあったら大豊作ではないですか、収穫

は。面積がなくなっているのだから。そういう意味で、これが今どんどんなって、それが豊作なん

てときは、今年あたりはどのくらい、組合の発表聞いたら、200缶あったのかないかぐらいでしょう、

組合の集荷量は。これは組合に聞けば分かる。そうしたら、面白いことを言うのです。面白い人と

言っては失礼だけれども、ちょっと笑い話で披露させてもらいますけれども、そうなったら組合要

らなくなるよと、購買品だけ売っている、それで店屋になると。役場、産業課がいなくなる、やる

ことがないから。そこまで皮肉みたいな笑い話も出る声があるのです。潰れるよと、椿油。考え方

の問題を論じている場ではないという気がするのです。もちろん考え方は否定しませんけれども、

もうやる必要があると、ここまで火がついていると。ですから、私は今回この一般質問でも最重点

課題の一つに取り上げました、椿油。利島の産業潰れると、ほかにないのだから。シドケ、シドケ

なんて言いますけれども、農協に聞いたらいいけれども、あれも1,000万もあるのかどうか知りませ

んけれども、アシタバ幾らありますかというのです。ほかに何がありますか。私も、農協でそうい

う産業の収入を全部掌握したわけではないです。やっぱり利島である財産といったら椿油なのです。

これが、ただなくなってきているだけの話。消えてなくなったわけではないのだ、山はある。土地

はあるのです。放置されただけ。やっぱり村長、ここは再度村長の考え方も、それは村長ですから、

皆さん村長を中心に生きているわけですから、それはそれでもって最大限尊重しなければならぬと

いう立場で皆さんいると思うのだ。自ら村長が音頭を取ってこの危機感を、おふくろを手伝ってい

るのだか、自分の収入にしているのだか知りませんけれども、個人的なこともさることながら幸い

にして経験者なわけですから、決して高みの見物をしているとは思っていないし、その立場でもな

いのは分かっているわけ、村長の話も状況を見ていて、説明を受けなくても。役場の中で、村長だ

けが地べたに足がついていると、我が行政体の中で。だから、ぜひ村長にそこのところは、ほかの

職員にこういうことを言っては誠に失礼なのだけれども、ほかの方々は行政マンです。村長は、行

政マンの行政のトップですけれども、椿油問題に地に足がついているのは村長だけなのです。その

村長の立場から職員を指導して、指揮監督して、政策を練り上げて取り組んでほしい、この危機回

生場として。これは、そう言っては失礼ですけれども、ほかの職員ではできません。できないとい

う意味は、椿山を知らない、生産者の立場に立てない、生産者でないのだから。村長自身が、村長

は百姓の端くれと言っている、見事なものです。ほかの方々は、失礼ですけれども、百姓の端くれ

ではないのです。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 
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〇村長（村山将人君） 私一人が生産者の一部だというふうなニュアンスで取られましたら、ちょっ

と訂正させていただきたいのですが、役場の職員の中でも、椿山に入り作業をしている職員もいら

っしゃいます、何名か。また、少しずつ増えているのが現状です。それは、大農家さんのように広

大な土地を管理しているわけではありませんが、少しずつでも、お休みの日に山に入っているとい

う話は聞いております。 

  そんな中で、私も少し椿に関わらせている者として、また行政のトップとして予算も預かる身と

して、何度も申し上げているとおり、バランスを考えて判断をしていくと。当然山に入った知見も

踏まえながら、それぞれに判断をしていくことが必要という中で、やはり財政、お金の流れを見る

中で、ハード、ソフト、年によって大体6,000万以上がかかっているというようなのが、これが現状

であります。そんな中で、それをさらに上乗せというふうになってくることが、この産業自身に対

してどういうふうな影響が出るのか、それがプラスに働くのかというところで、私自身はそうはな

らないというふうに判断をしているというだけで、それはあくまでも私が村長でなければ、別の村

長であれば、そうするべきだというふうな判断をするかもしれませんが、私の調査、体験、いろん

なほかの事業とのバランス、農業分野だけでなくて、ほかの事業とのバランス、農業分野に投入し

ている交付金とのバランスを踏まえて、それをやることが効果的でないというふうな判断の下、繰

り返しになりますが、上乗せ価格の支援は今考えていないというふうな結論になっている次第でご

ざいます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私は、今百姓の問題が端くれと言って、村長が端くれと言ったので、端くれ

と言ったのですが、もう一名か、百姓いましたね、失礼しました。ただ、先ほど言いましたように、

私も聞いてはいるのです、職員の中でも椿産業を携わっているというのは。ですから、そういう意

味では、それはそれでこういう認識で言ったのです。百姓というか、要するに他の人の土地を借り

て、地主でないというような意味で言ったのですけれど、もし不都合があれば訂正しますけれども、

知らずしてしゃべったわけではない、うっかりしましたと、もう一名いましたなという意味で、も

し…… 

          〔「１名だけじゃない」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうですか。それでは、その発言は撤回させてもらいますけれども、おわび

して。 

  これ以上はやりませんけれども、村長は考え方をきちんと示していますから、他の村長ならどう

なる、そこまで出されて言われたのでは、そうですかというか、これ以上何を言うのだということ

に尽きると思うので。ただ、最後に一言、やっぱり私を含めて論じることは、そこでもって解決つ
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くとは私自身も思ってはいませんけれども、この椿産業はこのままいったら遠くない将来に倒産す

る、潰れると。成り立たない、産業としては。20缶や30缶やったって、50缶やったって商売になり

ませんよ、業者が相手にしない。そういう意味で、今200缶、300缶あるから、20缶でも30缶でも売

れたりするのです。そういうところで、そろそろこの問題は切り上げなければいかぬかなと、潮時

かなと。決定的なのは、代が替わったらという話です。そこまで言われると、これ以上続けるわけ

にもいかないと思います。 

  次お願いします。 

〇議長（寺田 優君） 三者会議の開催です。 

  荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  三者会議の開催についてなのですけれども、前回の議会でも答弁させていただいておりますが、

村は農協が主催する年２回の生産者会議、先週も出席させていただきましたけれども、そこで補助

事業をはじめとした村で取り組む事業の説明や、生産者の皆さんとの意見交換を行っております。

加えて、村、農協、製油センター従事者とも定例会を開催し、現場での状況については情報交換を

行っております。引き続き、このような場を活用して意見交換を行っていきたいというふうに考え

ております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 単刀直入に伺いますけれども、やっていますよと、ほかの会議で。間に合わ

せているということなのですけれども、三者会議をやることに何か抵抗があるのですか。どうも農

協と行政と議会と、これ正直言って、私ではない、農協さんからも出ていると思うのです。だけれ

ども、断っているのでしょう。そう言われています。三者会議やりたいのだと提案していますと。

でも、行政はかたくなに生産者会議で間に合っているとか、あっちでこっちでというけれども。そ

れと、もう一つの特筆は、私農協の幹部には関係ないのですけれども、何でしまいのほうにこの会

議にはＩターン、Ｕターン。Ｉターン、Ｕターンというのは若い人、一言でＵターン、Ｉターンと

言ったって、いろいろ高齢者もいます。それこそ20代から40代ぐらいというのですか、それでこの

人たちは生産者でも何でもない。知らない、椿油というのを。だけれども、どうなのだと意見を聞

いてみたいと、そこで皆さんが一堂に。村長さんどうなのですか、議会さんどうなのですかと、農

協さんどうなのですかと。そういう要望も聞いて、農協もそうでしょうけれども、政策として練り

上げて共有していくと、三者が。今そういう場ではないのですよ、生産者会議だと、農協の総会だ

なんていうのは、 
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〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  前回の定例会において、笹岡議員から大勢が集まる生産者会議では、若い子たちが意見が言えな

い人がいると、そのような人々の意見を聞く場があるべきと、旨の発言があったというふうに認識

しております。 

  議員のご指摘を踏まえて、おおむね40代から下の世代で新規就農者、新規に就農することを考え

ている方とか、または就農までは考えていないのですけれども、農家さんのお手伝いしたいとか、

そういった方を、お手伝いを通じて椿に関わりたいという方を対象とした少人数の意見交換の実施

については、来年度検討したいというふうに考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは、ある程度私も全く同意、同調しているわけですけれども、組合に責

任を押しつけるつもりはありませんけれども、私も同調しているのですけれども、この三者会議は。

これは、大きな財産づくりになると思っているのです。やっぱり我々、周りの人の話を聞いて、生

産者ばかりではなくて。それで、この会議は生産者の不特定多数で何人かどんと来るわけにはいか

ないから、組合の役員ばかりではなくて、組合の一般の人たちも参画してもらうこともいいねとい

う話もしているのですけれども、肝腎要の行政がうんと言わないと。これは、村の政策としてどう

いうことを考えていて、むしろ我々議会の議員でという立場からすると、我々のほうもそういう人

たちの声を聞きたいと、会議で。そうして村としての政策をつくり上げていってほしいと。村長と

先ほどるる論じ合いましたけれども、村長はそういう考えですけれども、生産者が何と言おうが組

合が何と言おうが、俺は我が道を行くということでもあるまいなと思うわけです。やっぱりでは値

上げ応援しようかということもあるかもしれないではないですか。今は何か一見見たところ、私と

の議論の関係でそういうことを言っているようにも思えるけれども、だから三者会議ってそういう

ところで、ほかの議員さんはどう思っているのだと。私も聞いてはいません、誰にも。だけれども、

質問を聞いていれば何となく分かるわけだ。農協は農協で何考えているか、生産者会議の説明やら

農協の総会で、これはそれなりに分かるかもしれない。１つになっていないのです。農協は農協、

議会は議会、行政が行政と、ばんばらばらだと。だから、それの結びつきを、本来なら産業振興の

ための村長の諮問機関ぐらいのつもりで、三者会議を私は村長の側から提起してもいいぐらいだな

と思っているのです。いかがですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 
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  若い方の意見を聞くということに関しては、担当課としても今後必要になってくる部分というふ

うに認識しております。一方で、やはり農協の生産に関わっているベテランの方たちだったりとか

議員の先生の皆様がいる場だと、なかなか若い子たちが意見が言いづらいだろうということもあり

ますので、行政と若手というところで意見を言える場みたいなのを来年度つくりたいというふうに

考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私は、最初冒頭発言しましたけれども、これほどまでにかたくなに三者会議

を拒絶するという、これは何ですか。かたくなに、もう何が何でも三者会議はやらないのだと。あ

の手この手は言うけれども。私は、詰めていうとそれが分からない。今さっき言いました、むしろ

村長の側からどうだろうと呼びかけがあるぐらいでいいのかなぐらいに思っているのです。農協が

求めている。私も、それは農協の代弁者を務めているということではないけれども、住民だってそ

れを多分求めている。かたくなに断っているのは、議員の皆さんは知りません、まだ相談していま

せんから。だけれども、かたくなに拒絶してきているのは行政だけなのです。行政がうんと言えば

やれるのです、これ。何の障害があるのかなと思うのだ、これが分からない。 

〇議長（寺田 優君） 先へ行っていいですか、答弁求めますか。 

〇３番（笹岡壽一君） そうですね。今のは取りあえずいいです。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  現状やっている年２回の生産者会議についてなのですけれども、実際に議員の皆さん、先生の皆

様は生産者ということで、集まって参加されていると思うのです。その中で、前回ですか、先週も

皆さんからもいろいろと、こうしたほうがいいのではないかというようなご意見もいただいていま

すので、実質そういったところで意見交換ができているという認識でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私は、それは違うのです。あくまで私たちは、生産者会議のときは生産者で

出ているのです。議員としては出ていないのです。しかも、したがって議員といえども、出ない人

もいるのです。出たことのない人もいるのだ、毎回とは言いません。それで、ここでは議員として

集まると全く質が違うのです。生産者ではない。村長も、それは生産者かもしれません、先ほど来

からすれば。だけれども、生産者ではないのです。利島の行政トップなのです、人から見れば。私

は生産者として参加しましたということには、本人が仮にそう思っても、周りが認めない。生産者

としての発言だなんて言ったって。ですから、そういうことを言っても、あんまりくどくどやって



 - 155 -

いるわけにもいかなくなってきたけれども、大体答弁は今の課長の答弁で、繰り返しの答弁ですか

ら、いかに質問時間内で自由だとはいっても、いつまでもらちが明かない感じもしますし、打ち切

りますけれども、これで。ただ、言うことだけは最後に言わせておいてもらいたいと思うのです。

ぜひ三者会議については、村のほうからむしろ考え直して積極的に声がけすると、議会にも声がけ

すると。村長から声がけすれば、議会だって拒む理由はないだろうと思います。私は呼びかけたっ

て冗談ではないという人もいるでしょうけれども。以上でこれ終わりまして、次をお願いします。 

〇議長（寺田 優君） 委託事業価格の改定について。 

  榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  委託事業の価格についてでございますが、人件費に係る賃金単価を時給換算でいくと、200円引上

げを今回村として、令和６年度から実施していくというふうに考えております。これは二十何年ぶ

りかなというふうにこっちでも考えておりますけれども、今後も、昨今賃金がどんどん上昇してい

るというところもございますので、賃金単価については東京都の最低賃金の動向を見定めながら、

適宜見直しを図っていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは、あらかじめお答えしておきますが、答弁結構です。答弁結構ですけ

れども、一応聞いておいていただきたいと思うのです。 

  先日も申し上げました、所信表明の中で。入札の軽微な入札、金額的にも、事業的にも。特にこ

の入札については、といって軽視できない。やらなければ駄目になる。草むらになる。そういうと

ころ、これを繰り返していったら入札どころか、従事する人がいなくなってくると、繰り返しで、

私はそう思うのです。今までの歴史、近年の歴史を見て。村は浮き金が出るから助かるかもしれま

せん、予算からして。それは重々検討してもらいたいなと思うのです。 

  それから、こことは直接関係あるなしになるのですけれども、今度えらい公園ができる、先ほど

前田議員からもユリの花、石野議員からトイレの話も出ましたけれども、入札というか、管理の問

題になりますけれども、これ造るのは金さえ出せばできると思うのです。何千万だか何億だか分か

りませんけれども、すばらしい公園なりなんなりできると思うのです。ユリ畑もできるかもしれま

せん。問題は管理なのです。ことごとく、今管理で困っている状況だろうと思うのです。ひいひい

していると、管理に。道路の草刈りから、公園の管理から。それで、公園というのは意外と始末が

悪くて、トイレの管理もそうです。もろもろの施設の管理もそうです。公園というのは始末が悪く

て、管理されていて初めて公園なのです、感覚的に。展望台もそうです。管理されていて展望台な
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のです。 

  この間、議員の管内視察であちこち歩きました。それなりに、行ったことはないのですけれども、

聞くと宮塚山も何か登れるように管理されているようで、ああ、そうですかと聞いて、ああいいね

と言ったのですけれども、しかし、ところどころ管理されていないと。それで一番笑ったのは、笑

ったというか、話題になったのが、ヘリポート下の椅子のあるところです。ごみ捨場の前、何とか

のがらくたを捨てている、鉄くずですか、あれ夕日を見るのだろうけれども、あれカヤがこんなに

高くなってしまって、椅子に座っていたのでは何も見えないと。それから、先ほど来前田議員が言

ったはしけの管理だとか、石野議員でしたか、管理体制が大事なのです。ある面で、公園の公衆ト

イレなんていうのは象徴的なものなのです。だから、そういう点では、どうやらこうやら作業した、

入札で落札したというか、受けた人が、私もたまに漏れ聞くのだけれども、ペットボトルを持って

って、この間行ったときもペットボトルは置いてありました。何だい、これはと。いや、水を流す

のだ。あれはトイレとも言わないのです、もうああなったら。だから、そういう管理、これは計画

はあるのですか、ちゃんと。大丈夫ですか。私、質問の答弁結構だと言ったけれども、これだけ聞

いて終わります。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問に答えます。 

  まさに議員のご指摘、ご心配があるとおり、管理に困っているといったところは、村の現状とし

て抱えているところでございます。そこも含めて、できた施設とか修繕したものについて、適切な

管理がなされるように役場のほう、村としても取り組んでいきたいと考えております。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） くどいようですけれども、事のついでに、池なんかは池ではなかったです。

それだけ付け加えておきますけれども、それで次お願いします。それ言いたくて立った。 

〇議長（寺田 優君） 時間だから、今日はこれで終わりにしたいと思います。 

 

    ◎散会の宣告 

 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員の一般質問の途中ではありますが、時間となりましたので、あとは

またあした９時半より再開したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

                                   （午後 ４時５９分） 
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令和６年第１回利島村議会定例会 

 

議事日程第３号                        ３月１３日午前９時３０分開議 
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       ３番  笹 岡 壽 一 君 
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る条例 
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日程第 ６ 議案第 ３号 利島村教育委員会教育長の給料及び旅費等に関する条例の一部を改正す

る条例 

日程第 ７ 議案第 ４号 利島村職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例 

日程第 ８ 議案第 ５号 利島村国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

日程第 ９ 議案第 ６号 利島村介護保険条例の一部を改正する条例 

日程第１０ 議案第 ７号 東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更について 

日程第１１ 議案第 ８号 利島村簡易水道の布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一

部を改正する条例 

日程第１２ 議案第 ９号 令和５年度東京都利島村一般会計補正予算（第４号） 

日程第１３ 議案第１０号 令和５年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予

算（第４号） 
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日程第１５ 議案第１２号 令和５年度東京都利島村簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 

日程第１６ 議案第１３号 令和５年度東京都利島村合併処理浄化槽事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第１７ 議案第１４号 令和５年度東京都利島村介護保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第

３号） 
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    ◎開議の宣告 

 

                                   （午前 ９時３０分） 

〇議長（寺田 優君） おはようございます。定刻となりましたので、令和６年第１回利島村議会定

例会３日目を開会したいと思います。 

 

    ◎日程第３ 一般質問 

 

〇議長（寺田 優君） 本日は、昨日の一般質問、残っております笹岡議員の質問から引き続き協議

していきたいと思います。 

  笹岡議員。答弁からでいいですか。 

          〔「そうだね」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） では、ジシンガ沢ストックヤードについて、上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） おはようございます。よろしくお願いいたします。 

  ジシンガ沢ストックヤードについて、草木ごみを搬入されている方から、草木以外が搬入されて

いる旨の連絡をいただき、早急にジシンガ沢ストックヤードへ向かい、草木以外のものについて回

収を行いました。ＩＴ告知端末による周知を行うとともに、立札について草木以外の投棄を禁じる

旨を追記するなど、不法投棄を防止する効果的な表記に改め、引き続きストックヤードの適正利用

の周知徹底を図っていきます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは、当面このスタイルというか、状況で開放して継続していくというこ

となのでしょうか。たまたまというか、そういう事件があったようですけれども、質問に書きまし

たけれども、私も行ったときには回収というか、除去してなかったですけれども。何か話に聞くと、

いろんなこういうものがあったという話も聞いていますけれども、それはここの質問にも書いてあ

るとおり、タブレットの放送が功を奏しているのかなという印象は受けていますけれども、感じを

受けていますけれども、いずれにしても札を立て直すにして、このまま開放していってもらえると

いうことなのでしょうか。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 状況によりまして、また草木ごみ以外のものが搬入されることも頻



 - 160 -

発というか、状況が続くようであれば、また閉鎖することも考えなければいけないというところは

あると思いますが、当面は開放を続けたいと思っております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 結構それなりの功を奏しているように思いますけれども、万が一またもやあ

ったというときの取り越し苦労的なところで伺っておきますけれども、やはり喚起しながら、開放

継続をしていくのでしょうか。それとも、再びあった場合には閉鎖するということなのでしょうか。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 先ほどの繰り返しでございますが、状況を見て判断させていただく

というところでございます。 

          〔「次お願いします」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 生ごみ処理について、上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 前回の議会のお答えを繰り返させていただくことになりますけれど

も、以前本村において生ごみを堆肥化する器具を無償設置した際、堆肥化の作業や器具のメンテナ

ンスに手間がかかり、普及が進みませんでした。また、ＥＭ菌は、事業化している自治体が存在し

ているものの、現在その効果は評価が定まっていません。これらのことから、堆肥化のための器具

の配布は考えていません。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 過去において、ごみのいろんな家庭処理器といいますか、処理するコンポス

トみたいなのもあれば、電気式なのも何件かあります。焼却炉らしきもまだ村内に残骸物はあると

思いますけれども、経緯はありました。だけれども、それは全村でもなかったのです。希望者を募

って配布したのです、いずれの機器も。 

  このＥＭ菌というものについては評価が定まっていないということなのですけれども、私は質問

に書いたように、自ら調査してみる気はありませんか。そんなには費用がかからないと思うのです。

トレーラーハウスにつけたような実証実験みたいには。希望者はいるのです。実施している人もい

るのです、私的に。私は、そういうことでいろいろ昨日聞けばコンポストというのですか、何です

か、６基増設するということで考えているということを聞きましたけれども、この一つの作業も功

を奏すれば希望者がいるので、当時は決定的に違うのは、希望者はなかったのです、別に。行政、

村のほう、議会を含めて村がいうなら一方的にテスト的に配布したと、こういう経緯があるわけ。

ここが決定的に違うように思っているのです。今度は、希望者があるということで、それでＥＭ菌
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で堆肥化できると。これ、村の方式でいきますと、ずっと堆肥にはできないのです。やらないので

しょう、堆肥化は。堆肥として活用するということは考えていないのでしょう。ただ、ただそこへ

捨てさせて、それで場合によってはほじくり出して埋めると、処理は。そういう考えなのでしょう。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 繰り返しになるのですけれども、ＥＭ菌に関しては事業化している

自治体は存在しているものの、やはり効果に対する評価は定まっていないというところでございま

す。これらでございますので、堆肥化のための器具の配付は考えていません。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 失礼な言い方かもしれませんけれども、聞く耳を持たないよというような答

弁なのです。調査してみたらどうですか。それこそ実証実験やってみたらどうですか。大して手間

暇も費用もかからぬと思うのです、たまげるみたいな。そのことによって、何もやらなければ、そ

ういう処理方法は進んでいかないのです。 

  前には、くどいようですけれども、何とか生ごみの減量化を図ろうかということで、行政が、あ

るいは議会が、一方的にと言ってもいいぐらいの格好でいろんな対策を取ったわけです。さっきも

述べたとおり。ところが、今度は住民のほうで動きがあると。ここは、私は決定的に違うと思うの

です。駄目ならやめたってしようがないですよ、これは。それを一本的な答弁は変わりませんと木

で鼻をくくったことを言われても、ああ、そうですかというわけにはなかなか理解しがたい。何に

こだわっているのだと。全然ここは以前と違うのです。前は、ある意味で、いい意味で言えば、議

会、行政が何とかしようとしたのです、住民に相談もなく。今度は逆なのだ。住民のほうでこうい

う提起、提案がされているのに、行政のほうで蹴飛ばしていると、やる気ありませんと。同じ答弁、

並行ですといっても。 

  前の行政がよかったとか悪かったとか、そんなことは言いません。くどいようです。もう一回言

います。前は、行政が何とかして生ごみの回収を減らそうとしたのです。今はその姿勢がない。住

民のほうで減らそうとしているのだ、今。どのくらい減るか分かりません。そうして、住民のほう

では私書きましたけれども、何とかという器で作るとか、場合によっては畑地があるなら畑地でや

るとか、ポットで花でも作るのなら作るとか。そういうのを積極的に呼びかけたらどうですかと住

民のほうから提起、提案されているのです。もう一回考え直してもらえませんか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） これに限らずなのですが、昨日の石野議員からの手すりに関する要望といい

ますか、質問といいますか、それとも関連するのですが、議員の皆様から質問書を受け取った際に
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全て担当に振り分けて、それぞれに答弁を考えていく、構成していくという段階で、この質問が出

るたびに調査なりはしております。した結果、やはり今の利島に導入するものでないというふうな

判断によって、先ほど来課長のほうが答弁しているとおりでございます。無視しているというわけ

では、そういうふうに見られてしまうかもしれませんが、それなりに受け止めて検討した結果、こ

こでご答弁しているというだけでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） もちろん私も前提として質問しています。担当課長が一存で決めつけて答弁

して、一存で処理しているとは思っていません。私らの議会の質問というのは、どの課長がどう答

弁しようが、その答弁者の責任でもって対応しているとは思っていないのです。これは十分質問書

が出れば、そのために質問書も出ているわけで、それは幹部会で検討した。村長を中心とした幹部

会で検討したことを、ただ担当職が答弁している、あるいは報告していると。こういうことは認識

しています。だから、検討の結果と言うのですけれども、この検討の結果に言わせれば、検討の結

果は分かるのです。検討したのは。何の理由もなく述べている答弁が、問答無用みたいに聞こえる

わけだ。検討の結果、いわゆる実証されていない。したがって、配布しない。前回も答弁したとお

りと。この繰り返しになりますと。ここのところを私は歴史も示しながら、再検討願えませんかと、

こう言っているわけだ。検討した結果、答弁しているのだから動きませんと。それでは、行政はあ

るけれども、住民はなしになるのです、私に言わせれば。届かない、住民の声はなかなか。 

  行政はあると。それが皆さん行政の考えならそれまでということになるかもしれませんけれども。

住民の声をつかんで、再検討するならばしてみようかという姿勢になれませんか。幹部会で検討し

たのは分かります。ほかの事案でもそうです。村長は先ほど石野議員の手すりの問題を例に出して

いましたけれども、あれだってそうです。幹部会で検討して決めたことは分かるのです、それは。

だから、答弁しています、担当が。議会がそうですかというわけにいかない場合があるのです、住

民とすれば。それで全て住民が納得すれば万々歳です。皆さんのおっしゃるとおり。幹部会で決め

た、幹部会で村が決めたと。ああ、そうですかと。これで住民が皆さん納得すれば、住民の要望は

万々歳です。納得しないから、前回の質問でもやっても断る、蹴飛ばす。蹴飛ばすと言っては表現

が悪いかもしれないけれども。もう一回行政考えてくれないかと、これが民の声です。それは、前

回答弁したとおりと。手すりもそうでしょうし。私が質問していませんけれども。ＥＭ菌もそうな

のです。そういう意味で再検討してくれませんかと。これは全てです。昨日所信表明以来問題にな

っている製油工場だってそう。油工場もそうならば、焼却場もそうなの、全て。これだけの問題で

はない。行政の姿勢そのものが今問われているということです、住民の目から見て。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 



 - 163 -

〇村長（村山将人君） 行政の姿勢が問われているというところで、これも昨日お答えしたとおりで

ありまして、行政執行の責任は全て私にあるという考えの下、地方自治法の制度の中でいけば４年

に１度、その評価がされると、選挙によって評価されるという仕組みの中で、その４年間は私の考

えの下、政策を進めていくというふうに今受け止めているというか、その制度にのっとって私は運

営しているという中で、現時点では先ほど来検討はしておりますが、導入には至っていない、導入

するという判断は至っていないというところでございます。 

  かといって無視するわけではないと。今後も同様にこういった話が出てきた際には、その都度検

討は当然していくのですが、これは石野議員にも同じことを伺ったのですが、逆にここに書いてあ

る生ごみを活用するというようなところで、家庭菜園やプランター栽培などの普及状況によっては

相当削減できるというところを定性的な評価ではなく、定量的な評価で何か思案等がありましたら

ご教示いただければなと思いますが。 

          〔「何と言った」と言う人あり〕 

〇村長（村山将人君） 現在利島村で週に２回ですか、生ごみを回収しております。テンタルでいう

と３つ、４つぐらいいっぱいな量が入ってきているのですが、その量を処理しながら、ＥＭ菌で家

庭菜園、プランター栽培の普及、相当量削減できるというふうなところでございますが、もしそう

いったこと、実際やられている住民の方もいるということでありましたら、我々の中で今なかなか

導入するには量的にもコスト的にも手間的にも難しいという判断で、導入はしないというふうな答

弁をしている限りでございますが、仮にもしそういう知見等がございましたらご教示いただきたい

なというところです。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 何か反問権を行使されているような感じがするのですが、正直言って申し訳

ないのですが、いわんとするところが、知見がありましたらというのはよく分からない。どういう

ことなのでしょう。何をおっしゃりたいのでしょうか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 議員が一般質問を住民の声を聞きながら作成するに当たって、当然基礎調査

をしておられたのかなというふうなところで調査をした結果、こういう質問に至っているというも

のと受け止めた上で、導入することが利島村にとってメリットが大きいといった根拠の部分をもう

少し示していただけると、我々もさらに検討が進むのかなというところで、その部分の一端でもお

示ししていただけると検討に入りやすいかなと思った次第でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 
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〇３番（笹岡壽一君） これは質問というより、答弁で私の質問時間が食われるわけですけれども、

あえて言えば、短絡的に申し上げますと、私自身が調査はしていません。ＥＭ菌を使ってみたらこ

うだったら、ああだったという調査していません。ただ、人の話を聞いての話です。住民の話を聞

いての話。非常においしいものができるよとか、いい生ごみができるよとか。そういうやった方が

いらっしゃって、その話を聞いている。それから、物の調査もしてみました。データも。いろいろ

論もあることも承知しています。それを行政が私に呼びかけるのではなくて、私は私でやれと言え

ばやらぬことでもないけれども、行政が調査して、ある程度モニターを取って、住民に希望者を募

って、モニターを取って、それで実証実験をやってみたらどうですかというのが私の提案なのです。

私にやったかどうかということではなくて。その姿勢もないわけです、行政には。答弁を聞いてい

ると。だから、調査する。何を調査するかというのは、いろいろ相談してもいいと思います。科学

的な根拠はどうなのだと。要するに今の言葉で言えばエビデンスとか何とかと言うのでしょうけれ

ども。これ、私が答弁しているようなものなのだけれども。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） その部分で言いましたら、これも何度も答弁しているとおりですが、全部が

全部を調査実施していくということは行政としてはできないという中で、前段として大項目、それ

ぞれのステップがあると思うのですけれども、最初のステップで当然質問を受け、そういったもの

を調査した結果、さらに追求していくような判断に至らなかったというところを先ほど来お話しし

ているだけであって、それでも住民の方がおっしゃっているといえど、住民の声を受け、議会で質

問をされているということであれば、もうちょっと深く追求というか、事業化していくためにはど

うなのだというところがあるのかなと思ってお聞きしただけでありまして、現時点のお話でいくと、

行政の判断としてはさらに実施に向けてというところはできないかなと。する要素が余りないかな

というふうな判断でございます。繰り返しになりますが、現時点ではかといってそれを完全に排除

しているというわけではなく、生ごみ処理事業自体は新年度予算で生ごみ処理槽を増設はしますが、

相対的にいろいろな可能性は引き続き調査はしていく所存でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 残り時間少ないですけれども、私どうもこの答弁で聞いていますと、先ほど

も先日もそうなのですけれども、私の代ではと、私はと、それで４年ごとに選挙がありますと。そ

この話になってくると、私たちはもちろん４年後に選挙があり、議会選挙があり、町長選挙がある

ということは村中誰でも知っていると思うのですけれども、そこに話を振れていきますと、なかな

かこれ現村政との話しづらく、どなたが村長であってもそこに預けられると、我々現村政を相手と

いう表現は悪いかもしれぬけれども、それでいろいろ村政の在り方を論じてきている認識でいるわ
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けです。この次に誰がなるか分からぬというようなことでは論じているつもり、論じなければいか

ぬかもしれぬが、そういう認識というのはちょっと今のところ持ち合わせていないのです。現村政

の下で処理、解決もらいたいと、対応してもらいたい。これを４年後の選挙でと言われると、どう

も、あっ、ううんというような感じになります。時間あと３分ほどですけれども、それはそれとし

て、あとは私どもが考えるしかないなと、こう思っています。 

  それで時間が足りるかどうか分からないのですが、途中なら切りますけれども、１点だけこれと

は全てに関係ありませんけれども、質問書にも述べていないのですけれども、村長、たまに職員の

皆さん頑張っていると。あるいは、職員は一生懸命やっているのだということをおっしゃいます。

これはこれで結構だと思います。ただ、村長の所信表明にもありますように、笑ってにこやかにい

いサービスということを目がけているわけですけれども、職員に対する評価というのは、職員が駄

目だよと一言で片づける論なんて成り立ちません、全体を含めて。個々の職員といえども、個々の

評価なのです。個々の住民の個々の評価なのです。ですから、ある住民によっては、ある職員に対

して不満を持っている人もあれば、評価している人もいるかもしれません。これは否定できないの

です。幾ら頑張っているよと言っても。全体的には、一般論として言えば、行政体については全住

民が基本的には信頼していると思っています、私は。一々説明しなくても。それにどう応えている

のかというのが皆さんの課題だと思うのだ。だから、村長はああいう所信表明を述べていると思う

のだ。頑張りますよと、研修しますよと。今までも名札をつけるとかいろいろありました。そのこ

とだけ述べさせてもらって、質問を終わりますけれども、答弁がいただければいただきたいと思い

ます。これも押さなくていいですね。 

          〔「分からない」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 質問の内容が分からないらしい。もう一回言ってください。簡潔に言ってく

れれば。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 時間切っていいですよと言ったのだけれども、分からないとは。職員がよく

仕事を頑張っていますよ。それはそうです。ある意味では当たり前と言えば当たり前なの。それに

対していろいろ頑張っているからどうだと、頑張っているからどうだとおっしゃることが時折あり

ますと、私ども議員に対して。ご理解くださいというような意味合いです。それはそれでよしと否

定はしません。何人も否定しない。ただ、言えることを申し上げたのは、職員といえども全体をひ

っくるめた話と、それからサービスに努めますということを考えたときに、個々の一人一人の住民、

一人一人の議員、この人は一人一人の職員をどう見るかというのは違う面がありますよと。一面的

には、行政というのは全住民が信頼しているのです。この中で自治体の中で行政を信頼しないとい

う自治体なんかありません。はなから信用しないと。誰が村長であっても。誰が職員であっても。

これは組織的にそういう具合に担保されていると思っているのです、私は。だけれども、個々には
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いろいろ住民の中から批判もありますよと、あの職員、この職員。現に皆さん方がそうでしょう。 

〇議長（寺田 優君） 質問の趣旨。 

〇３番（笹岡壽一君） 分かりませんか、まだ。 

          〔「分かりません」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは課長の問題ではない。分からないというのなら…… 

          〔「いいですよ。私は分かりました」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 村長が分からなくて、職員が分かるの。私は職員に聞いているのに。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。これで終わります。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問というか、ご要望ですか、私なりに意見をお聞

きしまして、まさに今村が、役場がやっている業績評価というものが職員に対する評価、それは私

も評価者であり、副村長も評価者であり、最終決定者は村長であるといったところは、当然行政機

関として、職員としてやらなければいけないところといったところで、今公務員に求められている

ところで実際利島村も実施しているところと。そこと村民が評価するところが乖離があるのではな

いかなというようなところが質問の趣旨なのかなというようなことを聞いていて思ったところでご

ざいますが、あくまでも役場の職員としての業績評価の中に住民の声をしっかり聞くですとか、住

民対応をきちっとやるとか、そういったところも含まれておりますので、そこは適宜評価は私も含

めて評価者が評価していくというふうになっているかと考えております。 

〇議長（寺田 優君） それでは、一般質問を終了いたします。 

  それでは、一般質問をここで終了いたします。 

 

    ◎日程第４ 議案第１号 利島村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する 

                条例の一部を改正する条例 

     日程第５ 議案第２号 利島村長等の給料及び旅費等に関する条例の一部を 

                改正する条例 

     日程第６ 議案第３号 利島村教育委員会教育長の給料及び旅費等に関する 

                条例の一部を改正する条例 

     日程第７ 議案第４号 利島村職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例 

 

〇議長（寺田 優君） 引き続き議案審議に入っていきたいと思いますが、日程４から日程７までの

４議案についてはほぼ同じ内容の協議となりますので、一括で上程させていただきたいと思います

けれども、よろしいですか。日程４、議案第１号から４号まで条例改正があるのですけれども、こ

れは内容が同じなので、一括上程をさせていただきたいと思いますけれども、よろしいですか。 
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          〔「議員と職員とは別にしたほうがいいです」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 内容は同じだよ。 

          〔「説明だけを一緒で」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 採決はいずれにしても一個ずつだけれども。 

          〔「１号から４号まで説明を一括でやってもらえれば。別に採決は一 

            つずつやってくれれば」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 説明と審議も一緒にやりたいね。いいですか。誰が言ってくれないと。いい

ですか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、日程４より４、５、６、７を一括で上程させていただきます。 

  それでは、村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） よろしくお願いします。まず、１号議案として３ページをお開きください。

よろしいでしょうか。 

  議案第１号 利島村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例。 

  上記議案を提出する。 

  令和６年３月11日。 

  東京都利島村長、村山将人。 

  下の数字で３と書いてあります。よろしいですか。 

  提案理由。 

  宿泊料について定額支給から実費支給に変更するに当たり、利島村議会議員の議員報酬及び費用

弁償等に関する条例を改正する必要があるため提案するものである。 

  次、11ページをお開きいただけますか。11ページで、議案第２号 利島村長等の給料及び旅費等

に関する条例の一部を改正する条例。 

  上記議案を提出する。 

  令和６年３月11日。 

  東京都利島村長、村山将人。 

  提案理由。 

  宿泊料について定額支給から実費支給に変更するに当たり、利島村長等の給料及び旅費等に関す

る条例を改正する必要があるため提案するものであります。 

  続きまして、おめくりいただき、下のページで17ページをお開きください。 

  議案第３号 利島村教育委員会教育長の給料及び旅費等に関する条例の一部を改正する条例。 

  上記議案を提出する。 
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  令和６年３月11日。 

  東京都利島村長、村山将人。 

  提案理由。 

  宿泊料について定額支給から実費支給に変更するに当たり、利島村教育委員会教育長の給料及び

旅費等に関する条例を改正する必要があるため提案するものである。 

  そのまま進んでいただきまして、23ページをお開きください。 

  議案第４号 利島村職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例。 

  上記議案を提出する。 

  令和６年３月11日。 

  東京都利島村長、村山将人。 

  提案理由。 

  宿泊料について定額支給から実費支給に変更するに当たり、利島村職員の旅費に関する条例を改

正する必要があるため提案するものであります。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 説明させていただきます。 

  まず、ごめんなさい。ご案内がまず遅れているところで、今回の議案書からＰＤＦのページと表

紙のページを１ページずつ振っていますので、ＰＤＦに表示されている上のところですか、何ペー

ジと出ているところと下のページはリンクするようにさせていただいております。ちょっとご案内

が遅くなって申し訳ございませんでした。下に１ページずつ表紙から順番に１ページともう振らせ

ていただいていますので、上と下がＰＤＦの画面上のところとリンクするようにさせていただいて

おります。 

  今回まさに議員からの一般質問でもありました旅費について、宿泊料について現状定額支給を行

っているものを、実費にしたらどうだというようなご意見もございましたし、また国のほうでも旅

費法の改正等々の中でそういった文言が出てきましたので、村としても宿泊料について現在議員、

特別職等は１万3,000円、職員で課長級以上の者、課長管理職が１万2,000円、一般職が１万1,000円

といっているところを、ここについて定額支給から実費による精算に改めるといったところでござ

いまして、ただ現在職員の中で１万1,000円と１万2,000円となっているのを、昨今の東京の宿泊代

が高騰しているというところもございますので、上限だけは全部議員と特別職に合わせて１万

3,000円にさせていただいているといったのが、今回の４つの議案の内容となってございます。 

  また、これまで嘱託料というものがそれぞれ船に乗る際に、夜行船、大型客船に乗る際に宿泊で

はないのですけれども、夜間に移動する場合に嘱託料というものが出ていたのですけれども、そこ
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について宿泊費を伴う宿泊の場合は嘱託料を支給するといったところが、今回の条例改正の趣旨と

なっております。ここは、各議員の条例及び村長等々の特別職、また教育長の旅費の条例、教育委

員会の条例については、そこは役場の職員に準ずるような形で運用されていますので、実際の条例

の文言の中にはそこの嘱託料といったところの支給するといったところについては職員に準ずると

いうような形になっていますので、職員の旅費条例が改正された暁には、そこもそのように変更さ

せていただくということになっています。 

  以上、説明になります。 

〇議長（寺田 優君） 議案の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質問ございますか。 

  前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 定額支給から実費支給、これは分かるのですけれども、特に議員、村長、教

育長、これは身分の上下ないので、実費精算で分かるのですけれども、特に職員の場合、説明あり

ましたけれども、１万2,000円、１万1,000円、これが実費支給になるという意味合いがいまいち分

からないのですけれども。通常職員は、例えば上司と同じホテルに泊まりますといった場合に、普

通、これ私の経験なのですけれども、差がついていたと。上司と同じホテルに泊まれば、別に1万円

のホテルに泊まろうが、２万円のホテルに泊まろうが、それは一緒だと。上司と一緒だという差が

あったのです。差というか、上司と一緒に泊まった場合はという前提があるのですけれども、今回

はそういうのはなくなって、例えばビジネスホテルは基本的に嫌いなのだ、狭いし。だから、一般

ホテルに泊まりたいといった場合も、これ許される。一般職の場合許されるのですか。実費支給で

ホテルは問わないと。ビジネスに泊まろうが、東京だったら帝国ホテルに泊まろうが関係ないのだ

と。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 私が認識しているのが逆になってしまっていたら大変申し訳ない

ですけれども、議会事務職員等々が議長と一緒に泊まる場合、通常同じホテルに随行で行った場合

は泊まらなければいけないよと。そういったときは当然、これまでの条例も職員、課長でも１万

2,000円と。ただ、議長とか議員の人は１万3,000円といったときに、そこについては当然宿泊料を

１万3,000円に上げるという文言は含まれていました。これまでの旅費の条例、職員の条例上にも。

ただ、今回やはり物価高騰で宿へ泊まり、東京都内の浜松町近辺で島嶼会館が特に空いていなかっ

た場合、当然職員は削減を、旅費等々も公費なので、削減に努めるというところは大前提でありま

すけれども、急遽の出張の場合にどうしても宿が取れなかったといったときに、今までの１万

1,000円だと足が出てしまう場合があるといったところもあるので、上限は一律で１万3,000円にさ
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せていただいたと、上限です。あくまでも。実費なので、当然島嶼会館に泊まれば6,500円ですか、

6,000円ですか。6,000円で泊まれるので、6,000円までしか支給しないとか、そこはこれまでと変わ

っているところで、今までは職員でも１万1,000円とか１万2,000円がどこのホテルに泊まろうとそ

こまで出ましたよ、支給しますよという話だったのですけれども、今回から、４月からについては

あくまでも上限１万3,000円の実費なので、島嶼会館に泊まれば当然6,000円とか、そういうような

金額しか村のほうは公費として支給しませんし、またたまたま島嶼会館が取れなくてほかのホテル

で、しかも土、日にかかるような場合、土曜日なんかにかかる場合は１万9,000円とか２万円かかろ

うとも、そこは１万3,000円しか支給できないというのが今回の条例に改正に当たるところでござい

まして、副議長のちょっとおっしゃっているところと回答がずれるかもしれませんけれども、もし

違っていれば再度ご質問ください。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 以前の旅費規定に対する認識がちょっと私なかったもので、それで聞いたの

ですけれども、上司と一緒に泊まる場合は、規定上は多分上司と同額が出ていたと思うのです。出

ていない。今までも。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇１番（前田 清君） もともとなかった。そういうことか。だったら、分かりました。あとは結構

です。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） 私のほうからちょっとお伺いしたいのですが、今まで私ども議員のときは定

額で１万3,000円ですか、それを頂いて宿泊していたわけです。それで、今現在職員さんたちが最低

が１万1,000円だと。ところが、物価高騰のために頭は１万3,000円なのだけれども、その１万1,000円

の職員も１万3,000円のところに泊まることができると。 

  そこでお伺いしたいのですが、物価高騰のために島嶼会館が取れれば抑えられると。ところが、

島嶼会館が満杯で、ほかのホテルへ泊まらなければならないと。そのとき今課長のほうからもおっ

しゃいましたけれども、１万3,000円で泊まれるホテルというのが今度は限られてくると。今実際に

１万5,000円、１万8,000円というホテルに泊まらなければならないと。そうすると、今度はたとえ

議員であろうと、村長であろうと、何であろうと、自分で差額を払わなければならないということ

になっていくと思うのです。では、どこに物価高騰が含まれるのだということをちょっとお聞きい

たします。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 



 - 171 -

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 井口議員のご質問にお答えします。 

  物価高騰と申して、一律１万3,000円に上げたと。当然物価高騰を加味すると、１万5,000円とか

１万7,000円に上限上げたほうがいいのではないかというようなご意見もあるかと思うのですけれ

ども、そもそもの大本の趣旨としましては、定額支給にいかがなものかというようなところで、公

費を使っているのだから、当然削減するというところの観点に立って私どもも今回条例を提出させ

ていただいた、改正案を提出させていただいたといったところですので、今後島嶼会館、当然出張

の日程というものはある程度早めに出るものでありますし、急な出張というのも当然ありますけれ

ども、そこについては出張が分かった時点、当然出張も上司の許可が必要、上長の許可が必要でご

ざいますので、そこはきちっと出張命令を、当然行かなくていい出張は上長としても出張命令の認

めなければいいというか、出張命令をしなければいいということでございますので、そこは適宜私

ども職員にお任せいただきたいというか、管理職等々も含めて出張については何でものべつ幕なし

に出張に行ってきなさいとか、急な出張でどうしても必要なものについては当然出張命令しなけれ

ばいけない。その代わり島嶼会館等々が取れなくて足が出てしまったときは、本当に職員には心苦

しいのですけれども、ごめんなさいをしなければいけないというか、そこについては今後物価高騰

がどこまで進むのかとか、そういったところも踏まえながら検討はしていかなければいけないのか

なというところはありますけれども、今取りあえずの私どもも今回１万3,000円というところをどう

してしたのかというところでいきますと、軒並みホテルのサイトでちょっとお調べをさせていただ

いて、浜松町近辺でもどうにかある程度１万3,000円あれば宿泊は可能だと、普通のビジネスホテル

等々でも。ちょっと土、日になってしまうとさすがに厳しかったり、年末年始とか特別な期間中は

なかなかその値段でできないというところもあるかもしれませんけれども、そこは浜松町全くすぐ

でなくてもちょっとあるので、そこは職員に、議員の皆様にも多分急な出張は当然あるかと思いま

すけれども、そういったところはご努力いただきたいなといったところで、まずは物価高騰もある

のですけれども、そちらはあくまでも置いておいてという言い方もないですけれども、まずは公費

を削減するといったところの観点から、今回議案を上程させていただいているといったところでご

ざいます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） 私も結構私的にいろんなホテルへ泊まるのですが、今まではここが安いな、

あっちが高いなで自分で選び、島嶼会館が取れないときです。そのときは新橋とか、そこら周りを

探して泊まっていたのです。今回職員が上限が１万3,000円までになったということは、これはいい

ことだなと私も思っています。 
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  ただ、課長のほうから物価高騰というお話があったので、それでなぜ１万3,000円なのかなと、上

限が。そこを私もちょっと疑問に感じたもので、１万3,000円で泊まれるホテルが取れればいいので

す。やっぱり職員だってしょっちゅう出張して、宿泊料がかかっていくと思うのですが、そこが１

泊ならまだいいのです。２泊、３泊しなければならないときもあろうかと思うのです。そういった

とき、職員にその差額をここまでしか出せないのだから、あとは自分で払えということになってく

ると、仮に２日泊まった、３日泊まったというときには結構な赤字になってくると。ちょっと気の

毒だなと思ったのです。だから、それであえてお聞きしたのですけれども、できるだけ職員は出張

が多いので、それを確かに今課長がおっしゃったように、出張を抑えていくということをおっしゃ

いましたけれども、やっぱり出張に行かなければならない件数が結構あると思いますよ、これは。

ましてや課長級になれば、あっち行った、こっち行った、お願いに行ったとやるのです。そういっ

たときに差額が１日幾ら、２日で幾らと赤字になっていけば、何なのだと。何のために俺はこうや

って出張しているのだと。村のために出張で来ていて、なおかつ自分の懐から出さなければいけな

いのかということがあるのではないかなと思って、今質問させていただいているのですけれども、

そこら辺をもう少し考えていただいたほうがよろしいのではないかと思うのですが、いかがでしょ

うか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 井口議員のご質問にお答えします。 

  出張について、当然出張命令を出す、命令でございますので、上司等々が出張に行けというよう

な命令でございます。そこについて職員の負担のないように検討は重ねてまいりたいとは思います

が、現状で足が出てしまった分というようなところについては、ちょっとなかなか厳しいのかなと

いうふうに考えております。そこは今後検討させていただきたいなというふうに考えています。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 今の井口議員の質問というのは結構説得力があると思うのです、実体的に。

ただ、今総務課長の答弁からしても、これは事実上、そうは言っても無理だろうと思います。とい

うのは、基本定額支給、島嶼部においては全部と言っていいぐらい定額支給です、本村を含めて。

ところが、国とか東京都、これは定額ではないのです。決まっていますけれども、実費が原則で、

上が決まっているでしょう。定額ですか。都条例を見るとそうは見えないのだけれども。そうです

か。国も都も、甲乙というのはありますけれども、東京都の場合。何か実費に見えるのだけれども。 

          〔何事か言う人あり〕 
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〇３番（笹岡壽一君） いいです、いいです。それで、今定率というのは我が村の中で住民から出て

きているわけですけれども、定額にしても実際には東京都にしても、国にしても、我が村にしても

そうなのです。我が村にしてもそうだったのです。定額にしても１万3,000円なら１万3,000円と。

泊まっても泊まらなくても１万3,000円というのが定額です。そういう意味で、問題というか、是正、

改善したらというのがそもそもだったのですけれども、定額でも同じなのです。定額でも例えば１

万3,000円と決めてしまったよと。そうすると、これ以上は支給しないのです。ところが、今ホテル

論が出てきて、このご時世、２万円、３万円だと。そこに泊まれば、これも実費ということになれ

ば払わなければいけないと、３万円にするのかと。そうすると、あの定額というのはどこにいった

のだと。こういうことになるわけです。だから、同じなのです。物価が上がってきて、ホテルに合

わせる、あるいはホテルがない。１万3,000円で泊められる定額で支給するのだけれども、１万

3,000円で泊まれるホテルがなかったと。１万6,000円のホテルへ泊まったと、これどうするのです

かということになろうかと思うのです、定額でも。このミスというのは、今条例改正、私ある住民

の話から提案して村が対応してくれたということなのですけれども、だから何も１万3,000円を払わ

ないということではなくて、我々議員で言えば。その１万3,000円は払うけれども、必然的に１万

5,000円のところへ泊まったときは2,000円は自己負担になりますよという意味合いになるのです。

これ、定額だって何だって同じなのです、ここは。そういう意味で少し違うかなという話で受け止

めていました。 

  ただ、私１点伺いたいのは、先ほど前田議員からの話も、ううんと思って聞いていたのですけれ

ども、特例で特に一般職では少ないでしょうけれども、我々議会とか、あるいは村長とか、こうい

う場合は関係の例えば町村会で行くと、あるいは議長会で行くと、そこではもう１万5,000円のホテ

ルにばっと泊まるしかならざるを得ないというのはあるわけです。一般職では少ないかもしれない

けれども。職員研修というか、そういうときは別だけれども。このときは特例的にその額に実費と

いう意味で合わせるというのはないのですか。例えば私ども議会が議員研修会で他島と一緒に研修

会で、本村の議員だけが行った場合、これはいいのです。ところが、他の島嶼と一緒に島嶼議員研

修会で合同で何かでもってどこかに視察調査に行ったと。その場合のホテルが、例えば鹿児島県へ

行ったホテルが１万5,000円だったと。これは特に村長はそういう機会があろうかと思うのですけれ

ども、他の町村長と一緒に行動するという。そのときはどうなるのですか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  他島に限らず、ほかの議員同士というのですか、ほかの町村の議員、または村長がほかの首長と

の合同で研修というか、行く場合については、基本的には旅費で支給する前に分担金という形でも

うホテルが指定されて、ここの分担金を払ってくださいと、前払いで既に払っていると。そこにつ
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いて、今回の旅費の規定の部分は、宿泊費の部分は旅費としては支給しないですけれども、分担金

として別途支給していると。支給というか、お支払いは既にされていると。議員のときにも合わせ

てなのですけれども、各議員皆様参加される議員の部分については、旅費ではなくて負担金のほう

で先に払っているというのが通例というか、大概のところがそういうことになっているのかなとい

うふうに考えておりますので、そこはあまりご懸念いただかなくても大丈夫なのかなというふうに

考えております。まさに議員のおっしゃるとおり、物価高がどこまでいくか分からないというのは

井口議員からもご指摘いただいておりますので、そこは適宜１万3,000円に縛られることなくという

か、当然議員の皆様もそうですし、職員も、当然村長もそうですけれども、自己負担をわざわざす

るようなことのないような制度設計は考えて、今後も検討していかなければいけないなというふう

に考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私が今言ったのは、大体村長だけが多いだろうと。一般の我々とはいっても、

そんなに機会はないだろうと思うし、あえて言えば議長会でどこかに行ったとか。議員が他の議員

と一緒に行動するなんていうのは最近あまりないです。出張する、どこかへ視察に行くなんていう

のは。だから、その辺は分かったのだけれども、いずれにしてもあるとすれば議長会、あるいは町

村会、あるいは何とかの会とかというところなのでしょうけれども、これはでは宿泊費だけなので

しょうね、分担金というのは。交通費も全部含んでしまうのですか、分担金で。旅費ではなくて。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  まさにそこは出張の形態等々に応じてというか、よく一般的に考えられるのは、航空機、飛行機

を使った場合はまとめて事前に行きますか、行きませんかというか、そういうのを伺って、ではそ

この予約をどうされますかというようなところも含めて、大体町村会なり、島嶼町村会なりという

のが取りまとめてお話いただいていますので、そういったところでは交通費の部分でここからここ

までみたいなところで、宿泊費に含まれているところというのも当然あるかと考えております。な

ので、そこは適宜その部分の交通費については村の旅費のほうからは支給しないで、分担金のほう

で支払うというような対応を取らせていただいています。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、質疑を終了いたします。 

  それでは、採決を行っていきたいと思います。 
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  討論ございますか。一括でやる、討論。一本一本やるか。それでは、一本一本で討論を。 

  それでは、議案第１号 利島村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す

る条例の討論を行います。 

  討論ございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 討論もないようですので、これより議案第１号 利島村議会議員の議員報酬

及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例を採決いたします。 

  議員は投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、投票を終了いたします。 

  投票の結果、全員賛成ですので、議案第１号 利島村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関す

る条例の一部を改正する条例は原案のとおり可決、承認いたします。 

  引き続き、議案第２号 利島村長等の給料及び旅費等に関する条例の一部を改正する条例の討論

を行います。 

  討論ございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 討論もないようですので、早速議案第２号 利島村長等の給料及び旅費等に

関する条例の一部を改正する条例を採決いたします。 

  議員の皆さんは投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、全員賛成ですので、議案第２号 利島村長等の給料及び旅費等に関する条例の一部

を改正する条例は原案のとおり可決、承認いたします。 

  議案第３号 利島村教育委員会教育長の給料及び旅費等に関する条例の一部を改正する条例、討

論ございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 討論ないようですので、議案第３号 利島村教育委員会教育長の給料及び旅

費等に関する条例の一部を改正する条例を採決いたします。 

  議員は投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、全員賛成ですので、議案第３号 利島村教育委員会教育長の給料及び旅費等に関す

る条例の一部を改正する条例は原案のとおり可決、承認いたします。 
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  引き続き、議案第４号 利島村職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例の討論を行います。 

  討論ございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 討論ないようですので、議案第４号 利島村職員の旅費に関する条例の一部

を改正する条例を採決いたします。 

  議員は投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、全員賛成ですので、議案第４号 利島村職員の旅費に関する条例の一部を改正する

条例は原案のとおり可決、承認いたします。 

  ここで５分間休憩いたします。 

          （休憩 午前１０時４３分） 

                                           

          （再開 午前１０時５３分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

 

    ◎日程第８ 議案第５号 利島村国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

 

〇議長（寺田 優君） 次は、日程第８、議案第５号 利島村国民健康保険税条例の一部を改正する

条例を審議いたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 29ページをお開きください。 

  議案第５号 利島村国民健康保険税条例の一部を改正する条例。 

  上記議案を提出する。 

  令和６年３月11日。 

  東京都利島村長、村山将人。 

  提案理由。 

  国民健康保険法施行令の一部改正に伴い、利島村国民健康保険税条例の一部を改正する必要があ

るため提案するものであります。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 
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          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） よろしくお願いします。 

  利島村国民健康保険条例の一部を改正する条例でございます。こちらなのですけれども、ごめん

なさい。見にくいのですが、31ページを見ていただくと概要が書いてございます。まず、こちらの

ほう、条例の改正に伴いまして国民健康保険運営協議会のほうでご審議いただいたものについて、

今回上程させていただいております。毎年の改正、ほぼほぼ毎年の改正になっているのですけれど

も、今年については後期高齢者の支援金の課税上限額をこれまで22万円だったものを24万円、２万

円上げて、全体の課税限度額を104万円から106万円に変更するところが１点でございます。また、

それが上がる部分です。こちらにつきましては村で対象となる方というのは基本的に今のところい

ないというようなことになっています。 

  今度下がるほうの話をさせていただくと、国民健康保険税のほうなのですけれども、軽減がかか

っているというようなことで、それぞれ２割、５割、７割の軽減がかかりますよというような方い

らっしゃるのですけれども、そちらの軽減判定をするに当たって基礎控除の額43万円はそのまま変

わらないのですけれども、５割軽減が今まで43万円足す、29万円掛けることの被保険者数、その世

帯にいる保険者数、被保険者の要は人数で、その部分がこの金額よりも下回っていれば５割軽減、

保険税のほうが全体のかかった額の５割軽減かかるというようなのを、29万円から29万5,000円に上

げますよということで、５割軽減の枠を拡大しているといったところで、あと２割軽減というのも

またございまして、そちらが基礎控除額が53万5,000円だったものが、１万円上げまして54万5,000円

というようなところで、今回について１万円引き上げているといったところになります。 

  説明は以上となります。 

〇議長（寺田 優君） 議案の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いいたします。ございませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） なければ、質疑を終了いたします。 

  これより討論を行います。討論ございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 討論もないようですので、採決を行いたいと思います。 

  議案第５号 利島村国民健康保険税条例の一部を改正する条例を採決いたします。 

  議員は投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、全員賛成ですので、議案第５号 利島村国民健康保険税条例の一部を改正する条例
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は原案のとおり可決、承認いたします。 

 

    ◎日程第９ 議案第６号 利島村介護保険条例の一部を改正する条例 

 

〇議長（寺田 優君） 引き続き、日程９、議案第６号 利島村介護保険条例の一部を改正する条例

を議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 39ページをお開きください。 

  議案第６号 利島村介護保険条例の一部を改正する条例。 

  上記議案を提出する。 

  令和６年３月11日。 

  東京都利島村長、村山将人。 

  提案理由。 

  介護保険法施行令及び介護保険法施行規則の一部改正に伴い、利島村介護保険条例の一部を改正

する必要があるため提案するものであります。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） それでは、説明させていただきます。 

  先ほどと同様、まずこちらの改正案を提出するに当たり、介護保険運営協議会のほうの諮問をい

たしまして、答申を得まして、その部分で今回上程させていただいていることを申し添えさせてい

ただきます。 

  今回、まずごめんなさい、45ページをごらんください。まさにこの介護保険事業計画が、これま

で令和３年から５年、第８期というものを実施してまいりましたけれども、来年度、令和６年度か

ら令和８年度まで第９期の介護保険事業計画を策定するに当たって、介護のサービス料を見込みま

して、それに伴う保険料23％の部分について今回計算させていただいて、上程させていただいてお

ります。 

  まず、第５段階というところを御覧いただくと一番てきめんかなと、そこが標準になっていると

ころなのですけれども、これまで月額でいきますと7,900円、年額で９万4,800円といったところが、

今回第９期、皆様方の日頃の努力のたまものといったところだと思いますけれども、7,500円に減額

というか、保険料のほうを減額させていただいているといったところでございまして、年額にしま



 - 179 -

すと９万円といったところを示させていただいてございます。こちらは、ほかの町村、区市町村で

すけれども、大体これまで８期から９期に変わるにあって横並び、もしくは増額のところがある中

で、利島村、本村に限っては減額ができたといったところは、まさに住民の皆様の努力のたまもの

といったところを考えております。 

  また、そこに示されているとおり、これまで第９段階まで、基礎所得額が320万円以上の方が全員

第９段階だったのですけれども、さらに９、10、11、12、13と細分化しまして、それぞれ320万円か

ら100万円ずつの刻みを設けまして、さらに高額所得者から保険料をちょっと多めに徴収しようとい

ったところが今回の制度から変わっているところとなっていまして、そこはなぜかといったところ

でございますけれども、それに代わって今度第１段階から第３段階までですか、これまでの率より

も保険料の料率を下げさせていただいているというか、掛け率が低くしますので、より低所得者に

は保険料のほうの年額、月額を含めて下がっているといったところが、今回の保険料の改正点とな

っております。よろしくお願いいたします。 

〇議長（寺田 優君） 議案の説明を終了いたします。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をしてください。ありませんか。 

  前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 以前にも聞いたような気がするのですけれども、これは介護保険料は自治体

ごとに決まっているのでしたか。例えば利島と大島を比較したら人数が全然違います。対象となる

人、介護者というのか。介護に該当するような人の数が違うからこそ、自治体ごとによって保険料

が違うということでしたか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 前田副議長のご質問にお答えさせていただきます。 

  副議長のお見込みのとおり、まさに自治体ごとにサービス料、サービスの提供している料、要は

要介護者数も違いますし、要介護段階でどこの施設に入所しているかとか、そういったところも違

いますので、そこのサービスは各市町村ごと、東京で言えば。市町村ごとに介護のサービス料を見

込んで、あとは被保険者、払ってもらう方の所得とか、そういったものも全部加味して、一応３年

ごとの保険料を計算しているといったところになります。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、質疑を終了します。 
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  これより討論を行います。討論ございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 討論もないようですので、採決を行いたいと思います。 

  議案第６号 利島村介護保険条例の一部を改正する条例を採決いたします。 

  議員は投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、全員賛成ですので、議案第６号 利島村介護保険条例の一部を改正する条例は原案

のとおり可決、承認いたします。 

 

    ◎日程第１０ 議案第７号 東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更について 

 

〇議長（寺田 優君） 引き続き、日程第10、議案第７号 東京都後期高齢者医療広域連合規約の変

更についてを議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 47ページをお開きください。 

  議案第７号 東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約について。 

  上記議案を提出します。 

  令和６年３月11日。 

  東京都利島村長、村山将人。 

  提案理由。 

  東京都後期高齢者医療広域連合の経費の支弁の方法を変更するに当たり、地方自治法第291条の３

の規定に基づき、東京都後期高齢者医療広域連合規約を変更する必要があるため、提案するもので

ございます。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） よろしくお願いします。 

  東京都後期高齢者医療広域連合のこちら62市区町村で、ごめんなさい、特に説明等々の資料はな

いのですけれども、そもそもの理由としましては、広域連合を組んでいることから、改正に当たっ

ては各62市区町村の議会に変更の上程をして、そこの部分を議決を得なければいけないといったと
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ころで今回上程させていただいているものでございまして、後期高齢者の保険料なのですけれども、

２年に１度改正ございます。このたび６、７年度の保険料の改定がありましたので、そこの部分の

文言について、６、７年度について年度の今まで４、５と書いてあったところをそれぞれ令和６、

７というふうに変えるといったところでございまして、51ページからの新旧対照表を見ていただい

ても分かるとおり、そのほかのところというのは変更ございませんので、あくまでも年度が変わっ

ているといったところで、そこについて議決を経なければいけないといったところで今回上程させ

ていただいているものです。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 議案の説明を終わります。 

  質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いいたします。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 質問もないようですので、質疑を終了し、討論を行います。 

  討論ございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 討論もないようですので、早速採決を行いたいと思います。 

  議案第７号 東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更についてを採決いたします。 

  議員は投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、全員賛成ですので、議案第７号 東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更につい

ては原案のとおり可決、承認いたします。 

 

    ◎日程第１１ 議案第８号 利島村簡易水道の布設工事監督者及び水道技術管理 

                 者に関する条例の一部を改正する条例 

 

〇議長（寺田 優君） 次は、日程第11、議案第８号 利島村簡易水道の布設工事監督者及び水道技

術管理者に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 55ページをお開きください。 

  議案第８号 利島村簡易水道の布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正す
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る条例。 

  上記議案を提出する。 

  令和６年３月11日。 

  東京都利島村長、村山将人。 

  提案理由。 

  生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法令の整備に関する法律により、令和６年４月１日

より水道法による権限を厚生労働大臣から国土交通大臣及び環境大臣に移管されるため提案するも

のでございます。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

          〔「名前が違う」と言う人あり〕 

〇村長（村山将人君） 一旦休憩よろしいですか。すみません。 

〇議長（寺田 優君） 休憩します。 

          （休憩 午前１１時１１分） 

                                           

          （再開 午前１１時２０分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 条例案、もう一回読み直させていただきます。利島村簡易水道の布

設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正する条例でございます。 

  条例案、利島村簡易水道の布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正する条

例についてご説明いたします。令和５年５月19日に国会で可決、成立し、同年５月26日に公布され

た生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関する法律により、令和６年４月１日

より水道に関する水質基準の策定、その他水道整備管理行政であって、水質または衛生に関する事

務について環境の保全としての公衆衛生の向上及び増進に関する専門的な知見を活用する観点から、

厚生労働大臣から環境大臣に所管が移管され、水道整備管理行政であって、水質または衛生に関す

る事務以外の事務について、社会資本の整合的な整備に関する知見の活用による水道の基盤強化の

観点から、厚生労働大臣から国土交通大臣に移管されることとなったため、利島村簡易水道の布設

工事監督者及び水道技術管理者に関する条例について、第４条第１項第６号を改めるものです。 

  以上で条例改正案の説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

〇議長（寺田 優君） 議案の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いいたします。ありませんか。 
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          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、質疑を終了いたします。 

  討論を行います。 

  討論ございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 討論もないようですので、採決を行います。 

  議案第８号 利島村簡易水道の布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正す

る条例を採決いたします。 

  議員は投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、全員賛成ですので、議案第８号 利島村簡易水道の布設工事監督者及び水道技術管

理者に関する条例の一部を改正する条例は原案のとおり可決、承認いたします。 

 

    ◎日程第１２ 議案第９号 令和５年度東京都利島村一般会計補正予算（第４号） 

 

〇議長（寺田 優君） 引き続き、日程12、議案第９号 令和５年度東京都利島村一般会計補正予算

を議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） ファイルが変わりまして、補正のデータの３ページをお開きいただければな

と思っております。よろしいでしょうか。 

  議案第９号 令和５年度東京都利島村一般会計補正予算（第４号）。 

  令和５年度東京都利島村一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。第１条として、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２億2,694万

5,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を15億914万5,000円とする。 

  詳細に関しましては、総務課長より説明いたします。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） よろしくお願いいたします。５ページ御覧ください。令和５年度

一般会計補正予算の概要につきまして、簡単ではございますが、ご説明させていただきます。 

  今回の補正予算は、主に事業の進捗状況及び予算執行状況見合いに応じた減額を行いました。歳
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入においては、地方交付税が688万2,000円、国庫支出金が312万8,000円、諸収入が533万6,000円の

増となっている一方で、都支出金につきましては１億６万7,000円の減となっております。財政調整

基金からの繰入額につきましては、歳出の減により１億4,500万2,000円の減となっております。 

  歳出において、総務費で7,786万2,000円、衛生費で1,785万5,000円、農林水産業費で888万7,000円、

土木費で１億77万8,000円、教育費で969万2,000円の減となっております。一般会計補正予算につき

ましては、そこに書いてあるとおり、補正前の額が17億3,609万円のところが、補正で２億2,694万

5,000円の減額といったところで、15億914万5,000円となってございます。歳入歳出の補正額、款に

おける補正額については、以下の表のとおりとなってございます。 

  簡単ではございますが、説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

〇議長（寺田 優君） 議案の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いいたします。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは総括表だろうと思うのですけれども、これは念のためにお伺いします

けれども、これをもって最終補正です。ということは、イコール、これが決算になるということか

と思って、５月の閉鎖を待って決算になると思うのですけれども、この残余の差額がほぼ、これか

ら４月１日から５月31日まで金銭の動きが当然あるわけですけれども、予測されるわけですけれど

も、ほぼこれが決算額になると。ということは、この差額が次年度の繰越しになる。ほぼです。ぴ

ったりではないでしょうけれども。そういうことになりますか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  あくまでも２月時点で補正の要求というのですか、やっていますので、そこからさらに３月にな

って変更になっているところというのがございます。ございますというか、国から示されていると

か、東京都から示されているものが変更になっているところもございますので、この予算額がイコ

ール決算額というか、決算書上の予算額にはそのままイコールに、この後緊急事態が発生して、専

決処分を何かするとか、そういうものがない限りはいきますけれども、歳入歳出の予算案について

は基本的にというか、同額でございますので、歳入が15億円だったら、当然歳出も15億円で予算は

設定しますので、その中で15億円、歳出のほうは15億円を超える歳出というのは議会で認められて

いませんので、再出することはできないですけれども、歳入のほうは当然15億円を超えて、東京都

からの補助金が多かったりとか、国からの補助金が多かったりという場合もございますし、また逆

にそんなことあってはならないのですけれども、村税の中で誰か払っていただけないとかだったら、
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予算額としては当然100％で予算を組んでいたけれども、その100％が入ってこなかったとなれば、

当然その分は決算額としては収入額は減ってくるといったところで、歳入歳出と支出収入の部分と

いうのは必ずしも合致するというところではないので、決算額にこれがそのままストレートに反映

されるかといったこととはまた違うのかなと考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） その限りは分かりました。ということは、これが必ずしも最終補正ではない

と。それで、３月末日をもって確定はいや応なしにせざるを得ない。するでしょうけれども。その

ときにこれは再度臨時議会ぐらいしかないと思いますけれども、もしやるとすれば。それは専決何

なりやって決算を取るということになるわけですか。まだこれから出入りが、予算の執行状況がま

だ不確定要素があると、歳入もまだ未定状況があると、３月の31日、あるいは５月の31日までは動

きがあるでしょうから。 

          〔「説明を別途したいので、一旦休憩してもらってもいいでしょうか」 

            と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） では、休憩します。 

          （休憩 午前１１時３３分） 

                                           

          （再開 午前１１時４６分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。私の答弁の中で混乱を招いて

しまったような発言があったのかなと思いつつ、再度ご説明させていただきます。 

  今回第４号の補正につきまして、これをもって補正額として最終的な数字に固まってくるのかな

というふうに考えております。その後の話につきましては、決算書が出た時点でまた議員の方々に

お示しできればと考えております。 

  以上となります。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） これ何ページだか分からないけれども、村税の固定資産。 

〇議長（寺田 優君） ページ、どこか見れば書いてある。見えないかな。 

〇４番（石野 治君） 何ページだか分からない。 
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          〔「14ページ」と言う人あり〕 

〇４番（石野 治君） この固定資産が、予算の中では今度345万円も増えているのだけれども、これ

何かつくったのですか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  まさに何かつくったとか、そういうことではなくて、減価償却するような償却資産の部分も固定

資産税に係るものとなっております。そこの部分が増加しているといったところで、今回補正を上

げさせていただいていると。固定資産税の５月に課税して、ちょっと時間が空いてしまったのです

けれども、最終的に確認したところ、今現状歳入調定を上げている額と合わせて、今回補正させて

いただいているといったところでございます。土地が増えたとか、そういったところではございま

せん。 

〇議長（寺田 優君） よろしいですか。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） その下の配当割の交付金というのは、それとその下の金額は微々たるもので

すけれども、株式等譲渡の所得割というのがありますけれども、歳入で。これは何。この２点とい

うのはどういう歳入ですか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  14ページ、15ページのところになるかなと、詳細でいきますとなるかなと思っていますけれども、

こちら国から頂く交付金になっておりまして、それぞれ配当金、株式配当金に係るところで株式の

譲渡等々の所得に係る部分について、国から交付される金額となっております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ２点ともそうだと思えたのですけれども、５番目の株式というのは、私は（株）

ＴＯＳＨＩＭＡのお金の利益配当が関係しているのかと思ったら、関係ないのですね。 

  それで、それはちなみにお伺いしておきますが、（株）ＴＯＳＨＩＭＡは利益の出しようがあるの

かないのか。それで、利益が出たときには、株主は75％、25％の割合で村と（株）ＴＯＳＨＩＭＡ

が持っていると思うのですけれども、これはどうなっているのですか。利益がないはずなのだけれ

ども。 
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〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  株式会社ＴＯＳＨＩＭＡのほうの株式を村のほうが保有していて、そこについて配当があるかど

うかのお話かと考えておりますけれども、まず配当については５月の株主総会のときに万々が一あ

ればというようなところで、そこは当然会社として配当を出すというような決定がなされれば配当

があるのかなというふうに、株式なので。あくまでもそれは承知していますけれども、基本的には

ないのかなと村のほうとしては考えております。もしあった場合は、24ページ、25ページの財産運

用収入のところに…… 

          〔何事か言う人あり〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 24、25の下のほうかな。運用財産収入のところで当然株式も財産

の運用ですので、ここに入ってくるのかなと考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それでは、ページは分からないし、出しようがないので、私は総括表を出し

ていただければ…… 

〇議長（寺田 優君） ページは下に出るよ。出ていない。枠の下。 

〇３番（笹岡壽一君） これは分かります。出してくれたのは分かるのだけれども、質問したいのが

何ページにあるかが分からないのです、これでは。総括表みたいのだったら、そこで質問してしま

ったほうが早いかなと思っているのです、最初の。 

          〔「５ページ出しました」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） そう、それです。これで質問したほうが早いかなと思っているのです。 

  それで、何か私の質問で差し障りがあるのなら、それなりの配慮をいただければ、指摘をいただ

ければと思って、前提で話をします。気になるのは、都の支出金が１億円、これが大きくこの段階

で減額になっているのです。これは何ですか。都の支出金というのはいろいろあろうと思うのです

けれども。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  まさに20ページからですか、20ページの下の段、一番下でちょっと見にくいのですけれども。ご

めんなさい。22ページから出してもらったほうがいいかな。22ページ、23ページを出していただい

て、まさにここに書いてある、23ページに書いてある三角に表示されているところが都の支出金で
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マイナスになっているところでございまして、丸がついているところでいくと、一番でかいところ

でいくと、中段の⑨、⑩と、そういったところがマイナスですよというのがここの内容は書かせて

いただいているかなというふうに。よろしいでしょうか。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 実は驚きました、内容を見て。この移住体験住宅整備事業、これは村長が言

う具体的に今建設にかかろうとしている場所だと思います。それから、サステナブルだとか、これ

はどこの事業がどうなって5,500万円減額になったのか分かりませんけれども、ということは例えば

上の９番はちょっと分かりにくい。サステナブル・アイランド創造事業が5,500万円、何で減額にな

ったのかなと。これは将来どうなるのか。あえてうがった見方をすれば、今年度間に合わなかった

と、できなかったと、５年度で。そして、最終補正ではないかもしれませんけれども、段階で東京

都が予定していたサステナブル事業を減額したと、５年度分を。ということは、５年度分の事業を

やらなかったから、取りあえずやらないものに対して金を出すわけにはいかないと。それで、いや、

やるのだよということで、これは先送りになってしまったのかということをうがった見方をすれば、

そういう見方をせざるを得ないけれども、あるいはやめたのだというのもあるでしょう。 

  それで、もう一つ気になるのが９番、10番なのですけれども、この4,000万円の住宅整備事業の補

助金、これも建てなかったから、建たないから、５年度では。だから、減額したよと。やらないも

のには金は出せない。そういう見方をするということですか。何か差し障りがありますか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  サステナブル・アイランド創造事業に関してですけれども、歳出のほうを見ていただきたいなと

思っていて、議案書の30ページの中段の…… 

          〔「歳出の話だね」と言う人あり〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） ７番です。サステナブル・アイランド創造事業で5,900万ほど。委託費

と工事請負費でそれぞれ減額させていただいているのですけれども、委託費に関しては事業精査を

行って、今年度実施できる範囲の歳出部分を見込んで減額していると、工事請負費に関してですけ

れども、今年度は住宅の部分、擁壁工事等を計画していたのですけれども、今年度中の実施がちょ

っと見込めないというところで減額している。この歳出の減額に合わせて、歳入も減額していると

いうところになります。 

  移住定住の住宅のほうも同様な考え方でして、東京都の補助を受けるに当たって、今年度支出し

ている部分に関して補助を受けられる部分、受けられない部分を減額しているといったところです。

ですので、都からの５億の採択をいただいた補助金額はそのまま残っているので、来年度以降活用
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して事業を進めていくと。移住定住住宅に関しても上限１億2,000万円というところが決まっている

ので、来年度かかる費用をそこで計上していくということになります。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩して、食事の時間としたいと思います。 

          （休憩 正  午） 

                                           

          （再開 午後 １時００分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  一般会計の補正予算の質疑の途中でしたが、笹岡議員からでしたか。答弁からでしたか。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 先ほどのは分かりました。 

  ページを開いたことで、あちこちなるべくしないように、あるところは伺っていきたいと思うの

ですけれども、その下のほうで先ほどサステナブル・アイランド事業の5,900万については分かった

のですが、その下のサテライトオフィス建設事業の造成・擁壁工事とあるのですけれども、これは

サステナブルではなくて、３Ｃのほうですか。それとも住宅ではないような気がするのですけれど

も、これは何なのですか。それを併せてお伺いします。 

  それで、その下にサステナブル住宅土地造成・擁壁工事というのがあるのです。これは、次のペ

ージにいってしまうのでしょうけれども、内訳は。請負工事費が幾らか、具体的にここには旅費だ

とか何とか、これはまた科目が違うような気がするのだけれども、これはどういうあれですか。ま

ず最初に、サステナブル・アイランド創造事業支援委託、これは3,900万だからいいのだ。これはい

いです。その下です。複合型サテライトオフィス建設予定地の造成・擁壁工事が420万ばかり減額に

なっている。これ、場所はどこですか。それで、事業名は何ですか、これ。サステナブルですか、

サテライトオフィスというのは。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  令和５年度、サステナブル・アイランド創造事業という節をつくっていまして、こちらの中に東

京宝島サステナブル・アイランド創造事業と３Ｃの事業が今混ざっている、入り込んでいる状況で

ございます。ですので、複合型サテライトオフィス建設予定地の造成に関しては３Ｃの事業になり

ます。令和６年度に関しては、節を分けて分かりやすくしているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 
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          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうすると、この424万6,000円の減額は３Ｃ事業と。ということは、今の富

田邸跡地にやっている事業の造成・擁壁工事が安くなったのですか、やっていないということで減

額になったのですか、できないということで。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  当初北側の擁壁工事まで考えていたのですけれども、現在敷地内の擁壁工事をやっているところ

なのですけれども、そこでいろいろ課題が発生しまして、今年度中の北側の擁壁工事が着工できな

いというところで減額…… 

          〔「北側ってどこですか」と言う人あり〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 村道です。道路側です。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ということは、入札の結果、落札額の差額による減額ではないわけで、これ

次年度への繰越しと、そっくりそのまま。ということですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  差額に関してはお見込みのとおりなのでございますが、そっくりそのまま持ち越しというわけで

はなくて、先ほど申し上げたとおり、敷地内の擁壁工事のところでいろいろ課題が発生しまして、

そこでちょっと擁壁工事費用が膨らんだ部分もございます。ですので、残りの減額している424万

6,000円で北側の擁壁工事ができるというわけではございません。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ということは、ここの造成関係、北側だか南側はともかくとして、今施工は

していますけれども、総事業で総額予算を組んであって、上だろうが、横だろうが、下だろうが。

それで、予算額が、事業費が幾らだったのだと。たまたま北側のところという場所が手がつかなか

ったと。それはまだ幾らになるか分からぬと。その部分が400万ということではない。総じて、今の

ところ取りあえず北側の部分をやらないから400万余ったということではないと。やるとすれば、

400万でもって、今の答弁ですと、北側のところが400万でできるとは限らないという意味は。簡単
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に言うと、今言った総額から、ここまではやったと。それで、入札はしたのでしょうね、これ。全

部。全額総体で、北だろうが、南だろうが、造成事業として、擁壁工事事業として入札はしたと。

そして、しかるべく金額で落札して着工して、一部は進行中であり、一部は完成しているところも

あるかもしれませんけれども、その中で420万という数字はどこからはじき出してきたという、簡単

に言えばそういう質問なのですけれども。入札差額でもないと。見積りというか、事業差額、とい

うことはここは除かれていたのかというと、そうでもないと。よく分かりにくいのですけれども。

400万がどの部分、どういう不用額になったか、どういうことだか知りませんけれども、不用額でも

ないようだと。ご説明いただければありがたい、分かりやすく説明していただければ。何回も答弁

しているではないかと言いたいのかもしれないけれども、よく分からないのです。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  差額の部分を知りたいということですね、400万。差額の部分なのですけれども、当初計上してい

た予算に関しては土地の造成及び敷地内の擁壁及び北側の擁壁の工事を考えていました。その中で

先ほども申し上げたのですけれども、敷地内の擁壁工事の部分で課題が発生し、工期が延び、費用

もかさんでいるといったところで、当初北側の部分も考えていたのですけれども、敷地内の課題で

北側擁壁の部分の費用も食ってしまったというところで、その残りの424万6,000円になります。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 総事業費で組んで仕事はやっていたと。そして、ここまでやったのだという

ことではない。落札額では決まったわけですね、事業費は。確定したわけです。そして、事業を進

めてきて明らかになったのは、その北側の部分だけはまだ手をつけていないと、未着だと。そこま

では分かった。そうすると、その他の事業は大体これを引いた金額なのか、そうでもないのか。何

かよく分からない。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  契約は、実際２本でやっています。１本ではないので、土地の造成で１本、敷地内の擁壁で１本、

それぞれで契約しているところです。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 
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〇３番（笹岡壽一君） そうすると、これは２本、土地の造成、擁壁とおっしゃっていただいたので

すが、これは造成、擁壁工事別々だということになります。ということなのですね。ここに書いて

ある複合型サテライトオフィス、そこには確かに土地の造成と擁壁とあります。２つに分けてある

と。それは分かりました。それで、どっちの部分なのですか、これ。両方ともひっくるめているの

ですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  説明の部分、複合型サテライトオフィス建設予定地の造成・擁壁工事、これで１つの説明になっ

ています。この説明から、当初は３本の契約を考えていました。先ほど言ったとおりです。土地の

造成、敷地内の擁壁、北側の擁壁の工事。そのうち２本を今年度実施してきました。そこで北側の

部分も含めてなのですけれども、ちょっと２本目の契約、敷地内の擁壁工事の部分で工事費用がか

さんでしまったという部分がありまして、ちょっと北側擁壁の工事に見込んでいた費用もそこから

出している状況です。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  まさにこの予算書のつくり上の話をさせていただくと、事業を実施するに当たって契約１本ごと

にこの１行ができるわけではなくて、ある程度まとまった契約ではないですけれども。だから、こ

の１行で３つの契約が全部行われているだけで、契約分で最初予算計上していると。そのうちの２

本で、当初の予算計上していたものの２本分はやったのだけれども、残りの１本はできなかったよ

と。そういったのは北側の擁壁工事の部分です、今回。２本でいっているのだけれども、敷地内の

擁壁の部分で当初、仮に1,000万、1,000万、3,000万かかっていましたよと。予算計上していたけれ

ども、3,000万円の予算計上をしていたのだけれども、敷地の中で擁壁が1,500万円かかってしまっ

たと。造成には1,000万円でした。そうすると2,500万円ではないですか。ご理解できないですか。

それで、当初3,000万の予算だったのだけれども、１本の工事、最後の北側の擁壁工事については今

年度ちょっと実施できないので、実施しないと。そうすると、1,000万と1,500万の2,500万予算を執

行すると。その予算は3,000万で取っていると。そうすると、500万余りますねと、そこが今回でい

くと400万が余りましたと。次年度にまた予算計上させていただいていて、そこで実施するといった

ところですというご説明なのですけれども。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 
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〇３番（笹岡壽一君） それでは、整理しながらお伺いしますけれども、総事業費は３本、造成と北

側と、それから擁壁と。総事業費が総務課長の説明ですと、それでもって例えば3,000万組んだと、

３本で。落札額、契約は別々ではなくて１本なのだと、3,000万で、造成費。そうではない。それで

は分かりがいいです。そうすると、別々だとすると、擁壁が幾ら、造成が幾ら、北側が幾らとこう

なっていたわけです。なっていたわけですね。そういう契約だというのだから。違うのですか。だ

って、契約は１本だかどうだか知らぬけれども、内容は造成が幾ら、擁壁が幾ら、北側が幾らと、

そういう具合になっていたわけですね、金額も。それで、落札額もそうなったわけですね、入札も。

１人業者か知りません。だけれども、一本一本で幾ら幾らと契約してあると。そして、当然契約し

たのだから、当然擁壁は幾ら、造成は幾らと、北側は幾らと、こういう金額で落札していると思う

のです。それで、やらなかった部分、どこだと言えば北側ですと、できなかった部分というかな。

この金額なのかといったら、先ほどはそうではないと言っているのです。ここで私困ってしまって

いる。一本一本でそこの部分の金額をやらなかったら、それが420万だというのは、これは分かりが

いいのだ。そういう意味で最初は質問した。ところが、そうではないと言うから、だから分からな

くなってしまった。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  再三申し上げているとおり、敷地内の擁壁工事の際に課題が見つかったと。課題が見つかったの

です、敷地内の擁壁工事の際に。先ほども申し上げましたけれども、敷地内の擁壁の工事をする際

にちょっと課題が見つかったと。そこで工事費用がかさんでしまったというところで、当初予定し

ていた２本目の契約なのですか、敷地内の擁壁工事部分がかさんでしまったというところで、３本

目に予定していた北側の擁壁部分の費用をそこに充てているというところで、余った400万ちょいが

全て北側の擁壁の余りということではないというところでございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 課題が出て、そちらのほうへ総額を、Ａ、Ｂ、Ｃと３つに分けたと、簡単に

言えば。ところが、Ａ、Ｂの中で課題が出て、増額が出てしまったのだと。だから、Ｃの事業費が

そっちにいったために金がなくなりましたと。金がなくなったのに減額しようがないですね。ああ、

そうか。金がなくなったから減額したということですか。そうすると、Ｂの北側の予算はもうゼロ

になっていると。新たに組み直しだと、これは。そういうことになるのですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 
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〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  当初予算計上の際に、それぞれ３本の契約で1,000万ずつ予算を計上したとします。土地の造成に

関しては1,000万どおりでできましたと。では、敷地内の擁壁工事を1,000万でやろうと思っていた

のですけれども、工事をする際に課題が見つかってしまって1,500万になってしまいましたと。なの

で、トータル今2,500万ですか、当初計上した金額3,000万に対して2,500万使っています。年度内に

残りが500万になります。３本目というのですか、北側の擁壁工事のために1,000万取っておいたの

ですけれども、実際残り500万になってしまったと。北側の擁壁工事に関しては今年度できないので、

その分を減額したのがあの四百二十何万になります。分からないですか。 

          〔「それだったら、最初私が質問したのでよかったんじゃないの」と 

            言う人あり〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 私が何度もそれを答えているのですけれども。 

  結局北側擁壁で見込んでいた部分に関しては、敷地内の擁壁工事でちょっと増額している部分も

ありますので、令和６年度の当初にさらに増額して計上しているというところでございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ということは、擁壁、土地造成、それから北側か何だか分かりませんけれど

も、これでもって3,000万組んであったと。それぞれが同額としますよ、仮に。当然増額ではないで

しょうけれども、実態は。同額としますよ。そうしてやったらば、造成なら造成で当初1,000万ずつ

組んだのだと。ところが、造成のところで何か問題が出てきてしまったと、1,000万ではできない。

だから、3,000万、北側やる費用も含めて組んであったので、そこから500万頂きましたと、こっち

へ。擁壁はそのままとしますよ。そうしたらば、北側のほうが500万しかなくなってしまったわけだ、

そういう意味では。ところが、500万残ったのだけれども、これはやらないから、だから500万減額

してしまったと。そういうことなのでしょう。また違うの。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  今おっしゃっていただいたとおりでございます。ただ、予算がなくてやらなかったわけではなく

て、工期的に見てやらなかったというところはご承知おきください。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 予算がなくてやれないでしょう、これ。だって、造成のほうへ500万いってし
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まったのだから。1,000万かかるのですよ、北側が。工期は知りません。工期は知りませんけれども、

500万いってしまって1,000万かかるところを、造成のほうへ500万取られてしまったからできなくな

るのは当たり前ではないですか。そうしたら、普通ならば全体だか部分だか知りませんけれども、

増額しなければならぬでしょう、これ。ところが、私が言っているのは、仕事をやらなくなったと

いうことではなくて、できるわけないではないですか。500万造成に使ってしまったのだから。流用

したのだ、言わせれば。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  予算の数字だけ見ていただくのではなくて、我々工期も見なければいけないのです。ですので、

もし工期的に間に合うのであれば、今回の補正で増額していたのですけれども、工期的に間に合わ

ないというところで、今回減額しているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうすると、分かりました。それは分かりました。工期でできないから、残

金はあったのだけれども、予算額はあったのだけれども、それは減額してしまったと。それで、話

を基へ戻しますと、したがって幾らできるか、ここに減額した426万でできるとは限らないという意

味は分かりました。その流用された額というのは幾らだったのですか、3,000万のうち。426万残っ

たと。しかし、本当は700万残ったのだと、そっくりそのまま。だけれども、700万のうち300万はも

う土地造成で使ってしまったと、流用してしまったと。だとすれば、700万の事業がポシャったので

す。そういうことになる。たまたま残った金額が、未執行の金額が400万、これは工期の関係ですと。

私が聞くのは、もともと北側の工事１本それぞれ別々だというから、幾らだったのですか、この事

業費は。幾らで、幾ら流用したのですか、そちらへ。それで、幾ら足らなくなったのですか。この

辺が分かりやすく言えばそういうことになるのです、整理すれば。 

  これで答弁するのに不都合だというなら押さえてください。今工期でできなくなったと言います

けれども、仮に工期はあったとします。そうしたら、増額した補正をやらなければ駄目ではないで

すか。工期があったとして。だけれども、工期があったから残ったのだけれども、ということは、

いつやろうと700万の仕事は700万かかるのです。当初700万で契約したのだから。ところが、その

700万のうちを300万だか400万、こっちに使ってしまったわけだ。ということは、あと不足分は700万、

あそこの北側がかかるのだったら、300万という金を補正しなかったらできるわけないのです。それ

をたまたまもう工期がないからやめたと、こうなったから、ではそこに400万残金が残って当たり前

だ。それを減額したと。それは当たり前です。だから、工期はいいけれども、造成だか擁壁だか分
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かりませんけれども、総事業費は3,000万で組んだと。3,000万で、2,000万で擁壁とあれをやること

になっていたのだと、擁壁と造成を。ところが、擁壁でも造成でもどっちでもいいけれども、こち

らでもって500万不足が出たと。だから、たまたま北側のほうに1,000万あったから、そこから500万

持ってきたと。そして、工期が間に合わないから、どうせ500万あったって仕事ができないから減額

してしまったと、こういうことです。ということは、残されたのは北側だけ残ってしまったわけだ、

仕事が。幾らだったのですか、これ。幾らの中から、３本で契約してあるというから、幾らだった

のが幾ら取られたのだ、あっちこっちへ。残った金は分かりました、426万、書いてあるから。とこ

ろが、書いていない数字があるのです。 

〇議長（寺田 優君） ちょっと休む。 

          〔「ちょっとお時間ください」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） では、休憩します。 

          （休憩 午後 １時２９分） 

                                           

          （再開 午後 １時５８分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  隅総務課主幹。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  まず、北側の擁壁についてなのでございますが、敷地内の擁壁工事が終わらないと着手できない

という状況もございます。費用の内訳なのですけれども、９月補正の段階で約5,200万ほど計上させ

ていただいておりますが、そのときの内訳としては土地の造成に約700万ほど、敷地内の擁壁で約

3,000万ほど、北側の擁壁で約1,500万円ほどを見込んでいたのですけれども、実際工事を行ったと

ころ、土地の造成に関しては700万円ほど、敷地内の擁壁に関しては4,000万ほどかかっている状況

でございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 改めて伺いますけれども、契約は１本なのだが、契約の内訳は３本と。それ

で、３本と言っていましたね、造成は別、擁壁は別、北側は別と。予算も、金額についてもそれぞ

れ今ご報告いただいたとおりです。それで、そのような金額で契約したと。そうしたらば、造成な

ら造成の部分でしかるべく金額が足りなくなったと。事情はともかくいいのです。そうして整理し

ながら質問しているのですけれども、確認しながら。そうして、工期もないし、できもしないだろ

うと、もう。そういう理由もあって、よその契約額から持ってきたと。私はそのことを流用と言っ
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たのですけれども、そこまで確認しましょうか。言葉はともかく。そういうことですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  契約は当初３本を予定しておりました。それぞれの工区ごとに契約を結んでおりますので、まず

土地の造成が可能になった段階で土地の造成の契約を行うと、次に敷地内の擁壁が可能になったと

きに敷地内の擁壁を行うというところで、北側の擁壁に関してはまだ契約は行っておりません。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 当初３本で想定していたけれども、実際の契約は１本だったということにな

るのですか。そのまま契約したのではないですか。３本で最後まで。違うのですか。３本とは、事

業別ですよ。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  契約は補正が認められてすぐ３本契約したわけではございません。先ほども申し上げたのですけ

れども、それぞれの工事が可能となった段階で契約を行っております。北側の擁壁に関しては、先

ほども申し上げたのですけれども、敷地内の擁壁工事が終わらないと、工期のことも考えて、今年

度内に工事が終わる見込みがなかったので、まだ契約はしていないというところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私の質問が悪いのだかどうか、分かりにくかったら分かりにくいと言ってく

れたほうがいいのですけれども、私の認識のままに質問しているのですけれども、確認しながら。

要するに３本というか、３つの擁壁と土地造成と北側と、この３つをそれぞれ金額を設定して契約

金額を。土地が幾ら、擁壁が幾ら、北側が幾らと。先ほども1,000万ずつという話も出ましたけれど

も。これは、それぞれ独立的に単独、単独でそれぞれ事業設定して、金額を設定して、契約してい

くと。これ確認します。そうなのでしょう、違うのですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  工事請負費の複合型サテライトオフィス建設予定地の造成・擁壁工事のところで、その説明に約

5,200万計上させてもらっているのは分かります。その１つの説明の中に。 
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          〔「１本ずつでしょう、１事業ずつでしょう、契約は」と言う人あり〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 契約は３本で予定していましたけれども、予算計上は説明の中の１つ

に入っています。先ほど申し上げたのは、5,200万円の内訳を申し上げたのです。 

          〔「工事の進め方によって違う。擁壁だけばあっとやることはできな 

            いんで、工区ごとに分けた。その進捗の状況によって変化してき 

            たということ」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうすると、こういうことです。とにかく契約は１本なのだと。 

          〔「３本」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 契約３本だと全然違うのですよ。契約は１本なのだと。ただ、その内訳が擁

壁がこれくらいでしょうと、契約は１本なのだと。１本で契約していると。ただ、内訳として見積

り、積算として、ほかの話をしたけれども、建物が幾ら、機械が幾らとやっただけの話で、全て土

地造成なら土地造成、あるいは擁壁ということで事業発注１本でやったと。たまたまその中で擁壁

にこれくらいでしょう、造成にこのくらいでしょう、北側にこのぐらいといったにすぎないという

ことなのですか。そうではなくて、擁壁をやれば幾らくれますと、払いますと。土地造成やれば幾

ら払いますと、北側をやれば幾ら払いますと、個々に金額設定契約したのですかと聞いているので

す。ここが大事なところなのです。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  予算計上している説明は１つというのはご理解いただけていますね。予算計上している説明とい

うのは１つだというのはご理解いただけていますね。そこの説明に１本で5,200万円で計上している

と。先ほど申し上げた内訳、先ほどのとおりを考えていたと。契約はもともと１本でやる予定はな

くて、土地の造成が終わらないと擁壁の工事ができないと、敷地内の。敷地内の擁壁の工事が終わ

らないと、次の北側の工事に移れないというところがあったので、その5,200万円の中で３本の契約

を考えていましたと。それで、今年度は土地の造成と、終わったので、次のステップの敷地内の擁

壁に着手できましたと。でも、今まさに工事をやっていただいているのですけれども、それが今年

度中にどうにか終わるというような状況なので、次のステップの北側の擁壁までいけないというと

ころで、その余ったというのですか、そこで北側の擁壁の部分も含めてですけれども、余ったお金

を今回減額させていただいているというところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 
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〇３番（笹岡壽一君） 私は、そこが問題だと言ったのは、今のことではないのです。今のところは

そういう意味では関係ないのだ。私がポイントと、ここが問題なのだと言っているのは、考えてい

たとかいないとかということではなくて、当初そう思っていたとか。そうしたならば、何々の事情

であれができた、これができなくなったからこうしたではなくて、考えていたではなくて、この会

計を今処理していますから、減額処理を。400万の。考えていたではなくて。 

  私が聞いて確認しているのは、ここがポイントだと確認しているのは、３つの事業をやりますと、

擁壁と土地造成と北側と。それで、契約は１本かもしれませんよ、それは分からない。それはさて

おいて、本来一本一本で契約していると、これ。土地造成は幾らでやってくれと、これで契約する。

予算はまとめてでいいのです。擁壁、造成、これで１本でいい。5,000万だろうが１億だろうが。こ

の１億でも5,000万の内訳は、土地造成が幾ら、擁壁が幾ら、これで契約する。北側が幾らと。これ

で契約したのか、そうではないのかと確認しているのです。これがまず、ここが確認できないと、

わけが分からぬということを言っているのです。どっちなのだと。 

  例えば１本で土地造成１億円と、それの中には擁壁もあれば、造成もあれば、北側もありますと。

どれがどうだか関係ないということなのか、どうも聞いているとそうではないようだから。別々に

契約したと思っているのです。別々に。これは土地造成幾らだよと、これでやってくれよと、あな

た。擁壁工事、これは幾らだよと、これでやってくださいよと、あなた。別々の人に発注したと思

ったほうがまだ分かりがいいかもしれない。たまたま１社かもしらぬけれども。２社か知らぬけれ

ども。そういう問題なのです。ですから、それによってどっちで決めたのだか、これが分かれ目に

なりますと。まとめて１億円で頼んで、たまたまその内訳が擁壁が幾らだか、そんなものは知らぬ

と。擁壁を造って、造成して、何々をしてくださいと。１億円払いますよと、あなたに。どうもそ

うではないと、これは。先ほど来の説明を聞いていると。だってそうでしょう。土地造成で課題が

出てきた。足らなくなったから、こっちから幾らか持ってきて、幾らだか分からぬけれども、それ

は聞きましたけれども。そうして、たまたまもう仕事をやらなくなったから、本当はさっき言いま

したけれども、北側の事業が700万あったのだと、予算を組んで契約して。だけれども、仕事をやら

なくなったから、金が700万浮いてしまった。そのまま浮いてしまった。たまたま全体では3,000万

あったのだけれども、たまたまそこの金が浮いてしまったから、100％まるまる。ところが、内情と

すれば、あとの２つの事業のうちの土地造成のほうで課題があって足らなくなったと。だから、何

がしかの金を、金というか、予算上もそうですけれども、土地造成を持ってきたと。余った金を減

額したと。この確認は大事なのです。ここがポイントなのです。ここを曖昧にしていると、いつま

でたってもこの議論が尽きなくなる。行政の、執行部の見解を明らかにしなければ。明らかにする

こと、不都合があるならば、それはそれでまた考えなければいけない。私は別に村を壊そうと思っ

て質問しているわけでも、発言しているつもりはないのですから。ここのところを皆さん、お分か

りになっていますかと聞いているのです。ちゃんと分かるように説明してくれと言った。ここがポ
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イントなのだと、肝腎要な。ここで考え方の見解の相違を幾ら説明されても困るのだ。結果が出て

しまっているのだから、もうはっきり。 

          〔「質問の趣旨についてちょっと詳しく聞きたいんだけど、止めても 

            らっていいですか」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 休憩します。 

          （休憩 午後 ２時１３分） 

                                           

          （再開 午後 ２時２５分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  質問は分かっていますか。では、答弁のほうからお願いします。 

          〔「分かったから質問で、次の」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 分かったの。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 今お伺いして確認したのは、相互で、出席した議員、私も含めて議員で確認

したということと、出席された村長以下職員と共通認識を持ったのが、事業とすれば総体事業で五

千数百万なのだけれども、金額はあまりこだわることをしませんが、いわゆるあの一帯の造成と擁

壁を何らかの工事をやると。だけれども、契約はどうなったか、どういう契約をしたのかといった

ら、造成契約、土地契約、北側契約、それぞれ金額を設定して契約したと。これがはっきりしまし

た。それで、金額は言いませんけれども、土地契約の中で、土地だったかな。擁壁か。擁壁の工事

の中の契約額が途中で、施工中だか、施工前だか知らないけれども、気がついたのか、どこでいつ

気がついたか分かりませんけれども、一定の金額で契約した金額ではでき得ないと。これがはっき

りしたと。いつかということは問いません、あえて。いつ分かったのか。施工前に分かったのか、

途中で分かったのか。そうして、これではできないということが分かったと。そうして、他の契約

した事業から持っていったと。 

          〔「契約していないです。契約する予定だったということです」と言 

            う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） それを言われると分からないのだよ、予定だの考えだのなんて言われると。

要は契約はどうなっていたのだってくどく言っているではないですか。考えやその予定なんて聞い

ていないのです。もう結果は出ている。これからやろうとしているのではないのだ。400万の残金が

余ってしまったのが減額している。さっきあそこであれだけ確認して、考えだったとか、予定だっ

たとか言われて。 

〇議長（寺田 優君） 冷静にやりましょう、冷静に。 
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          〔「契約行為はしていないです、最後の３本目のところ」と言う人 

            あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） あそこの黒板持ってきて見てくださいよ。 

          〔「いやいや、あそこでもまだって書いています。契約の事実行為は 

            していないです、まだ。３本目について」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 困ったな。 

〇議長（寺田 優君） 困ったなって、それが事実なのでしょう。 

          〔「事実です」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 一本一本契約していく…… 

          〔「３本やっているうちの３本目の契約はもともと予定していたん 

            だけど、年度内に工期がはまらないから、契約締結という事実 

            行為をしていないです」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） ちょっと待ってください。そういうことでは余計おかしくなる。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） いいですか。予定でした。しかし、金額は決まっていて、考えていた、予定

していた。ところが、工期はなくなったからやらなかったと。工期があればやったのではないです

か。予定ではなくて。工期がなくなったからやらなかったと。やろうと思って考えていたのだけれ

ども、やめた。あれはただ考えていたにすぎない。そうではないでしょう。契約をしたのではない

ですか。あそこの北側が幾ら。違うのですか。さっきの図面がそういう図面です。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  笹岡議員と先ほどお話しさせていただきました①、②、③の契約についてですけれども、先ほど

黒板に書いて、この場でお話しするのが適切かどうかというところもあるのですけれども、まず一

番上に書いたのが擁壁の部分の当初3,000万円だったという契約の１です。２番目が、②のところが

700万円の土地の造成の部分と。③のところの北側の擁壁の工事の部分、そこについては私の書き方

がちょっと契約と書いてあって、後ろにまだというふうに注釈を入れさせていただいたのですけれ

ども、３番目の北側の擁壁の工事の契約についてはまだ締結をされておりませんし、当初の予算案

の積算というのですか、見積りをした段階では1,500万円だったよというお話をさせていただいたと

いうふうに認識しております。 
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〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうしますと、いいですか。1,000万円はどこから持ってきたのですか。そう

して、何で400万余ったのですか。どこが。まだ頭の中ですよ。契約も考えていないと。ところが、

既に土地造成が幾ら、擁壁が幾ら、それで北側が幾らと、事業設定したのだと、これ。ただ、そう

ではない。まだですと。考え方ですと。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  まず、どうして北側の擁壁の部分のお話という話になったのですけれども、まさに９月の補正の

段階で1,500万円、当初かかるであろうというところで予算の要求をさせていただいて、議会のほう

で承認をいただいたといったところでございますので、1,500万円、議会のご承認が5,200万円です

ね、事業として認めていただいているといったところがまさにそこの部分に当たるのかなというふ

うに考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ですから、北側が1,500万確保されていたのでしょうというの。工期は別です。

もし工期があってやるとしたら、黙って1,500万かけて北側をやったはずなのです。違うのですか。

その会計処理はできていると、もう終わってしまっていると、考え方ではなくて。たまたまやらな

かったよということです。何で。工期がなかったから。その仕上がりが1,500万あったのだと。しか

し、1,100万ぐらいは、1,000万ぐらいはどこかよそへ使ったから、擁壁へ。だから、400万余ったか

ら減額したと、こういう話でしょう。違うのですか。考えでした、予定していました、契約でも何

でもありませんみたいなことを言うけれども。終わったことなのです、これ。終わっているのです。

仕事もしなかった。それも終わってしまった。終わったから金が余った。だから減額した。決算上

は終わっているのです、もう。これからの話ではない。計画したけれども、予算計画したけれども、

財源つけたけれども、工期だか何だか知らないけれども、仕事をしなかったから本当は1,500万その

まま残っていいのです。残ったのかなと思っていたらば、400万しかないと。あと1,000万どうした

のだと言ったら、いやいや、既に擁壁に金がかかってしまったので、そっちにいってしまったと、

こういうことだ。それを考えたとか、予定であったとか、そういう問題ではないのだ。終わってし

まっているの、もうこれは。決算的に事業はやらないことになった。したがって、金を払う相手が

なくなった。1,500万そのまま残ってしまった。残っていなければ駄目なのです。仕事をしないのだ

から。 

          〔「もう一回休憩さしてもらって、もう一回ちゃんとお互い納得いく 
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            まで話ししなさいよ。だって、質問者が聞いてもさ、答弁とさ、 

            質問者が離れちゃっているんじゃあね、つけようがないんだ。も 

           う一回納得するまで話し合いなよ」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 納得しないだろうな、これは。 

          〔「話し合いっていう問題じゃなくて、ここを……まま、ここが基本 

            だよと言っているわけだ、最初から。それがあれやこれやぶれて 

            いたんじゃ駄目なんです。進まない、いくらやっても」と言う人 

            あり〕 

〇議長（寺田 優君） 何を……今入っているのだ、これは。入っている。 

          〔「休憩だ。休憩してください」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） では、ちょっと休憩します。 

          （休憩 午後 ２時３７分） 

                                           

          （再開 午後 ２時４９分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  私の文字が汚かったと、図が非常に理解しにくかったといったところで大変ご迷惑をかけたこと

をこの場を借りておわびさせていただきますけれども、事業が実施できなかった部分の残額につい

て減額させていただいているといったところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 総務課長が謝罪の言葉を述べられたので、私もちょっと認識が速やかにいか

なかったもので、時間をかけて申し訳なかったと。あわせておわびを申し上げておきます。分かり

ました。 

  それで、簡単に言えば途中で何だったのだと分からないことがあるかと思うのですけれども、要

は予算内流用でやったのだということです、簡単に言えば。了解です。分かりました。 

  もう一点なのですけれども、このページを開いたついでと申し上げましたけれども、この下のほ

うは出ていないので、分からないのですけれども、サステナブル事業の3,900万は先ほどの説明でい

ただきましたけれども、下の3,500万のサステナブルというのは、これは何ですか。擁壁工事とか土

地造成とある。これは何だと言っていました。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 
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          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  サステナブル住宅土地造成・擁壁工事の件なのですけれども、これ東京宝島サステナブル・アイ

ランド創造事業で行う４つの事業があったではないですか、サステナブル事業で。漁業、農業と公

園、住宅の事業があったのですけれども、その久保里山住宅の下に新しく住宅を建てるのですけれ

ども、そこの土地の造成とか擁壁工事の費用分になりまして、そこをちょっとまだ農転がようやく

今年に入って終わったような状況でして、今年度中の土地の造成とか擁壁工事ができないというと

ころで見送って、減額させていただいているといったところでございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） サステナブルで、いずれにしても先ほど委託料の2,000万円は別にして、工事

請負費の約4,000万と3,500万の違いは、同じ住宅ではあるのだが、場所は違うということですか。

何か相手が違うのですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  14の工事請負費で3,900万ほど減額していて、その内訳がサテライトオフィスの造成と擁壁の

400万プラス、サステナブルの住宅の擁壁工事の3,500万、それの合計が3,900万です。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 大きいところで伺っていきたいと思っているのですが、歳入のほうは先ほど

お伺いした東京都の関係を除いては、うんというような範囲内な気がします。細かくは別として。

１点、ちょっと金額が張っている諸収入だけ聞いておきましょうか、雑費みたいな感じですけれど

も。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 27ページ下段を御覧ください。 

  ここで一番とりわけ大きくなっているのがハロウィンジャンボ宝くじの交付金が384万9,000円多

く頂いているといったところが内容になっていまして、そのほかの金属の売却が69万5,000円といっ

たことが、まさに今回増額の補正になっているところのメインになってございます。 

  以上でございます。 
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〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ふるさと納税というのはどうなっています。どこへ入っていますか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 27ページの上のほうですか。一番上のところにまさにここがふる

さと納税69万9,000円と、ここが今年度増額した部分、当初の予定よりも多くなった部分の補正額が

ふるさと納税、寄附金のところに当たると。ふるさと納税ですね、になります。 

          〔「それで、これは69万9,000円を増額補正して、総額では幾らにな 

            っているんですか」と言う人あり〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 総額ですと247万9,000円から、すみません、18万円を引いていた

だくと220万円程度ですか、になっています。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） このふるさと納税に関心を持ちまして、一般質問にも書いたのですけれども、

前回書いて、今回も書いたのですけれども、ページ数の関係もあったりして削除したのですけれど

も。住民の皆さんには、住民にお配りした質問書の中にはふるさと納税が出ていたのですけれども。

どういう取組をされています、この１年。変わった取組。というのは、前の質問のときに総務課長

から答弁いただいていますけれども、私の質問では村のホームページを見てみたら、農協の椿油だ

けと、大体メニューが。ということで、いろんなことの提案もそのとき申し上げましたけれども、

観光業に対してもどうだとか、あるいはその他の品目にしてもどうだとか申し上げましたけれども、

これは総務課長から答弁もいただいているのです、それなりの。これからの課題を含めてというよ

うなことで。具体的に何これといったことはなくて、私が一番ここで訴えたいのは、ホームページ

も結構なのだけれども、もっと具体的に島の関係者だった人たち、外の。島内の人は関係ないから。

島外にいる元利島でいろんな貢献していただいた、働いていただいた方々を相手に、その最たる象

徴的なのは利島会であり、あるいは漏れ聞くところによると教員の先生方が一定の利島会的なグル

ープをつくっているという話なんかも昔聞いたことがあるのです。今は知りませんけれども。もち

ろん個人の名簿を調べるというのは、これは大変だし、プライバシーの問題もあろうかと思うので

すけれども、しかし名簿で公表されている組織体、例えば利島会とか。こういうところには利島会

の会員については公表されていますから、だからそういう点では必要ならば利島会の承諾を得ると

か、親書みたいのでお願いの訴えをしたらどうだろうということを提案させてもらったのですけれ

ども、含めてやはり財政危機というのはもろ一般財源ですから、それこそ。自主財源ですから、や

っぱり1,000万円近いような金額を近々にはお願いできるような。といって、その反対には品物を送
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ったりしなければいけない。返礼品か。まるまる収入というわけにもいかぬわけだけれども。そう

いう取組を、どういう取組をされているのか伺うと同時に、構想というか、それこそ考えを伺いた

いと思うのです。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  返礼品の品目を増やしたとか、そういったところはなかなかまだできていないのかなというよう

なところは、以前の議会でも申したとおり、片や一方では東京都区長会、市長会、町村長会ではふ

るさと納税反対だというようなご意見もあるというか、要望として東京都から要は税収が逃げてい

くというような逆の観点もある中で、当然今の制度が続く以上、村としても寄附金を上げるために

は…… 

          〔「うちも東京都なんだ」と言う人あり〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） そうなのです。だから、うちも一応制度の見直しを求めていると

ころではございます。東京都も含めて総務省に対して。そこはちょっとご留意いただきたいという

か、その反面、ただ今の現制度が続く中では、一般財源を増やすためにはふるさと納税の増額を当

然していかなければいけないというのは重々分かっているところでございますし、そこに向けて今

後とも職員とも相談しながら進めていきたいとは考えておりますけれども、議員のおっしゃってい

た名簿が公開されているから、そこに対して名簿のところに送っていいかというと、今の昨今の個

人情報の保護は、何に、どういうことに使うためにというのがきちっと明示してから相手に同意を

得なければいけないので、利島会さんといえども、名簿ができているからその名簿をうちにくれて、

うちからダイレクトメールを送っていいですかというと、なかなかこれオーケー出ないと思います

ので、そこはぜひ村の住民の方でご親戚、そういったところの方に口づてではないですけれども、

情報発信していただけるとまず一番ありがたいのかなというようなところと、利島会だけではなく

て、やはり魅力ある返礼品を設けるとか、村の取組を紹介していくだとか、そういったところは今

後も引き続き検討しながら進めてまいりたいと考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私は言いましたけれども、利島会といっても、黙ってというとびっくりもす

るでしょうし、いかがかという問題もあるというのは私も申し上げましたけれども、それは利島会

に何と言えば、私も利島会に許可を得たわけでも何でもなくしゃべっておりますけれども、何を言

っているのだと聞いている人もいるのかもしれませんけれども、了解を得るとか、利島会でも話題

にしていただきたいと、我がふるさとにこうだよ、ああだよと。総会もやっていますし、いろんな
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イベントもやっているのです。そういうときにチラシを配るとか、皆さんに。我が生まれ故郷どう

であるとかこうであるとかいうことで。そういう機械的に名簿といったから、それなりに単体ごと

にあれではなくて、創意工夫されて、例えばホームページでやるならやるので利島会の皆さんへと

か、親近感、身近になるのです。ただホームページに載せてありますというよりも。そういう創意

工夫はどれができて、どれができないか分かりませんけれども、不愉快な思いをされてはかえって

困るわけだけれども、そういうことを言いたいことは、より積極的にかなう限りの努力をされたら

いかがでしょうかという意味合いです。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  まさに私も漏らしましたけれども、100周年のときにふるさと納税のチラシは、来ていただいた利

島会の会員の方にはお配りしています。また、前田副議長も利島会の役員になられていると思われ

ますので、副議長にもちょっとご相談しながら、どういった取組ができるかといったところを考え

ていきたいと考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） この１点で終わりますが、歳出ですけれども、総務費が相当額が減額になっ

ています。これの主たる減額は何でしょう、これ。明細表を見れば分かるのでしょうけれども。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 31ページ御覧ください。非常にちょっと予算の性質上、難しいと

いうか、多分議員の混乱の原因になっているのですけれども、このサステナブル・アイランド事業

とか、先ほど来、従来から申している減額しましたとかというのがありましたね、3,500万円何だっ

たのだみたいな。あそこのところの部分というのが総務費で予算計上しているところなのです。あ

の住宅とか建設系なので、土木費かなと思われがちなのですけれども、総務費で今回予算計上させ

ていたので、そのサステナブルの全部で3,900万円とか、そういうのがもろもろ減額させていただい

ているので、減額の額が大きくなっているといったところになっています。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私は、てっきりサステナブルの1,100万、1,100万ではない、幾らだったか。

１億か。１億でしたか、東京都の金が。その金でこちらへ来て、歳出のほうでどこかで、総括表な

のだけれども、土木費だか何かで工事で１億近いのがありましたね、歳出減額が。これがぴったり



 - 208 -

充当しているのかなと、勝手にそう思ったのですけれども、これは今聞きますと7,700万の総務費と

いうのは、確かに総務費の中にサステナブルが含まれていることは事実ですけれども、これついで

にお伺いしますけれども、１億の事業減額、事業費の歳出、これはサステナブルとは関係ないので

すね、では。先ほど来言っていた工事ができなかった、委託費が何かできなかったという説明をい

ただきましたけれども。これも明細を見ても、歳出が土木費で１億。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） すみません。具体にページが今すぐ出ないですけれども。 

          〔「49」と言う人あり〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 49。定住促進住宅整備事業、今年度せいべいですか、のところに擁

壁の今年度執行するというお話を前させていただいたのですけれども、こちらのほうを打切り、５

年度で打切り、６年度で再計上させていただいているので、ここは皆減させていただいております。

それが9,560万円になります。 

  以上です。 

          〔「これはサステナブルじゃないんですか」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） ちょっと補足させていただくと、まず今事業を村のほうはいっぱ

い抱えてございまして、先ほど来から、従来から申している３Ｃの事業というのと、サステナブル

の事業、サステナブル・アイランド創造事業、それが久保里山の下に造る住宅です。というのと、

あと移住、定住のための住宅というのを旧せいべい様のところで、３つですか。大きく事業的にい

くと３つの事業を回しているというような中で、各事業ともちょっと進捗が遅れているといったの

が今回の減額の要因となってございます。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 19ページで作業用車両使用料、これは何の。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  作業車両というのはラフテレーンクレーンになります。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 



 - 209 -

〇４番（石野 治君） 25ページになるのかな。観光費補助金というので島しょ地域観光、これは132万

円というのは、公園とかそういうのだと思うけれども、どこの。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  島しょ観光施設等です。なので、この補助金事業自体はハード事業とソフト事業、両方対象にな

っていまして、歳入でいうと47ページに観光パンフレットの製作委託料というのを上げていたので

すけれども、ちょっと今年度その製作ができなかったというところで減額ということになっており

ます。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 27ページの財政調整基金繰入金なのですけれども、これは１億4,000万か、出

ているのですが、これは何のあれなの。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  財政調整基金繰入金ですので、財政調整基金から繰入れを予定していた総額に対して、１億

4,500万円ほど戻す、戻すというか、減額です。まだ繰り入れていないので。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 33ページか、トレーラーハウスの保守委託なのですけれども、これ戻してあ

るのですけれども、もともと幾らぐらいで組んであったのですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  予算、一応17万6,000円で組んでおりまして、今年度ご存じのとおり、実証実験というところで保

守の部分は実証なので、村持ちではない状況でして、全額皆減しているというところでございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 49ページかな。委託で、無電柱化事業で500万近く戻してあるのだけれども、

委託料全部。 
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〇議長（寺田 優君） 500万、そこ。 

〇４番（石野 治君） 49ページ、無電柱化の…… 

          〔何事か言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 無電柱化予備設計業務を今年度予定しておったのですけれども、予

備設計の中で全体的に今年度予備設計を全部というところを考えていたのですけれども、全ての業

務ができず、今回はツッサビ線と学校線イ号の測量、こちらをやっていただくということで、残り

の設計部分のところを落としているというところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 93ページで、業務委託でこれ教育で…… 

          〔「簡水にいっちゃう」と言う人あり〕 

〇４番（石野 治君） 目が悪いから。93ページ……53だ、すみません。 

          〔「何ページ」と言う人あり〕 

〇４番（石野 治君） 53。53ページの委託費で、これは廃棄物の島外搬出委託料というのがあるの

ですけれども、教育委員会です。53ページ、廃棄物の島外搬出委託料、これが400万ぐらい戻されて

いる。これ何かやらなかったのか。 

〇議長（寺田 優君） 弟子丸教育長。 

          〔教育長（弟子丸知樹君）登壇〕 

〇教育長（弟子丸知樹君） お答えをいたします。 

  分かりにくくて申し訳ございません。やっていないわけではなくて、この400万円の部分について

予算上は別の科目に移して実施をしているところでございます。事実関係を申し上げると、体育館

のトイレの改修の廃棄物の島外搬出を行っているものです。実際上は約330万円ほどで島外搬出を実

施してございます。一方で、残り70万円余っておりますので、そちらについては今回の補正予算等

々で減額するということも含めて計上しているような状況でございます。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） ５ページの総括表のところで、上から四、五番目ぐらいの地方消費税交付金

がプラス補正されているのですけれども、これはたしか去年だかおととしぐらいにインボイス制度

というのが出てきました。あれによるプラス分なのですか。利島の商店だとか、企業というのは二、

三社しかないので、民宿とかそういうところが対象になった制度から来る消費税。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 
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          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  地方消費税の交付金、まさに交付金と書いてあるとおり、国から交付幾らです、利島村幾らです、

各町村別にこれ幾らですとお示しされて、うちは、はい、分かりましたと言って受け取るものでご

ざいまして、インボイスの制度設計上、インボイスのものがここに当たっているかどうかという話

になると、多分当たっている。インボイスが発生したのが10月からですので、まだ消費税の計算は

当然今の確定申告から発生するものだと思っていますので、それが今すぐに当てはまるかというと

ころはまたあれですけれども、当然地方消費税も地方分の税額があるので、それを国から交付され

ているといったものになります。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、質疑を終了いたします。 

  討論を行います。討論ございますか。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは、例によりまして当初予算からの続きなわけで、当初予算のあの趣旨

が改善されているという要素も見られないので、原案にはそのまま反対をいたします。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、採決を行います。 

  議案第９号 令和５年度東京都利島村一般会計補正予算（第４号）を採決いたします。 

  議員は投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、賛成２、反対２、同数でありますので、議長の判断により、賛成可決することとい

たします。 

  よって、議案第９号 令和５年度東京都利島村一般会計補正予算（第４号）は可決、承認するこ

とといたします。 

 

    ◎日程第１３ 議案第１０号 令和５年度東京都利島村国民健康保険事業特別会 

                  計（事業勘定）補正予算（第４号） 
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     日程第１４ 議案第１１号 令和５年度東京都利島村国民健康保険事業特別会 

                  計（直診勘定）補正予算（第３号） 

 

〇議長（寺田 優君） お諮りします。日程第13より日程18の後期高齢者特別会計補正予算まで一括

上程をして、説明を受けたいと思いますが、いかがでしょうか。よろしいですか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、議案第10号より…… 

          〔「もう一回言ってくれます」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 議案第10号より、日程第13。議案第15号まで、後期高齢者まで。 

          〔「簡水も何も一緒にやろうっていうの」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 説明はね。 

          〔「10から13」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 10から15。最近の倣いではそういうふうにやっていますから。 

          〔「簡水とか、そういうのは事業別のところ……他の事業、関係ない 

            事業を除いて保険関係は一本でもいいかなと思いますけど、水道 

            やその他の事業勘定というのは一緒にはやりにくいと思う」と言 

            う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） もしあれなら、簡易水道と合併処理を別にして、あとのは一緒に４つ。 

          〔「いや、だからそれぞれ２個ずつとか。後期高齢と介護と、それを 

           １つでとしたらば」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでやる。 

          〔「手続的に結構煩雑になっちゃうので」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、そうしましょう。いいですか。日程13、14を１つ、それから15、16を

１つ、17、18を１つ、その３個に分けてやるということでいいですか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、日程13、議案第10号から日程14、議案第11号までの説明をお願い

します。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） それでは、61ページをお開きください。 

  議案第10号 令和５年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）。 

  令和５年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）は、次に定

めるところによる。 
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  歳入歳出予算の補正の総額はそれぞれ207万2,000円を増額し、歳入歳出予算の総額を7,956万

7,000円とする。 

  続きまして、77ページをお開きください。 

  議案第11号 令和５年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予算（第３号）。 

  令和５年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予算（第３号）は、次に定

めるところによる。 

  歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ146万7,000円を増額し、歳入歳出予算の総額を8,008万

4,000円とする。 

  それぞれ詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） よろしくお願いします。国民健康保険に関するところの補正予算

２つにわたってご説明申し上げます。 

  まず、61ページのほうです。国民健康保険特別会計については先ほど村長が申したとおり、207万

2,000円増額して、総額7,956万7,000円としております。 

  63ページをお開きください。歳出のほうをまずご説明申し上げます。保険給付費で200万円の減額

とさせていただいています。ここは、高額療養費及び出産育児一時金に係る不用額について減額を

させていただきました。 

  それと、あと諸支出金のところでございます。453万2,000円、こちら増額させていただいていま

す。こちらのほうは、診療所会計の繰出金について計上させていただきました。 

  戻りまして、62ページよろしくお願いします。大まかなところでいきますと都支出金のところで

す。182万3,000円増額としています。こちら、東京都から補助金として頂いている診療所運営に係

る補助金の増額が見込まれましたことから、増額の補正をいたしているところでございます。 

  簡単ではございますが、以上となります。 

  また、失礼しました。国保診療所会計、77ページお願いいたします。国保診療所特別会計につい

ては146万7,000円を増額して、総額8,008万4,000円となってございます。 

  78ページ御覧ください。78、それは歳入だから、歳出のほうを先に説明します。次のページです。

すみません。歳出のほうをまず説明させていただきます。総務費のほうが201万7,000円増額となっ

てございます。こちらのほうの主な理由でございますが、財政調整基金への積立額を356万円増額計

上しまして、管理運営費の不用額114万3,000円を減額しております。 

  78ページ、診療収入のほう９万2,000円増額となってございますが、こちらのほう、国保被保険者

分の診療報酬と一部負担金について減額しておりまして、また労災、公務災害のかかった診療報酬

について増額させていただいております。 
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  また、都支出金でございますが、こちら104万5,000円の増額になっています。僻地診療所の整備

事業補助金が増額となっておりまして、こちらのほう増額がありましたと、東京都からの補助金で

増額があったというところになっています。 

  また、その下の繰入金でございますが、11万円減額していますけれども、こちらは国民健康保険

の特別会計から都補助金の繰入金が453万2,000円増額されているため、一般会計繰入金、財政調整

基金からの繰入金をそれぞれ減額してございます。 

  その下の諸収入でございます。65万円を減額しております。こちらにつきましては、不用額につ

いて減額させていただいております。 

  国保の事業勘定と診療所の直診勘定の説明は以上となります。 

〇議長（寺田 優君） 議案の説明は終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をして質問してください。ございませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、質疑を終了いたします。 

  まず、第10号 令和５年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第４

号）の討論ございますか。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これも以下、特別会計数件あるわけですけれども、毎回毎回立つのもあれな

ので。従来どおり、事業そのものには異論はあまりないのですけれども、経過措置上反対せざるを

得ないという事情があって反対をいたします。毎回立ちませんで。よろしくお願いします。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、採決を行います。 

  議案第10号 令和５年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）

を採決いたします。 

  投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、反対２、賛成２、同数でありますので、議長の判断により、議案第10号 令和５年

度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）は原案のとおり可決、

承認することといたします。 

  引き続き、議案第11号 令和５年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予
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算（第３号）の討論を行います。 

  討論ございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 討論ないようですので、採決を行います。 

  議案第11号 令和５年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予算（第３号）

を採決いたします。 

  投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、賛成２、反対２、同数でありますので、議長の判断により、議案第11号 令和５年

度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予算（第３号）は原案のとおり可決、

承認することといたします。 

 

    ◎日程第１５ 議案第１２号 令和５年度東京都利島村簡易水道事業特別会計補 

                  正予算（第４号） 

     日程第１６ 議案第１３号 令和５年度東京都利島村合併処理浄化槽事業特別 

                  会計補正予算（第３号） 

 

〇議長（寺田 優君） 引き続き、日程15、議案第12号 令和５年度東京都利島村簡易水道事業特別

会計補正予算（第４号）並びに日程16、議案第13号 令和５年度東京都利島村合併処理浄化槽事業

特別会計補正予算（第３号）を議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 93ページをお開きください。 

  議案第12号 令和５年度東京都利島村簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）。 

  令和５年度東京都利島村簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ313万3,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を１億

7,405万6,000円とする。 

  続きまして、合併のほうですが、105ページをお開きください。 

  議案第13号 令和５年度東京都利島村合併処理浄化槽事業特別会計補正予算（第３号）。 

  令和５年度東京都利島村合併処理浄化槽事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところ

による。 
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  歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ687万6,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を5,845万

9,000円とする。 

  それぞれ説明に関しましては、所管より行います。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 令和５年度簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）についてご説

明をいたします。 

  主な歳入予算の補正について説明いたします。97ページを御覧ください。簡易水道都補助金につ

いて、第２、第３貯水池配水池更新工事の事業額が確定し、額が減少したため減額となっておりま

す。一般会計繰入金は、歳出予算の不用額減額に伴い減額となっています。 

  歳出予算についても、主に事業の確定等に伴う補正となっております。 

  103ページを御覧ください。施設管理費、総務費の簡易水道一般事務費の普通管外旅費についてで

ございますけれども、第２、第３貯水池配水管更新工事の材料検査に伴う検査員、監督員の出張に

伴い増額になっております。 

  施設管理費、総務費、簡易水道施設管理経費、工事費は今年度、高圧ポンプ補修工事、凝集施設

修繕工事、新設した井戸ポンプの信号ケーブル引き直し工事を修繕工事として執行したため、説明

科目で増減が発生しています。 

  施設整備費は、第２、第３貯水池配水池更新工事の額の確定に伴い減額しています。 

  以上で令和５年度簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）の主な増減についての説明を終わら

せていただきます。 

  引き続き、令和５年度合併処理浄化槽事業特別会計補正予算（第３号）についてご説明いたしま

す。 

  主な歳入予算の補正について説明いたします。113ページを御覧ください。目の清掃手数料でござ

いますけれども、浄化槽維持管理業務において浄化槽清掃を行った基数及び保守点検を行った基数

が当初見込みより減となったことから、額が減少したため減額となっております。 

  一般会計繰入金は、歳出予算の不用額減額に伴い、減額となっています。 

  歳出予算について、主に事業確定等に伴う補正となっております。なお、合併処理浄化槽管理経

費の燃料費は、バキュームカーの軽油の単価が上がったため増額となっております。 

  以上で令和５年度合併処理浄化槽事業特別会計補正予算（第３号）の主な増減についての説明を

終わらせていただきます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

〇議長（寺田 優君） 議案の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質問のある議員は挙手をお願いいたします。 

  笹岡議員。 
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          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） この簡水関係で、補修費が減額になっていますけれども、これは膜の高圧だ

とか低圧と、膜みたいの、以前視察したときに説明受けているのですけれども、その台を交換する

のも大分腐食していまして、あの当時。もう２年、３年前ぐらいでしょうか、２年ぐらい前でした

か。どういう工事をやったところ、これだけの減額になったのですか、金がかからなかったと。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 脱塩処理施設のＲＯ膜の件と見込みまして、お話をさせていただき

ますけれども、今回そこに関してはここの増減のところで発生していないところでございます。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、質疑を終了いたします。 

  議案第12号 令和５年度東京都利島村簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）の討論を行いま

す。討論ございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 討論もないようですので、採決を行います。 

  議案第12号 令和５年度東京都利島村簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）を採決いたしま

す。 

  議員の皆さんは投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、賛成２、反対２、同数でありますので、議長の判断により、議案第12号 令和５年

度東京都利島村簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）は原案のとおり可決、承認することとい

たします。 

  議案第13号 令和５年度東京都利島村合併処理浄化槽事業特別会計補正予算（第３号）、討論ござ

いますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 討論もないようですので、採決を行います。 

  議案第13号 令和５年度東京都利島村合併処理浄化槽事業特別会計補正予算（第３号）を採決い

たします。 

  投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 
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  投票の結果、賛成２、反対２、同数でありますので、議長の判断により、議案第13号 令和５年

度東京都利島村合併処理浄化槽事業特別会計補正予算（第３号）は原案のとおり可決、承認するこ

とといたします。 

 

    ◎日程第１７ 議案第１４号 令和５年度東京都利島村介護保険事業特別会計 

                  （事業勘定）補正予算（第３号） 

     日程第１８ 議案第１５号 令和５年度東京都利島村後期高齢者医療事業特別 

                  会計補正予算（第３号） 

 

〇議長（寺田 優君） 引き続き、日程17、議案第14号 令和５年度東京都利島村介護保険事業特別

会計（事業勘定）補正予算（第３号）から日程18、議案第15号 令和５年度東京都利島村後期高齢

者医療事業特別会計補正予算（第３号）を議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 117ページをお開きください。 

  議案第14号 令和５年度東京都利島村介護保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）。 

  令和５年度東京都利島村介護保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）は、次に定める

ところによる。 

  歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ1,777万7,000円を減額し、歳入歳出の総額を4,444万

2,000円とする。 

  続きまして、141ページをお開きください。 

  議案第15号 令和５年度東京都利島村後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）。 

  令和５年度東京都利島村後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところ

による。 

  歳入歳出の総額は歳入歳出それぞれ29万8,000円を増額し、歳入歳出予算の総額を801万5,000円と

する。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） よろしくお願いします。令和５年度介護保険特別会計の補正予算

（第３号）についてご説明いたします。 

  117ページ、こちらのほう1,777万7,000円を減額して、総額で4,444万2,000円というふうに計上さ
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せていただきました。 

  119ページを御覧ください。歳出のほうを説明させていただきます。総務費についてですが、210万

9,000円を減額しています。こちら、システム改修に係る不用額を減額しております。 

  また、保険給付費1,741万円の減額、こちら介護保険のサービス利用の利用者の減少に伴う介護サ

ービス給付費の減額について計上してございます。 

  また、その下の基金積立金174万7,000円の増額ですけれども、こちら第１号被保険者の保険料の

剰余金、サービスが減少しているところに伴って、余った部分については準備基金に積立てを行う

ための予算計上をしてございます。 

  歳入のほうでございます。118ページを御覧いただければと思います。保険料についてですけれど

も、42万2,000円減額になっていますけれども、こちら実績額に応じて保険料徴収できておりますの

で、こちら実績額に応じて減額しておるといったところでございます。 

  国庫支出金420万4,000円の減額でございます。こちらも先ほど支出のほうで申し述べましたが、

サービス料が減ったため、介護給付費の減額に伴い、国からの介護給付費負担金、調整交付金が減

額となりましたので、その部分を減額してございます。 

  支払基金交付金485万7,000円の減額、こちらも国庫支出金同様、介護給付費の減額に伴い支払基

金から交付される介護給付費交付金が減額となりましたので、減額させていただいています。 

  都支出金242万8,000円減額、こちらも介護給付費の減額に伴い、都から交付される、負担を受け

る、支出を受ける介護給付費の負担金について減額をいたしました。 

  その下です。繰出金586万6,000円の減額、こちら介護給付費事務費の減額に伴い、一般会計から

の繰入金を減少し、基金取崩しによる繰入金についても減額を計上させていただいております。 

  介護保険については以上となります。 

  続きまして、141ページ、令和５年度の後期高齢者医療特別会計の補正予算（第３号）についてご

説明申し上げます。29万8,000円増額して、総額801万5,000円となってございます。 

  143ページですか、御覧ください。歳出のほうから説明させていただきます。広域連合への納付金

34万8,000円増額になってございます。こちら、ごめんなさい。後期高齢者の保険料及び給付費の増

による納付金を増額しておりますので、予算計上させていただいております。 

  142ページにお戻りください。すみません。こちらのほう、後期高齢者医療の保険料について、実

績ベースに見合わせて1万円のほうを増額させていただくとともに、繰入金、先ほど申したとおり、

支出に伴う給付費の増がございましたので、一般会計から繰入金を28万8,000円増額させていただい

ております。 

  以上となります。よろしくお願いいたします。 

〇議長（寺田 優君） 議案の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質問のある議員は挙手をお願いいたします。ございませんか。 
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          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、質疑を終了いたします。 

  討論を行います。議案第14号 令和５年度東京都利島村介護保険事業特別会計（事業勘定）補正

予算（第３号）の討論を行います。討論ございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 討論もないようですので、採決を行います。 

  議案第14号 令和５年度東京都利島村介護保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）を

採決いたします。 

  投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、賛成２、反対２、同数でありますので、議長の判断により、議案第14号 令和５年

度東京都利島村介護保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）は原案のとおり可決、承認

することといたします。 

  議案第15号 令和５年度東京都利島村後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）、討論ござ

いますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、採決を行います。 

  議案第15号 令和５年度東京都利島村後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）を採決い

たします。 

  投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了します。 

  投票の結果、賛成２、反対２、同数でありますので、議長の判断により、議案第15号 令和５年

度東京都利島村後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）は原案のとおり可決、承認するこ

とといたします。 

 

    ◎日程第１９ 議案第１６号 令和６年度東京都利島村一般会計予算 

 

〇議長（寺田 優君） 引き続き、日程19、議案第16号 令和６年度東京都利島村一般会計予算を議

題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 
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          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 当初予算ファイルの３ページをお開きください。 

  議案第16号 令和６年度東京都利島村一般会計予算。 

  令和６年度東京都利島村一般会計予算は次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ23億9,908万4,000円とする。 

  詳細に関しましては、総務課長より説明いたします。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 38ページ、39ページを御覧ください。 

  まず、歳出のほうから説明させていただきます。議会費につきましては、詳細は70ページから71ペ

ージにございますけれども、議会運営経費として1,694万5,000円を計上させていただいています。 

  次、総務費でございます。詳細につきましては70ページから99ページとなってございますが、10億

8,128万2,000円と、こちらを計上させていただいています。一般管理費には、人件費ほか職場健診

等の事業委託、または一部事務組合をはじめとした各団体への負担金を計上させていただいており

ます。 

  企画広報費につきましては、ＬＧＷＡＮなど庁内通信環境の保守及びリース料、または当該イベ

ント経費ですとかサステナブル・アイランド創造事業においてサステナブル住宅建設、複合型サテ

ライトオフィスの建設、村内通信網整備事業、また友好村連携事業に係る経費を計上させていただ

いております。 

  財産管理費については、庁舎や公用車の維持管理経費ですとか当直者の人件費、また総合行政シ

ステムの保守及びリース料に係る経費を計上してございます。 

  徴税費につきましては、住民税等のシステム改修等に係る費用を計上してございます。 

  戸籍住民基本台帳費については、住民基本台帳及び戸籍システムの法改正に係る改修費を計上さ

せていただいております。 

  民生費でございます。詳細は、98ページから111ページに記載されておりますが、１億9,059万

7,000円を計上させていただいております。社会福祉費には、国民健康保険事業会計の繰出金ですと

か社会福祉協議会への補助金を計上させていただいております。 

  老人福祉費でございますが、こちらのほう、専門職による高齢者ケア事業に係る経費等を計上さ

せていただいております。 

  衛生費でございます。詳細は、110ページから121ページまでございます。３億682万9,000円を計

上させていただいております。環境衛生費では、飼い主のいない猫対策事業に係る経費ですとか、

国民健康保険直営診療所会計への繰出金の経費を計上させていただいております。 

  清掃費につきましては、清掃センター管理経費ですとかごみ処理費に係る経費を計上させていた
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だいております。 

  上下水道費については、簡易水道事業、浄化槽事業に係る補助経費を計上させていただいていま

す。 

  労働費につきましては、詳細は120ページから123ページにございます。1,940万9,000円を計上し

てございます。 

  農林水産業費でございます。詳細については122ページから131ページにわたってございます。１

億1,417万9,000円を計上させていただいております。 

  農業費につきましては、製油センターの管理経費、モノラックの管理経費、スマート農業実証業

務の委託費ですとか、各種農業振興に係る補助経費を計上させていただいております。 

  林業費につきましては、椿林更新事業、または椿害虫駆除対策事業に係る経費を計上してござい

ます。水産業費についてでございますが、繁殖補助などに漁業振興に係る経費を計上してございま

す。 

  商工費でございます。商工費が、詳細については130ページから137ページとなってございます。

１億1,098万7,000円を計上させていただいています。商工管理費として、親水レクリエーション施

設、公園施設の管理経費、また親水レクリエーション施設の改修工事に係る経費を計上させていた

だいております。 

  離島交通受託事業費についてですけれども、東京愛らんどシャトルの運賃助成並びに定期航路業

務に係る補助経費、またラフテレーンクレーンの管理経費について計上させていただいています。 

  土木費についてです。詳細については、136ページから143ページに記載されてございます。３億

5,732万4,000円を計上させていただいております。 

  道路橋梁費には、道路清掃や維持に係る経費、無電柱化の詳細設計に係る経費を計上させていた

だいてございます。 

  また、住宅建設費については、移住定住促進住宅整備に係る建設費を計上させていただいており

ます。 

  消防費でございます。消防費については、142ページから147ページ、詳細載っていますけれども、

こちらのほうですけれども、1,927万9,000円を計上してございます。災害対策費に非常用の海水淡

水化装置の導入経費を計上させていただいております。 

  教育費でございます。教育費のほうが146ページから詳細がありまして、161ページまでとなって

ございます。こちらは、教育費１億1,446万3,000円を計上させていただいております。事務局費に

教育コーディネーター派遣経費、学校基本計画づくり業務に係る経費を計上させていただいており

ます。教育総務費に続きまして、15の春支援業務に係る経費を計上してございます。 

  公債費についてでございます。公債費、詳細は160ページ、161ページにございます。こちら、5,279万

円を計上させていただいております。 
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  予備費でございます。同じく160ページ、161ページにございますけれども、こちら1,500万円を計

上させていただきました。 

  歳入に移らせていただきます。36、37です。村税、詳細は46ページから49ページにございますけ

れども、5,187万3,000円を計上させていただいております。村民税は、個人、法人合わせ2,484万

1,000円を計上しました。 

  固定資産税につきましては2,341万4,000円を計上しました。償却資産の増加を見込み計上してご

ざいます。 

  軽自動車税194万1,000円を計上してございます。 

  たばこ税につきましては161万7,000円を計上させていただいております。 

  地方譲与税です。詳細については48ページから51ページにございますけれども、地方揮発油譲与

税、自動車重量譲与税、森林環境譲与税の合計246万7,000円を計上させていただいてございます。 

  交付金関係でございます。50ページから53ページにつきましては、利子割交付金、配当割交付金、

株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方消費税交付金、自動車取得税交付金、環境性能

割交付金、地方特例交付金の計1,036万1,000円を計上してございます。 

  地方交付税、52ページから53ページについてに詳細ございます。地方交付税と特別交付税合わせ

まして４億2,560万3,000円を計上させていただいております。 

  使用料及び手数料でございます。詳細は54ページから57ページにございますが、村営住宅使用料、

また諸証明の発行手数料等につきまして2,333万円の計上を行ってございます。 

  国庫支出金、56ページから59ページに詳細がございます。4,169万円を計上させていただいていま

す。デジタル基板改革支援補助金、子育て支援交付金やシステム改修に係る補助金など計上させて

いただいております。 

  都支出金でございます。58ページから65ページになります。12億4,794万9,000円を計上しており

ます。総合交付金、特別家庭支援市区町村包括補助事業補助金、無電柱化チャレンジ補助金など計

上してございます。 

  財産収入でございます。64ページから65ページにございます。基金利子、また職員住宅の貸付料、

ラフテレーンクレーンの貸付料等の合計1,294万円を計上しました。 

  寄附金でございます。64ページ、65ページになります。ふるさと納税といたしまして200万円の予

算計上を行ってございます。 

  繰入金でございます。64ページ、67ページに詳細がございますが、繰入金でございます。５億

1,101万円を計上させていただいています。財政調整基金、減債基金、移住定住促進住宅基金からの

繰入れを計上してございます。 

  諸収入でございます。66ページから69ページに詳細ございます。4,986万円を計上させていただい

ております。後期高齢者医療広域連合から保健事業受託事業収入やコミュニティー助成事業交付金
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などを計上してございます。 

  村債でございます。68ページに詳細がございますけれども、2,000万円を計上いたしてございます。 

  以上、簡単ではございますが、令和６年度当初予算の説明を終了します。よろしくお願いいたし

ます。 

〇議長（寺田 優君） それでは、５分間休憩をいたします。 

          （休憩 午後 ４時１４分） 

                                           

          （再開 午後 ４時２１分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  これより質疑を行います。質問のある議員は挙手をしてください。ございませんか。 

  石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 115ページになるのかな、通院交通費支援補助事業なのですけれども、115ペ

ージ。通院交通費、上段。これ今183万円に今年はなっているのですけれども、去年は公務員も排除

して320万円ぐらい出ていたのですけれども、公務員も入れて183万円になるということ。どこか切

ったのですか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  昨年度はのせていたところに比べて金額が低いのではないかというようなところでございますけ

れども、当初公務員については予算計上の段階で昨年の12月で予算計上していますので、そこの時

点では公務員について補助対象を拡充するといったところをちょっと考えていなかったのですけれ

ども、今度補助の対象を拡充させるに当たって、当然これで足りるかどうかというのは今後当初予

算としてはここで計上させていただいて、足りなければあくまでも補助金と書いてあるのですけれ

ども、助成金に近いもので、予算額に応じて補助の上限を決めると、交付の限度額を決めるといっ

た性質上のものではございませんので、そこについては補正予算等々で適宜対応してまいりたいと

考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 同じ115ページで、猫の去勢避妊事業で124万円計上されているのですけれど

も、これ何匹相当に該当するのですか。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 
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          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） お答えいたします。 

  令和５年度からですけれども、麻布大学さんと協定を結びまして、頭数が大体今年で三十何頭、

具体的な数字はあれですけれども、30頭以上いけておりますので、同じような頭数を予算として確

保させていただいております。令和５年度も同様に補正計上とさせていただいております。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 81ページのＩＰ告知端末なのですけれども、これはＩＰ告知端末更改仕様検

討委託とあるのですけれども、81の真ん中。これは新しくするのですか。ただ、委託、検討すると

いうだけですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  現在のＩＰ告知端末は令和２年度頃に導入しているのですけれども、令和７年度にＩＰ告知端末

の更改を考えておりまして、令和６年度にどういった更改をするかというところの仕様検討を行い

たいと考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 89ページの上段かな。トレーラーハウス保守委託で56万円出ているのですけ

れども、これは来年度車検だっけ、これ。たしか。車検代は入っていないのですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  そちらに計上されているものに関しては、水循環システムの保守とトレーラーハウス自体の保守

になっておりまして、車検代は含まれておりません。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。ございませんか。 

  石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 117ページの下段になるのかな。報償費になるのか。謝礼金でごみ処理補助者

への謝礼金とあるのですけれども、ごみ処理補助者とはどういうことなのですか。 
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〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） こちらでございますけれども、毎週水曜日の分別のときにスポット

で有償ボランティアで入っていただける方がいらっしゃいますので、その方に対して報償費を支出

させていただいております。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） はしけの広場の下で水曜日とかやっている。分かりました。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） ページはないのですけれども、前年度の当初予算で、結果的には修正で出さ

れてきたのですけれども、車の要求がありましたね、１台か２台。今年は車の要求というのはなく

ていいのですか。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 昨年度は自動車２台分、２か所にそれぞれ組ませていただいたので

すけれども、１台分の予算はついていまして、その１台は購入させていただいております。 

          〔「何ページですか」と言う人あり〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） すみません。そこは５年度の予算でございまして。６年度のはつい

ていないです。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 多分去年の内容をちょっと覚えてはいるのですけれども、車検が通って、要

はぎりぎり乗れるまで、乗りつぶすまで乗ったらという言い方をしたのではないかなと思うのです

けれども、そういう意味では今やっているのは６年度の予算案です。本当になくていいのという感

じで。多分去年のは乗りつぶしたのではないかと思えてしようがないのですけれども、要らないの

ですか、車は。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） ６年度に１回車検切れるのですけれども、そのときにまた判断させ

ていただいて、状況によっては補正を組ませていただければと思います。 

〇議長（寺田 優君） 井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 
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〇５番（井口 保君） ページ数で117ページ、工事請負費で清掃センター設備修繕工事1,200万ちょ

っと組まれているのですが、例年今まで私の覚えだと2,000万から3,000万食っていたのです。それ

が、今年度はこんなに低くて大丈夫なのかな。結構直すところが、古くなっているからあるのでは

ないかと心配しているのですが、このぐらいの予算で大丈夫でしょうか。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） お答えさせていただきます。 

  取りあえずの最低限のところは1,200万円組ませていただいております。また、実際に故障するよ

うなところがありましたら組替えを行いながら、足りなくなってくればまた補正計上させていただ

きたいと考えております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） ということは、今までは当初予算で2,000から3,000組まれていたのです。そ

れが、今年度に限って1,200万ぐらいで、要するに今度は足りなくなったら補正を組んでいくという

今課長の答弁ですけれども、そうするとなぜ私こんなことを聞いているかというと、要するに修繕

する人が来るのに、やっぱり２回も３回もやれば、余計な交通費がかかってくるのかなと。そうい

った心配があるもので、一体これで間に合うのかなと。そうしたら、課長の答弁だとまた壊れたと

きには補正を組ませてもらうという答弁なのですが、そうすると都内から来るのに交通経費、余計

なものがかかってくるのではないかと思って、それで心配してお聞きしたのですが、ではそういっ

た形でとにかく今年度はこの金額でやってみて、また壊れたときには補正をしていくと、そういっ

た組み方をするということでよろしいですか。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 現在のところ、最低限ここを直せば、最低限動くねというところの

額を計上させていただいておりますが、いかんせん清掃センターの焼却施設自体も老朽化しており

ますので、スポットで故障したときは、また補正計上等させていただいて、そこはまた修繕すると

いうところで対応させていただきたいと考えております。 

〇議長（寺田 優君） 井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） 今年度、そういった形でやってみて、どんどん古くなっていますから、年々、

年々悪くなっていっているわけですから、結構修繕するところが出てくるのではないかと思ってい

ます。とにかくだまし、だましでやっていただいているのですけれども、できたらそこにある程度
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のお金をかけて、やっぱり５年、10年もたせるような形も考えられるかなとは思っているのですが、

その辺は行政のほうがどのように判断するかというところです。 

  それでは、次に119ページ、14番の工事請負費でトラッシュバスター設置工事、これどういったも

のでしょう。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） お答えさせていただきます。 

  トラッシュバスターの設置工事でございますけれども、その下の備品購入費、トラッシュバスタ

ー購入、こちらも計上させていただいているのですけれども、トラッシュバスターは生ごみ処理槽

でございます。こちらの６基の購入とその設置、物はこっちで村のほうで先に購入させていただい

て、その設置をまた別に工事を発注するといったところで、それぞれの経費を計上させていただい

ております。 

〇議長（寺田 優君） 井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） 私初めて聞く名前なもので、どういったものだろうと思ってお聞きしたので

すけれども、そうするとそれを６基ですか、それを購入してやっていくのだということみたいです

けれども、果たしてこれどういったものなのかなと。これ、そこにある。ああ、分かりました。そ

のことですね。いや、ちょっと名前が新しく出てきたものですから、一体何だろうと思ったもので。

すみません。失礼しました。 

  以上で終わります。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 今の件に絡むのですけれども、それと昼間、笹岡議員がさんざん聞いていた

ごみ処理の件とも絡んでくるのですけれども、大きなトラッシュバスターを入れる予算化している

のだからという言い方も、見方もありますけれども、本当に午前中の笹岡議員の話の中で、あれコ

ンポストというのでしたか、機械そのもの。その中身のことがコンポスト。 

          〔「コンポストって、村で設置したことをそう言った。名称はコンポ 

            ストじゃない」と言う人あり〕 

〇１番（前田 清君） 名称がコンポストというのだっけ、あの機械の名称。家庭用のちっこいやつ

があるではない。 

          〔「あれは違う。俺が言っているのはそれじゃない」と言う人あり〕 

〇１番（前田 清君） 違うの。 
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          〔「コンポストっていったのが設置してある」と言う人あり〕 

〇１番（前田 清君） 昔、30年ぐらい前になるのかな。結構東京都内でも各市町村が補助金を出し

て各家庭に買わせていました。大体単価的に二、三万なのです。そのうちの半分を補助ということ

で、何か競って各市町村がそれ購入を促進していましたけれども、当時も東京ですから、膨大な量

のごみが出るのでしょうけれども、それを減らすのだということで、それと利島の今の焼却場の件

と同じような感じで、どこでも焼却場を建てるというと嫌がるのです、住民が。俺のところは嫌だ、

こっちへ持っていけだの、あっちへ持っていけだのという話があって、窮余の策でごみ処理器を各

家庭に置いてもらおうということで、実は私の家でもやったことがあるのです。ただ、捨てる分に

はいいのです、ごみを。ただ、蓋を開けて、ぽいと捨てるだけでいいのですけれども、たまってく

るとそれを処理するのに、たしかに肥料になるといううたいがあったように記憶しているのですけ

れども、肥料にする気なんか私なんかさらさらなくて、ただ減量できればということで買って家に

置いたということだったのですけれども、臭い。処理するには蓋を開けますから。そうすると、や

っぱり臭うのです。やっぱり台所には置けないと、外に置くしかないねということで、外に置いて

やっていたのですけれども、そういう機械がどうのこうの言いたくて言っているのではなくて、や

っぱり利島あたりでも１軒でも２軒でもそれをやれば、導入してくれれば、ごみがそれだけ減るわ

けです。今の回収している人が何人いるか知りませんけれども、その人たちの手間がそれだけ省け

ると。村長が言っていましたね、テンタルで四、五杯分と言っていましたか、１日。１日って、１

回当たり。週２回と。１軒、２軒だったら、テンタル１杯分というわけにはいかないのでしょうけ

れども、やっぱりごみを減らしていく。それと、利島なんかまだ家と家の間も広いし、間隔がある

し、やっぱりそういうのは推進するべきではないかなと思うのです。それには予算がないよという

のであれば、この予算が使えるかどうか分かりませんけれども、この設置料1,000万の購入費が

1,100万円。そこを考えていく必要があるのではないかなと思いますけれども。補正を組んでもらっ

てもいいのですけれども。これマイナス補正で上げてしまえばいいのだから。そういう形で、やっ

ぱり資源化云々なんて、そんな大それたことを言っているわけではなくて、ただただごみを減らす

と。もしかして、それを使ってくれればそれこそ有効活用につながっていくわけですから、そうい

う観点から考えていく必要があるのではないかなと思うのですけれども、来期の予算審議ですから、

うかつなことは言いたくないですけれども、そういう方向で考えていってもらえればと思います。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 従前に、今日の笹岡議員の一般質問で出た話なのですけれども、従

前に私どものほうで生ごみ処理器ですか、24台をモニターの形で、24台だったかな、たしか24だっ

たと思うのですけれども。それで生ごみ処理器をちょっとモニターの方にお願いしますというとこ

ろでバイオ式のやつなのですけれども、配布させていただいたところがございます。そのときなの
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ですけれども、なかなか当時ですけれども、実際に処理をしていただいたところでうまくいかない

といって、現状としていまだに置かれているというところがございます。私が来た平成10年当初か

どうか、ちょっと分からないですけれども、手で回すような生ごみ処理の機械というのか、そうい

うのも昔用意させていただいたことがある。かき混ぜるやつもあったそうなのですけれども、物と

して拝見させていただいたことがあるのですけれども、それもなかなか定着していないというとこ

ろがございまして、現状のところでそこで、ではこれをこうだというところがなかなか申し上げに

くいといったところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 同じくごみ関連ですけれども、去年徳島県と、あと新潟県の島、粟島、２か

所行って、ごみ処理に関する情報もいろいろ教えてもらったりしたのですけれども、特に印象に残

っているのが徳島県。あそこ何町といいましたか。 

          〔「上勝町」と言う人あり〕 

〇１番（前田 清君） 上勝町か。あそこは徹底しているのです。それこそ住民集会なり開いたりし

たりして、ともかくごみを減らそうということで全住民が取り組むという形でやっていて、結果的

に日本全国から視察者が来るというようなレベルまでなっていると。なおかつごみは、あそこ焼却

場がないのですね、たしか。外に。そうだ。だから、そこまでいったら大したものなのですけれど

も、現状の村長いわく、テンタルで四、五たるぐらいの量が仮に半分になるよというのであれば、

僕は万々歳ではないかなと思います。だから、ぜひ来期すぐにでもとは言いませんけれども、やっ

ぱりそれは考えていく必要があるのではないかなと思いますので、ぜひ担当課長は心に留めてもら

って、その辺の推進もどうやったらいいのだろうと。10年前か、20年前かにやったときには失敗し

たらしいよというのではなくて、新たに取り組んでみると。それで、減らしてみると、ごみを減ら

してみるというのが僕はあってもいいのではないかなと思うので、ぜひその辺は。担当課長ばかり

に責めるわけではないですけれども、行政としてその辺の推進をぜひ図っていただきたいと思いま

す。 

〇議長（寺田 優君） 答弁はいいですか。 

〇１番（前田 清君） いいです。 

 

    ◎散会の宣告 

 

〇議長（寺田 優君） それでは、ちょっと早いですけれども、本日はこれで…… 

          〔「終わるの」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） やる。挨拶する、それでは。やりますか。 
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          〔「いや、いや、終わるならいいですよ」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） では、終わりましょう。 

  あしたはお休みで、あさって９時半からお願いします。 

                                   （午後 ４時５０分） 
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    ◎開議の宣告 

 

                                   （午前 ９時３０分） 

〇議長（寺田 優君） 皆さん、おはようございます。定刻となりましたので、令和６年第１回利島

村議会定例会５日目を開会いたします。 

 

    ◎日程第１９ 議案第１６号 令和６年度東京都利島村一般会計予算 

 

〇議長（寺田 優君） 一昨日は一般質問の質疑まで入っております。 

          〔「一般会計」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 失礼、一般会計の質疑に入っておりますので、その続きから行いたいと思い

ます。 

  質問のある議員は挙手をしてください。 

  前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） これのページ数で言っていいのかな。 

          〔「はい」と言う人あり〕 

〇１番（前田 清君） 59ページ、総務費補助金で、島しょ山村定住促進サポート事業支援金で150万

円計上されているのですけれども、世帯が３世帯、それと単身が２世帯、計５世帯、150万円とある

のですけれども、よく世間で話題になるのが、例えば私この前見たやつが九州の宮崎県だったかな、

都城市、あそこの支援というのはすごいのですよね、手厚いというのか、過剰というのか。それで

人がいっぱい来てしまったのはいいのだけれども、今度は、例えば学校を増やすだの、校舎を増築

するだの、幼稚園、保育園、これを新たに造らなければいけないとなると、保育士、保育園児を支

援する人間を今度採用しなければいけないと。そうすると、そんな簡単にはいかない。しかも、こ

れがいつまで続くか分からぬという中でのそういうもろもろの費用とかって大変だというふうにな

っていましたけれども、それを賄っているのが、あそこはふるさと納税、あの金額も半端ではない

のです。何百億円というのが入ってきているみたいなのですけれども、それから比べたら、これ都

の補助金ですから150万円と。しかも、これ住宅があることが前提ですよね。これ今年度予算ですか

ら、150万円計上はされていますけれども、今は住宅がない状態で、何でこんな150万円。くれると

言われているものだからもらいましょうということなのでしょうけれども、住宅が前提に立ってい

るのに、前提たる住宅がないという状況、この辺どうするつもりなのですか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 



 - 236 -

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  こちらなのですけれども、まさに今、東京都が始めている移住に対する補助でございまして、実

績に応じて当然補助金が交付されるといったところでございまして、またこれ、移住してきたから

直ちにもらえるというものでもなくて、条件が多々あって、何年以上住んでいないと返還してくだ

さいとかいうようなところなのですけれども、住宅がないというようなところもあるのですけれど

も、ただ役場の職員はちょっと対象ではないのであれなのですけれども、職員が辞めた後に再度補

充した場合なんかも補助金の対象になりますので、そういったところで、今回東京都とも話をさせ

ていただいて、補助金の計上をさせていただいていると、こういったところでございます。 

  当然住宅を建設するというような需要というかあるのですけれども、住宅建てても人が移住して

こないということにならないように、できるだけ切れ目なく行えるように、現在の入れ替わった場

合でも、人が入れ替わった場合でも補助金の対象となると、こういったところで予算計上させてい

ただいています。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 人員の補充でということであれば分かりました。 

  それともう一つ、これ以前にも聞いたことあるような気がするのですけれども、65ページ、港湾

費委託金452万1,000円とあるのですけれども、これって何のことでしたっけ。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 本日もよろしくお願いします。前田副議長のご質問にお答えします。 

  東京都から委託を受けておりまして、港湾の日常的な点検というか、見回りというのですか、例

えば今年度でいうと西の桟橋のパラペットが落ちてしまったりとかということがあったと思うので

すけれども、そういったことがあった場合に、担当課は産業観光課なのですけれども、うちの課か

ら東京都港湾局港湾課です。大島支庁の港湾課のほうに連絡を取って、そういったことの連絡、報

告、あと対応みたいなことを主に承っているというところの委託費として計上しているというとこ

ろです。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） そうするとこの委託金というのは、役場に入ってくるということなのですか。

そういうこと。分かりました。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 
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  石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） おはようございます。４つぐらいあるのですけれども、生ごみの…… 

          〔「ページ数をお願いします」と言う人あり〕 

〇４番（石野 治君） ページが119ページ、トラッシュバスター購入、要は生ごみのコンポストなの

ですけれども、６個購入ということだったのですけれども、どういう具合に、今のコンポストみた

いに容量も同じなのか、小さくしたので６個買うのか、あと置くところは学校にも置くのか、どう

いうことで６個になったのか教えてください。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） お答えいたします。 

  一応半年ごとに大体１基埋まっていくという状況ですね、現在回収している状況を見て。メーカ

ーのところ、一応３年間で90％圧縮という話があるので、年２基掛ける３年で６基というところの

想定で増やしております。 

          〔「場所はどこ」と言う人あり〕 

○議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 場所でございますけれども、現在検討中でございます。 

          〔「村有地で検討」と言う人あり〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 村有地のところを検討している、村有地の中で検討しています。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 村有地がどれぐらいあるか分からないのですけれども、ジシンガ沢とか、ほ

かはどこかあるのですか。よく分からない、村有地がどれぐらいあるのか。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 村有地の中、何個かあるのですけれども、村有地の中で検討してお

ります。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） では、コンポストの設置場所はまだ決まっていないということですね、村有

地というだけで。なるたけ早く決めてください。 

  あと143ページ、移住定住促進住宅造成・擁壁工事建設工事２億1,000万円があるのですけれども、
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これはどのような内訳になっているのですか。 

〇議長（寺田 優君） もう一度。 

〇４番（石野 治君） これだと移住定住促進造成・擁壁工事、あと建設工事で２億1,000万円。例え

ば造成で幾ら、擁壁工事で幾ら、促進住宅の建設工事で幾らかって、２億1,000万円でこれ全部やる

わけでしょう。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 141ページと143ページとでまたがっておりまして、擁壁の整備のと

ころで5,000万円というところで、建物を建てるところの建設工事で２億1,000万円、合計で２億

6,000万円、14の工事請負費の節で２億6,000万円というところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 127ページ、業務委託で、椿産業スマート農業実証実験というやつかな、ドロ

ーンで何か散布するとか聞いたのですけれども、これはどういう実証実験。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  ドローンを活用した薬剤散布ということなのですけれども、現状、動噴機という、簡単に言うと

消防の放水みたいな形で薬剤散布を今行っているのですけれども、やっぱり人数も必要だったりと

か、当然労力も必要だったりとか、あとはまく期間というのがすごくシビアな、４月の終わりから

５月の終わりの梅雨になるまでにまかなければいけないというような条件がある中で、なかなかや

っぱり散布に参加していただける方というのも、だんだんと年を重ねてきているというところで、

今後、持続可能かとなってくると、その点がなかなか難しいのかなというところもありまして、そ

こをどう効率化と安全性の担保、そういったことを目的にドローンでまけないかというのを実証す

るというところで、予算計上させていただいているというところです。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 上からまいて平気なのですか、椿の葉っぱの上にかかって。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  現状に関しては、地上から、下から放水するというか散布するという形で、葉っぱの内側という

のですか、そこにつけるというのを目的にやっているのですけれども、ただ実態として１回散布さ
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れて展着したときの、展着剤というのも一緒に混ぜて今までもやっていますので、それが実際に葉

の外側になったときに、ではどれぐらい効力が下がるかということ自体も実は分かっていない部分

もありますので、そういったところも含めて、実際にドローンで空中から散布した状態で効果がど

れぐらいあるのかというのも含めた実証というところです。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 137ページ、離島交通のなのですけれども、去年まで住宅と事務所の積立金に

入っていてあれだったので、今年は住宅とか積立金あるのですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  住宅等の積立金は、今年度は計上というか、中には入っておりません。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 290ページか。 

          〔「別の計画書、まだ上程されていないので……」と言う人あり〕 

〇４番（石野 治君） では、取りあえず終わります。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） しばらく時間いただくようになるかもしれませんけれども、なるたけ簡潔に

質問するようにしますので、簡潔に要領よくご答弁いただければありがたいかなと思います。 

  最初に、内容、恐縮なのですけれども、椿センター、製油センターの問題で、私の勘違いがあっ

たりするとまずいので確認の意味でお伺いしたいと思っているのですが、一般質問、所信表明合わ

せて長い時間いただいたのですけれども、用地買収について、今年度やるというような話がされた

という話もあるのですけれども、生産者会議だったかどこだかちょっと分からないのですが、これ

は１点、今年度用地買収やるのかどうか。 

  それが１点と、やるならば予算計上しなければならぬと思うのです。今のところやりたくても予

算がないわけで、いつ頃予算計上するつもりなのか。 

  それからもう１点は、用地の問題なのですけれども、これも変な記憶というか、感じを持ってい

るので確認したいのですけれども、用地については場所を検討していると。その用地は、公園にか

かる危険性といいますか、嫌いがあるので、その辺も問題があるのだということなのか。 

  要するに具体的にいいますと、用地の確保というのはいつ頃を目指しているのか。同時に、その
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用地が決まらないことには、当然のことながら建設はおぼつかないわけで、村長、私のくどくどの

質問に、今年度、用地を確保して、次年度において用地さえ決まればもういいわけで、次年度建設

に入るということはお願いできませんかと、くどくど要望がてら質問したのに対して、それはない

のだというようなことで答弁いただいたような格好になっていると思うのですけれども、改めて確

認の意味で聞きたいのです。用地は予算がないけれども、いや今年度中に確保するのだと、今質問

したとおりです。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  用地につきましては、相手のこともありますので、ちょっとここでは明言は難しいのですけれど

も、一応令和６年度のうちに選定したいというところで考えているところです。 

  先ほど来ている、初日ですか、所信のときにもお話しさせていただいたと思うのですけれども、

自然公園法の関係がありますので、そこの今整理を東京都も含めて進めているところですので、そ

こがある程度整理できたところで、地権者に交渉を進めていくという段階でございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それにつけても、そういうことであれば、私は予算計上しておく必要がある

と思うのですけれども、用地が確定してから予算計上ですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  用地の候補は決まって、地権者との交渉前ぐらいには予算計上する予定で考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 構想に入れているとおっしゃっているわけですが、あらかじめ可能性はある

のですか。全くないのですか。これから全てが一からと、やってみなければ、地権者に聞いてみな

ければ。聞いてもいない、打診もしていないと。その辺はどうなのでしょう。誰ですか、どこです

かとは言いません。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 
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  土地が決まるというか、土地の候補が決まった暁には、こちらからご説明を地権者の方にさせて

いただいて、必要性だとかというところをきちんと説明させていただいて、理解してもらえるよう

に努力していきたいというところです。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ということは、まだその地権者たる人は全然知らないと、現状ではという状

況ということですね。村だけが考えているということで、分かりました。 

  それでは、三方の議員が質問されていますので、関連したり、関係した質問も入るかもしれませ

んけれども、ご容赦願いたいと思うのです。 

  初めにページを言えということなので、今度はちゃんとページを設定してきました。これだけあ

りますので、びっくりしないでお願いします。まず、37ページです。真ん中辺に基金繰入れという

のがありますけれども、５億1,000万円ありまして、これは本村には財調含めて五、六本の目的基金

があるのですが、この内訳というのは分かりますか。全額が財調なのか、あるいは目的があるのか。 

          〔「67ページ」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にまずお答えさせていただきます。 

  ごめんなさい、まず37ページ、歳入の款５までの表を御覧になっていると思いますけれども、後

に説明が、まさに46ページからが歳入の詳細になってきて、今回67ページにございますので、そち

らを御覧いただければと考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 分かりました。もうちょっと調べればよかったです。 

  次は、55ページです。一番頭の２番、特交なのですけれども、本村ではこれは何が対象になって

いましたか、事業対象は。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  特別交付税の何がというところなのですけれども、ごめんなさい。詳細について後ほどお調べさ

せていただいて、後ほど資料というかご回答させていただきたいと考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは普通と違って対象があると思うのです。昔は、昔はというと変でしょ
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うけれども、交通関係で出ていたのです。ごめんなさい、はしけ作業の時代のいにしえのときは、

これが対象になっていて、それからとしま丸という船がその後できるのですけれども、その運航対

象になっていたり、そのほか何か二、三件あったかもしれませんけれども、特殊というか、そうい

うことで普通交付税とは違うということで。それでは、後ほどお願いをいたします。 

  それから、次の57ページと、次に63ページ、これ連動していますので、一遍にページを見るのは、

紙の人は見やすいかもしれませんけれども、タブレットの人は見にくいかもしれません。質問でま

とめてやりますけれども、海上貨物の輸送運賃です。補助、これが国が35万8,000円、東京都が50万

円、80万円ぐらい、90万円ぐらいですか、八十五、六万円ぐらいになるのですけれども、この物件、

大まかに言って何か少ないような気がするのですけれども、これはプロパンとミルクがあると思っ

た。ほかにもう一点ぐらいあったのかしら、何％ぐらいの補助率になっているのですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  今、議員がおっしゃっていたプロパンとかの多分海上運賃の話はまた別でして、それは東京都が

独自にやっている補助制度というのがあります。それは村とか通さないで各事業者直接で、たしか

15品目ぐらい決まっているのですけれども、それが５割負担という形になっています。５割補助で

す。 

  今回入れている海上貨物の運賃というのは、国の離島活性化交付金という制度がありまして、そ

れを活用して、各島というか、やっていないところも当然あるのですけれども、うちの島は５品目

指定して、それの海上貨物運賃についての補助を国のほうに申請をしているという状況で、補助率

としては東京都の補助も含めて８割補助というので、利島は椿油の海上輸送とか、あと海産物とか、

そういったものを対象にしているというところです。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうしますと、東京都の補助というのは、ここでいう50万2,000円というと、

これとは別口であるということですね。そのプロパンだか何だか分かりませんけれども、これとは

別枠で補助があるのだと。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  プロパンガスであれば、そのプロパンガスを取り扱っている事業者に直接補助なので、村を通し

ての補助ではないです。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 
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          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 分かりました。 

  それから、次の59ページ、これは前田議員が冒頭質問しましたけれども、関連でお伺いしますが、

東京都の支出金が12億5,000万円ぐらいありまして、それで真ん中の７番は先ほど議員が質問しまし

たのであれですけれども、私、１番と、それから８番との関係でお伺いしますけれども、まず８番

は、これは３Ｃ事業のことですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  お見込みのとおりでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それで、３Ｃ事業の、あとの歳出で見ていけば分かるわけですけれども、そ

れにしてはここだけの指定補助金というのは１億円で少ないような感じがするわけです。 

  それで、その残余についての補助金とすれば、あとは総合交付。総合交付は３枠ぐらい枠があり

まして、支援事業割というのが全体額の55％ぐらい。その他経営努力だとか財政状況だというのを

合わせて残余の45％と、こういう格好になっていて、それでいつも総合交付がなかなか難しいとい

う状況があるわけですけれども、そうすると事業割の中で残余については補填する、補助金が出さ

れると、そういうことですか。そういう場合があるのですか。 

          〔「意味が分かりません」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） もう一度質問してください、意味が分からないって。 

〇３番（笹岡壽一君） 意味が分からない。 

〇議長（寺田 優君） 質問が分からないらしいから、もう一度。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうですか。３Ｃ事業が１億円の補助で、あとはうまくいけば、歳出を見れ

ば分かるのでしょうけれども、もっと多いのだろうと想定しているわけです。これは一般財源の、

それの財源が基金崩しだか起債だか分かりません。起債は別ですけれども、財源構成、後で見れば

分かるのですけれども、総事業費に対して１億円の補助と、ここではです。これは今確認したばか

りなのです。それで残余の東京都の補助金があるとすれば、支援事業割からこれは分かりませんと。

それはいい、そこまで詮索しないです、幾ら……などというのは。そこからの事業割支援事業から

の総合交付からの補助を予定しているということですかということを聞いているのです。お分かり

になりませんか。 

  支援事業というのは、村がやる事業に対して総合交付金の中で面倒見ますよということなのです。
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簡単に言えば、私が何も総合交付の説明する必要もないと思うのだけれども、先ほど言いましたよ

うに総合交付金と一口に言っても３枠あるのだよと。町村に対する財政状況支援割、それから経営

努力支援割、これが合わせて45％、総額の。村が事業をやるために応援しましょうと、支援しまし

ょうと。極端に言えば、事業がなければゼロと見てもいいわけです、事業がなければ。だけれども、

事業は必ずあります。それに対しては55％と言われて、これはもう要綱の中に明記してあるわけで

す。 

  そこで、これは補助金というのは、３Ｃ事業に対しては頭から総合交付に関係なく１億円の補助

をします。これ総合交付に関係ないわけです。ところが、補助金が１億円だけではないでしょうと、

東京都の補助が。そこを想定して、残余については事業支援割から補助が充当されるのですかと聞

いているのです。しゃべっているから、聞いているの何か分からない。 

〇議長（寺田 優君） 分かった。 

          〔「言っていることは分かります。ちょっとあれもあるから、どこま 

            で言っていいか」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 休憩しますか。 

          〔「はい」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 休憩します。 

          （休憩 午前１０時０９分） 

                                           

          （再開 午前１０時２１分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  複合型サテライトオフィスの建設事業費、歳出のほうで計上させていただいているのですけれど

も、その総合支出額に対して、⑧番の子供・長寿・居場所区市町村包括補助事業、そこに多分書い

てある⑧番のところです。子供・長寿・居場所の補助金で１億円を充てるのですけれども、そのほ

かの残余の部分に関しては、東京都の支出金等を見込んでいます。 

  以上です。 

          〔「都の支出金等で充当します」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これも都の支出金なのですよ、総合交付も。総合交付も都の支出金なのです。

それでこの表というか、都の支出金の歳入項目を見れば分かりますように、もうほかのところは全



 - 245 -

部決まっていますね、補助金は。負担金、補助金は、それぞれ割り振ってあるのです。そうして総

務費の補助金として11億2,800万、約12億4,800万です。これが東京都としての支出金の総額です。

そのうちにいろんな補助金、負担金があるわけだ。それで簡単に言うと、福祉の補助金、何の補助

金、何の負担金とあるわけだ。 

  総務費の補助金として11億2,800万円、12億4,700万円のうちです。そうしてその中の、以下、次

ページまでいろいろあります。ありますけれども、それはともかく今私が言っているのは59ページ

の範囲内で見ているわけですけれども。いずれにしても、その中の11億2,800万円のうちの６億

1,000万円、これが総合交付ですよ、書いてあるのだから。 

  総合交付とは別に細かい、先ほどの150万円が、ほかにもいろいろあるのだ、11億2,800万円の中

には。そのうちの私がお伺いしているのは、８番というのは１億円です。これは３Ｃ事業に対する

指定された補助金ですかと聞いたらば、そうですと、お見込みのとおりと言うから、それは私も、

ああ、そうでしょうなと思ったわけです。 

  ところが、３Ｃ事業はそこだけでは終わらないと。それは先ほど総合交付を若干公開されていま

すから紹介したのですけれども、ほかの科目は別にして、村が事業をやるためには支援しますよと。

その支援割だ、事業支援割。これは総合交付金のまとめて幾らではなくて、総合交付金のうちの総

額の55％はそれに充当しますよと、これ要綱で決めてあるわけだ。それ公開されているわけだ。 

          〔「それは……です」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 秘密ではないのです。公開されている。そうすると残余は、総合交付金の事

業支援割費、要するに総合交付金です。ブラックボックスとよく言うけれども、まるっきりブラッ

クではないのだ。 

          〔「説明します、個別で」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは休憩します。 

          （休憩 午前１０時２６分） 

                                           

          （再開 午前１０時４８分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  答弁のほうよりお願いいたします。 

  隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。ちょっと私の答弁が不十分で申し

訳ございませんでした。 

  総合交付金のほうですが、財政状況割とか経営努力割、振興支援割等で東京都のほうで示されて

いる割合については、東京都の予算に対しての割合でございまして、村がこの割合で各事業に割り
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振っているわけではございません。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そういくと私の認識違いといいましょうかということで、適切でない表現も

あったかもしれませんけれども、それは公開されている部分についてそういう表現をしたので、今、

所管から東京都の予算のということであれば、それは確かにこちらで仕分けするわけでもないので、

了解します。分かりました。 

  次に行きますけれども、59から61ページまではそれでよしとします。 

  それから、民生費なのでちょっと分からないのだけれども、２番目の社会福祉費補助金のところ

で東京都の支出金の補助金ですけれども、受験生チャレンジ支援貸付窓口運営事業補助金と非常に

長い補助金、名称ですけれども、これは対象はどういうあれなのですか。受験生チャレンジという

のは意味が分からないのだけれども。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

○総務課長（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  61ページの上段の⑦、受験生チャレンジ支援貸付窓口運営事業補助金でございますが、こちらの

ほう受験生チャレンジといって、低所得の方の受験生、中学３年生と高校３年生ですか、高校、大

学受験に係る方の補助を東京都並びに都の社会福祉協議会が実施しておりまして、それぞれ受験に

係る塾の費用ですとか、受験に対する受験の費用について補助を行っているのです。その窓口を開

設するに当たって、窓口を開設すると補助金が頂けるということになっておりまして、利島村では、

従前、利島の役場のほうで窓口やっていたのですけれども、数年、もうかれこれ六、七年前から社

会福祉協議会のほうで、あくまで先ほど申したとおり、東京都と東京都社会福祉協議会が窓口にな

っているものですから、利島村の社会福祉協議会で受験生チャレンジの運営をするため、要は相談

の窓口です。 

  申請書を受け取ったりですとか、受験生の親御さんが塾に通う費用が低所得者の方の場合、やっ

ぱり所得に応じて学力格差ができないようにと以前から、最近話題になっているのではないですか。

親の所得に応じて大学に行けなかったりとか、いろいろなそういう不利益がないようにというとこ

ろの補助をするための、その貸付けするため、貸付けというか合格すれば免除になるので、ほとん

ど給付みたいな形、受験生が合格さえすればもう給付になってしまうのですけれども、その貸付け

の窓口をやるために、各種貸付けをするに当たって、一応名目上貸付けになっているものですから、

いろいろな相談事業で、この人の所得の確認ですとか、不動産があったりすると、屋敷があったり

すると駄目とか結構厳しいので、そういうものの窓口を社会福祉協議会に担っていただいていて、
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そこに対して、村はこのまま500万円もらって、500万円社会福祉協議会の補助金のほうで支出して

いるみたいな形になっているのですけれども、そういったところで窓口事業を、３年ぐらい前から、

それまで300万円が上限だったのが、200万円かな、上限だったのが、500万円に拡充されていると、

こういったところで今回500万の計上をさせていただいていると、こういったところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 同じページで、似たようなのをまとめて伺ってもいいのですけれども、その

下の児童福祉費の補助金のところで、下の下ですか。３番、これは本村では高校生までは医療費が

無料になっていましたよね。無償になっていましたよね。18歳、高校生といったらいいのか、18歳

といっていいのだかちょっと分からない。これに対する、これに関係する補助金なのか。 

  それから８番、ほかの事業もお伺いしてもいいのですけれども、取りあえず８番。これはどうい

う事業なのか、子ども家庭支援区市町村包括補助事業、これも長いあれですけれども、この点につ

いて伺います。 

  あと、一つ一つ説明していただいてもありがたいのですけれども、取りあえず時間もかかります

でしょうから。社会福祉補助金の７番は聞きました。それから、その下の補助金の児童福祉費のと

ころの３番と８番。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

○総務課長（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。簡潔に分かりやすくご説明できれば

と考えております。 

  まず３番につきまして、義務教育就学児医療費助成事業の補助金でございますが、まさに笹岡議

員のお見込みのとおり、こちら今、高校３年生までは、全部医療費は自己負担なしで受けられるよ

うな制度になってございまして、高校生の部分については⑦番、もうちょっと下に行くと、子育て

推進交付金の下に高校生医療費助成事業補助金というのがございますけれども、そちらがまずまさ

に高校生の部分に当たるところで、義務教育はあくまでも小学校、中学校と。小学校に上がる前ま

でのゼロ歳から小学校就学前までの子が②番と、そこが都からの補助金で頂いている部分というふ

うになってございます。 

  ⑧番でございますが、こちらなのですけれども、東京都の今、ほぼほぼ民生に係る補助金という

のが包括補助といいまして、いろいろな事業が補助金の中で、高齢者で言ってしまえば補聴器の事

業もそうですしみたいな、別建てでする事業もあるのですけれども、補助を一括で包括的な補助を

行うといった中で、今回額が多いのは、社会福祉協議会で昨年度から実施しているこども家庭支援

センターの部分の事業費については、東京都に２分の１補助していただけるといったところで、こ

この部分について増額があったため、今回1,400万と、ちょっと今までよりも額が大きくなっている
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と。それ以外でいきますと、学童クラブですとか、そういった子供とか子育てに関係する部分の包

括的な補助事業に、ここに当たってございます。 

          〔「ついでにどういう事業か説明してください……」と言う人あり〕 

○総務課長（榎本雅仁君） こども家庭支援センターにつきましては、まさに相談事業がメインにな

ってくるかと思うのです。都内でいきますと一番顕著な例が虐待対応ですか。幸いにして利島では

あまり虐待という事例がないものですからあれなのですけれども、これまで児童相談所と言われる

ところ、東京でいきますと児童相談センターなのですけれども、そういったところで虐待対応とか

していたのですけれども、そこが今、区市町村とか、自治体、基礎自治体である市町村に下りてき

ていますので、まず一次的には虐待とかの対応というのは市町村のこども家庭支援センターが行う

と。 

  それ以外にも子育ての相談事業ですとか、あと専門職を派遣というか、村のほうに招聘して、親

御さんとか子供の相談事業に充てるとか、そういった事業を含めて、このこども家庭支援センター

というのは実施されていると、社協に委託しているといったところになります。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 次は、あらかじめおことわりしておきますけれども、労働費のところの１番、

これ質問して大丈夫ですか。伺っていいですか。 

          〔「ここは大丈夫です」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） これはもう期限が切れたのですか。東京都から完全に離れたのですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  東京都から移管されたのが平成21年、それに対して完全移管というのは今、人件費の部分という

のですか、人件費の部分に関しては補助があるのですけれども、平成31年から５か年かけてその金

額が削減されていっていて、東京都からの補助、来年度の補助で終わるというところになっており

ます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 切ったけれども、東京都が補助金を出しましょうということではなくて、ま

だ期間内だと。来年ですか、そうするとその先は分かりませんけれども、取りあえず補助金はなく

なると。将来、開館、開いておくとすると村単になると、そういうことになるわけですね。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 
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〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  施設自体の運営に関しては、補助金が切れてから、先５年間についてはボウリング施設の維持を

するというところで東京都と村のほうで取り交わしをしているというふうに聞いていますので、な

ので勤福の運営自体は令和12年ぐらいまでは運営をするということは決まっているところでござい

ます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 分かりました。 

  次は、69ページです。その中の一番下の、その真ん中のところはいろいろ事業がありますけれど

も、対する補助が。５番、ずっとありますけれども、それはそれなりとして質問しませんが、分か

るものもありますし、最後の臨時財政対策債の起債を起こすわけですけれども、これはどういう目

的での起債ですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  臨時財政対策債なのですけれども、一般財源の補完というところで起債を行います。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは単年度償還ですか、何年償還ですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  20年になります。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 目的はなくて一般財源充当、20年、年に均等割にすると100万ですけれども、

何か2,000万何に使うのかなと思うのだけれども。というのは、今年度2,000万、2,000万か3,000円

か5,000万か金額はともかく、毎年毎年財源対策として対策債を起こすと。そうすると、ずっとこれ

は必要な、今年何かやるために、臨時ですから、常日頃はやらないのだけれども、今年何かでたま

たまやるために2,000万借り入れるということですか。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 
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          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） すみません。臨時財政対策債自体について、もう一回説明をさせて

いただきます。 

  臨時財政対策債というのは、国のほうで地方交付税をそれぞれ村に交付されるわけですけれども、

こちらのほうが今、地方交付税自体が、例えば酒税の何％とか国のほうで決まっているわけですけ

れども、地方に出す分が今不足していますという状態でございます、地方に払う分が。昔は全部国

が起債して、その分を全部、都はないです。道府県と市町村にそれぞれの交付税割り振っていたわ

けですけれども、今財源が不足していますというところで、財源の不足している部分の、それで折

半策で半分を地方のほうで起債しなさいというルールになっております。 

  その地方で起債している部分に対してが今回の臨時財政対策債で、地方交付税の不足分を起債す

るというところになっています。なので、実質は地方交付税というものになっておりますので、も

う一つ言ってしまうと、臨時財政対策債を起債しますけれども、その元利償還金部分はまた後年の

地方交付税で補填されるという制度になっております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 分かりました。要するに国の普通交付税が、ちょっと今言い切れないと。言

い切れないということは、財政上交付できないと。それで一応起債を起こしてもらいたいと。それ

で、それについては20年なら20年とはいうものの、今後国のほうも20年かけて充当しましょうと、

償還財源を。簡単にはそういうことですね。分かりました。 

  次は、歳出に入っていきます。議会の関係ですけれども、議会だよりについて予算がないわけで

すけれども、これは議会の問題といえば、議会だよりというのは議事録の作成、あるいは議会だよ

りの作成、これは議長というか議会の問題だろうというのは薄々は想定していますけれども、とに

かく予算がないことには議会もやりようがないと。予算がないのですよね、議事録の作成はあるけ

れども、議会だよりの作成はない、これはどういうことですか。 

〇議長（寺田 優君） 菅瀬副村長。 

          〔副村長（菅瀬優生君）登壇〕 

〇副村長（菅瀬優生君） おはようございます。 

  議会だよりにつきましては、前回の定例会、一般質問のときに申し上げましたけれども、申し上

げていないですね。議会だよりについては議会のほうで、議会事務局と協力しながら作成するもの

だと認識しております。 

  今回、上程していないのは、今、議会だよりの作成のほうはストップされているというところも

あって、我々としても、これは計上する用意がないというか、そこの申出もなかったので、そこに
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ついては上程しないというところになります。 

  もう一つ申し上げると、これ議員さんのほうで執行されるということであれば、議員歳費の中で

やれるところなのか、要は手作業というところでやられるところなのかなと思っております。 

  以上でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 事実上、この１年、過去１年、去年の３月から今日に至るまで、議会だより

というのは正規では１回も発行されていないのですね、実際には。予算執行していないのです、予

算上です。紙は出たかもしれない。しかし、村として予算執行はしていないのです。議会だよりら

しき紙はできたかもしれない。予算がなければ、つくるようにいかないです。この１年予算がない

のだから、過去に。と言われていた。 

  私は予算があったように思っているのだが、令和５年度には。しかし、予算がないと、こう言わ

れた。これは議会の皆さん、議長以下みんな知っていると思いますよ、予算がないと。だけれども、

それ事務局のほうで言ったのだけれども、村がそう言ったと思っています。それは終わったことだ

からともかく、今年度は明らかにはなからない。これには確かに議会だよりの、あるいは議事録の

作成権者というか、義務者は議会というような認識はそれなりにしています。それはそれなりに。

だけれども金がないことには、つくるようにも何もいかないと。 

  そこで、これはつくるか、つくらないか、書くか、書かないかというのは議会の問題なのだと思

うのだけれども、やり方についてはいろいろあると思うのです。今までも過去の中で、利島の議会

が直接、そう言っては何ですけれども、予算に関係したということはあまりないと思うのです。だ

けれども、そういう意味で、今副村長の答弁もされて困るような答弁で、では議会が例えばこうい

うことでやりましょうと言えば、それに沿ってやってくれるのかどうか。 

〇議長（寺田 優君） 菅瀬副村長。 

          〔副村長（菅瀬優生君）登壇〕 

〇副村長（菅瀬優生君） 議会だよりにつきましては、先ほど申し上げたとおり、議会の中で発行に

ついて検討していくべきところなのかなと思っておりますが、その発行方法につきまして、作成方

法につきまして検討がされ次第、それはこちらと執行機関側と調整をさせていただいて、場合によ

って発行ということであれば、そこの規模とかという話もありますけれども、検討次第によっては

予備費のほうでの歳出というところで考えていきたいと思っております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 今時分、議会だよりのない自治体というのは全国探したってそんなにはない
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と思いますので、ぜひ発行の方向でご尽力というか、ご協力をお願いしたいと思うのです。 

  次は、81ページですけれども、総務費の負担金の中で上から６行目ぐらいですか、地域力創造対

策協議会分担金という分担金がありますけれども、これは何なのですか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  こちらの地域力創造対策協議会というのが、伊豆諸島、小笠原諸島の地域力を向上させていきま

しょうという協議会をこの９自治体ですか、９町村で協議会を持ってございまして、そこに対する

負担金がここに当たっております。やる内容としては、観光振興ですとか、地域の特産品の先進地

視察、そういったものにこの負担金が使われているといったところになります。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） というのは、ここは、こういう協議会なる組織があって、職員が常駐してい

て、それで事業を運営していると。今言った観光対策だとか、視察だとか、調査だとか、そういう

組織は、例えば一部事務組合だとか、町村会だとか、議長会だとかいうごとしにあるということで

すか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  まさに東京都島しょ振興公社に事務局がありまして、そこの中でこの協議会のほうで、うちの村

長も幹事になっているのですけれども、そういったところで実施されているといったことになって

います。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 振興公社にあるのですね。分かりました。 

  次は、これもおことわりしなければならぬかもしれないのだが、85ページの総務費なのですけれ

ども、複合型サテライトオフィス建設事業、運営費、その他いろいろあります、下にずらっと。こ

れは３Ｃですか、違うの。３Ｃ事業ですか。３Ｃ事業の名前の変わったのが複合型サテライトです

か。それとは違うのですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 
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  ３Ｃ事業です。３Ｃ事業というのは、東京都の補助金の名前になっていまして、村としては複合

型サテライトオフィス建設事業という名前になっています。そこに当たっている補助金が３Ｃ事業

の補助ということになっています。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうすると、蒸し返すようで恐縮なのですけれども、これらに係るお金が１

億円の補助金があったということですね。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  複合型サテライトオフィス建設事業に係る３Ｃ補助金の補助金額が１億円です。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 次は、105ページですけれども、交流会館の清掃費委託料で、清掃費というこ

とで、清掃業務ということで計上されていますけれども、金額はともかく、これは管理は入ってい

るのですか。ただ掃除だけですか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  こちらのほう清掃業務に当たる費用が264万7,000円を計上させていただいているといったところ

で、12の委託料というところの中の３行目ですか、委託料含めて３行目のところに書いてある264万

7,000円が清掃業務に係る費用でございまして、周辺の草刈りと管内の清掃とその２つを合わせた、

管理ではないですね、清掃委託を行っているといったところです。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうして、先ほどのところに戻って、ページは戻らなくていいです。清掃だ

けで147日ぐらい使っているのですか。先ほどの答弁ですと、百四十何日間。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 住民課の所管のところなので、私、住民課長として答弁させてい

ただきます。 
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  清掃は毎週、毎週行っていただくというところで、委託の契約、令和５年度の契約、令和６年度

もそうなのですけれども、計上させていただいていると。週４時間だったか、２時間だったか、ち

ょっとごめんなさい、詳細な時間数についてはあれなのですけれども、まず清掃について館内の清

掃、施設の中の建屋内の清掃でいきますと、毎週清掃していただくといったところを業務委託とし

ては考えておりまして、それ以外に斜面ですとか、その他敷地内の草刈り、あと擁壁の下の部分で

すか、村有地が一部ございますので、そちらの草刈りの費用も計上させていただいているといった

ところなので、毎週掃除をしていただいているといったところになっています。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 村にはいろんな他にも施設がありますけれども、例えば保育園、学校はとも

かく、保育園、勤労福祉会館だとか、ある意味、交流会館、ある意味、教育委員会のあるところ何

会館でしたか、庁舎もそうでしょうけれども、診療所もそうでしょうけれども、これは清掃は清掃

で委託して、それぞれいると。それで管理は別でやっていると。例えば庁舎でいえば管理は皆さん

がやられていると思うのです。教育委員会のあそこの建物は、あれ何て言ったっけな、名称。 

          〔「郷土資料館」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 郷土資料館は教育委員会が管理していると。診療所は診療所の職員が管理し

ているという、勤福は勤福の職員が管理している、こうなっていると思うのだけれども、清掃はお

のおの別なのですね。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 住民課長としての答弁が正しいのか、総務課長としての答弁が正

しいのかというところはあるのですけれども、ごめんなさい、私が認識している中では、もともと

は各施設とも清掃業務委託を業務委託として委託を出していたというこれまでの経緯ございます。 

  ただ、やっていただける事業者が減った中で、清掃については有償ボランティア、昔でいくと賃

金ですけれども、今、賃金という科目がないものですから報償費で払っていますけれども、有償ボ

ランティアで運営しているところもございますし、業務委託として受けていただいているところは

業務委託として受けていただいている。特に今回、話になっている地域交流会館は、これまでは業

務委託でなってきたといったところのお話ございます。 

  実際に、地域交流会館を次年度、令和６年度はなかなか入札業者がいないという現状もございま

すけれども、それぞれ清掃については有償ボランティアの方に館の清掃を毎日１時間とか２時間と

か、当然必要に応じてやっていただいているといったのが現状でございますけれども、勤労福祉会

館も清掃員いないですかね。勤労福祉会館については清掃してくれる方自体がいないので、職員が

清掃をやっていると。役場の庁舎も清掃してくれる方いないので、職員がやっているというような
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形で、保育園についてもやってくれる方がいないので職員がやっているといったところで、今やっ

ていただいているのは事実上というか、診療所の清掃だけが有償ボランティアで１名の方がやって

いただいているというのが現状になっています。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 勤労福祉会館は、この間まで清掃している人いたけれども、あれは賃金で頼

んだのかしら、たまたま。いいです。 

  そこで、先ほど前に戻ってと言ったのですけれども、３Ｃ事業が来年完成するのでしょうけれど

も、再来年ですか。それは再来年考えますと言えばそれまでかもしれないけれども、これはどうい

う管理を考えていますか。掃除は掃除で別と。結構、建物が大きくなりそうですね。１つ躯体は大

したことなくても、何かつながったり分かれたりというのも含めたら。あれは、勤福は村の職員が

配置されているから、そうではない、24時間ではない会計年度もいらっしゃるかもしれませんけれ

ども。保育園も保育園で24時間365日管理されていると思うのですよ、職員で。診療所は別としても。 

  そうしますと、私が一番問題と考えているのは、いわゆる交流会館方式というわけにはいかない

と思うのです。なぜならば、だけれども似ているのです、人が来ることが対象ですから。そして百

四十何日かは空いていますと、使っていますと、交流会館は。ここには管理者はいないと。職員も

誰もいないと。それで清掃業者は、管理はしていないのだと。掃除だけはすると。いわゆる管理と

いうのは、確かに掃除したり、故障があったりしたら修理したりというのは管理と思うかもしれな

いけれども、要するに人が来ることには、人に応対することも管理といいますか、対応なのです。

147日というと、ほとんど相当の日数が交流会館、人が来ているということです。半分までとは言い

ませんけれども、世間では土日は休みだしね、祭日は。 

  だから、そういう意味からして、どう考えているのだと。職員を常駐するのかと、あるいは会計

年度を据えるのか、そして掃除はその会計年度にやってもらって管理するのか、掃除は掃除で別な

のか。交流会館も実際には、私は管理者は据えるべきだろうと思うのです、これだけ使うのであれ

ば。名目上の管理者ではないです。先のことは分かりませんと言われれば、それまでだけれども。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  複合型サテライトオフィスに関しての管理なのですけれども、来年度、本予算をお認めいただい

た後、具体的に委託業者等々と運営について検討していく予定ではございますが、もし村が管理す

るのであれば、地域や勤労福祉会館のような形で職員で清掃を行っていく必要もあるかなというと

ころは考えているところでございます。 

  以上です。 
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〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 交流会館の管理の仕方について職員を置くべきだというようなご

提案というか、いただきましたので、そこにつきましても当初から、建設の経緯から申しますと、

住民要望があって建設していただいたといった中で、住民主体による管理を行うよと、公民館的な

役割、自治会館的な役割というところで当初計画をスタートして運用をなされていくというような

認識で村としてもいましたけれども、管理形態がいろいろ変わっていく中で、今現時点で、鍵の管

理は村役場の住民課で行っているという、鍵、施錠ですか、貸出しの管理というのですか、そこに

ついては住民課で行っているといったところございますので、そういうところも含めて、今後どう

いう形で、事務所もない交流会館に職員を配置できるのかとか、いろいろなかなか難しいところも

ございますし、そのために改修する必要が出てくるとか本末転倒の話にもなってくるので、あくま

でも村のスタンスとしては、貸し館というのですか、よく貸し部屋ではないですけれども、そうい

うような扱いで、多少住民の方にはご不便おかけしますけれども、鍵を取りに来てもらうとか、そ

ういったところは管理で続けていかざるを得ないのかなというふうに考えております。 

  また、昨今のＩＣＴというのですか、デジタル化が進む中で、鍵の管理とかも、リモートではな

いですけれども、こちらで何かやれば鍵が開くとか、そういうのもありますので、鍵の管理の仕方

という、そういったところも今後検討していかなければいけないのかなというふうには考えており

ます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私がそういう質問しているという意味は、やっぱり管理が大変だろうと。こ

れはあそこばかりではないです。この間も申し上げましたけれども、公園の管理もそうです。金さ

え出せば物はできるでしょうけれども、後々の管理というものをやらないと、今の公園なんか見て

みなさい。立派なものを造ったのだけれども、この間、議会視察しました。池は泥んこ池で、木の

枝で埋まっている。草だけは入札によって年に何回か刈ってはいますけれども、管理し切れないで

す。上の何とか小屋なんかもどうなってしまっているのだ、誰も行ったことも見たことないかもし

れないけれども。金かけて造った建物も、昔の話だけれども。世間というか、村の中でも話題にな

るのです。この間、公園で説明会やったという話ですけれども、果物も植えてみた。何の果物を植

えたのか分からない。金かけて植えた。そういうことです。 

  私、何を言わんかというと、これから先、物を造るのはいいのだが、管理はどう考えるのだと。

金がかかるのです。人材も必要なのですね。そういう意味でお伺いをしました。 

  今度３Ｃ事業も、サステナブル事業でもいいのです。名前はいいのですけれども、常時人がいな

いと、しかも朝の何時から何時までオープンするのだと。勤労福祉会館だって、あれローテーショ
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ン組んで土日は休みと思えば、どっこい、そういうことでもないと。これは皆さん承知のとおりで

いいのですけれども、あそこはあそこで、そうでない日もあるし、そうでない人もいるかもしれま

せんけれども、私なんかもよく利用するほうだと思うのです、個人的に言わせてもらえば。だけれ

ども、全部自分たちで設定する。 

  この間、驚きましたけれども、お願いした場所をお借りしますと言ったらセットしてくれてあっ

て、あれっと思ったけれども、やってくれたのだと思いましたけれども、ご苦労さまでしたと、本

当にありがとうございましたということの一語に尽きるのだけれども、片づけはみんなでやりまし

て、それまでは自分たちで引っ張り出してセットして、それで片づけもしてくると。ほかのグルー

プの皆さんもそうしているようですけれども、それはそれで職員がセットしてくれるのはありがた

いとは思います。 

  だけれども、サステナブルもどういう運営になるのか、それ非常に。造るのはできるでしょう、

時間と金さえかければ。いつかはできるのでしょうけれども、オープンしたときにどうなのかなと

いう心配をしているのです。公園もそうです。 

  次、ではお願いしますけれども、次は衛生費で117ページのごみ処理になりますけれども、工事請

負費が例年のごとしで2,000万、3,000万といったかと思うと、今年は1,300万ほどということなので

すけれども、結構改善されているのですか。ということですか。今までは、過去にはやれ3,000万だ

の、やれ2,000万だのという、そういう話まで、皆さんそういう認識でいると思うのです。世間でも

そうです。毎年、毎年3,000万円ぐらいかかるのだと。それ知らないから、そういう話になる。我々

もそういう話をしたこと多々あります、現実に。 

  それで、現在でも丈夫にはならなので、だんだん、だんだん被害は、損傷度合いは進んでいくだ

ろうということは、金額的には増えていくだろうと、使わずに置いておいても腐るわけだから。だ

からそういう意味で、だけれどもなぜ質問したかというと、随分少ないような結構な話だと思うの

ですけれども、これは昨年実績ですか。昨年度こんなものだったのだと。千二、三百万でできたの

だと、稼働したのだと。決算実績で、５年度まだ決算取っていませんけれども、これでできれば結

構ゆとりがあるような感じがするのですが、毎年、毎年1,000万かそこらでできれば。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 清掃センター修繕工事でございますけれども、もう大規模に壊れて

しまっている、費用もかかるようなところも正直ございますけれども、そういうところはもう手を

つけないでおいて、取りあえずは運転できればいいレベルのところに限って修繕を行っていくと。

次の整備工事を控えているというところでございまして、取りあえずの全体的にしっかり直すとい

うところではなく、運転できる範囲で直すというところに限って修繕を今行っております。 

  それでも実際に、本当に施設が全く動かなくなるというところもございますので、そちらに関し
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て取りあえず修繕を行って、もしもその中で、もう足らないようであれば、また補正対応させてい

ただいて修繕を行っていきたいというふうに考えております。 

          〔「昨年度」と言う人あり〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） ちなみに、昨年度1,400万、令和５年度でございますけれども、修繕

工事に関して1,400万円程度の予算を計上しております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） これは焼却場がいつできるのだか分からないような状況で、例えば日程に入

っていると。例えば３年後にはオープンすると、新施設が。あるいは４年後にオープンすると。そ

うすれば４年だけ先を想定すればいいのです。ところが、それが分からないのだと、今の段階では。

所信表明並びに一般質問でお伺いしてきたけれども、それすら分からないのだと。努力目標はある

にしても、村の計画に載せられないと、いまだに。８年度にはオープンしますということも言えな

い。10年度はどうですか、言えない。そういう、これは先ほどの製油工場もあるわけですけれども、

そういう状況でしようがない。そういう構想の下に質問するしかないのです。 

  先ほど言って、くどいような話になりますけれども、我々、１口もう3,000万円ぐらいかかるのだ

と、みんなそう言っているわけで、蓋開けてみたら大したことないと。1,000万円ぐらい。去年1,400万

だと。大体これで10年でも５年でもいきそうだと。私はそうは思えないのです。ここの穴が空いて、

それは1,000万円で済んだと。だからここが穴が空いても1,000万円、その程度というのなら分かる

のです。全体的にもうがたがくるというような感じがあるけれども、たまたまだけれども、この動

きをあえて言えば知りたい。記憶があるか、記憶というか、予算、今日そこまでは時間があれです

けれども、本来ならあれが、ああいう修理してもどうにもこうにもならないという、建て替えなけ

れば駄目だというような時点で、少なくともこの五、六年ぐらい、どういう推移をしてきているか

分かりますか。金額でもいいし、例えばこの五、六年ぐらい、ずっと1,000万ぐらいで来ているよと、

1,000万前後で。 

  たまたま去年が1,400万で、だから今年1,300万組んだけれども、これ何か分からないのだと。倍

になるかもしれないと。去年はたまたま1,400万で何を修理したかはともかくとして、そんなもので

したと。今までも多くの金かけてきたと思うのです。大体総額でこの10年で幾らかけた。このくら

いかかると、いろいろあろうだけれども、平均ぶっかけて3,000万かかったと、2,000万かかったと

いうことになろうと思うのです。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 従前に関しても、現状の施設をそのまま走らせるというところで、

二、三千万かけて修理は正直行ってきておりましたが、例えば現在の状況ですけれども、ベルトコ
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ンベアも動かない、焼却灰を炉から出すための廃炉装置も動かないような状況になっておりますけ

れども、こちらに関しても費用が数千万円かかるというのと、あとはもうそれ自体を取り替えるの

に炉自体を動かさなければいけないというところも正直ございます。 

  そういうところはもう直せないところございますので、取りあえずちょっとほかの手当てで、職

員が灰を直接スコップですくって、ふるいにかけて焼却灰も出しているような状態になっておりま

す。そういうところもございまして、取りあえずもう運転できる範囲に絞って修繕をかけていると

いうところで、二、三年前までたしか2,000万、3,000万円と正直ございましたけれども、現在そこ

まで修繕範囲を絞っているところなので、1,200万ないし1,400万円というところの金額になってお

ります。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうすると担当職員が一番明るいのでしょうけれども、非常に危ない橋を渡

っているので、いつどうなってもおかしくないような状況で稼働させていると、稼働しているとい

うことと受け止めて、我々もそういう認識でもちろんいるわけです。 

  今のところは1,200万ぐらいで、とことこっと直せば済んでいるけれども、あるところがポシャっ

て、もうこれは手のつけようがないと。こういう状態というのは、話が終わってからにしましょう。 

  単刀直入に伺いますけれども、いつ立ち行かなくなると、動かなくなると言っても過言でないよ

うな状況にあるのですか。まだまだそうはいっても、５年や６年は大丈夫でしょうと、あれやこれ

ややっていけば。2,000万かかるか、3,000万かかるか、時には5,000万かかるか分からぬけれども、

しかし何とかかんとかすれば、極端に言えば建物が潰れてしまったら駄目ですよね、これ。だから

そういう意味で、所管課、担当課職員として何とかすれば、これは３年や５年はもつという見通し

ですか。いつ行っても、いつあそこが閉鎖せざるを得なくなってもおかしくない状態と見ているの

か。どうですか。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 皆様のご協力をいただいて、生ごみとプラスチックとペットボトル、

分別等いただいておりまして、延命化自体、今図っているわけでございますけれども、その中で今

年度に関しまして、耐火材の更新等も行わせていただいて延命化を図るというところでございます

けれども、実際運転自体はもう立ち行かないというときも過去ございましたので、そういうところ

もあるというところはお含みいただいて、延命化を図っているというところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私が聞いたのは、頑張っていきます、それはそれでいいのです。見通しは何
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とも言えないというのなら何とも言えないでいいのですけれども、もう一回質問しますけれども、

何とかかんとかすれば５年や６年もつのではないかと思っているのか、いや、そうはいかないと。

もういつ行っても、金をかけようにいかないと。その範囲を超えてしまう、要するにもう完全に炉

機能を失う状況になってもおかしくないのだという状態なのか、いやいや、何とかかんとか、だま

しだまし金かけかけやれば、５年やそこらはもちそうだと。その認識を聞いているのです。分かり

ませんというなら分からないでもいいのだ。しようがないのだ。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 先ほどの繰り返しになりますけれども、状況としてはいつというの

は具体的には分からないというのが正直でございますけれども、その中でも延命化を図っていきた

いと考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私が言いたいのは、希望は分かるのですよ、期待は。それによって対応しな

ければならないのではないですかと言いたいわけです。もうもたないと、あれは。いついってもお

かしくないのだと。それとも５年や６年は大丈夫だという見通しならば、その余裕があるわけです、

まだ。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 課長のほうから答弁あるとおりで、正確には分からないというところでござ

います。ただ、当初想定していた新焼却施設の更新が計画どおりいかないということが現状ありま

して、そのためにも延命をしていくと、必要最低限の修繕をしていくといった中で、５年なのか６

年なのかというところは申し上げにくいところ、もちろんそれぐらいのバッファ、余裕を持たせて

修繕はしていっていただいているところでございますが、ただ10年、20年となるとそれは厳しいか

なという認識でございます。 

  取りあえず、現状１年、２年は運用できるように修繕はしていただいておるところでございます

が、いかんせん、もう耐用年数が大幅に経過している中で、いつ何どき大きな致命的な故障になる

かどうかというのは正直分からないというところが繰り返しの答弁になりますが、そういったとこ

ろでございます。その上で、そういった状況もよく分かっている中で、新焼却施設の整備に向けて

努力しているといったところでございます。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 
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〇３番（笹岡壽一君） 私は、これ言いたいのです。分からないというのは、もちろん素人というこ

とですから、前田議員からいろいろ技術職という話も出ますけれども。分からないではなくて、専

門職、専門家ならある程度の、これを見て、全体を調査してみて、何年ぐらいが限界だよと一定の

見通しは出ると思うのです。分かると思うのです。それでは、専門家が見たからそのとおりかとい

うと、易者ではあるまいし、易者だって当てにならない面もあるでしょうけれども。 

  そういう、今根拠を持った上で修理も続けるなら続けるということ。例えば焼却場はできません、

できていませんがと。ある日、ぽかんといってしまったと。そうすると、持って行き場がないわけ

だ。野焼きするかどうするかということになろうかと思いますけれども、取り越し苦労質問と思う

かもしれませんけれども、想定の上の想定で、想像の上の想像で、現実にあり得る、いつ倒れても

おかしくないということになると。 

  技術屋さん、専門家さん、そのためにはどうすれば、どれくらいもちそうですかとか、ここをこ

うすれば、こうもつと。あるいは、もう直したって無駄だと。もう２年後には全体的に駄目だよと、

そういう結論、評価がされたと。そうしたら２年後を考えなければならない。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） そういった考え方も必要かなということも理解はできます。 

  一方で、我々の今の現状認識としては、その評価が、言葉はちょっとあれですけれども、意味が

ないといいますか、それよりも新焼却施設の更新に向けて動いていくほうにリソースを割いていく

べきだということで考えております。したがって、乱暴な言い方になってしまいますけれども、取

りあえずというような形での修繕を必要最低限というふうにお答えしておりますが、そういうこと

でやっております。 

  当然もっと投資をして、修繕をしていかなければいけないバージョンも検討はしたこともありま

す。ただ、そうなったときに、より大きな課題等がありまして、そちらに割かれる業務的なリソー

スを持っていくのであれば、新焼却施設のほうに割いたほうがいいという判断でそちらに向けて今

動いている次第でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それはそうです。といって、そちらに重点をかけているのですよと、新焼却

場を造るために。ところが、こっち向いて一生懸命やっていたのだけれども、そうしたらもう焼却

場駄目になってしまったよと。こっちはまだ追いつかない、そういう具合に構想を立てて一生懸命

動いていたと。気がついてみたら、もう焼却場なかったと。こういうことになりかねない状況にあ

るのかどうかと。力点をどこに注ごうか、それはご自由でいいと思うのです。新焼却炉につぎ込む

と、それはそれで結構だと思うのです。 
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  ところが、客観的に見たときに、ごみというものはどこを見ていようとあって、それで処分場が

なくなってしまったと。ぱたっとなくなってしまったと。そのときに、こちらのほうに力点を置く

て、そこばかりでは、そこばかり努力しても、今あるこのごみはどうしますかという課題がばんと

残るわけです。そういう意味でくどくどお伺いしているわけです。一生懸命やってくださいよと。 

  ところが、……は努力はするけれども、まだ結論、住民の前に示し得ないと。２年後にはオープ

ンしますとか、３年後にはオープンしますと。ならば、それがあるならそこに集中して仕事をして

もらって結構なのだと。その代わり、この間、これはもたせましょうと。ところが、そうこうやっ

ているうちに、こっちがもたなくなってしまったと。早々と１年後にはもう倒れてしまったといっ

たら、２年間ブランクになるではないですか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 今、質問を伺いながら思ったところで言いますと、その論でいくのであれば、

逆に見通しが立って、２年後、３年後まで更新がままならないという、更新計画が確定した時点で、

２年、３年もつための今の修繕をしていくべきかなというふうに考えておりまして、今まだ構想協

議中の状況で確定したことができないと、取りあえずという形になってしまいますが、そういう方

針で間違いないというか、いいのかなというふうに考えた次第でございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） １点で、３分で終わります。片づけます。 

  条件とすれば、こちらがスタンス、そこに力を注いでいくと。その間は、今の焼却場を稼働して

いるものと想定しているということですよね。 

          〔「そうです」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 想定すると。それならそれで、バシャっと全然使えなくなるということは想

定していないと。 

          〔「はい」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 分かりました。 

〇議長（寺田 優君） いいですか。 

  それでは、休憩をして、食事の時間としたいと思います。 

          （休憩 午前１１時５７分） 

                                           

          （再開 午後 １時００分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  一般会計の質問から。 
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  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 午前中、81ページまで終わったのでしたっけ。協議会の内容を聞いたのです、

振興公社にあるという。 

〇議長（寺田 優君） 117まで終わっている。 

          〔「清掃センターのところまで」「119から」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 製油センター、これ終わったのでしたっけ。 

          〔「終わったよ」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） それでは、私もこれ一段落して、他の議員に譲ってもいいと思うのですよ、

一旦。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 観光課長に伺いたいのですけれども、予算で、金額僅かなのですけれども、16万

円か、島じまんの予算を取っているのです、計上しているのですけれども、島じまんというのは２

年に１回ではなかったでしたか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  島じまん自体は２年に一度なのですけれども、前年度から会議等ありますので、そういった部分

での旅費とか予算計上をさせていただいているというところです。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 81ページのＩＰ告知端末更改のあれなのですけれども、これまだ全部の予算

決まっていないと思うのですけれども、どういう機器を入れる予定なのですか。防災無線のことで

しょう、ＩＰ告知端末って。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  一般質問のときでもご回答させていただいたかなと思うのですけれども、来年度に関してはＩＰ

告知端末、令和７年度に更改を予定しているＩＰ告知端末に関して仕様の検討、どういったものに

するかというところも含めて検討していく予算になっております。 

  以上です。 
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〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 前の防災無線、今ついているやつなのですけれども、これ初め入れるという

とき、たしか両方向と言ったのだけれども、今、片方向だけですよね。今度、両方向も考えている

のですか。 

〇議長（寺田 優君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  今、各校に配っているＩＰボックス端末ですよね。今、行政とか事業者のほうから一方向にしか

送信できていない状況、それを両方向にするかというところです。それも含めて検討させていただ

きたいなと思っています。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） 129ページをお願いいたします。 

  この中で、椿更新事業700万とあるのですが、これは農協に委託しているということでよろしいで

しょうか、それとも別個な。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 井口議員のご質問にお答えします。 

  今年度の事業、同様の事業を行っていますけれども、それについては農協さんに委託をしている

と。次年度についてはまだ決まっていないので、ここではお答えはできませんけれども、同様の事

業を考えているということです。 

〇議長（寺田 優君） 井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） これは入札するのかどうかちょっと私自身分からないのですが、そこでもう

一つお聞きしたいのが、椿更新事業は今お聞きしたのですが、実際にこれ椿苗、要するに倒木とか

枯れて駄目になった椿の木、そういったものを切っていただいて、それで更新していくのだという

考えがあるかと思うのですが、苗木、これが十分今満たされているのかいないのか。要するに切っ

ても苗木は植えられないということなのか、それともいや、苗木もありますよと、切ったところに

ついてはできますという考えですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 
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〇産業観光課長（荻野 了君） 井口議員のご質問にお答えします。 

  苗木の生産につきましても、農協のほうで自主事業として村が支援する形で、生産のほうを５年

ぐらい前からですか、取り組んでいるところです。苗木って、なかなか生産者の方からの意見もあ

ったりとか、いただいている中で、ある程度の大きさにならないとなかなか定着しないという話も

ありましたので、現時点というか、来年度は植栽も一応予定しているのですけれども、200本程度の

苗木であれば供給できるのではないかというところで、今、調整しているところです。 

〇議長（寺田 優君） 井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） 実は、何で私、このことをお聞きしているのかというと、実は申し込んで大

分私もたつのですが、要するにどこどこの山の赤いテープを巻いて切っていただくような印はして

あったのですが、それからずっと切っていないところが結構あるので、そこら辺はどうなっている

のかなと。 

  それと、切った後に対しての椿の苗木が、要するに今育てているところですという、たしかそう

いった話もあったので、前はこんなちょうど盆栽みたいな椿の苗木を植えたりしたのです。それで

今、椿生産者の方々から、ある程度の大きさにならないと駄目だよというような声があったと思う

のです。それで今、農協さんのほうで苗木を何か育てているみたいですけれども、ではそれについ

ては来年度あたりから、ある程度大きくなったものについては200本ぐらいの植樹ができると。だけ

れども、それについても要するに200本ぐらいだから申込み順なのか、それとももし申し込んだ中で

１件何本だよという形にしていくのか、そこら辺はどうしますか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 井口議員のご質問にお答えします。 

  苗木の植栽自体は冬の時期のほうがいいというような話も聞いていますので、その時期までにど

ういった形で、希望は取るにしても、あまり偏りがあるとよくないのかなとは思っていますので、

そこは委託事業の中で行いますので、農協とも村と相談した上で、生産者の方に、こういった形で

募集かけますよというのをどこかのタイミングでお示しした上で、対応していきたいというふうに

考えております。 

〇議長（寺田 優君） 井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） この椿更新については、結構生産者の中でもいろいろと話合いがあるのです。

やれ、うちは頼んでも、まだ奥山切っていないとか、そういったのがあるので、できたら農協さん

とよくお話をしていただいて、そういったことがあまりないような形にしていただいて、それで植

栽についても、要するに申し込んできた人に対して１件何本だというような形にしていただければ、
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けんかにもならないでしょうし、そう不平等にもならないのかなと思いますので、そこら辺よろし

くお願いいたします。 

〇議長（寺田 優君） いいですか。 

  前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 131ページです。上段の水産業振興費についてなのですけれども、上から５行

目、６行目辺りにアントクメス…… 

          〔「アントクメスポアバック」と言う人あり〕 

〇１番（前田 清君） それについてなのですけれども、120万円ぐらい予算化されていますけれども、

これって海藻を増やすためのということですよね。海藻といえば、温暖化の影響でどこの海も磯焼

け状態。利島も例に漏れず磯焼けで、イセエビも何もいなくなってしまったということのようなの

ですけれども、これって120万円予算化はされていますけれども、漁協からの要請を受けての予算化

なのですか、120万円というのは。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  スポアバックの事業につきましては、結構長い年月かけて、毎年、都の補助金を活用した上で事

業実施をしてきているところです。アントクメというのは海藻の名前なのです。実際、それが何か

というと、サザエだとか、アワビだとか、そういったものの簡単に言うと餌になるものですので、

それを継続的にやっていくというところで東京都も支援している状況で、村としても漁協に委託と

して出して、事業を今までやってきているというところです。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 規模が、これが小規模なのか、中規模なのか、大規模なのかというのは判断

つきませんけれども、ここにも漁協の組合員何名かいますけれども、本当に磯焼け状態でイセエビ

が全くゼロとは言いませんけれども、ほとんどいないと。ほかの巻貝類ですか、サザエとかシッタ

カとか、あれももう壊滅状態と、そういうことも聞いています。 

  そうしたらもう取りあえず、今までは120万円規模ぐらいで海藻増やすために打ってきた手という

のが、多分効果なかったのだろうなという感じがするのです。そうしたらもう思い切って、宝島何

とかかんとかの費用もありますけれども、そういう金を1,000万円でも2,000万円でもかけてやって

みると。ただ、それで効果が上がるかどうか、これはやってみなければ分からないですから。まし

てや、海水温が異常に高いと、こういう状態がもう日本国中、太平洋側についてはそういう状態が

続いているということであれば、もう思い切ってやってみるか、やらなかったらどうなるのだとい
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う、その辺の結論も出す時期ではないかなと思うのです。 

  逆に、そういう使える予算があるのであれば、思い切って予算化して、これは今回のこの予算書

には関係ないかもしれませんけれども、宝島云々という予算、お金ですから、かけるべき価値があ

るのではないかなと思うのですけれども、どうでしょうか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 前田副議長のご質問にお答えします。 

  この５年間ぐらいですか、黒潮の大蛇行が始まって、実際に利島で詳しい調査は実際には行われ

ていないのですけれども、やっぱりほかの、例えば新島とかの調査を見ると、黒潮の大蛇行が始ま

って以来、海中に含まれる栄養塩が著しく減っているというようなデータは出ています。それにつ

いては、今年度末ぐらいに利島でも１回調査を島しょセンターのほうに頼んでいますので、その結

果が年度明けぐらいには出てくるのかなというところです。 

  海藻だとか、今のアントクメの事業も含めてなのですけれども、東京都のほうにも栽培漁業の専

門の担当課のほうがありますので、その課長とも一度話はしたことがありまして、今までのやり方

でいいのかというところも含めて、今後どういう魚種を捕っていくかというところにもなってくる

のですけれども、そこについてはサステナブル事業とかも活用しながら、利島の漁業が続いていく

ような形というのは模索しながら、担当課のほうとしても考えていきたいというふうに思っており

ます。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 質問します。取りあえず私も質問する予定でいたところで、先ほど井口議員

の更新事業に関しての質問、私も用意していて、関連でそちらのほうから、分かりがいいと思うの

で、そこから取りあえずお願いをしたいと思うのですが、私がお伺いしたいのは、私自身は、何人

か皆さんと一緒に椿研究会なるもので二十数年ぐらい、椿の苗木とか、それについていろいろ携わ

ってきて、一定の知識は持ってきているつもりでいます。 

  そこで伺うのですけれども、講釈めいた話になる面もあるでしょうし、その点は恐縮なのですけ

れども、椿、これ植物みんなそうでしょうけれども、椿の更新事業で私どもが一番重視してきたの

は、確実に優良品種と、できれば油の出やすい実、あるいは拾いやすい実ということで、粒が大き

くて油が出ればいいと、しかも量も増えていればいいと、そういう木ならばいいということが目標

で二十数年、先生方もいろいろお世話になってきてやったのですけれども、村の支援も当然あった

わけですけれども、そこでなのですけれども、一番確実に親の質を引き継ぐのは挿し木と、それか

ら接ぎ木なのです。 
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  苗木を作るのには、３つ方法があるわけです。一つは実生といって種をまく、椿の実をまく、そ

こから発芽させると、それで苗木をつくる方法。それから、先ほど申し上げました枝を折って、切

って、挿して根づかせて苗木とする方法。それからもう１点が、さっき言ったどんな木でも台木は

いいのですけれども、子供とするところは優良品種の木の枝を切って接ぐと、こういう３つあって、

それでそれぞれ特質が、長短があるわけです。 

  実生の場合は、苗木になるのはほぼ確実なのですね、率は高いのです。種を植えて、種は植えた

けれども、なかなか芽が出てきて苗木にならないよという率は非常に低いのです。ただし、その木

の種をまいたからといって、将来、それは数十年たたないと分からぬわけですけれども、必ずしも

親の細胞というか、血を引いた苗木ができるかという保証が非常に低いのですね、率が。確実性が

低いのです。というのは、その木自体の実は結構な実なのだけれども、花のときに鳥やら、虫やら、

風やら、鳥媒花、風媒花といいますけれども、その交配状況によって生まれてくる子供は別なので

すね、混ぜ合わせになりますから。そういうことで必ずしも保証率が低いということがあります。 

  それから、挿し木は、それが非常に高いのです。非常に高いのだけれども、この場合の弱点とい

う、短所というのは、根が横にはうものですから、下に張らないものですから、ある程度一定にな

ってきて木は風を受けやすくなります。そのときに非常に弱い、風に倒されると、俗に言う風倒木、

この危険性が非常に高いわけです。ここに弱点がある。 

  それから、接ぎ木は実生と、接ぎ木をより安定させる方法では最高の根つきもいいし、丈夫なの

ですね、下にも根が出ますから。ところが、何が問題かというと、これは手間暇がかかるのが一つ、

技術を要するということが一つ。そういうことで成功率が低いのですね、苗になる率が。実際に私

のほうが最高で、３年ぐらいたってようやく苗木になったよという率というのは多くても70％前後、

場所によってひどいときなんてというのは40％、50％なんていうのもあるのです。そういう具合で

結構ロスが多いということの弱点があるということです。 

  それで、お伺いしたいのですけれども、今委託しているのは、そのうちのどういう策をやってい

るのですか。更新事業としては、種ですか、挿し木ですか、接ぎ木ですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  今、苗の生産というのは、村は行っておりません。農協が主体としてやっていると。もともと、

先ほど説明ありましたけれども、苗の団体何でしたっけ。 

          〔「研究会」と言う人あり〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 研究会が接ぎ木で作っていた苗というのも、今、現状管理は農協さ

んのほうでやっているというところなのです。村が今支援しているところというのは、もともと持

っていた村の実生苗の圃場の管理と、あと、研究会で持っている接ぎ木の管理というのと、あとは
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挿し木です。挿し木のほうもやっていると。３パターンでやっているというところです。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ちょっと聞いたのですが、不安なのです。利島でやっているのは昔から実生、

この木がよくなる、あの木の下に落っこちた種、そして粒もまあまあだというようなことで、それ

を拾い集めてきて植える、種をまくと、これはどこのうちでもやっていたのです。 

  ところが、これも見てみますと、同じところから取ってきたのだよというのが、なる木とならな

い木と現実、私たちは見てきているのです。必ずしも実生というのは当てにならないと。しかも始

末悪いことに、15年、20年たたないとそれが分からないのです。せっかくの手間暇かけて、植えて、

管理して、実を拾おうかなと思ったら、あんまり芳しくないというようなことがあって、そこから

そもそも接ぎ木というのを私ども始めた。私が始めたわけではないですけれども、私どもが始めた

のです。 

  この確率は高いのです。サンプル、見本になるような椿林が何か所かありますけれども、見てみ

たらいいです。確実になっています。接ぎ木が物になったのは確実です。それで挿し木も確実なの

です。ただ、今言ったように、将来、この先分からない。20年、30年したら、ばさっと倒れられる

ということも、これもえらい時間がかかって初めて分かることで、私、何を言いたいかといいます

と、そういう中で一番危険なのが、労多くして不安なのは実生と。一番簡単なのです、種をまけば

それでいいのだから。あと肥料やったり、草取ったり、それは当然としても、これはどこで、何を

やったって同じですから。だからその点で、実生が一番気になると。主たる苗木の生産の仕方が実

生、実ですと、種まきですと。 

  それで挿し木も、今言ったようによかったのだけれども、ようやく実がなり出したなと思ったら

風でなぎ倒される。そうすると、これも元の木阿弥になる。何を言いたいかというと、農協の一部

の職員も接ぎ木はやってきているのです。今、私どもが一緒になってやってきた方々みんな高齢化

になってしまっていて、それらの接ぎ木をやってきました人たちみんな高齢化になって、中にはも

う亡くなってしまった人もいますし、それから技術を教えてくれた先生も亡くなってしまっていま

す。そういう問題はありますけれども、私は少しでもいいから、何らかの金で手間暇かけてでも接

ぎ木をやっぱり進めたいと思うのです。 

  それには一定の余計な設備も必要なのです。ただ接いで、土の中に置いておけばいいというもの

でもない。その辺のところを農協さんに委託、あるいは農協がやっていることに対して応援の手助

けの賃金だか委託料だって出しているのか分かりませんけれども、あるいは村業としてやっている

のを農協に委託しているのか分かりませんけれども、そこらの研究、これ末永いでしょうから。現

に私たちは見ているのです。これはなっているところから取ってきた実なのだよと。20年ぐらい前

にやったのだと、この木は。ところが、何本も確かにあるけれども、同じものが生まれてきている
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とは限っていない。このことは、私たちはそういうことで、自分たちもろに体験していますけれど

も、村の先輩たちがずっと何十年、あるいは何百年の間には見てきているだろうと思うのです。 

  そういう意味で、そもそも今から30年近く前に接ぎ木ということが話題になって、我々取り組ん

できたのですけれども、30年も、そうはたたない。二十五、六年ぐらいたつのでしょうか。私はそ

ういう意味で質問させてもらっているのですけれども、これはひとつ農協さんと協議して、手間暇

かかっても、施設は若干かかります。かかっても、やっぱり接ぎ木に切り替えるということを、労

多くして30年、20年したときに倒れたり、実がならなかったりすると目も当てられないでしょう。

何のためにやってきたのんだということになりかねない。優良な苗と言ったはいいけれども、全然

優良でも何でもなかったと。 

  どう、いかがですか。接ぎ木の体制を関係者と相談して、椿研究会がどうなっているか私も把握

していませんけれども、話は聞いています。もう現場離れしていると思って聞いていますけれども、

どうなのでしょう。それはともかくとして、いずれにしても誰がやろうが、そういう体制お願いで

きないかと思うのです。 

  それから、これは井口議員との関連でお伺いしますけれども、先ほどどこに何本分けるのかと、

分配するのかとありましたけれども、これは当然有料なのでしょうね。無償ですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  まず、苗木の件ですけれども、接ぎ木の苗木につきましては、私も二、三年ぐらいは研究会の方

と一緒にやったことがあるので、苦労というか、大変さというのは一応体感、体験したことありま

す。 

          〔「接ぎ木」と言う人あり〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） はい。なので、台木を取りに行って、それを根の処理をして、それ

をさらに取ってきた穂木をつけるというような作業をやりました。３日ぐらいかけて200本ぐらいや

ると。やっぱりすごく人数も必要だったりとか、現実的にそれをこのまま継続的に、研究会も、先

ほどおっしゃっていたとおり皆さん高齢化されていって、参加される方も少なくなっていっている

中で、どうやって安定的に苗木を生産していくのかとなったときに、やっぱり接ぎ木よりは、挿し

木のほうがやれるだろうと。 

  先ほどからお話で懸念出ているのは、挿し木も親の影響をそのまま受け継ぐので、何か病気にか

かったときに、簡単に言うと全滅してしまうリスクというのが考えられると。ですので、今は農協

と東京都の島しょセンターのほうで母樹の選定というのを毎年やっています。それは実のつきがい

いとか、オレイン酸の含有量が多いとか、そういった椿の選定を毎年、毎年繰り返しやっています

ので、そういったところから挿し木用の穂木を取ってくるというところを継続してやっていますの
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で、その母樹となる木をどれだけ増やせていけるのかというのが一つポイントなのかなというのと、

やっぱり管理の部分で、挿し木の管理と、製作する管理というのですか、手間というかを考えると、

挿し木をメインでやっていくというのがいいのではないかなというふうに考えております。全く接

ぎ木を排除するとかそういう考えではなくて、これからどんどん人数が少なくなっていくという中

での運用としては、挿し木をメインで考えていくというところです。 

          〔「料金幾らですか」と言う人あり〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 植栽に関しては、委託事業の中で賄う予定でございます。 

          〔「苗木が有料か、無料か」と言う人あり〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 苗木が有料か無料かは農協さんの部分ですので、そこはちょっと確

認します。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） そもそもこれは、肝心なところを聞き忘れたのですけれども、農協の事業で

すか、村の事業ですか。村の事業の管理を、育成管理を農協に委託してあるのですか、村の事業分

を。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  苗木の生産については、農協の事業に対して村が補助をしているということです。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それでは、挿し木がメインだという答弁は、農協がこういうことの報告です

よね、実態の。挿し木は、さっき言ったようにいいのですけれども、やっぱり肝腎なときに、そろ

そろ実を採ろうかなといったら、現実に倒された木のほとんどを先輩たちに聞くと、あれはみんな

あそこは挿し木だよということを聞くものですから、なるほどなということで、先ほどくどくど言

って恐縮ですけれども、接ぎ木というのを始めたのだけれども、接ぎ木をそのためには手間暇かか

るのだけれども、これを推奨するということは難しいですか、農協の事業に取り組むということは。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  現状、今の椿の木自体がかなり高齢化、木自体も高齢化しているというような話も聞く中で、接

ぎ木に力を入れるにしても、例えば今まで200本とか300本、多いと多分1,000本ぐらいやっていたの

かなと思うのですけれども、その接ぎ木の生産のペースで今後の椿の更新が間に合うかとか、そこ
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ら辺の話も関わってくるのかなとは思いますので、そこは現状、今事業として農協さんがやってい

ますので、現実的に接ぎ木も増やしていくというところが事業的にできるかどうかも含めての話に

なるのかなと思いますので、それについてはちょっと農協さんとも後日、相談はしたいと思います。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それでは、今のは終わります。 

  それで、私もこれも質問していたのは、先ほど石野議員から質問がありましたので割愛します。

要するにトラッシュバスターという６基の購入ですか。場所は未定ということは聞きましたけれど

も、未定とはいっても、あんまり変な、村が回収するのだから、どこでもいいのか。どこでも関係

ないわけだね。分かりました。 

  それから、126ページをお伺いします。これは簡単なことです。一番上のほうの農地台帳のシステ

ム保守という、農地台帳のシステムはどうでもいい、聞くわけではないのですけれども、今、農地

というのはどのくらいありますか、平米で。平米といいますか、単位は何でもいいですけれども。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  ちょっと正確な数字は分からないですけれども、33ヘクタールぐらいだったと思います。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 何だか随分、結構増えましたね。前は27ぐらいだったですね。 

  それでは、次の127ページですけれども、これも椿製油センターのことなのですけれども、真ん中

辺にセンター修繕費の工事費で20万円ですね。違うの。20万て、何だこれ。違った。電気工事だ。

センターの修繕工事が……違うな、1,600万円か、どっちだ。行がつかみにくいのだ。どっちなの。 

          〔「20万円で合っているから大丈夫です」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 20万円ですよね。これって何ですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  何か緊急的に不具合が出たときに対応できるように、これというのは決まっていないのですけれ

ども、予算を毎年計上しているということです。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 昨日でしたか、何か説明で、毎年、毎年圧縮度を強めるものですから、軸を
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交換するとか何とかと言っていましたよね。 

          〔「搾油機ですか」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 搾油機、あれとは別なのですか。あれはあれで別、どこかにあるのですか。

あれが20万円ぐらいなのですか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  もうちょっと上のところに修繕費というものが430万円ぐらい、そこの中で例えば搾油機のシャフ

トの部分の交換だとか、摩耗してうまく絞れなくなったりとかというのが出てこないように、シャ

フトの交換とかをそこで修繕ということで行っております。 

〇３番（笹岡壽一君） 下の20万円というのは何ですか、いつもつけているというもの。 

〇産業観光課長（荻野 了君） そこは先ほども答弁しましたけれども、緊急的に何か不具合が出た

とき、例えば、では台風で扉が壊れましたよとか、そういったときに対応できるように20万円をつ

けていると。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 何かあったときにということで、特別何かに充てるということではないわけ

だ。それは分かりました。 

  次は、離島交通に関することなのですけれども、ページは137ページ。これについて二、三点伺い

たいと思うのですが、今、補助事業になっていて、どういうことで予算計上がなされてくるのかが

分かりにくくなっているような気がするのです。前は村が積算して委託したものですから、積算表

が定かにあったのだけれども、今は（株）ＴＯＳＨＩＭＡさんのほうで事業費を予算組んで、予算

書を出して、予算要望して、予算要望といいますか、要望して、そのうちの一部を村に補助金を申

請するということで、村とすれば、その内訳は分かりませんと。我々は、予算要望のうち、うちの

ほうへ補助金申請をしてきた部門に限って、これとこれとこれが足りない、やるので3,000万なら

3,000万、5,000万なら5,000万の補助金をお願いしたいと、こういう格好になっているのか。 

  うちの会社の総予算が、うちの会社というのは、本当は村長の会社なのだけれども、総予算が例

えば１億だと。その内訳が、これがこう、これがこう、これがこうだと。不足分の何がしかを5,000万

なら5,000万、6,000万なら6,000万の補助金を村役場にお願いしたいと、そういうことになっている

のか、ちょっとその辺すら分からなくなってきているのですけれども、どういう格好になっていま

すか。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 
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〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  定期航路に関わる部分の補助金ということですので、（株）ＴＯＳＨＩＭＡの中で、定期航路に関

わる事業費というのを出した上で、その中で見込まれる収入、手数料とかチケットとかあると思う

のですけれども、そこを差し引いて足りない部分というのを補助金申請したいというような要望を

受けているところです。 

  中身については、一応項目ごとに、こういったことに、例えば社員の給与は大体これぐらいです

とか、簡単に言うとフォークリフト、機材とか、そういうものの維持費とかはこれぐらいかかりま

すよというのは要望書としていただいているというところです。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 非常にこれは曖昧なところなのだけれども、その辺がすっきりしないからな

かなか分かりがつかないのだけれども、あるいは（株）ＴＯＳＨＩＭＡというのは、独立の企業体

で、それに対して村は全く関係ないのだと。関係ないと。そこに公益性のある事業をやっているの

で、補助金を入れているだけだという立場で考えているのか、いやいや、そうではない。全体につ

いて村が責任持っていると。いわゆる株について25％、100分の25だけの範囲で関与していると、株

主として。それは、常々かねがね問題になっているところ、そこが一つの基本的な別れだと思うの

ですけれども、よその会社と違う。それで監査も及ぶと。多分民間会社には監査はなかなか及ばな

いですよね、よっぽどのことがなければ。だから、そういう補助金出していても、なかなか及ばな

い、補助金の割合にもよるのだけれども。 

  ということは、村は全体はつかんでいないということなのか、いや、全体を村長の会社なのだか

らつかんでいますよと、発言権を持っているのは村長しかいないので、決定権を持っているのは。

要するに、俗に言う持ち株会社です。住民の目には民間会社だから全く触れないわけだ、民間会社

については。他の民間企業というのは触れないでしょう、住民の目には。村長といえども分からな

いでしょう、他の民間会社の経営は。これは村長すら知らないのかと。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  村としては株主ではございます。村の行政としての支援という形は、定期航路業務のみ行ってい

るというところです。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） いや、それはそうでしょう、定期航路のみでもいいのですけれども、あとは

物を売ろうが、店を開こうが、それは勝手といえば勝手でしょうけれども。しかし、それすら村長
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の、付与しなかったら、経営方針を決めているのは村長なのだから、駄目だよということが言える

のか言えないのかだ。村長は何も言えないのか、自分が経営権者、たった一人しかいないのに。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） これは以前からも同じ答弁をしていると。これは私の前、前田福夫村長の時

代から同じ答弁だと思いますが、あくまで株主であって、株主としての権利を行使する、責任を行

使するといった中で、経営に関しては株式会社の経営判断によって事業は運営されているというふ

うに考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それは村長が経営権を委嘱しているということにすぎないのではないですか。

信用してお前に任せているよと。だって経営権、議決権を持たない。持ち株会社であっても議決権

を持たない会社に、責任取れというのは無理ですよね、これ。それは村長が委嘱していたにすぎな

いと。あんたに経営を任せるよと、その責任は私が取りますよと。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 委嘱、お願いしているというような考え方に関しまして、以前の定期航路の

委託事業の際には、そういう考え方が当てはまったのかなというところですが、昨年度より補助事

業ということなので、考え方を切り替えて、我々としては会社の株主である一方で、定期航路の事

業に関して運営していく上で、足りないところに関して補助をしていくという考え方でやっており

ます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それなら全部譲渡したらどうですか、100％。25％何で持っているのですか。

これは村長が指揮権を持っているよと。相手方には、持ち株会社で、それはないのだということで

やっていた。ならば、今の村長が言うのであれば、何ら25％の株を持っている必要がないのではな

いですか。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） これも以前、前田福夫村長の最後のほうですか、私が議員のときに、あちら

に座って聞いていたところから変わりないと思いますが、そういう考え方ももちろん全て責任を持

たせてやっていくほうがいいだろうという考え方もありましたと。 

  一方で、やはり重要な定期航路、インフラ事業なわけで、をやっている会社でもある中で、どう
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いう形にしろ、行政が関われる形、最低限度で関われる形として25％の株を持っているというよう

な状況で認識しておりまして、そういった中で、完全にもうあとは知らないよとかというものでは

ないというようなところで、今の形になっているというふうに理解しております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それは違うのだろうと思うのですよ、最初からの話が。そもそも25％、75％

を売却するといったときと違うと思うのです、説明が。それでは、なぜ売却したのですか。前は100％

村です。 

  そうして一旦村とは縁が切れたような格好につくったのです。本当の独立した企業で、一方は民

間企業的なものだと。だけれどもそこに、村とすれば手綱を持ってコントロールするのは村なのだ

よと、25％。相手方には株はやったけれども、それはただ持ち株会社で、村長だけが経営権、決裁

権持っていると。村長に断りなく勝手なことはできません。誰もその権限はありませんよと。議決

権持っているのは、村長だけですよと、こういう説明だったのではないですか。 

  持ち株会社は議決権持っていないのだから、その株主という人が会社なのです。人間ではないの

だ。持ち株を持った、（株）ＴＯＳＨＩＭＡという会社が持っている。社長は１株も持っていないの

ではないですか、個人的に。ならば発言権あるのです。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 発言権、責任、いろんなフレーズが出ておりますが、いろいろな形、変容し、

議会のご議論も踏まえて、今の形になっているといった中で、協力しながら船を安定的に就航させ

るためにどうしたらいいかというように現在の形になっていると思っております。 

  満足な予算、予算というか経営にはなかなか難しいところもありつつも、徐々に安定してきてい

るといった中で、さらに安定していくように、お金、補助だけでなく、いろいろなところで相談し

たり、協議を継続しながら、協力というか、安定就航を目指して今やっているといった中で、話が

違うとか、どうしたらいいとかというところの中では、我々の中では整理をしてきておりまして、

現在そういうふうな予算を上程しております。 

  様々な議員の皆様からのご意見等は常に一般質問等でも、今回は出ていないですけれども、毎年、

過去にも出てきていて、そのご意見等も踏まえて、今の形になっているというふうに認識しており

ます。今回、予算の上程に関しては、先ほど所管課長のほうからの答弁があったとおり、昨年度の

住宅ですとか、積立金のところを除いた形で予算を編成、補助金の予算を計上しているといった状

況でございます。 

  今回、そういう意見があったと。100％にしたほうがいいのではないかということは、ご意見はご

意見として承った上で、今後、会社のほうとも協議して、どういう形がいいかというのは、引き続
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き模索していきたいと思っております。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 答弁が全然違うところを答弁されています。船が着きやすいのは当たり前で

す。そのために皆努力してきているのだ。だからそういう意味では、全く同じなのです、くどくど

そこを説明してもらわなくても。一体どういう会社なのだという、そのものを言っているのです。

どのように認識していますか。船が着くことが目的だと、それは当たり前です。 

  皆さんの会社は会社で、認識があるでしょう。責任感持って、社長も、以下従業員は従業員の立

場から、社長といいますか、委嘱された社長です。社長は社長で責任感持って日々毎日、けがをさ

せないように、就航にも差し支えないように、それは皆さん説明しなくても知っているのです。そ

うではなくて、村がどう思っているかなのです、村との関係の責任問題といいますか。私は、だか

らさっき言ったように村長の25％、これは就航するように株を割ったのだというのは、それはそれ

でいいのです。文句を言っていないのです。村との関係で言っているわけだから。 

  もっと詰めて言えば、最初に言ったのが主題なのだけれども、補助金の申請はするでしょうと、

予算要求で。それは船の部分だというけれども、これはどこで公開されるのですか、されないので

すか、監査はどうなるのですかという意味で聞いているのです。今、分からなくなってきてしまっ

ている、積算が。 

          〔「分からなくないですよ」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） だからそれは、どうすれば分かるのですか、今。今まではいろいろ村が出し

てきたのです。村が出してきた、今までは。ところが、今は出さないでしょう。決算は出します。

決算ではなくて、積算。今まで積算をずっと出していたのです、これこれ、こうですと。 

〇議長（寺田 優君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 事業報告、事業計画ということで、９月の議会とか決算のときに一緒にお出

ししていると。今年度でいったら12月にお出ししているかなというところで、会社全体の構想に関

しては皆様にも見ていただいているといった中で、それが会社の運営全部なのですけれども、その

中の一つとして離島交通、船の就航の部分に関してどうなのだというところで、船会社さんのほう

と直で契約してもらっている、それだけではなかなか従業員等を雇用していけないと。その足りな

い部分を補助していくという補助の要求に関して、精査は所管のほうでしているといった中で、そ

れをお示しする形がどうなのかというところなのかなという今のご質問だと思うのですけれども、

それに関しては監査委員さんのほうで、不定期か、毎年ではないのですけれども、必要であると認

めた場合には見ていただけるという判断でございます。 
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〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 監査は当然できるでしょうけれども、何と言おうと監査は義務もあるでしょ

うからいいのですけれども、議会で例えば書面提出要求があるとしたと。確かに計画の中に決算、

事業計画の中には決算と予算とのあれが出てくるのです。これは公開されていると思うのです。 

          〔「事業計画、決算の報告はしています」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうそう、それは公開されていると思うのです。その基になる、かつてはい

ろんな細かいことまで書いてあったのです。 

          〔「委託でしたから」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 委託なのか補助なのか分からないけれども。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  ごめんなさい、途中で質問を閉じてしまったようなところもございますけれども、まずこれまで

は委託業務を令和３年度までですか、令和３年度までは業務委託、村が東海汽船から定期航路の受

託業務を受けていて、村がそのまま再委託みたいな形で（株）ＴＯＳＨＩＭＡさんのほうに委託を

出していたと。その際に、当然委託業務ですので積算を行っていたというところで、この金額です

よというような形で村が積算を行っていたと。 

  その積算の資料を議会から要求があったので、公開という言い方が、果たして公開したというの

が適切かどうか、議員の皆さんに資料として提出させていただいたというのが今までの流れでござ

いまして、令和４年度から補助金になりましたので、先ほど来、担当課長と村長が答弁していると

おり、補助に対して、補助というか事業運営、社会福祉協議会もそうですけれども、この事業を行

うに当たってこれだけ経費がかかります。ただ、収入としてこれだけしかないので、残りの部分と

して村から補助をいただけないでしょうかというか、補助してもらえないでしょうかというような

のが、事業として村も当然公共に資する事業といったところで補助を出すのが適当と認めて、予算

要求させていただいているというのが大きく変わっている点でございまして、これまでは委託でし

たので、積算を村のほうで行って、村が議員からの要求に応じて議員に配付したというのが経緯で

ございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） それは私も心得ているつもりで質問しているのだけれども、実は（株）ＴＯ

ＳＨＩＭＡさんの経理ということについて村に要求したのです、職員に。そうしたら、それは（株）

ＴＯＳＨＩＭＡに言ってくれということで、ああ、そうですかということになった。ということは、
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村には出してくると思うのです。どういう出し方をしてくるか知らないけれども、予算の、先ほど

言いましたように補助金を申請する部分だけを、5,000万円なら5,000万円に相当するだけの予算要

求してくるのか、あるいは全体の我が社はこうなので、こうだよということで、今までの委託受託

みたいな感じのときのように出してきているのか分かりません。 

  それで一方では、今言った監査権はあると。それで村長もそれに対して提出を求める権限はある

のだと、権限は。ただ、補助金だけ見ていればいいというものではないと。だからそういう意味で、

出す、出さないは（株）ＴＯＳＨＩＭＡの裁量なのか、それを聞いているのです。それなら（株）

ＴＯＳＨＩＭＡに行って聞けばいいので、それで（株）ＴＯＳＨＩＭＡが出そうが出すまいが、そ

れは別の話です。そういうことで聞いているのですけれども、どうですか。不都合があれば、別に

いいですけれども。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  以前、私のところに来ていただいたときに聞かれたというのは、（株）ＴＯＳＨＩＭＡの決算書を

もらえないかというお話でしたので、あくまで会社の決算書ですので、それは（株）ＴＯＳＨＩＭ

Ａのほうに確認してほしいというふうにお願いをしたところですので、そこの資料が必要というこ

とであれば、（株）ＴＯＳＨＩＭＡのほうに確認をしていただければというふうに考えております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 要するに村は関知しないということですね。そうでもない。では、分かりま

した。いずれにしてもいいですけれども。 

  もう一点なのです。これはそんな込み入った話ではないのですけれども、昨年のいつ頃だったか、

時期は今定かではないのですけれども、（株）ＴＯＳＨＩＭＡさんと代表者と、議会、村と行政と会

議をやっているのです。それでそのときに、私の記憶ですよ、皆さんがどう記憶しているか分かり

ませんけれども。三者で合意したのは、年に１回ぐらいこういうコミュニケーション的なために三

者会議やろうではないかといったら、三者が合意したような記憶をしているのですけれども。それ

は、行政はそう捉えて、会社は会社でどう理解したのか、必要なら聞いてみますけれども、そこま

で聞くまでもなく、こういうものというのは大体行政が音頭を、この間も申し上げましたけれども、

行政が音頭を取るべき問題で、行政が首を振っていたのでは、これは成り立たない。そういう意味

で、三者会議というのはどうなってしまったのか。あれは、その後、何かあって取りやめになった

のか、どういうことで、それで今いつやってもいい。年に１回だから、いつやったっていいのだけ

れども。 

〇議長（寺田 優君） 荻野産業観光課長。 
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          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  前回の議会終わった後に、（株）ＴＯＳＨＩＭＡにもそういった話は村のほうからしたのですけれ

ども、（株）ＴＯＳＨＩＭＡのほうではやらないというような話でした。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 会社がやらないというのでは、しようがない。 

  それから、141ページですけれども、住宅関係で需用費とか、その他の問題でありますけれども、

いわゆる需用費のところの一番上の10番です。一番上といいますか、途中の。10番のところに、修

繕費というのがあるのです。修繕費が120万円、１番。それから今度は、14番の工事請負費の中のボ

イラー交換とそれから修繕というのがあるのですけれども、これの違いは何なのですか。需用費と

工事費の違いの修繕費は。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 需用費の修繕費でございますけれども、工事請負費と比べて比較的

小規模なものを需用費の修繕費のほうで執行します。規模として大きい、大体一定規模、大まかに

50万円程度というところで一応の決めとしてやっているのですけれども、それより大きいところを

工事請負費のほうで修繕工事を執行させていただくというところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 何が大きくて何が小さいのか分かりませんけれども、大きい小さいといえば、

下の修繕費というのは、これ150万円ですか。上は120万円、需用費の。工事請負費は150万円、同じ

修繕費で。それで上の需用費の修繕費は120万円で、需用費と工事請負費の差が大小だと、大して変

わらないような気がするのだけれども。 

  例えば、こういうことですか。分かりやすく言えば、10万だ、３万だ、５万だ、７万だなんてい

うのは、ちょこちょこ、ちょこちょこしたのを積み上げたのが120万円だと。それから単体で、これ

でもって、これが１個150万、あるいは200万だったと。これの差ですと。 

          〔「はい」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） そうですか、分かりました。 

          〔「答弁は大丈夫ですか、一応答弁しましょうか」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） お見込みいただいたとおりで結構でございます。 
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〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 分かりました。 

  それから、あともう終わりですけれども、教育委員会に二、三点伺います。言葉が分からないも

ので、言葉というか内容が分からないもので伺いますけれども、153ページのスクールサポート、応

援ですか。学校応援の、これが会計年度というと、毎日のように、毎日ではないにしても、ほぼ常

勤、半常勤みたいに、普通の会計年度みたいに対応されている人件費だと思うのですが、これは何

名で、何をどういうサポートされているのかお伺いしたいと思います。 

〇議長（寺田 優君） 弟子丸教育長。 

          〔教育長（弟子丸知樹君）登壇〕 

〇教育長（弟子丸知樹君） お答えをいたします。 

  スクールサポートスタッフですけれども、業務の内容としては、主に児童生徒に直接関わらない、

なおかつ教員を補助する業務になってございます。例えばプリントの印刷であったり、プリント、

いろんな紙の印刷であったりとか、現状、例えば学校の芝刈りの一定の部分を教員が担っている実

態もございますので、そういういわゆる内地でいう用務員のような業務を行っていただくであった

り、そういうことを想定してございます。まだ導入としては当然始まっておりませんで、新しく令

和６年度から、内定いただいた場合は導入を開始していければいいなというふうに考えているとこ

ろです。 

  人件費のお尋ね途中でいただいたと思いますけれども、会計年度職員を通年で１名雇える程度の

人件費を計上しておりまして、東京都から一定程度の人件費を補助するという、裏の東京都のサポ

ートの上で、来年度、利島でも導入を始めてみてはどうかなということで開始をしようとしている

ものでございます。 

  ３月の広報の折り込みで少し募集を開始させていただいておりまして、一方で、数日前、議会で

あったように、当然この予算の成立を前提として、開始できる場合はさせていただくというところ

も明記をしているところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 先生方を応援する、手助けができればということで分かりました。 

  それから、次はちょっと参考までにお知恵といいますか、お伺いしたいのですけれども、157ペー

ジの下のほうの四、五行目に委託料でネズミの害虫防除委託料というのがありますけれども、これ

は読めばそれ自体は分かるのですけれども、ここでどういうことをやって効果を上げているのです

か。これ私なんか私的にも聞いてみたいなと、何をどうすれば駆除ができるのかなという意味で聞

くのですけれども、恐縮なのですけれども、どういうことで、どういう効果があるのですか。何か
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やって、こういう効果があったら駆除できているよと。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  学校のほうは、特に給食室とかにネズミが一時期侵入したというようなことがございまして、給

食の衛生管理上非常に大変な事態になったというところで、ネズミ捕りというのですか、あれを使

ったり殺そ剤、今殺そ剤を使うとなかなか。役場庁舎もちょっとやっているのですけれども、殺そ

剤は役場庁舎はできるのですけれども、給食室だとなかなかそれが難しいというところもあって、

主にネズミ捕りですとか、取りもちではないですけれども、そういったものを使って駆除をすると

いうか、一定程度やっていただくようなことを業者に委託していると。 

  やはりプロですので、進入路とかそういったところについても、言わばその道のプロの方にして

いただいて、その処置というのですか、ここから入ってくるとか、経路とか大体絞れてきたり、そ

ういうので、ただどうしても塞がり切れないと毎年、１匹捕ってもまたもう１匹入ってくるみたい

なのもあって、継続的に予算を計上させていただいていると、こういったところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） お知恵を拝借したいという意味で聞いているので、この内容がどうだ、こう

だということではないのですけれども、うまい方法で、これでもって、こういうことをやっていた

らネズミがいなくなっているというのならぜひお伺いしたいなと思ったものですから聞いたのです。

分かりました。 

  それで、161ページの放課後子ども教室負担金というのがありますけれども、これは負担金、全部

負担金、負担金の放課後子ども負担金なのですけれど、これって負担金というのではちょっと分か

らなくて聞いてみたいのですが、報償費というか、謝礼というか、賃金というか、そういうのでは

ないのですか。誰かがやっていることについて、その負担行為をするということで、負担というと

何か事業をやっていると。それに対して誰か事業をやっていて、それを応援するみたいな印象を持

ったのですけれども、具体的に言うとこれ賃金か何か、そうでもないですか。 

〇議長（寺田 優君） 弟子丸教育長。 

          〔教育長（弟子丸知樹君）登壇〕 

〇教育長（弟子丸知樹君） お答えをいたします。 

  放課後子ども教室の負担金に関するご質問かなというふうに思ってございますけれども、放課後

子ども教室の賃金の一定額を担っているというところもありながらも、例えばいろんな検定試験、

英語検定であったり、算数・数学検定であったり、漢字検定であったり、そういったものを村の独

自の事業として補助するというのが、利島村における社会教育というか、地域で子供を支えていく
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という文脈での一つの柱になってございますので、そういうところを計上したりしているところで

ございます。 

  加えて、受検費だけではなくて、そのために勉強する事前の教材費であったりとか、そういった

ところも措置をさせていただいております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） いよいよこれでもって終わります。今度は163ページ、これは前田議員がかね

がね別件で質問しているような内容なのですけれども、職員手当の額のことを論じようと思いませ

んけれども、初任給がどうのという、その金額を聞こうとは思いませんが、いわゆる事務及び技術

職員というのがあって、その隣に技術職員と、金額は私は関係ないです。技術職員というのがあり

ますけれども、学歴も関係ないです。学歴も金額も関係ない。技術職員も、村長が、いわゆる人員

の確保、職員の人員確保を進めるのだと所信でも述べていて、その中に何名か、村長の人事権の範

囲ですから、内容をくどくど、砕いて具体的に私のほうでは言いませんけれども、ここの中に必要

とされる技術職員、土木だか建築だか、本村に全くないわけです。設計図を見ても分からぬと、仕

様書を見てもなかなか分からないと。言うなら耐震構造になっているやら、なっていないやら分か

らないと。 

  そういう全部専ら外注で、コンサルタントといいますか、それでそれなりにえらい金を払うと、

事業のたびにです。１件１件発注ごとに全部金払うと。自前で用意できれば、それだけのノウハウ

を持った職員がいれば、結構事業予算としても、業者委託するにしても、見る目も栄えるし、費用

の軽減も図れるのだろうと。技術者の技術能力、ノウハウがどうかということももちろん程度もあ

るかもしれませんけれども、だって業者に頼めばそれだけのノウハウを持っているわけだから。彼

らは集団です。こっちは１人や２人では駄目だというのなら、また別だけれども。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  まさにここの技術職なのですけれども、保健師も一種の技術職というところで、それも含めての

話ではあるのですけれども、当然議員のおっしゃるとおり、土木にしろ、建築にしろ、電気にしろ、

いろいろな技術職がいます。１人の技術職の方で全てのものが網羅できれば、当然いろいろな設計

の中で、村の意図することで業者とも調整するのとかも全部が全部自分で抱え込むということはで

きないのでしょうけれども、そういった中で、技術、その明るい方がいれば、当然よりよい設計と

か、そういったものにも反映できてくるかとは思うのですけれども、やはり昨今の人材不足という

か人手不足の中で、東京都さんの実例を挙げてしまうのもちょっと恐縮なのでございますが、東京

都さんでも、村としては要望で技術職の派遣を要望していたりもするのですけれども、自分のとこ
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ろの職員も技術職がなかなか足りないようなお話というのもございまして、東京都でも技術者とい

うのは足りないという現実の中、それは当然そういう土木とか建築とか設計とか、建築とかあと電

気とか、そういう以外にも当然保健師とかそういった分野でもそうですけれども、やはり昨今の人

手不足というのは深刻というのはつくづく私どもも感じてございますので、そこを当然いればいい

というところもありますので、採用に向けては何かしらの努力というか、採用できれば越したこと

はないですけれども、なかなかそこに至らないという現実があるということをちょっとこの場でご

説明させていただくといったところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 私は、前田議員の言葉、今まで発言されていた内容をコピーしたようなもの

をしゃべるようになるかと思うのですけれども、自治体の実情は別として、なかなか今、ある程度

経歴を積んだ現役の、専門学校を出た、あるいは大学を出たというばかりではなくて、リタイアし

た、よく前田議員もそういう言葉を使っていたような気がするのですけれども、リタイアしたよう

な人で、ただし、それでは会計年度で二百数十万だと、あるいは300万足らずだということではなか

なか難しいだろうと思います。 

  そうすると特段の配慮で、それも何も職員の皆さんは採用して定年まではどうせいられるわけで

すけれども、リタイアした人の定年というのはあるかどうか知りませんけれども、例えば65歳でリ

タイアしていると。現役同様の能力はあると、現場も踏んでいるという人たちは、それなりの知識、

能力というのは持っていると思うのです。それらを一定程度、例えば３年、５年とか、あるいは２

年でもいいと思うのです。村の職員としてというのは、これあまり中に入ると人事権になってしま

うからあれですけれども。 

〇議長（寺田 優君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  まさに今、非常勤の保健師で来ていただいている井上保健師、まさに合致している方だなという

ふうに私、議員の意見を聞いて思ったのですけれども、まさにあの方が来ていただくのには、日当

の部分で払っていただくみたいな雇用形態をさせていただいているのです。非常勤職員としてさせ

ていただいているというところもございますので、そういう方がいるのであればというか、東京都

の、今、副村長からもちょっと私も漏れ聞いたところ、そういう方もなかなか採っても、人材が不

足していないというようなところもございますので、民間とかそういったところで、多分お力を発

揮している方は、そのまま民間でまた残っていられるような技術者の方というのは、そういう方が

多いのかなというところもございますけれども、どういう雇用形態とか、当然会計年度の賃金がど

ういう賃金でいくかとか、いろいろなところもございますけれども、そういうところも含めて、村
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の職員の負担軽減とか、よりよい施設の在り方とか、そういったところも含めて、ぜひそういった

方がご紹介できるような方がいれば、お探しいただければというふうに村のほうとしても考えてい

ますし、村も今後、募集をするなり何なりということは検討を進めてまいりたいと考えております。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ないようですので、質疑を終了いたします。 

  これより討論を行います。討論ございますか。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 議案をはじめ、議案というのは一般会計ですけれども、所信表明に始まって

一般質問まで含めてるる伺ってきました。とりわけ一般会計については、事細かに近い状況で伺っ

てきました。 

  結論としては、所信表明から会計の審議に至るまでのことからして、原案に反対をいたします。

というのは、あれだけ質問しておいて何だと村長が言いそうな、考えそうなのですけれども、ある

いはブログに書くかもしれませんけれども、私は質問は質問で、住民の前に明らかにすることが目

的なのです。自分が納得するか、しないかは、二の次、三の次。二の次、三の次と言うとおかしい

かもしれませんけれども、行政の考え方について、あるいは特に予算の考えについて、住民の前に

事多くの事業の内容を明らかにすると、それが中心的な私の常日頃の考え方です、基本的な。何と

書かれようが、かんと書かれようが、目的がそういう目的で質問というのはしています。自分が納

得するか、したか、しないかではないのです。 

  さて、今度納得ということになるとどうかということが、これが結論なのですけれども、その結

果、いろいろ質問してきた。挙げれば、今回の住民の最大の関心事である製油工場、あるいは焼却

場、あるいは私にしてみれば住民の代表としていろんな要望、住民の要望、要求を取り上げて、今

回に限らずしてまいりました。しかし、聞こえの問題を除いては、そのことごとくが住民から遠い

ところにあると、これが決定的な私の反対の結論です。 

  あと、具体的に言えば、先ほど申し述べました焼却場、それから製油工場、言では、言というの

は言葉ではいろいろおっしゃるけれども、しかし経過を見ても、製油センターに至っては４年も５

年もかかってきた。挙げ句の果ていろいろやってきた。しかし、その裏では思った、思った、考え

た、考えたというだけで、肝腎要の用地の交渉すらしていない。しようとも思っていない。なのに、

東京都にもその番地でもって申請する。それも今年１年とかそういうのだったらまだ分かるのです。

４年間、５年間何やってきたのだと正直言って言いたいのです、経過はです。その反省もされてい

るのだろうと思います。 

  しかし、その上に立って、今、明日にも造らなければならないだろうというのは、民の、生産者
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の声なのです、製油工場。私、一般質問でも申し上げました。村長に２回ほど繰り返し要望しまし

た。今日も聞きました、議案でも。予算をつける。予算をつけなければ、やるようにいかない、仕

事は。確かに５年度においては用地買収予算計上した。しかし、予算が否決された。その次に出て

きた測量費だか何だか、これを計上した。そうしたら、それはそれでもっていつだか知らないけれ

ども、補正で減額してしまった、やらないと。これを５年度でもやったのです。なぜそういうこと

をしたのかと思うのです。 

  それで、今度だ。今度は、分かりがいい。初めから予算がない。あってさえやらない、やらなか

った。今度は初めからない。私は、当初予算に計上しはぐったというのであれば、やる気があるな

ら、予算計上、早急に補正でも何でも、あしたでも何でも補正予算組んで、臨時議会であれ何であ

れやって、６月補正なんて言っていないで、遅ければ遅くなるほど仕事はできないです。 

  今は、３月までは気がつかなかったと。だから当初予算に落としてなかった。ならば４月早々に

でも補正組んで、用地取得だか測量だか何だか知りません。あと調査だか、委託だか、設計だか分

かりません。その事業は、今年度中に終えると。そうして来年度は施工に入ると、完成させるとい

う、村長が先ほどの話で集中するところはこっちを持っていくのでという話でした。焼却場もそう

です。住宅もそうです。古い住宅についてはちょっとこっちへ置いておいて、新しい住宅に向けて

使うのだと。リソースですか、私はよく分からぬ言葉だけれども。ちょっと違うのではないかと言

いたいのです。 

  だからそういう意味で、早急に補正を計上して、用地買収に入って用地を確定して、図面を確定

して、今年度中に、それをもって東京都にお願いというか要請して、補助金だか何だかいろんな認

可の問題があるかもしれない。それはそれでもってクリアして、次年度は発注するということぐら

いあってほしいのです。それをやらないというから、だから私は、先ほど言いました予算組んだら

どうですかと言ったら、いや用地が決まらない。 

  そういうことで、毎年の当初予算のたびに最後にはこう言うのです。賛成したいけれども、した

いのだと。反対することが目的ではないと、村のためには。いかんせん、村のためにそうしたいの

だが、賛成し切れないと。工場は造らなくていい。ああ、いいのではないですかと、こうはいかな

いのだと。医療費の問題、島外診療の問題、聞こえる問題はやっていただきました。その他問題い

いですと、こういう具合には言い切れない。住民さんを前にして、結構ですとは言い切れない。 

  私はそういう意味で、もちろん村長が全て万端、議員が要望質問するたびに、それも全部はい、

分かりました、はい、分かりましたとできないのは分かります、それは。これは当たり前です。私

だって、そう業つくといいますか、分からぬことを突っ張るつもりはないのです。賛成することは、

あるいは簡単かもしれません。みんなでやれば怖くない。私はそういう意味から、村を考えたとき

に、やはり考え直してほしいと。賛成できる予算をつくってほしいと。一番つらいのは、反対する

人かもしれません。賛成するのは楽かもしれません。分かりません、それは。 
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  以上をもって、ちょっと長くなりましたけれども、新年度予算には反対をいたします。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） 前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 私は、賛成票を投ずるつもりでいます。 

  今、笹岡議員も言っていましたけれども、油工場の件でおっしゃっていましたけれども、確かに

我々は何となく傍観者的な立場でいたのかなと私自身は思うのです。土地を買収、確かに４年度の

10月、去年の10月でしたっけ、実は決まっていないのだよとかという話があった、おととしか。そ

のときも、何やっているのだよ、今さらそんなこと言うのかなんて思っていましたけれども、でも

少しは我々も議員として何か手助けできたのではないかなという思いがしないでもないのです。 

  幸いにして、今日午前中でしたか、村長が、土地が決まれば補正組んで、予算手当て、金を手当

てするとかという話がありましたけれども、ぜひそっちの方向で、我々も、利島というのはそもそ

も坂の島ですから、平らなところなんてちょびっとしかないのだから、そうすると、やれ公園法だ

なんだかんだって、適地が見つかればそれに引っかかってくるのです。そしたらやっぱり陳情、我

々も議員として一緒に陳情行こうかとか、そういう話もできなくはないと思うので、片や傍観者で

いると、何やっているのだ、お前らはというのではなくて、我々自身としてどこまでできるかとい

うのもこれからは協業でやっていく必要があるかなと思うのです。 

  そういう意味からも、私自身の反省からもそうなのですけれども、取りあえず新年度予算、村政

に混乱を起こすわけにもいかないので、私は賛成いたします。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  井口議員。 

          〔５番（井口 保君）登壇〕 

〇５番（井口 保君） 私は、原案には賛成いたします。 

  先ほど反対議員のほうから油工場とか焼却場の件がありましたが、それには原案や一般質問なり

何なり聞いていて、大分職員も苦労されているということはよく分かりました。 

  ただ私が一番懸念しているのは、一般職の出張のときの宿泊費、これについてはもう一度よく考

えてやってください。別に出張に行って、泊まって、それで赤字になるようなことだけは避けてや

ってください。それだけはお願いしたいと思います。 

  以上で私は賛成いたします。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 私は、油工場の予算もないし、焼却場の予算も全然ついてない。これいつに
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なるか分からないので、この予算には反対します。 

〇議長（寺田 優君） それでは、討論を終了いたします。 

  それでは、採決を行いたいと思います。 

  それでは、議案第16号 令和６年度東京都利島村一般会計予算を採決いたします。 

  初めに、反対の議員の挙手を願います。 

          〔賛成者挙手〕 

〇議長（寺田 優君） 賛成の議員の挙手を願います。 

          〔賛成者挙手〕 

〇議長（寺田 優君） ２対２の同数でありますので、議長の判断により、議案第16号 令和６年度

東京都利島村一般会計予算は原案のとおり可決承認することといたします。 

  ここで５分間休憩をいたします。 

          （休憩 午後 ２時４３分） 

                                           

          （再開 午後 ２時５０分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

 

    ◎日程第２０ 議案第１７号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会 

計（事業勘定）予算 

     日程第２１ 議案第１８号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会 

計（直診勘定）予算 

     日程第２２ 議案第１９号 令和６年度東京都利島村介護保険事業特別会計 

（事業勘定）予算 

     日程第２３ 議案第２０号 令和６年度東京都利島村後期高齢者医療事業特別 

会計予算 

 

〇議長（寺田 優君） お諮りしたいのですが、日程第20の国民健康保険事業特別会計より日程第23号

までの後期高齢者事業特別会計までの４議案について一括上程をしたいと思いますが、よろしいで

しょうか。議案第17号から第20号まで、よろしいですか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、日程第20、議案17号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事業

特別会計（事業勘定）予算、それから日程第21、議案第18号 令和６年度東京都利島村国民健康保

険事業特別会計（直診勘定）予算、日程第22、議案第19号 令和６年度東京都利島村介護保険事業

特別会計（事業勘定）予算、それから日程第23、議案第20号 令和６年度東京都利島村後期高齢者
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医療事業特別会計予算を一括で審議いたします。 

  説明を求めます。 

  村山村長 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 165ページをお開きください。議案第17号 令和６年度東京都利島村国民健康

保険事業特別会計（事業勘定）予算。 

  令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算は、次に定めるところによ

る。 

  歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ7,637万1,000円とする。 

  続きまして、189ページをお開きください。議案第18号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事

業特別会計（直診勘定）予算。 

  令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（直診勘定）予算は、次に定めるところによ

る。 

  歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ7,110万7,000円とする。 

  続きまして、209ページをお開きください。議案第19号 令和６年度東京都利島村介護保険事業特

別会計（事業勘定）予算。 

  令和６年度東京都利島村介護保険事業特別会計（事業勘定）予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ4,622万8,000円とする。 

  続きまして、237ページをお開きください。議案第20号 令和６年度東京都利島村後期高齢者医療

事業特別会計予算。 

  令和６年度東京都利島村後期高齢者医療事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ1,008万8,000円とする。 

  以上です。詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） それでは、よろしくお願いいたします。私のほうから、特別会計

４会計について、順を追って説明させていただきます。 

  まず、国民健康保険の事業勘定特別会計の予算案についてでございます。165ページ御覧ください。

令和６年度国民健康保険特別会計は、総額7,637万1,000円を計上し、対前年度比では475万9,000円

の増となりました。国は、将来にわたって国民皆保険制度を持続させるため、平成30年度に国民健

康保険の大幅な制度改正を行いました。この制度改正では、都道府県が財政運営の責任主体となっ

て国保運営の中心的な役割を担い、市町村はこれまで同様の資格管理、各種申請の受付、国保税の

賦課徴収を行うというものでございます。 
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  平成30年度から国保税の税率につきましては、算定は都から示される納付金、医療費の実績と伸

び率、所得水準で計算されたものでございますが、保健事業費等の基に算定をすることとされてい

ます。算定する際には、次年度以降の納付金が大幅な増額となることもあるため、基金等の財源に

ついても持つ必要がございます。 

  令和６年度の当初予算では、納付金は総額1,237万2,000円を計上し、対前年度比で140万7,000円

の増加となりました。そのほか総務費で国保システムの改修費を314万6,000円計上してございます。 

  詳細についてご説明申し上げます。まず、歳出でございます。167ページ御覧ください。歳出のほ

うでございますけれども、総務費でございます。1,265万2,000円、こちらは国保特別会計の事務費

に相当する部分です。人件費や旅費、また国保システムの保守や改修に係る経費や、国保連合会負

担金などを計上させていただいております。 

  保険給付費のほうでございます。2,582万8,000円、こちらのほうは、保険給付費については過去

の実績と医療費の状況を勘案し計上しました。支払う保険給付費等は、一部を除いて都から普通交

付金として交付されます。交付されない保険給付費としては、出産育児一時金または葬祭費等にな

ってございます。 

  次、続きまして国民健康保険事業費納付金でございます。こちら平成30年度から、先ほど申した

とおり、医療費の実績と伸び率及び所得水準で算出された納付金を都に納付しております。この納

付金の財源として国保税、皆様から集める国保税と国からの補助金とが充てられてございます。 

  保健事業費73万1,000円でございます。こちら特定健康診査等の事業費で、40歳から74歳を対象と

した特定健診、特定保健指導に係る健診の委託料を計上してございます。令和６年度につきまして、

９月21日から23日に住民健診のほうを実施予定してございます。また、受診率向上のため、９月末

まで本土でも受診できるように準備を今行っているところでございます。 

  続きまして、諸支出金2,328万8,000円、こちらは交付金等の前年度償還金と、診療所への繰出金

を計上してございます。 

  あと、予備費について150万円を計上させていただいております。 

  １ページお戻りいただいて、歳入のほうで166ページになります。国民健康保険税617万1,000円、

こちら保険税を決定する上で必要になる経費につきましては、国民健康保険事業の納付金と保険の

事業が主体的なものとなってございます。 

  国庫支出金、こちら5,000円、都支出金5,985万9,000円、こちらも平成30年度から保険給付につい

ては都からの普通交付金として交付されることとなりました。またこれまでの調整交付金の特別分

として交付されていたもので、あらかじめ見込むことが可能であるものと、保険者努力支援制度分

を都支出金として計上されてございます。 

  あとは財産収入のほうは、財政調整基金の5,000円ですけれども、財政調整基金の預金利息を計上

してございます。 
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  繰入金でございますが1,032万6,000円、こちら保険基盤安定繰入金の保険税軽減分として73万

2,000円、保険者支援分として45万円、また出産育児一時金の繰入金として、出産育児一時金の３分

の２を33万3,000円、あと就学児の均等割の軽減分の１万4,000円、その他一般会計繰入金として歳

出の部分の総務費分と、あとは残り財政調整交付金の取崩し額として1,710万円を計上してございま

す。 

  繰越金につきましては、前年度繰越金を科目存置として計上してございます。 

  諸収入でございます。4,000円でございますが、こちら加算金延滞金及び過料等の科目存置として

4,000円を計上しているところでございます。 

  国民健康保険の事業勘定については以上となります。 

  続きまして、国民健康保険の診療所、直診会計について予算説明申し上げます。 

  189ページを御覧ください。令和６年度国民健康保険事業特別会計の総額は7,110万7,000円を計上

し、対前年度比で10万5,000円の減となっています。 

  利島村国民健康保険診療所は、市町村が国民健康保険法第82条の保健事業を行う施設として設置

した医療施設でございます。地域の医療の確保、医療、サービスの提供に加え、住民に保健、医療、

福祉、介護、サービスの一体的、総合的な提供する取組がなされ、住民の健康福祉の向上につなが

っているものでございます。 

  191ページ、歳出についてご説明申し上げます。総務費でございます。こちら6,090万4,000円、診

療所の医師、看護師、事務員の人件費及び事務費、または専門診療や歯科診療に係る経費を計上し

てございます。 

  医業費でございます。こちらは医療用の消耗器材について402万5,000円、あと衛生機材費として

572万7,000円を計上してございます。 

  施設整備費でございますが、こちらは科目存置として1,000円計上してございます。 

  予備費でございますが、45万円を計上させていただいております。 

  歳入についてです。190ページ、１ページ前を御覧ください。診療収入につきまして、1,647万

6,000円計上してございます。 

  医療費の診療報酬分として、国保被保険者分を305万9,000円、社保の被保険者分を535万7,000円、

後期高齢者の被保険者425万1,000円、自己負担分である一部負担金は309万7,000円、また健診等の

費用として、診療所で実際に健診を行った分の費用として71万2,000円を計上してございます。 

  続きまして、都支出金1,617万5,000円、こちら僻地医療の運営費として都からの補助金を計上し

てございます。 

  使用料及び手数料８万円、こちらは診断書等の諸証明の発行手数料を計上してございます。 

  財産収入で３万6,000円、こちらは基金の運用益を計上してございます。 

  繰入金3,726万9,000円、国民健康保険の特別会計、国保の事業勘定の特別会計を経由して、都か
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ら運営に係る補助経費として2,228万3,000円を繰り入れております。また一般会計からの繰入金と

して749万3,000円を計上してございます。 

  繰越金ですけれども、1,000円分を科目存置として計上してございます。 

  諸収入でございます。107万円、こちらは諸収入で雑入のほう、飲み薬なんかの容器代なんかは雑

入として直接医療に関わる部分ではないので、こういったものの直接医療と関係ない売上げについ

て計上させていただいております。 

  国保の診療所会計については、以上となります。 

  続きまして、令和６年度介護保険特別会計予算案について、209ページを御覧ください。令和６年

度介護保険特別会計は、総額4,622万8,000円を計上し、対前年度比では1,059万7,000円の減となり

ます。 

  第９期介護保険事業計画期間である令和６年度から令和８年度の今回１年目となり、主な歳出で

ある介護保険給付費は、第９期保険事業計画及び令和５年度の給付実績や介護サービスの利用状況

を勘案し、2,768万7,000円を計上してございます。 

  また、保険給付費以外では、日常生活の支援体制や介護、医療の連携体制や認知症高齢者への支

援体制の構築を一体的に推進するための事業など394万4,000円を地域支援事業費に計上しました。 

  これらの歳出の財源は、国、都支出金、村一般会計繰入金、第１号被保険者、65歳以上の保険料

及び第２号被保険者40歳から64歳までの保険料を財源とする支払基金交付金等になっております。 

  第１号被保険者保険料につきましては、令和６年度から第９期計画を基に決定されてございます。

保険料基準額は、条例のときにもお話ししましたけれども、月額7,500円で、第８期と比べて400円

の減額となってございます。 

  歳出の説明をいたします。211ページ御覧ください。総務費でございます。1,383万9,000円、こち

ら介護保険事業運営に係る事務経費、要介護認定のための訪問調査に係る経費、介護認定審査会に

係る経費を計上してございます。 

  保険給付費2,768万7,000円、こちら介護サービス給付費として2,397万4,000円、審査支払手数料

１万8,000円、高齢介護サービス等費として88万3,000円、高齢医療合算介護サービス等費で14万

7,000円、特定入所者介護サービス等費として266万5,000円を計上しました。 

  続きまして、地域支援事業費401万4,000円、こちら地域包括支援センターの運営経費等の394万

4,000円を主に計上してございます。 

  基金積立金でございます。38万6,000円計上しています。第１号被保険者保険料の余剰金の部分に

ついて、準備基金に積み立てる38万6,000円を計上してございます。 

  諸支出金2,000円、こちら前年度負担金等の償還を行うため、科目存置として計上してございます。 

  予備費を30万円計上させていただいております。 

  歳入でございます。210ページを御覧ください。保険料718万5,000円、第１号被保険者の保険料は、
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特別徴収分616万2,000円、普通徴収分102万3,000円を計上させていただいております。 

  国庫支出金763万3,000円、こちら介護給付費、居宅等の給付についての20％、施設等介護給付費

の15％として465万7,000円、財政調整交付金138万1,000円、地域支援事業交付金154万4,000円、保

険者機能強化推進交付金の取組に支援するため２万4,000円と、あとこちらが保険者の自立とか重症

化予防の取組のために支援するため平成30年度から導入されてございますけれども２万4,000円と、

あと保険者努力支援交付金、介護予防及び重症化予防に係る取組について使途が限定されている令

和２年度から導入されている交付金でございますが、こちらが２万6,000円計上しました。 

  支払基金交付金でございます。747万3,000円、こちら社会保険診療報酬支払基金から交付されて

いる介護給付費交付金でございまして、介護給付の27％、747万2,000円を計上しました。交付金の

財源につきましては、２号被保険者の保険料ということになってございます。 

  都支出金510万9,000円、こちらも歳出の中の介護給付費負担金の中の居宅等給付の12.5％、施設

等給付の17.5％に当たるところ433万7,000円を計上させていただいているのと、地域支援事業交付

金の77万2,000円を計上させていただいております。 

  財産運用収入としては1,000円計上してございまして、こちらは基金の運用益を計上させていただ

いています。 

  繰入金1,882万6,000円、こちらは一般会計からの繰入金として介護給付費繰入金、介護給付費の

12.5％、345万8,000円と、地域支援事業に対する繰入金77万1,000円、職員の人件費に充てる530万

6,000円、その他事務費としての繰入金として882万6,000円、低所得者に対する介護保険料の軽減繰

入金として46万5,000円を計上させていただいております。 

  繰越金につきましては、1,000円を科目存置として上げさせていただいております。 

  続きまして、私の説明で最後となります。令和６年度後期高齢者医療特別会計の予算案でござい

ます。237ページを御覧ください。こちら令和６年度後期高齢者医療特別会計は、総額1,008万8,000円

を計上してございます。対前年度比では307万2,000円の増となってございます。 

  後期高齢者医療制度は、75歳以上の高齢者を対象とする健康保険とは独立した医療制度でござい

まして、平成20年４月に創設、施行されております。令和４年10月から、これまでの窓口負担が１

割被保険者のものと、一定所得以上の方は２割負担に変わってございます。 

  後期高齢者医療保険料は、各都道府県の広域連合で医療給付等の推計を行い、２年ごとに見直さ

れております。令和６年度、令和７年度の保険料は、均等割額で４万7,300円と、対前年度でいうと

令和４年度、５年度と比べると900円の増、所得割額でいきますと、9.67％ということになってござ

います。 

  後期高齢者医療制度を運営する東京都後期高齢者広域連合の予算積算に基づき、令和６年度の予

算計上を行ってございます。 

  歳出について、239ページでございます。総務費のほう、まず297万円、こちら後期高齢者の医療
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システム改修費について計上してございます。 

  続きまして、葬祭費でございます。15万円、こちら葬祭費として計上してございます。 

  後期高齢者納付金671万7,000円、こちらが、村が被保険者から徴収した保険料に一般会計から繰

り入れた低所得者に対する保険料軽減分を加え、そのまま広域連合に納付する保険料負担金を計上

しました。 

  被保険者数は、令和４年度末は34人、令和６年度１月末現在で35人と横ばいでございます。制度

改正による医療費の後期高齢者負担率の見直しと出産育児一時金の全世代で支え合う仕組みが導入

されるため、保険料は増額となってございます。 

  諸支出金でございます。こちら1,000円ですけれども、過年度分の償還金分の科目存置として計上

させていただいています。 

  予備費として25万円を計上させていただいております。 

  歳入でございます。238ページ御覧ください。こちら後期高齢者医療保険料336万6,000円、被保険

者から徴収する保険料でございまして、保険料率は東京都全体で統一され、先ほど申したとおり、

均等割額が４万7,300円、所得割額が9.67％となってございます。 

  低所得者に対する均等割について、国保同様７割、５割、２割の軽減措置がなされて、設けられ

てございます。 

  繰入金でございます。657万円、こちら一般会計繰入金を計上してございます。事務費と低所得者

に対する保険料軽減分となってございます。 

  繰越金でございます。1,000円、こちら前年度からの繰越金を想定しまして、科目存置として計上

してございます。 

  諸収入として15万1,000円、こちら葬祭費の受託事業経費として計上してございます。 

  簡単ではございますが、４会計について説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

〇議長（寺田 優君） 議案の説明は終わります。 

  これより質疑を行います。質問のある議員は挙手をお願いいたします。ございませんか。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 説明は、今回は大体分かりやすかった。分かりやすかったというより、必要

ですね、これ。とても画面だけではついていけない。これは必要です。 

  それで余計なことを少ししゃべらせてもらって恐縮です。しゃべらせてもらいますけれども、一

般会計のときの説明というのは非常に早くて、説明も分かりにくい。それで今までは所管、所管で

やっていただいたのですけれども、総務課長が初めから一気にやってしまって、だんだんもうつい

ていくところではなくて、何を説明しているのか。だから先ほど来、私一般質問でやったように、

思い起こし、思い起こし質問させてもらいました。 
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  今回は、またこの後、所管がやるのでしょうけれども、内容説明してくれると分かりがいいです。

ただついていくときに、紙はどうしても必要です。これなかったらついていけない。そのうちには

熟練化していくかもしれません。 

  さて、質問をいたします。203ページ、いずれにしても特別会計というのは専門ですから、我々全

てに通じて素人なわけで、立ち入った質問がなかなかできにくいのですけれども。203ページで、ち

ょっと面白いな、面白いと言っては表現悪いですが、一番下から六、七行目ぐらいに咽頭用内視鏡

リースとあるのです。これが３万円なのです。ほかのリース料が40万円だとか50万円だとかになっ

ているようなのですけれども、そうでないリースもありますけれども、19万なんていうのもあるけ

れども、３万円ぐらいって何だかどういう内視鏡なのかしれませんけれども、一々一々、そこの診

療所にあるのでしょうけれども、単位が年３万円ですか、リース料が。買ってしまったほうが早い

のではないですか。駄目なの。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  こちらなのですけれども、３万円と額は小さいのですけれども、再リースと一般的によく言われ

ている再リース、通常５年とか４年とかリース期間を設定して、大体そこで償却が終わってしまう

と。要は、年30万円を５年間で150万円で最初リースしますよというのをやったとして、そのリース

期間が終わります。リース満了になりますよね。リース満了で、いや、もう１年ちょっと使わせて

くれとかといった場合に、機械が壊れていないので使えるよとかといった場合に、再リースという

契約形態を持ちまして、同じものをもう１年間だけ３万円で、もう減価償却終わっているので、会

社としてももうほとんどそれは本来でいけばお金を取る必要がない、リース料を取る必要ないのだ

けれども、３万円で再リースとして１年間貸し出しますというのが、リースの制度上よく一般的に

言われているもので、コピー機なんかも結構そうなのですけれども、５年のリースでリース期間終

わったけれども、６年目どうしますというか、ではそのまんま差し上げますと昔はよくやっていた

と思うのですけれども、今って逆に廃棄物の処理の問題があって、なかなかそれをあげるからとい

うのは、それをまた変に捨てられても困るとかというので、リース会社もきちんと再リースみたい

な形で安く、１年間とか期限を設けて貸し出して、リース契約にもよるのですけれども、リース後、

業者が引き取るとか、そういうようなリースの形態として、再というのは再生の再というか、再び

というか、その再なのですけれども、リースをやっていると、こういったところでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔４番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇４番（笹岡壽一君） 分かりました。私も、今、住民課長のとおり、コピーあるいは高額な、高い

ほうの100万円だとか150万円だとかという、そのコピーだとかプリンターだとか、そういうものが
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リースになっている。一定期間になると、これはただになったと、期間が来ると。そういう感覚で、

再リースというのはそういうものだと見ていたのですが、今は廃棄処分にかかるということでの使

えるいっぱい使いましょうと。それで最終的には、使えなくなったら、その廃棄処理料は要らない

ということなのですか。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  ちょっと廃棄料、余計なことを私がちょっとしゃべってしまったのかもしれないのですけれども、

申し訳ないです。その廃棄をどうするかというのは、リース契約始めたときに処分はどこがします

かとか、基本的にリースに限っていえば、リースしたほうというのですか、うち借りたほうではな

くて、貸したほうがその機械を引き揚げて処分するというのが通常のオペレーションになってくる

と思うのですけれども、そういったところで、その以前の話を先ほどちょっとコピー機の話でさせ

ていただきましたけれども、以前の場合は、村がリースが終わったものをそのままもらってしまう

ではないですけれども、そういうのがあったのですけれども、今はそうではなくて再リースとして、

また１年１年期間を区切ってリースを行っているといったところで、当然必要とあれば新しいもの

をリースするとか、そういうふうには考えていくつもりでございます。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔４番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇４番（笹岡壽一君） そうしますと、１年１年の単年度契約でリースする。その期間内にトラブル

が発生したといった場合には、そのリース料の範囲内で補修、修理してやってくれると。 

〇議長（寺田 優君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 笹岡議員のご質問にお答えします。 

  そこは、リースの結び方に当たると思います。リースによって、貸すだけで保守についてはこち

らで、村のほうで直してくださいではないですけれども、修理費については村持ちだよとか、リー

ス会社持ちだよとかという、その契約に従ってやっているものでございまして…… 

          〔「この程度は」と言う人あり〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） この程度のでいきますと、ごめんなさい。壊れたときは、ぶっち

ゃけ村が直さなければいけないというか、必要とあれば村が直すといったところでございます。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは質疑を終了いたします。 

  議案第17号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算、討論ござい
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ますか。 

  笹岡議員。 

          〔４番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇４番（笹岡壽一君） いつも例年のとおり述べているのですけれども、特別会計事業は事業で必要

な事業だということは十分認知しています。これ否決したら診療所が動かない、あるいは水道も動

かないということがあるわけでしょうけれども、いかんせん一般会計が担保されているわけで、そ

れが反対するということは、私どもの反対した立場からするとないということになるわけで、そう

いう意味でやむなく事業勘定には何らこれといって反対すべき理由というのはありませんけれども、

これはしようがないです。担保するあれがないわけですから、架空な予算になってしまうわけで、

ですからやむなく、これは反対せざるを得ないという反対です。 

  以上です。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔４番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇４番（笹岡壽一君） 以下、案件ごとに出てこないで、そのまま特別会計のときには理由に立ちま

せんので、その旨、議長によろしくお願いしておきたいと思います。 

〇議長（寺田 優君） それでは討論を終了いたします。 

  これより採決を行います。 

  議案第17号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算を採決いたし

ます。 

  投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、賛成２、反対２の同数でありますので、議長であります私が判断させていただきま

す。議案第17号 令和６年度京都利島村国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算は原案のとお

り可決承認することといたします。 

  議案第18号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（直診勘定）予算、討論ござい

ますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 討論ないようですので、採決を行います。 

  議案第18号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（直診勘定）予算を採決いたし

ます。 
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  投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、賛成２、反対２、同数ですので、議長の判断により、議案第18号 令和６年度東京

都利島村国民健康保健事業特別会計（直診勘定）予算は原案のとおり可決承認いたします。 

  議案第19号 令和６年度東京都利島村介護保険事業特別会計（事業勘定）予算、討論ございます

か。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 討論を終了いたします。 

  採決を行います。 

  議案第19号 令和６年度東京都利島村介護保険事業特別会計（事業勘定）予算を採決いたします。 

  投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  賛成２、反対２、同数でありますので、議長の判断により、議案第19号 令和６年度東京都利島

村介護保険事業特別会計（事業勘定）予算は原案のとおり可決承認いたします。 

  議案第20号 令和６年度東京都利島村後期高齢者医療事業特別会計予算、討論ございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 討論ないようですので、採決を行います。 

  議案第20号 令和６年度東京都利島村後期高齢者医療事業特別会計予算を採決いたします。 

  投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、賛成２、反対２の同数ですので、議長の判断により、議案第20号 令和６年度東京

都利島村後期高齢者医療事業特別会計予算は原案のとおり可決承認することといたします。 

 

    ◎日程第２４ 議案第２１号 令和６年度東京都利島村簡易水道事業会計予算 

     日程第２５ 議案第２２号 令和６年度東京都利島村合併処理浄化槽事業会計予算 

 

〇議長（寺田 優君） お諮りいたします。 

  日程第24の簡易水道事業会計予算と、日程第25の合併処理浄化槽の予算、併せて上程したいと思

いますけれども、よろしいですか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 
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〇議長（寺田 優君） それでは、日程第24、議案第21号 令和６年度東京都利島村簡易水道事業会

計予算、次に日程第25、議案第22号 令和６年度東京都利島村合併処理浄化槽事業会計予算を審議

いたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 251ページをお開きください。議案第21号 令和６年度利島村簡易水道事業会

計予算。 

  第１条として、令和６年度利島村簡易水道事業会計の予算は、次に定めるところによるというこ

とで、第２条から業務の予定量またはその後に収益的、資本的収入及び支出に関しましては所管よ

り説明いたします。 

  また、進みまして、271ページをお開きください。議案第22号 令和６年度利島村浄化槽事業会計

予算。 

  第１条として、令和６年度利島村浄化槽事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） では、令和６年度簡易水道事業予算案についてご説明いたします。 

  252ページを御覧ください。令和６年度の業務予定量について、年間の給水量のうち料金収入が得

られる年間有収水量は１万7,635立方メートルを予定しています。 

  次に、第３条、収益的収入及び支出についてです。まず、収益的収入に関しまして、簡易水道事

業収益について、営業収益は主に水道事業収入である水道使用料の収益で870万1,000円を計上して

います。 

  営業外収益は、一般会計からの補助8,454万2,000円と、固定資産の減価償却に伴い、その取得に

係る財源を減価償却等の見合う分について収益化した5,763万4,000円を計上、計１億4,207万

6,000円を計上しています。 

  以上、収益的収入の合計は１億5,087万7,000円となっています。 

  続いて、収益的支出に関しまして、簡易水道事業費用について、営業費用は浄水場や水道管の維

持補修、動力、薬品の購入などに係る浄水場費や配水費、料金徴収に係る業務費、固定資産の減価

償却費などで１億4,203万2,000円となっています。 

  営業外費用は、企業債の支払利息や消費税及び地方消費税の納付金で66万2,000円を計上していま

す。 

  特別損失は、令和５年度の消費税及び地方消費税の納付金や令和５年度の12月から３月までの賞
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与引当金相当額187万5,000円を計上しています。 

  予備費は10万円を計上しています。 

  以上、収益的支出の総額は１億4,046万9,000円を計上しています。 

  253ページを御覧ください。第４条、資本的収入及び支出についてです。資本的収入について、建

設改良事業に対する都補助金で5,751万9,000円、一般会計からの補助金2,619万9,000円を計上し、

8,371万8,000円を計上しています。 

  資本的支出について、建設工事等により自己の資産を取得するための費用、建設改良費として配

水管布設替工事8,217万円、固定資産購入費178万4,000円、計8,395万4,000円、企業債償還金1,883万

2,000円、計9,578万6,000円を計上しています。 

  資本的収入が資本的支出に対して不足する額1,260万8,000円は、減価償却費など損益勘定留保資

金、その他で補填します。 

  第４条の２、特別会計を３月末で打ち切るために発生する特例的収入及び支出について、令和５

年度に発生した未収金及び未払金について、それぞれ115万円及び5,077万7,000円を計上しています。 

  整備事業の概要について、都道利島環状線の清水橋からロータリーを経由してヘリポートまでの

配水管布設替工事、村道堂山線イ号、村道学校線イ号、ツッサビ線の設計及び高圧ポンプＢ号機の

購入を予定しております。 

  以上、令和６年度の簡易水道事業会計の予算について説明させていただきました。 

  引き続き、令和６年度浄化槽事業予算案についてご説明いたします。271ページを御覧ください。

令和６年度の業務の予定量について、年間配水量は１万7,624立方メートルを予定しています。 

  272ページを御覧ください。第３条、収益的収入及び支出についてです。まずは、浄化槽事業収益

に関しましてですけれども、営業収益は浄化槽事業収入である浄化槽使用料の収益で1,160万

1,000円を計上しています。 

  営業外収益は、一般会計からの補助6,448万9,000円と、固定資産の減価償却に伴いその取得に係

る財源を減価償却等の見合部について収益化した1,543万円、令和６年度の消費税還付金86万

7,000円を計上、計7,778万6,000円を計上しています。 

  以上、収益的収入の合計は8,938万7,000円となっています。 

  続いて、収益的支出に関しまして、浄化槽事業費用について、営業費用は浄化槽や汚泥再生処理

センターの維持補修、動力、薬品の購入などに係る浄化槽費や処理場費、料金徴収に係る総係費、

固定資産の減価償却費などで9,930万7,000円となっています。 

  営業外費用は、企業債の支払利息で65万7,000円を計上しています。 

  特別損失は、令和５年度の消費税及び地方消費税の納付金や令和５年度の12月から３月までの賞

与引当金相当額167万円を計上しています。 

  予備費は10万円を計上しています。 
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  以上、収益的収支の総額は9,930万7,000円を計上しています。 

  273ページを御覧ください。第４条、資本的収入及び支出についてです。資本的収入について、一

般会計から補助金636万9,000円を計上しています。 

  資本的支出について、企業債償還金636万9,000円を計上しています。 

  第４条の２、特別会計を３月末で打ち切るために発生する特例的収入及び支出について、令和５

年度に発生した未収金及び未払金について、それぞれ170万8,000円及び1,464万8,000円を計上して

います。 

  なお、令和６年度は整備事業を予定しておりません。 

  以上、令和６年度の浄化槽事業会計の予算について説明させていただきました。よろしくご審議

のほどお願い申し上げます。 

〇議長（寺田 優君） それでは、これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をしてください。 

  前田副議長。 

          〔１番（前田 清君）登壇〕 

〇１番（前田 清君） 水道事業のほうの年間有収水量、これは１万7,635立方メートルで、処理槽の

ほうで年間排水量が１万7,624立方、差が１立方ですよね。例えば風呂に入った、洗濯したというの

は、みんな処理槽に入ってくるからというので、それは分かるのですけれども、この差の１立方メ

ートルってこんなものですよね。本当かなと思うのですけれども、庭に水をまいたといったら、も

うそれだけで１立方ぐらい、そんなにはいかないか。 

          〔「11」と言う人あり〕 

〇１番（前田 清君） 11。635と……11か。11立方といったら、でもこの容積掛ける11だよ。そんな

もので済んでしまう。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） お答えいたします。 

  下水道のほうなのですけれども、正直なところ、それぞれ浄化槽に関してメーターはつけていな

いので、なのですよね。１人当たりの原単位を１日333リットルというところで、水道のほうの１回

の排出量が昔333リットルぐらい１日１人で使うよというところがございましたので、そちらのほう

から割り返しで出している数字でございまして、水道のほうはあくまで実際水道メーターの数字を

読んで計算しているのですけれども、下水道についてはそちらがないもので、機械的な計算をさせ

ていただいております。 

〇１番（前田 清君） 分かりました。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 
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  石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 今ちょっと説明してもらったのですけれども、分からなかったので教えても

らいたいのですけれども、浄化槽で収入が8,371万8,000円なのですけれども、支出で9,578万6,000円

出ているのですけれども、これ何で補填すると言った、不足分。253ページ。 

          〔「271ページじゃない。浄化槽でしょう……」と言う人あり〕 

〇４番（石野 治君） そうそう。こっちか。浄化槽で8,938万円で、それで支出が9,930万7,000円、

これはちょっと分からないのですけれども、どこか補填か何かするのですか。 

〇議長（寺田 優君） 大丈夫ですか。 

  上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 令和６年度に関しまして、そこに対して982万1,000円の欠損金が正

直なところ生じております。これについて減価償却等の絡みで欠損金がどうしても生じてしまうと

ころがございます。現金の出入りとしては、歳入歳出は一致するようになっているのですけれども、

減価償却で欠損金が発生、予算上しております。正直なところ使用料に対して、現在、施設に関し

ての使用料のほうが間に合っていないというのが現状でございます。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） ちょっと分からなかった。減価償却で、使用料が減っているなんてよく分か

らないのだけれども。 

          〔「減価償却も資産として見ていたりするので、現金、お金、現ナマ 

            だけではなくて、価値もこれに入ってくるので難しいのですけれ 

            ども、収益的と資本的というその違いが」と言う人あり〕 

〇４番（石野 治君） 足りなくてもいいのだ。何かで補填か何かやるような…… 

          〔「ちょっと難しいですよね。確かに難しい、この場でないほうがい 

            い……」と言う人あり〕 

〇４番（石野 治君） 後で分かるように。 

          〔「はい」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） ちょっと数値のことでお伺いしますけれども、ページでいうと262ページとい

うところが、まずそこからお伺いしたいのですけれども、（２）番で利益剰余金というのがあります
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ね。それで当年度未処分利益剰余金が574万9,000円あって、それで未処分と同額がそのままそっく

り、要するに利益が出ているのだけれども、それを処分しない、処分ということは税金を払うとか

配当を払うとか、そういう処分ですよね。そういうことの処分すると、処分後の利益金というのは

当然そこから減額された分だけ減った数字が出てくるわけですけれども、それは処分していない、

そのまま利益になっているのですよね、当年度が574万9,000円。 

  そして累計額、昨年度から、何年前だか知りませんけれども、累計が2,266万3,000円ですよね。

結局、負債資本合計のところが12億4,576万8,319円、こうなっていて、その次の貸倒れが155万出て

いって、それで長期、これが一つ分からないのだ。長期前受金というのが、これ何なのか。それで

長期前受金収益化累計額、これがこれによってゼロになったのかです。これはどういうことかとい

うことと、あとの負債資本合計が、それで今さっき言った12億4,576万8,000円ですか、それが負債

資本合計12億7,276万ではない、300になっているのだね、これ。この違いはどこから出ているので

すか、分からないのだけれども。 

  分かっているのは、利益金が、当期利益が、さっき言ったように利益剰余金が574万9,000円、こ

れが見込んでいる予算ですよね。これだけのものを見込んでいますよと。そして資本合計が、これ

を見ていくと12億4,500万になる。そうですよね。これはどういう数値になる、予算で。利益は500万

見込んでいるのですよね。 

          〔「そもそも会計学の話になっちゃうんです」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 会計学というよりも。 

          〔「ここに書いてあるので、説明するに当たって、こうですというも 

            の、このやり取りではなかなか厳しいものがあるなというところ 

            ですが、説明も」と言う人あり〕 

〇３番（笹岡壽一君） 会計学と言ったって、学校ではないのだから。 

          〔「いや、……が分からないと多分分からないと思います」と言う 

            人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 休憩します。 

          （休憩 午後 ４時０２分） 

                                           

          （再開 午後 ４時４１分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  執行部の答弁よりお願いいたします。 

  上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 固定資産の評価等による剰余金として574万9,000円を計上させてい



 - 304 -

ただいております。 

〇議長（寺田 優君） 笹岡議員。 

          〔３番（笹岡壽一君）登壇〕 

〇３番（笹岡壽一君） 次の一括上程で、合併浄化槽も類似したようなあれがあるのですが、それも

同じということで理解していいですか。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） お見込みのとおりでございます。 

〇議長（寺田 優君） ほかにございますか。 

  石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） すみません。先ほど後でいいと言ったのですけれども、要は歳入欠陥の感じ

に見えるのですけれども、どういうことか教えてもらえないか。 

  予算が、290ページ、支出は9,903万7,000円、900万円近いあれがあるのですけれども、これはど

ういうことなのか。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） すみません。これも先ほど笹岡議員のご質問にありましたのと同じ

理由でございます。 

〇議長（寺田 優君） 石野議員。 

          〔４番（石野 治君）登壇〕 

〇４番（石野 治君） 予算が、予定額が8,900万で、歳出が9,900万、……払っても大体80万、190万

ぐらいの歳入がないということなのですけれども、これはどういうあれなのかちょっと分からない

です。これだけ見ると、歳入欠陥みたいなように見られるのですけれども、ここのところをちょっ

と。 

〇議長（寺田 優君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 先ほど、簡易水道事業会計では、同じ減価償却のところの見合いで、

簡水のほうは五百何十万の黒字、利益が発生しているところなのですけれども、この浄化槽事業に

関しましては同じ計算をさせていただいたところで、減価償却のところでマイナスというか、九百

幾ら、約1,000万の赤字というか、損益が発生しております。 

〇議長（寺田 優君） 休憩します。 

          （休憩 午後 ４時４６分） 
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          （再開 午後 ４時５３分） 

〇議長（寺田 優君） それでは、休憩を解いて会議に戻ります。 

  執行部の答弁お願いします。 

  上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 先ほどのところでございますけれども、291ページの営業費用のとこ

ろの減価償却費ございますけれども、法律上で決まった定額法というのを使っているのですけれど

も、年間これだけの減価償却、浄化槽を整備しているところで減価償却が発生してまいります。こ

ちらのところで、左側290ページ、長期前払金戻入、こちらのところで減価償却に見合いのところの

歳入というか、実が入ってくると、仮想というか、ごめんなさい、うまくちょっと表現ができない

のですけれども、そちらのところで出せる額というのは千五百何十万円というところがございまし

て、そこで約1,000万円差が出てきているというところでございます。 

〇４番（石野 治君）終わります。 

〇議長（寺田 優君） よろしいですか。 

  それでは、質疑を終了して、議案第21号 令和６年度東京都利島村簡易水道事業特別会計の討論

を行います。 

  討論ございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 討論ないようですので、採決を行います。 

  議案第21号 令和６年度東京都利島村簡易水道事業会計予算を採決いたします。 

  投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、賛成２、反対２でありますので、議長の判断により、議案第21号 令和６年度東京

都利島村簡易水道事業会計予算は原案のとおり可決承認いたします。 

  引き続き、議案第22号 令和６年度東京都利島村合併処理浄化槽事業特別会計予算、討論ござい

ますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 討論もないようですので、採決を行います。 

  議案第22号 令和６年度東京都利島村合併処理浄化槽事業会計予算を採決いたします。 

  投票を行ってください。 

          〔投  票〕 



 - 306 -

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  投票の結果、賛成２、反対２の同数ですので、議長の判断により、議案第22号 令和６年度東京

都利島村合併処理浄化槽事業会計予算は原案のとおり可決承認いたします。 

 

    ◎日程第２６ 議案第２３号 固定資産評価審査委員会委員の選任同意について 

 

〇議長（寺田 優君） 引き続き、日程第26、議案第23号 固定資産評価審査委員会委員の選任同意

についてを議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 条例人事データファイルの61ページをお開きください。議案第23号 利島村

固定資産評価審査委員会の委員の任命の同意について。 

  利島村固定資産評価審査委員会に、次の者を任命したいので、地方自治法第423条第３項の規定に

より、議会の同意を求めます。 

  氏名、前田正。生年月日、住所は省略いたします。 

  令和６年３月11日。 

  提出者、東京都利島村長、村山将人。 

  提案理由、令和６年３月31日付で利島村固定資産評価審査委員会委員前田正氏は、任期が満了す

るので、新たに委員を選任することについて議会の同意を得たいので提案するものであります。よ

ろしくお願いいたします。 

〇議長（寺田 優君） 本議案は人事案件でありますので、質疑並びに討論を省略して投票を行いた

いと思いますが、よろしいですか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） 議案第23号 固定資産評価審査委員会委員の選任同意についてを採決いたし

ます。 

  投票を行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（寺田 優君） 投票を終了いたします。 

  全員賛成です。 

  よって、議案第23号 固定資産評価審査委員会委員の選任同意については可決承認されました。 

 

    ◎閉会の宣告 
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〇議長（寺田 優君） 以上をもちまして、付された議案は全て終了いたします。 

  お諮りいたします。ここで終了してよろしいでしょうか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（寺田 優君） それでは、これで令和６年第１回利島村議会定例会を閉会いたします。 

  皆様、ご苦労さまでございました。 

                                   （午後 ４時５９分） 
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 地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 

 

   令和６年３月１５日 
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